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教科に関する研究「豊かな学びをはぐくむ学習指導」

１ 研究の趣旨

児童生徒が楽しさを感じ，生き生きと学ぶ，豊かな学びをはぐくむ学習指導に関する研究

を行い，各学校での学習指導の改善・充実に資する。

２ 研究主題

(1) 研究主題

豊かな学びをはぐくむ学習指導

(2) 教科別研究主題

算数・数学

算数・数学的な表現力を育てる学習指導に関する一考察

～児童生徒が数学的な見方や考え方を広げ深める授業づくり～

音楽

音楽科における「考える力」を育てる学習指導の在り方

体育・保健体育

児童生徒が学習の成果（わかる・できる）を実感する体育授業づくり

～運動学習場面における認識学習と教師行動の効果的な導入を通して～

外国語(英語)

生徒が，学んだことを主体的・創造的に活用し発信する外国語（英語）科学

習の指導に関する一考察

３ 研究を行う教科（校種）

算数・数学（小学校，中学校 ，音楽（小学校，中学校)，体育・保健体育（小学校，中）

学校，高等学校 ，外国語（英語 （中学校，高等学校）） ）

４ 研究期間

平成18，19年度の２年間

５ 研究の方法及び研究経過

(1) 各教科ごとに研究協力員を委嘱して，２年間の研究において８回の研究協議会を開催し

た。

(2) 研究主題「豊かな学びをはぐくむ学習指導」を設定するとともに，各教科ごとに教科別

研究主題を設定して研究を進めた。

(3) 研究主題について理論研究を行うとともに「豊かな学びをはぐくむ学習指導」に関する

， 。 ，教師・児童生徒の意識 授業の実態について調査研究を行った 調査は県内小学校100校

中学校100校，高等学校50校の教師及び県内の小学校８校，中学校８校，高等学校４校の

児童生徒を対象とした。また，教科別研究主題に基づき，校種（小学校，中学校，高等学

校）ごとに，研究協力員の所属校で，平成18年９月から12月，平成19年７月から10月にか

けて授業研究を実施した。
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６ 研究内容

(1) 研究主題に関する基本的な考え方

中央教育審議会答申（平成17年10月26日 「新しい時代の義務教育を創造する」には，）

「 ゆとり』の中で『生きる力』をはぐくむことを理念とした現行の学習指導要領につい『

ては，実施されて３年以上が経過しており，そのねらいは十分達成されたのかを，しっか

りと検証していく必要がある 」と述べられている。また，現行の学習指導要領の学力観。

では，基礎的な知識・技能の育成（いわゆる習得型の教育）と，自ら学び自ら考える力の

育成（いわゆる探究型の教育）を総合的に行うことが重要であると示されている 「確か。

な学力」を育成し「生きる力」をはぐくむこという基本的な考えは，今後も引き続き重要

である。

市川伸一 氏は「いったい自分は，なぜ，なんのために，いまここでこのような学習注１）

をしているのか」という学ぶことの意義付けを「学びの文脈」と呼び 「人は，学習する，

， 。」 。ときに意図的 あるいは無意図的に自分なりの学びの文脈をもっている と述べている

また，どういう文脈の中で学ぶのかということは，学ぶ意欲に大きく影響するとも述べて

いる。

また，無藤隆 氏は「豊かな学びが成立するには，様々な単元や種々の教科・総合，注２）

さらには日頃の生活などから得た知識や気づきをつなげ，組み合わせ，子どもなりの発見

をしていく必要がある 」と述べている。これは，授業の中で，児童生徒自身の気付きや。

発見等が，広がりや深まりのある学びにつながっていくものと考える。また，その際の学

習活動については，中央教育審議会答申にある「習得型の教育」と「探究型の教育」がバ

ランスよく行われていることを前提としているものと読み取れる。

両者に共通するのは，学習を学ぶ側の立場からとらえていることである。授業の中で，

児童生徒が，自分なりの学ぶことの意義付けとなる「学びの文脈」をもち，生活を含めた

学習の中から得た知識や気付きをつなげ，組み合わせ，児童生徒なりの発見をしながら，

「確かな学力」を身に付けていくことが「豊かな学び」を成立させる上で必要なことであ

ると考えられる。

これらのことを踏まえると，児童生徒にとっての「豊かな学び」とは，習得型の教育と

探究型の教育のバランスのとれた授業の中で，児童生徒自身が，自らの内に問いをもち，

「 」 「 」 ， 「 ， ，知識・技能の習得 と 自ら学び自ら考える力 を身に付け その結果, 意欲 感動

充実感，自信」などの内面的なものを，自らの学びとして実感できる学びであると考えら

れる。一方で 「確かな学力」は，教師自身がより「豊かな発想」をもち，教師としての，

哲学をもって，児童生徒に働きかけていく授業の実践の中で，はぐくまれていくものと考

える。

以上のことから 豊かな学びをはぐくむ とは 学ぶ側である児童生徒にとっての 豊，「 」 ， 「

かな学び と 教える側である教師の 豊かな発想 をもった働きかけとが融合された 分」 ， 「 」 「

かる授業 「楽しい授業」の中で，児童生徒が主体的に学びの喜びや楽しさを味わい，学」

びの意義を実感しながら「確かな学力」を身に付けていくことととらえる。また 「豊か，

な学びをはぐくむ」ことは，児童生徒が，自ら考え，行動していくことのできる自立した

個人として，変化の激しい社会の中で，心豊かにたくましく生きていく基盤となる力を育
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成していくためにも不可欠であると考え，本主題を設定した。

注１）市川 伸一（東京大学大学院教授 「学ぶ意欲とスキルを育てる いま求められている学力向上策」小学館 2004年）

注２）無藤 隆（白梅大学・短期大学学長）論説「個に応じた指導の充実と絶対評価」 2003年

参考文献

『 学び」を問いつづけて－授業改革の原点－』 佐伯 胖 小学館 2003年「

(2) 研究主題に関する実態調査

「豊かな学びをはぐくむ学習指導」に関する教師・児童生徒の意識，授業の実態を探る

ために実態調査を実施した。

ア 調査期間

平成18年９月11日（月）から９月19日（火）

イ 調査対象

(ｱ) 教師

算数・数学，音楽，体育・保健体育，外国語（英語）の各教科については，県内の小

学校100校，中学校100校，高等学校50校の教科担当者を対象として行った。なお，調査

依頼校については，無作為抽出とした。

(ｲ) 児童生徒

算数・数学，音楽，体育・保健体育，外国語（英語）の各教科については，県内の小

学校８校，中学校８校，高等学校４校において１学級から２学級の児童生徒を対象とし

て行った。

(ｳ) 教科共通設問（教師・児童生徒対象）の調査結果

ふだんの学習指導において「豊かな学びをはぐくむ学習指導」についての教師・児童

生徒の意識や学習への取組の様子を把握するために，以下に示す質問項目で調査を行っ

た。調査対象者数は小学校教師100人，中学校教師100人，高等学校教師100人，計300人

とした。また，児童生徒を対象とした調査では，小学校については第５学年（体育科は

第５，６学年）児童を，中学校については第２学年（保健体育科は第１，２，３学年）

生徒を，高等学校については保健体育科は第１，２，３学年, 外国語（英語）科は第２

学年生徒を対象とした。なお，対象者数及び回収率は表１，各教科共通設問および調査

結果は表２～５に示す通りで，アンケートの回収率は100％である。

表１ 各教科の調査対象者数

調 査 対 象 児 童 生 徒 教 師

教科 校種 小学校 中学校 高等学校 小学校 中学校 高等学校

303人 521人 100人 100人算数・数学

303人 513人 100人 100人音 楽

429人 781人 459人 100人 100人 100人体育・保健体育

523人 391人 100人 100人外国語(英語)
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表２ 質問事項及び回答方法（教師）

【質問１】 あなたが担当している学級の学習指導について，次の尺度で該当すると思われる記号を

一つ選び，○で囲んでください。

ア している イ どちらかといえばしている ウ どちらかといえばしていない エ していない

(1) 学習指導において，学習に興味・関心をもたせ，意欲的に取り組ませる工夫をしている。

(2) 学習指導において，基礎的・基本的な内容の定着を図る工夫をしている。

(3) 学習指導において，学習の仕方を身に付けさせる工夫をしている。

(4) 学習指導において，成就感や達成感を味わわせる工夫をしている。

【質問２】 あなたが担当している学級の児童生徒の学習を豊かにしていくために重要と思われる主

なもの二つまで選び，記号を回答欄に記入してください。

ア 様々な体験や経験を重視すること

イ 多様な器具や機器を活用し，学習内容の理解を深めること

ウ 学習課題と日常生活との関連を重視すること

エ 学んだ知識や技能を，後の学習や日常生活に生かすこと

オ 少人数による学習活動等，多様な学習形態を重視すること

カ 児童生徒がともに学び合うこと

キ 学習の場を構成する人間関係を築くこと

ク 学習習慣を身に付けさせること

ケ 基本的な生活習慣を身に付けさせること

コ その他

表３ 質問事項及び回答方法（児童生徒）

【質問１】 あなたは学習にどのように取り組んでいますか。次のア～エの中からあてはまる記号を

一つ選び，○で囲んでください。

ア している イ どちらかといえばしている ウ どちらかといえばしていない エ していない

(1) 学習に興味・関心をもって，意欲的に取り組んでいる。

(2) 基礎的・基本的な学習内容をしっかり身に付けようとしている。

(3) 学習の仕方を身に付けようとしている。

(4) 学習で 「できた 「わかった」と満足感が味わえるように取り組んでいる。， 」

【質問２】 あなたは楽しく学習し，勉強がわかるようにするために，身に付けたり，大切にした

りした方がよいと思う主なもの二つまで選び，記号を回答らんに記入してください。

ア 様々な体験や経験を重視すること

イ 多様（いろいろ）な器具や機器，コンピュータなどを使い，学習内容をきちんと理解すること

ウ 学習内容と日常生活とを結び付けて学習すること

エ 学んだ知識や技能を，後の学習や日常生活で生かしたり使ったりできること

オ いろいろな学習方法や少人数，グループなど様々な形で学習すること

カ 友だちと話し合ったり，教え合ったりして学び合うこと

キ 学習するクラスの友だちや先生などと自由に何でも話し合える雰囲気を作ること

ク ふだんから（いつも）学習する習慣を身に付けること

ケ すいみんや食事など，規則正しい生活態度を身に付けること

コ その他
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(ｴ) 分析

表４は，教師への質問１「あなたが担当している学級の学習指導について，次の尺度で

該当すると思われる記号を一つ選び，○で囲んでください 」についての回答と，児童生。

徒への質問１ あなたは学習にどのように取り組んでいますか。次のア～エの中からあて「

はまる記号を一つ選び，○で囲んでください 」についての回答を示したものである。。

表４ 各教科共通設問事項への回答結果（質問１）
【教師】 (％ )【児童生徒】 (％ )
質問１ (1) 質問１ (1)

ア イ ウ エ ア イ ウ エ校種 校種

39 .0 60 . 0 1 . 0 0 . 0 36 . 4 51 . 3 11 . 0 1 . 3小学校 小学校

41 .5 56 . 7 1 . 8 0 . 0 32 . 7 45 . 5 17 . 6 4 . 2中学校 中学校

27 .5 69 . 0 3 . 5 0 . 0 21 . 4 42 . 4 28 . 7 7 . 5高等学校 高等学校

36 .0 61 . 9 2 . 1 0 . 0 30 . 2 46 . 4 19 . 1 4 . 3全体 全体

質問１ (2) 質問１ (2)

ア イ ウ エ ア イ ウ エ校種 校種

48 . 7 50 . 3 1 . 0 0 . 0 48 .3 40 .9 9 .7 1 . 1小学校 小学校

51 .5 47 . 5 1 . 0 0 . 0 40 . 9 42 . 7 13 . 5 2 . 9中学校 中学校

45 .5 51 . 0 3 . 5 0 . 0 25 . 1 49 . 7 18 . 7 6 . 5高等学校 高等学校

48 .6 49 . 6 1 . 8 0 . 0 38 . 1 44 . 4 14 . 0 3 . 5全体 全体

質問１ (3) 質問１ (3)

ア イ ウ エ ア イ ウ エ校種 校種

38 . 3 56 . 0 5 . 7 0 . 0 53 .3 38 .5 7 .3 0 . 9小学校 小学校

36 .8 53 . 9 9 . 3 0 . 0 36 . 7 44 . 7 15 . 3 3 . 3中学校 中学校

25 . 0 59 . 0 16 . 0 0 . 0 20 .8 46 .6 23 .9 8 . 7高等学校 高等学校

33 . 4 56 . 3 10 . 3 0 . 0 36 .9 43 .3 15 .5 4 . 3全体 全体

質問１ (4) 質問１ (4)

ア イ ウ エ ア イ ウ エ校種 校種

36 . 7 60 . 6 2 . 7 0 . 0 55 .5 35 .7 7 .7 1 . 1小学校 小学校

32 .2 62 . 0 5 . 8 0 . 0 37 . 7 41 . 8 16 . 5 4 . 0中学校 中学校

24 . 0 62 . 0 13 . 5 0 . 5 20 .5 45 .3 24 .9 9 . 3高等学校 高等学校

31 .0 61 . 5 7 . 3 0 . 2 37 . 9 40 . 9 16 . 4 4 . 8全体 全体

表５－１ 質問事項への回答結果（質問２，教師） (％ )

質問２

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ校種

20 .7 7 .7 6 .8 16 .7 9 .0 20 .7 5 .5 9 .7 3 .0 0 .2小学校

10 .0 7 .1 8 .5 15 .9 10 .4 21 .3 7 .2 14 .4 4 .8 0 .4中学校

11 .5 2 .8 12 .8 17 .9 7 .5 6 .3 9 .3 18 .2 13 .4 0 .3高等学校

14 .1 5 .9 9 .4 16 .7 9 .0 16 .1 7 .3 14 .1 7 .1 0 .3全体

表５－２ 質問事項への回答結果（質問２，児童生徒） (％ )

質問２

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ校種

20 .7 8 .5 8 .0 10 .8 12 .7 16 .3 8 .9 6 .6 7 .4 0 .1小学校

16 .1 9 .4 8 .5 10 .8 9 .8 14 .1 11 .8 12 .1 7 .1 0 .3中学校

17 .4 4 .8 9 .9 15 .4 4 .7 10 .2 10 .2 16 .7 10 .0 0 .7高等学校

18 .1 7 .6 8 .8 12 .3 9 .1 13 .5 10 .3 11 .8 8 .1 0 .4全体
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教師への質問１(1)「学習指導において，学習に興味・関心をもたせ，意欲的に取り組ま

せる工夫をしている 」に対して，選択肢ア「している」に注目すると，小学校で39.0％，。

中学校では41.5％が回答しているが，高等学校では27.5％の回答となった。しかし，選択

肢イ「どちらかといえばしている」と合わせると，全校種で90％を大きく超える回答とな

っている。

， 「 ， 。」一方 児童生徒への質問１(1) 学習に興味・関心をもって 意欲的に取り組んでいる

という質問に対し，教師と同様に選択肢ア「している」を見ると，小学校，中学校，高等

学校と校種が上がるにつれて，選択肢アを回答している児童生徒が減少している。高等学

校では，選択肢ウ「どちらかといえばしていない」と選択肢エ「していない」いう回答を

合わせると36.2％となることから，高等学校では，生徒に学習に興味・関心をもたせ,意欲

的に取り組ませることが課題の一つになると考えられる。

教師への質問１(2)「学習指導において，基礎的・基本的な内容の定着を図る工夫をして

いる 」に対しては，各校種とも選択肢ア「している」と選択肢イ「どちらかといえばし。

ている」と合わせると小学校で99.0％，中学校99.0％，高等学校でも96.5％に及び，校種

によらず教師は，基礎的・基本的な内容の定着を図るために工夫をしていることがうかが

われる。

児童生徒への質問１(2)「基礎的・基本的な学習内容をしっかり身に付けようとしてい

る 」への回答では，小学校では，48.3％の児童が選択肢ア「している」と回答している。

が，校種が上がるにつれて，選択肢アを選択している児童生徒は減ってきており，高等学

校では25.1％になっている。また，校種が上がるにつれて，選択肢ウ「どちらかといえば

していない」という回答が増えていることから，学習内容が広がったり深まったりするに

つれて，基礎的・基本的な内容の定着が難しくなってきていることが分かる。

「 ， 。」教師への質問１(3) 学習指導において 学習の仕方を身に付けさせる工夫をしている

に対しては，選択肢ア「している」と回答している教師が，小学校では38.3％,中学校では

36.8％で大きな違いは見られないが，高等学校では25.0％である。選択肢イを合わせると

小学校及び中学校では90％を超える回答となっている。

児童生徒への質問１(3)「学習の仕方を身に付けようとしている 」に対しては，小学校。

では，53.3％が選択肢ア「している」と回答している一方で，中学校，高等学校と校種が

上がるにつれて「している」と回答している生徒は少なくなっている。小学校では，選択

肢イと合わせると91.8％であるが，中学校では81.4％，高等学校では67.4％である。教師

への質問１(4)「学習指導において，成就感や達成感を味わわせる工夫をしている 」に対。

しては，小学校で選択肢ア「している」という回答が36.7％,中学校で32.2％であるが，高

等学校では，選択肢ア「している」の回答は24.0％である。

児童生徒への質問１(4)「学習で 『できた 『わかった』と満足感が味わえるように取， 』

り組んでいる 」に対しての回答は，校種間での傾向の違いが明らかになった。選択肢ア。

「している」は，小学校では55.5％が回答しているが，中学校で37.7％，高等学校で20.5

％と校種が上がるにつれて選択肢アの回答が減ってきている。校種が上がるにつれて選択

肢ウ「どちらかといえばしていない」や選択肢エ「していない」という回答が増えている

ことから，学習内容が広がったり深まったりするにつれて「できた 「わかった」と実感」

しにくくなっているものと推察する。
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表５－１は，教師に対する質問「あなたが担当している学級の児童生徒の学習を豊かに

， 。」していくために重要と思われる主なもの二つまで選び 記号を回答欄に記入してください

についての回答を，表５－２は児童生徒への質問「あなたは楽しく学習し，勉強がわかる

ようにするために，身に付けたり，大切にしたりした方がよいと思う主なもの二つまで選

び，記号を回答らんに記入してください 」についての回答を示したものである。。

表５－１の教師の回答では，校種により違いが見られる。

まず小学校においては，特に選択肢ア「様々な体験や経験を重視すること」20.7％，選

択肢エ「学んだ知識や技能を，後の学習や日常生活に生かすこと」16.7％，選択肢カ「児

童生徒がともに学び合うこと」20.7％の回答が多く，中学校においては選択肢エ15.9％及

び選択肢カ21.3％に加え，選択肢ク「学習習慣を身に付けさせること」14.4％が多い。高

等学校では選択肢エ17.9％及び選択肢ク18.2％に加え, 選択肢ケ「基本的な生活習慣を身

に付けさせること」が13.4％と多くなっている。

いずれの校種でも多かったのは選択肢エ「学んだ知識や技能を，後の学習や日常生活に

生かすこと」である。また，小学校，中学校では選択肢カ「児童生徒がともに学び合うこ

と」が共通して多く，中学校と高等学校では選択肢ク「学習習慣を身に付けさせること」

。 「 」 ，が共通して多い 小学校でのみ多かったのは選択肢ア 様々な体験や経験をすること で

「 」 。高等学校でのみ多かったのは選択肢ケ 基本的な生活習慣を身に付けさせる ことである

表５－２の児童生徒の回答をみると，小学校と中学校では，選択肢ア「様々な体験や経

験を重視すること」という回答が最も多くなっている。また，選択肢オ「友だちと話し合

ったり，教え合ったりして学び合うこと ，選択肢キ「学んだ知識や技能を，後の学習や」

日常生活で生かしたり使ったりできること」という回答も多くなっている。全体的に見る

と，小学校，中学校では同じような傾向を示しているととらえられるが，中学校では，特

に，選択肢ク「ふだんから（いつも）学習する習慣を身に付けること」の回答が，小学校

に比べ大きく上回っている。

高等学校でも，選択肢ア「様々な体験や経験を重視すること」という回答が17.4%で最も

多くなっている点は，小学校，中学校と同様である。一方で，選択肢ク「ふだんから（い

つも）学習する習慣を身に付けること」16.7％，選択肢エ「学んだ知識や技能を，後の学

習や日常生活で生かしたり使ったりできること」15.4％などの回答が，二番目，三番目に

多くなっており小学校や中学校とは違う傾向が現れた。また，小学校，中学校と比較する

と選択肢イ，オの回答は，高等学校では少なくなっている。

教師の回答を見ると，特に小学校では，選択肢ア「様々な体験や経験を重視すること」

を豊かな学びについての重要な要因と考えていることがうかがえる。また，児童生徒の回

答からは，校種によらず，選択肢アは楽しく学習し，勉強が分かるようになるための重要

な要素と考えていることがうかがえる。また，教師では回答が少なかった選択肢キ「学習

の場を構成する人間関係を築くこと」は，児童生徒の選択肢キ「学習するクラスの友だち

や先生などと自由に何でも話し合える雰囲気を作ること」では多くなっている。このこと

から，学習の場における人間関係が，楽しく学習し，勉強が分かるようにするための要因

の一つであると，児童生徒がとらえているものと考えられる。
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研究主題 算数・数学的な表現力を育てる学習指導に関する一考察

～児童生徒が数学的な見方や考え方を広げ深める授業づくり～

研究の概要及び索引語

算数・数学科では，児童生徒が学びの意義を実感することが，児童生徒にとっての豊かな

学びにつながると考え，児童生徒が数学的な見方や考え方を広げ深める授業を通して，算数

・数学的な表現力を育成することに研究の視点をおいた。本研究では，基本的な考え方を明

らかにし，児童生徒と教師を対象として算数・数学科の学習に関する実態調査を実施し，そ

の結果等を踏まえて授業研究を行い，算数・数学科学習指導法の工夫について考察した。
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研究主題 算数・数学的な表現力を育てる学習指導に関する一考察

～児童生徒が数学的な見方や考え方を広げ深める授業づくり～

１ 算数・数学科の研究のねらい

中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会が平成18年２月にまとめた審議経過報

告の「２ 教育内容等の改善の方向 (1) 人間力の向上を図る教育内容の改善」において，

理数教育の改善については，「算数的活動，数学的活動の楽しさや数学的な見方や考え方の

よさを具体的に示すことなどで，算数・数学を学習する意義を子どもが実感できるようにす

ることが大切である。」と記されていることから，子どもたちが，学びの意義を実感できる

ような授業づくりをしていくことが必要であると考える。

算数・数学科では，子どもたち一人一人が学びの意義を実感することが，子どもたちにと

っての豊かな学びにつながると考え，「算数・数学的な表現力を育てる学習指導に関する一

考察～児童生徒が数学的な見方や考え方を広げ深める授業づくり～」を研究主題として設定

した。本研究主題に迫るための算数・数学科の学習に関する実態調査を児童生徒及び教師を

対象として実施し，その結果を踏まえるとともに本研究主題に係る基本的な考え方を明らか

にし，授業研究を行い，「算数・数学的な表現力」を育てることに視点をおいた学習指導の

在り方について考察する。

２ 研究主題に関する基本的な考え方

(1) 研究主題を設定するにあたって

ア 小学校学習指導要領解説算数編，中学校学習指導要領解説－数学編－より

算数科の目標の中に，「数理的な処理のよさに気付く」ことが挙げられ，小学校学習

指導要領解説算数編(平成11年５月 文部省)では，「よさに気付くということは，算数

の価値や算数を学習する意義が分かるようになるということであり，学習意欲の喚起や

学習内容の深い理解につながる。」と述べられ，また，「数理的な処理のよさというの

は，算数のよさの典型として挙げられたものである。数理的な処理には，事象を数理的

にとらえることが含まれるし，また，数理的にとらえた事柄を考察したり，解決したり，

それらの結果を表現したりすることも含まれる。」「児童が学習を進める中で，数量や

図形についての表現をより簡潔に，より明確にしたり，問題解決の方法をより一般的な

ものにしたり，処理の仕方をより能率的なものにしたりするように，よりよいものを生

み出していくような態度を育てることが求められるのである。」と記されている。

また，中学校学習指導要領(平成10年12月)解説－数学編－(平成11年９月 平成16年

５月 一部補訂 文部科学省)では，数学科の目標に示されている「数学的な表現や処

理の仕方を習得」に関して，「中学生になると，記号的，形式的操作ができることに興

味をもつようになり，数学的な表現と処理の仕方を学ぶのに適した年代なので，文字式

の計算，方程式を解くなどの技能を学ぶが，その手続きのもとには原理・法則があるこ

と，原理・法則をうまく使って数学的な処理の方法が考え出されていることを理解させ

る必要がある。」と述べられている。

小学校では，児童の学習意欲の喚起や学習内容の深い理解へつなげるために，算数の

価値や算数を学習する意義が分かるようにすることが大切であり，数理的にとらえた事

柄を考察したり解決したり，その結果を表現したりする活動が重要であると考える。表

現の簡潔さや明確さ，解決方法の一般化，能率的な処理の仕方が算数的活動を通して児
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童に求められるといえる。また，中学校においては，数学的事象を原理・法則を活用して数

学的に処理していく方法が生徒によって考え出される活動が大切であると考える。

イ 平成15年度小・中学校教育課程実施状況調査結果の概要（平成17年４月）より

国立教育政策研究所教育課程研究センターは，平成16年１，２月に学習指導要領における

各教科の目標や内容に照らした学習の実現状況を把握し，今後の教育課程や指導方法等の改

善に資するという趣旨のもと，小中学校を対象とした教育課程実施状況調査を行った。

「今回の調査結果を踏まえた指導上の改善点」として，小学校算数では，「数学的な考え

を読みとる力や表現する力を高める指導の工夫」が挙げられ，「ある場面における算数の意

味を解釈し話し合ったり，他の子どもの考え方や説明を聞いて理解したり，自分の考えを表

現したりする力を育てていくようにする工夫が大切である。」と述べられている。表現する

力を育成するための授業の充実や工夫が求められると考える。また，中学校数学では，「推

論の過程を的確に表現する力を高める」ことが挙げられ，「自分の考えたことを他人に的確

に伝わるように表現するためにはどのような事柄をどのように表現することが必要かなどを

指導することが大切である。」と述べられている。以上のことから，根拠を明らかにし，筋

道を立てて表現したり，簡潔に表現したりする力の育成が望まれていると考える。

ウ 特定の課題に関する調査（算数・数学）調査結果（平成18年７月）より

国立教育政策研究所教育課程研究センターは，平成17年１月，２月に特定の課題に関する

調査（算数・数学）を実施した。この調査の趣旨は，平成15年10月７日の中央教育審議会答

申「初等中等教育における当面の教育課程及び指導の充実・改善方策について」において提

言され，児童生徒の学力の総合的な状況を把握するために，従来から実施してきた「教育課

程実施状況調査」の枠組では把握が難しい内容について調査研究を行い，今後の教育課程や

学校における指導の改善に資するものである。

小学校における「数学的に考える力」に関する主な課題と指導上の改善の中では，「自分

の考えなどを筋道を立てて適切に表現できるようにする。」と述べられ，中学校における「数

学的に考える力」に関する主な課題と指導上の改善の中でも，「用語や記号を用い，関係を

とらえて，自分の考えを明確に表現できるようにする。」と記されている。

「数学的に考える力」は，児童生徒の数学的な見方や考え方を広げ深める活動の中で，は

ぐくまれていくものと考え，数理的な事象に対する自分なりの見方や考え方を，自分にとっ

ても友達にとっても分かりやすい表現にしていこうとする学習活動を重視することが大切で

あると考える。

エ 平成16・17年度の算数科の研究を受けて

「算数と出会う子どもたちのための授業づくり～考える力を高めていく単元導入時の指導

に関する一考察～」という研究主題のもと，平成16，17年度の２年間にわたり実践的な研究

に取り組んできた。研究のまとめの中で，「算数の学習の中では，子どもたちが考えるとい

うのは，まさに創造的な活動といえる。算数で考えるためには，数量や図形についての様々

な事柄や関係を，いろいろな方法で表現することが必要となる。子どもたちは，言葉や図，

式を用いたり，具体物を操作したりしながら自分の考えを伝えようとする。お互いに考えを

伝え合う中で，様々な事柄や関係を関連付けることや明瞭，的確，簡潔に表そうとし，この

ことが子どもたちが算数・数学のよさを実感していくことに結び付いていく。」と記した。

児童生徒が，数学的な見方や考え方を広げたり深めたりしていくには，おのずと表現する

力が必要となる。また，表現力やコミュニケーション能力，問題解決能力等は時代や社会背

景に応じて求められるものと考える。今回の研究では，２年間にわたって進めてきた実践研
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究を踏まえて，児童生徒が数学的な見方や考え方を読み取ったり，その考えを表現したりす

る力を高める指導法の工夫を研究の視点として定め，実践的な研究に取り組むこととする。

(2) 算数・数学的な表現力について

田中 博史 氏は，物事を整理したり，順序づけたりする時に自然に使っている個々の注１）

思考過程を表現する言葉を「算数的表現力」と考え，算数の学習場面において，子どもたち

が対象に働きかけながら自分なりの考え方をつくっていく過程を率直に表現していく力であ

ると述べている。また，金本 良通 氏は，「数理的な事象に関わるコミュニケーション注２）

活動を進めていく能力」として，「数学的コミュニケーション能力」を考え，この能力を，

次に示す四つの視点からとらえている。①算数・数学の多様な表現・表記が使える。②考え

の伝達や討議などの交流ができる。③数学的な表現のよさが理解できる。④話し合いや討議

の大切さへの適切な態度が形成されている。さらに，吉川 成夫 氏は，「算数で考える注３）

ためには，数量や図形についての事柄や関係を，いろいろな方法で表現することが必要にな

る。」と述べている。

中原 忠男 氏は，「子どもによる数学的知識の構成過程においては，５つの表現様式注４）

すなわち現実的表現，操作的表現，図的表現，言語的表現，記号的表現が重要な働きをする。」

「表現方法の工夫・活用が数学的知識の構成を促進し可能にする。」と述べている。ここで，

現実的表現とは実際の状況や実物による表現であり，操作的表現とは教具の動的操作による

表現，図的表現とは絵，図などによる表現，言語的表現とは日常言語を用いた表現，記号的

表現とは数学的記号を用いた表現であるとしている。

また，佐伯 胖 氏は，「表現というのは，ことばによる表現という意味ではなく，言注５）

われていること，あるいは学ぼうとすることが，一体どういうことなのかということを絵で

もよいし，イメージでもよい，何でもよいが何らかの『形』にして示してみることです。こ

れが一つの力になると思います。」と述べている。

これらのことを踏まえて，本研究では，児童生徒が算数・数学の学習において，問題に働

きかけながら，問題解決の過程で自分なりの見方や考え方を何らかの「形」にする力を算数

・数学的な表現力と考えることとする。具体的には日常の言語で表現すること，具体物で示

したり操作したりしながら表現すること，数式，図，グラフ，単位等の算数・数学的用語や

考え方を用いて表現すること，表現する方法として何が適切であるのかを吟味しながら，的

確に表現することなどが考えられる。

また，金本 良通氏は，「いろいろな考えを知ることにより自らの考えの位置が明確にな

り，また他の考えと関連づけられることにより自らの考えが豊かになるのである。思考の広

がりが得られるのである。」と述べ，そのための話し合い活動の重要性を唱えている。さら

に，伊藤 説朗 氏は，子どもたちが自分の解決を表現し伝達し，他者と共によりよい解注６）

決を追究することの大切さを述べ，問題を解決していく中で，「自分の解決から得られたも

のを修正したり，洗練したり，他と関連づけたりすること」「自らの知識や考え方をより多

様で有用なものへと変化させること」ができるとしている。この両氏の考え方から，問題解

決の過程で自分なりの見方や考え方を表現することと数学的な見方や考え方を広げ深めるこ

ととの関連を考えてみると，算数・数学の学習場面において，児童生徒が学び合う中で次の

３点が重要となると考える。①友達の考えを受け入れたり，正誤を判断したり，自分の考え

を修正したりする。②互いの考えの類似点や相違点を見いだしたり，関係付けたりする。③

考えの簡潔性，明確性，効率性などのよさに気付いたり，考えを統合，発展させたり一般化

したりする。
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以上のような点から，本研究における「算数・数学的な表現力の育成」では，児童生徒

の算数・数学的な表現力そのものを児童生徒の発達段階に考慮しながら，どのように育て

るかということと算数・数学的な表現力を児童生徒の学びの場において，児童生徒がどう

活用していくかということが考えられる。算数・数学的な表現力を育てることを通して，

算数・数学を学習する意義を児童生徒が実感できるようにする授業づくりの工夫を考えな

がら，実践的な研究に取り組むこととする。

注１）田中 博史（筑波大学附属小学校）「算数授業の条件 算数教育を考える21の提言」東洋館出版社，1998

注２）金本 良通（埼玉大学）「数学的コミュニケーション能力の育成」明治図書，2005
注３）吉川 成夫（文部科学省初等中等教育局）「初等教育資料No.797」東洋館出版社，2005
注４）中原 忠男（広島大学）「算数・数学科 重要用語300の基礎知識」明治図書，2000

注５）佐伯 胖 （青山学院大学）「『学び』を問いつづけて－授業改革の原点－」小学館，2005
注６）伊藤 説朗（元東京学芸大学）「子どもの考えが生きる算数学習」明治図書，1996

３ 研究主題に迫るための実態調査

本研究を進めるにあたり，県内の児童生徒及び教師を対象として，質問紙により算数・数

学科の学習に関する実態調査を行った。

(1) 調査の対象

ア 児童生徒…学校規模や地域性を考慮して，調査校を抽出した。抽出した小学校は８校

で，第５学年の児童，中学校は８校で第２学年の生徒を対象とした。回答

者数は小学校児童303人，中学校生徒521人の計824人である。

イ 教師………県内の公立小学校100校，公立中学校100校を抽出し，算数科主任及び数学

科主任各100人を対象とした。回答者数は小学校100人，中学校100人であ

る。

(2) 実施時期

平成18年９月11日（月）から９月19日（火）まで

(3) 調査結果及び分析

・調査項目数は，児童生徒と教師に対してそれぞれ６項目とした。

・児童生徒及び教師への質問の観点や内容は，同一のものを考えた。

・児童生徒及び教師への質問内容及びその結果を，以下の表１から表６に示した。

・表中の数値は，各設問ごとの回答者数に対する回答数の割合（％）である。

算数・数学の授業で，問題を解くときに絵，図や表などを使って考えることについての

実態調査結果が次頁に示した表１である。

児童生徒について，「問題が解きやすくなりますか。 」の質問に対して，小学校では

「ア はい」が51.8％，「イ どちらかといえば，はい」が38.6％の回答であった。中学

校においても「ア はい」が50.1％，「イ どちらかといえば，はい」が35.5％となって

いる。小・中学校とも同じ傾向が見られ，児童生徒は，問題を解決する際に絵，図や表な

どを使って考えると，問題が解決しやすいと考えている。教師について，「絵，図や表な

どや具体物を使って考えるように指導している。」の質問に対して，小学校では「ア し

ている」が62.0％，「イ どちらかといえば，している」が38.0％の回答であった。中学

校においては「ア している」が43.0％，「イ どちらかといえば，している」が50.0％

となっている。また，小学校では項目ウ，エの回答が見られなかったことも特徴的である。

児童生徒が問題を解決していくには，解決への見通しがもてることが重要なことと考える。
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実際に絵，図や表などや具体物を使って問題の意味や構造を児童生徒に理解させていくことが

必要となり，児童生徒が与えられた条件や既習の学習との関連付け等をとらえられる指導が大

切となると考える。

表２は，自分の考えや自分で考

えたことのわけ（理由）を友達や

先生に伝えようとすることに関す

る調査結果である。

児童生徒について，小学校では

「ア はい」が15.8％，「イ どち

らかといえば，はい」が48.2％の

回答となっている。中学校におい

ては，「ア はい」が15.0％であり

「イ どちらかといえば，はい」

が35.8％の回答である。項目アを

比較すると差異は見られない。し

かし，中学校では「エ いいえ」

と回答した生徒が12.7％であり小

学校よりも倍以上の数値が示され

ている。さらに，項目ア，イを合

わせると50.8％の半数程度となり，

項目ウ，エを合わせると49.2％と

なっている。一方，教師について

最も回答が多かった項目は，小学

校では「イ どちらかといえば，

多い」が52.0％であるのに対して，

中学校では「ウ どちらかといえ

ば，少ない」が62.0％となってお

り校種による違いが見られた。ま

た，小学校教師の項目アと項目イ

を合わせると62.0％となる。この

数値は小学校児童の項目アと項目

イを合わせた数値とおおむね同じ

であり，小学校においては，児童

と教師の意識の差が見られないと

いえる。具体的な学習内容に沿っ

て，一人一人の児童生徒の頭の中

に問いかけが発せられ，それが知

識と意味付けられ，自分なりの枠

組みの中で解釈されていくことか

ら，伝えようとする内容が見いだ

されると考える。自分の考えや考

えたことの理由などを相手に伝え

表１ 問題を解くときに絵，図や表などを使って考える

こと

【児童生徒】 （％）

算数・数学の授業で，問題を解くときに絵，図 校 種

や表などを使って考えると，問題が解きやすくな

りますか。 小学校 中学校

ア はい 51.8 50.1

イ どちらかといえば，はい 38.6 35.5

ウ どちらかといえば，いいえ 7.6 9.8

エ いいえ 2.0 4.6

【教師】 （％）

算数・数学の授業で，問題を解きやすくするた 校 種

めに，絵，図や表などや具体物を使って考えるよ

うに児童生徒に指導している。 小学校 中学校

ア している 62.0 43.0

イ どちらかといえば，している 38.0 50.0

ウ どちらかといえば，していない 0.0 7.0

エ していない 0.0 0.0

表２ 自分の考えや自分で考えたことのわけ(理由)を友

達や先生に伝えようとすること

【児童生徒】 （％）

算数・数学の授業で，自分の考えや自分で考え 校 種

たことのわけ(理由)を友だちや先生に伝えようと

しますか。 小学校 中学校

ア はい 15.8 15.0

イ どちらかといえば，はい 48.2 35.8

ウ どちらかといえば，いいえ 31.0 36.5

エ いいえ 5.0 12.7

【教師】 （％）

自分の考えや自分で考えたことのわけ(理由)を 校 種

友達や先生に伝えようとする児童生徒が多い。

小学校 中学校

ア 多い 10.0 0.0

イ どちらかといえば，多い 52.0 30.0

ウ どちらかといえば，少ない 35.0 62.0

エ 少ない 3.0 8.0
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ようとすることは，自分なりの見方や考え方を何らかの「形」にしようとする行為そのものと

考えられる。特に，表２の中学校教師の結果から見ると，中学校においては「伝えようとする

こと」の意義や意味を考えた指導の工夫や充実が求められると考える。

表３は，わかりやすく説明する

のに説明の仕方を工夫することに

関する調査結果である。

児童生徒では，「ア はい」の回

答が小学校においては10.6％，中

学校においては14.9％となってお

り，中学校の方が小学校よりも高

い数値が見られた。しかし，中学

校では「エ いいえ」と回答した

生徒が19.8％であり項目アを選択

した生徒を上回っている。教師は，

小学校においては項目アと項目イ

を合わせると65.0％となるが，中

学校では項目アと項目イを合わせ

ても26.0％である。特に項目アを

選択した中学校教師は2.0％と少な

く，小学校教師との差異も感じら

れる。より抽象化されていく中学

校の数学では，数式や図，グラフ

などを用いて表現することや数学的用語，記号を活用して生徒に表現させていくことに指導の

力点が置かれる傾向があると考えられる。児童生徒の発達段階を考慮し，自分の考えたことを

相手に的確に伝わるように表現するためには，どのような事柄を何を基にして，どのように表

現することが必要になるのかという点についての指導が大切であると考える。

次頁に示す表４は，友達がなぜそのように考えたのか，そのわけ（理由）を聞こうとするこ

とについての調査結果である。

児童生徒の回答では，小学校においては「ア はい」が25.7％，「イ どちらかといえば，

はい」が37.7％であり，中学校においては「ア はい」が24.6％，「イ どちらかといえば，

はい」が35.1％であった。肯定的な回答については，大きな差が見られなかった。特に，小学

校では項目エの「いいえ」と回答した児童が10.9％であり，この数値は他の調査項目の選択項

目エの数値と比べて高い結果となっており，友達の考えを受け入れたり正誤を判断したり，自

分の考えを修正したりする上でも「聞くこと」が大切であるという点を児童に十分意識させた

いと考える。また，教師の回答では，小学校において「ア 多い」の回答が9.0％，中学校で

は，「ア 多い」の回答が7.0％となっており，児童生徒の選択項目アと比べて低い数値であ

り，児童生徒と教師との意識の違いが見受けられた。小学校教師では，項目アと項目イを合わ

せると51.0％となり，中学校教師では項目アと項目イを合わせて44.0％となっており，中学校

教師よりも小学校教師の方が，わけ（理由）を聞こうとする児童生徒が多いと思っている。児

童生徒が自分の考えと相手の考えを比較したり検討したりする中で，自分なりの見方や考え方

が広がり深まるということを考えれば，まずは「聞こうとすること」が出発点となる。「聞こ

表３ わかりやすく説明するのに具体物を使ったり，操

作したりして説明の仕方を工夫すること

【児童生徒】 （％）

算数・数学の授業で，友だちや先生に，わかり 校 種

やすく説明するのに具体物を使ったり，操作した

りして説明の仕方を工夫することがありますか。 小学校 中学校

ア はい 10.6 14.9

イ どちらかといえば，はい 41.6 31.7

ウ どちらかといえば，いいえ 38.6 33.6

エ いいえ 9.2 19.8

【教師】 （％）

児童生徒は，友達や先生に，わかりやすく説明 校 種

するのに具体物を使ったり，操作したりして説明

の仕方を工夫している。 小学校 中学校

ア している 13.0 2.0

イ どちらかといえば，している 52.0 24.0

ウ どちらかといえば，していない 34.0 63.0

エ していない 1.0 11.0
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うとすること」は，相手に自分の

考えを分かりやすく伝えようとす

ることとともに，授業を展開する

上で重要なことになると考える。

表５は，自分の考え方が友達の

考え方と同じか違うかを知ろうと

することに関する調査結果である。

児童生徒について，小学校では

「ア はい」が50.2％，「イ ど

ちらかといえば，はい」が33.0％，

中学校では「ア はい」が32.4％

「イ どちらかといえば，はい」

が39.0％と回答している。項目ア

と項目イを合わせると小・中学校

とも肯定的な回答が見られ，自分

の考え方との共通点や相違点を見

いだそうとする姿勢がうかがえる。

一方，教師に目を向けてみると，

小学校では「ア はい」が23.0％

であり，中学校においては「ア

はい」が11.0％となっており，小

学校の半数にも満たない結果とな

った。また，児童生徒の選択項目

アと教師の選択項目アを比較して

も教師の数値が低く，特に小学校

の方がその差は大きい。しかし，

小学校では，項目アと項目イを合

わせてみると，児童は83.2％，教

師は85.0％であり，中学校におい

ても同様に生徒の方は71.4％で，

教師は75.0％でありおおむね肯定

的な回答として受け取れる。

児童生徒がお互いの考え方を吟

味したり検討したりすることで，

考え方の簡潔性や明確性，効率性

などのよさに気付くものと考える。

さらには，考え方を統合，発展さ

せたり一般化させたりすることに

もつながり，数学的な見方や考え

方を広げたり深めたりすることに

もなると考えられる。これまでも教師は，授業において，児童生徒の話し合い活動の充実や比

較検討する場面の工夫が重要となると考え，様々な取組を実践してきたと思われる。今後も，

表４ 友達がなぜそのように考えたのか，そのわけ（理

由）を聞こうとすること

【児童生徒】 （％）

算数・数学の授業で，友だちがなぜそのように 校 種

考えたのか，そのわけ(理由)を聞こうとしますか。

小学校 中学校

ア はい 25.7 24.6

イ どちらかといえば，はい 37.7 35.1

ウ どちらかといえば，いいえ 25.7 25.9

エ いいえ 10.9 14.4

【教師】 （％）

問題を解決していくとき，友達がなぜそのよう 校 種

に考えたのか，そのわけ(理由）を聞こうとする

児童生徒が多い。 小学校 中学校

ア 多い 9.0 7.0

イ どちらかといえば，多い 42.0 37.0

ウ どちらかといえば，少ない 47.0 52.0

エ 少ない 2.0 4.0

表５ 自分の考え方が友達の考え方と同じか違うかを知

ろうとすること

【児童生徒】 （％）

算数・数学の授業で，自分の考え方が友だちの 校 種

考え方と同じか違うかを知ろうとしますか。

小学校 中学校

ア はい 50.2 32.4

イ どちらかといえば，はい 33.0 39.0

ウ どちらかといえば，いいえ 12.5 19.8

エ いいえ 4.3 8.8

【教師】 （％）

児童生徒は，自分の考え方が友達の考え方と同 校 種

じか違うかを知ろうとしている。

小学校 中学校

ア している 23.0 11.0

イ どちらかといえば，している 62.0 64.0

ウ どちらかといえば，していない 15.0 24.0

エ していない 0.0 1.0
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話し合い活動の充実や見方や考え方を比較検討する場面の工夫などは，授業を構成する重要

な視点としてとらえておくことが大切であると考える。

表６は，友達の発表や説明を

聞いて，「わかりやすい，便利だ，

役にたつ」又は「使ってみたい，

自分も取り入れてみたい」と思

うことに関する調査結果である。

児童生徒の回答について，小

学校では「ア はい」が55.8％，

「イ どちらかといえば，はい」

が31.4％，中学校では「ア は

い」が34.6％，「イ どちらかと

いえば，はい」が39.5％となっ

た。どちらの校種とも肯定的な

回答として受け取れる。一方，

教師の回答について，小学校で

は「ア している」が13.0％，

「イ どちらかといえば，してい

る」が72.0％，中学校では，「ア

している」の回答が9.0％であり，

「イ どちらかといえば，して

いる」が61.0％となった。項目

アを児童生徒と教師で比較して

みると，その差が大きい。教師

が思っている以上に児童生徒は，算数・数学のよさや有用性に気付いていることがうかがえ

る。また，項目アと項目イを合わせると小学校児童では87.2％で，小学校教師の方は85.0％

となり,中学校においては生徒が74.1％，教師が70.0％であった。いずれも大きな差がなく

肯定的な回答として受け取れる。児童生徒が算数・数学のよさや有用性に気付き，算数・数

学を学習する意義を実感できるようにする授業づくりの工夫が今後も大切であると考える。

(4) 実態調査のまとめ

算数・数学の授業で，児童生徒が問題を解決していく際に，題意をとらえて解決への見通

しがもてるように，問題が解きやすくなるような絵，図や表などを使って考える児童生徒が

80％を超え，教師の実態調査の結果を見ても「絵，図や表などや具体物を使って考えるよう

に児童生徒に指導している。」の回答が90％を超えている。また，自分の考えや考えたこと

のわけ（理由）を友達や先生に伝えようとすること，友達がなぜそのように考えたのか，そ

のわけ（理由）を聞こうとすることでは，児童生徒と教師との間には意識の隔たりがあると

言える。自分の考え方が同じか違うかを知ろうとすることや「わかりやすい，便利だ，役に

たつ」又は「使ってみたい，自分でも取り入れてみたい」と思うことについては，教師より

も児童生徒の方が意識が高く，肯定的な回答が見られた。

本実態調査の結果から，特に，次のようなことが考えられる。

ア 教師の質問内容の「絵，図や表などや具体物を使って考えるように児童生徒に指導して

いる。」についてはおおむね肯定的な回答が見られる。教師は絵，図や表などや具体物を

表６ 友達の発表や説明を聞いて，｢わかりやすい,便利

だ，役にたつ｣又は｢使ってみたい，自分も取り入れ

てみたい｣と思うこと

【児童生徒】 （％）

算数・数学の授業で，友だちの発表や説明を聞 校 種

いて，「わかりやすい，便利だ，役にたつ」また

は「使ってみたい，自分も取り入れてみたい」と 小学校 中学校

思うことがありますか。

ア はい 55.8 34.6

イ どちらかといえば，はい 31.4 39.5

ウ どちらかといえば，いいえ 10.2 17.1

エ いいえ 2.6 8.8

【教師】 （％）

児童生徒が，友達の発表や説明を聞いて，「わ 校 種

かりやすい，便利だ，役にたつ」又は「使ってみ

たい，自分も取り入れてみたい」と思えるような 小学校 中学校

授業をしている。

ア している 13.0 9.0

イ どちらかといえば，している 72.0 61.0

ウ どちらかといえば，していない 14.0 28.0

エ していない 1.0 2.0
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使って考えることのよさなどを児童生徒が，さらに実感できるような指導を工夫して

いくことが望まれる。

イ 中学校教師では，自分の考えや考えたことのわけ（理由）を友達や先生に伝えよう

とすることについて「少ない」と回答していることから，生徒が数式や図，グラフ等

の数学的な用語や記号を活用して表現していくような指導が大切である。

ウ 教師は，児童生徒が自分で考えたことを相手に的確に分かりやすく伝わるように

表現するためには，どのような事柄をどのように表現していくか，表現の仕方など

の工夫を児童生徒に理解させるようにすることが大切である。

エ 教師は，児童生徒が友達の考え方などを受け入れたり，正誤を判断したり，自分

の考えが修正できたりするような指導や児童生徒の活動をより充実していけるよう

にしたい。

オ 教師は，児童生徒が考え方の類似点，共通点や相違点を見いだせるようにしてい

る。このことは，児童生徒が数学的な見方や考え方を広げたり深めたりするという

視点からも大切なことであり，児童生徒の見方や考え方を数学的な価値と結び付け

ていけるような授業展開を工夫していきたい。

カ 教師は，算数・数学のよさを児童生徒に気付かせたり，児童生徒が学んだことを

活用したりすることができるような指導をしている傾向が見られる。今後も，児童

生徒が算数・数学を学ぶことの意義を実感できるような指導を工夫していきたい。

４ 研究主題に迫るための手だて

研究主題に関する基本的な考え方や児童生徒の発達段階及び実態，教師の意識の実態など

を踏まえ，「算数・数学的な表現力を育てる学習指導」について指導法を工夫していけるよ

うにし，主に，以下に示すような手だてを考えることとする。

(1) 児童生徒が，多様な表現方法を駆使して問題解決に臨むことができるような課題や学習

問題の工夫

・絵，図や表などを用いて課題や学習問題の意味をとらえたり，解決への見通しがもてる

ようにする。

・多様な見方や考え方が引き出せるような課題や学習問題の設定を考える。

(2) 問題解決のために表現したことの意味を考えたり，表現されたものを吟味したり等，児

童生徒の数学的な見方や考え方を練り上げていく場や活動の工夫

・児童生徒が算数的活動，数学的活動の楽しさや数学的な見方や考え方のよさを感得して

いけるように，単元や１単位時間の授業展開を工夫する。

・算数の学習では，作業的，操作的な算数的活動や探究的な算数的活動を取り入れ，数学

の学習では，既習のことを活用しつつ数学的な用語や記号を活用しながら問題解決に取

り組んでいく活動を位置付けるようにする。

・数学の学習では，数式や図，グラフ等の数学的な用語や記号を活用して，相手が納得す

うような理由（説明）が考えられるようにする。

・算数の学習では，児童が言葉や図，式などを用いたり具体物を用いたりして自分なりの

見方や考え方を表現していくこと，数学の学習においては，生徒が前提となることや根

拠を示しながら分かりやすく簡潔に表現していけるような活動を工夫する。

(3) 児童生徒が，簡潔，明瞭，一般化等の算数・数学のよさ（有用性）に気付いていけるよ

うな働きかけの工夫
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・児童生徒の見方や考え方を焦点化したり関連付けたりできるような発問や板書構成を考

える。

・児童生徒が何を学んだのか，思考過程などを振り返る場を設定する。

５ 授業研究

研究主題「算数・数学的な表現力を育てる学習指導に関する一考察～児童生徒が数学的な

見方や考え方を広げ深める授業づくり～」に関する基本的な考え方と児童生徒及び教師への

実態調査を踏まえ，研究主題に迫るための手だてを講じて，２年間にわたり授業研究を行っ

てきた。

授業実践のテーマや本単元の学習における求める児童生徒の姿を具体的に考えながら，授

業研究を進めてきた。授業実践の視点を以下に示す。

○小学校算数

・作業的，操作的な算数的活動を通して，児童が身近にあるものと関連付けながら新たな

ものを見いだし，それを表現していく授業

・不思議な数に触れ，「なぜ，どうして，なるほど」という児童の問いを生かし，話し合

い活動における帰納的な考え方から，数学的な見方や考え方を広げたり深めたりする授

業

・数量関係を分かりやすく表現し，児童から多様な見方や考え方を裏付ける算数的な表現

力の創出が見られる授業

・既習事項を活用しながら，類似点や相違点を見いだし，図形についての見方や感覚を豊

かにしていく授業

○中学校数学

・操作的な活動を取り入れ，生徒の図形に対する見方や考え方を広げていき，話し合い活

動を通して，図形の性質を生徒自身が見つけていく授業

・具体的な事象から，関数関係を見いだし，表，式，グラフで表し考察することで，数学

的な表現のよさを感得していく授業

６ 授業実践

〔平成18年度〕

授業実践１ 小学校第１学年「いろいろなかたち」

授業実践２ 小学校第６学年「数の不思議」(発展的な学習)

授業実践３ 小学校第６学年「直方体と立方体」(発展的な学習)

授業実践４ 小学校第６学年「比」

授業実践５ 中学校第２学年「平行と合同」

授業実践６ 中学校第３学年「関数」

〔平成19年度〕

授業実践７ 小学校第５学年「垂直，平行と四角形」

授業実践８ 小学校第６学年「単位量あたりの大きさ」

授業実践９ 小学校第６学年「単位量あたりの大きさ」

授業実践10 小学校第６学年「分数のかけ算とわり算」

授業実践11 中学校第２学年「１次関数」

授業実践12 中学校第３学年「平方根」
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授業実践１ 小学校第１学年「いろいろなかたち」

１ 授業実践のテーマ

「体験的活動を通して，見いだしたことを自分なりの方法で相手に分かりやすく表現し
ようとする」授業づくり

２ 単元の目標

身近な立体についての観察や構成などの活動を通して，図形についての理解の基礎とな
る経験を豊かにする。

３ 単元の評価規準
算数への 数学的な考え方 数量や図形についての 数量や図形についての

関心・意欲・態度 表現・処理 知識・理解

・身近にある立体につ ・身近にあるものの形 ・身近にある具体物を ・身の回りで立体がど

いて，観察したり，触 の特徴をとらえ，箱の 用いて，立体を構成す んなところに見られる

れたり，構成したりし 形，筒の形，ボールの ることができる。 か，どんな特徴がある

ようとする。 形を見つける。 ・身の回りにある立体 かということに着目す

を箱の形，筒の形，ボ ることなどを通して，

ールの形などに分類し 図形についての豊かな

たり，立体の面の形に 感覚をもっている。

着目して，丸，三角，

四角などの形を認めた

りすることができる。

４ 授業の構想
(1) 児童の実態について 表１ 本単元の学習に関する児童の実態調査 （人）

本学級の児童の多くは，自分の考 項 目 ア イ ウ エ

えを進んで表現しようとしているこ 考えたことを絵や言葉でかいたり， ７ ２ １ ０

とが分かる。しかし，まだ友達に分 話したりしていますか。

かりやすく表現しようとする意識は 自分の考えたことを友達に分かり ３ ７ ０ ０

それほど高くなく，授業の中でも， やすく話そうとしていますか。

発表用紙に書いたことをそのまま発 友達の考えをよく聞いていますか。 ８ ２ ０ ０

表したり，答えのみを発言する児童

が多い。 ア する イ どちらかといえば,する

一方，聞くことに関してはよく聞 ウ どちらかといえば,しない エ しない

こうとする意識が高いことがうかが （平成18年10月19日実施，第１学年１組10人）

える。
(2) 単元のおもな構成について

箱の形(３時間) ①②箱や缶をつかっていろいろな物を作ろう。

↓ 「箱と缶をつかって車を作ったよ。」
形づくり(２時間) ③どんな形か当ててみよう。（本時）
↓ 「さわってみたら，こんな感じだったよ。」

発展的な学習(１時間)
(3) 本単元の学習における求める児童の姿

いろいろな形を実際に触って，その特徴を確かめる活動を行うことを通して，分かっ

たことや気が付いたことを，友達に分かりやすく説明するために，自分なりの方法で表
現する児童

５ 授業の展開
(1) 本時のねらい

箱の中に隠された立体を触って，その特徴をとらえ，相手に分かりやすく伝えるため
に自分なりの表現方法で表すことができる。

(2) 主なる指導の手だて

ア 児童の意欲を高めるための学習課題の工夫
イ 友達とのかかわり合いを生かした学習形態の工夫
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(3) 展開

学習活動及び内容，主なる発問 予想される児童の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価

１ 本時の学習問題の題意を ・丸いから○○星人だ。 ４つの立体（球・立方

理解する。 体・直方体・円柱）を４

学習問題 種の宇宙人だと提示し，

はこの中のうちゅう人のなかまを，手でさわって，みつ 箱の中にいる仲間を触っ

けよう。 て当てる学習であること

＜やりかた＞ を伝え，興味をもって活

・２人ぐみでやる。 動できるようにする。
・１人ずつはこの中に手を入れて，中のかたちをさわっ ４つの宇宙人の名前を

て，どのうちゅう人のなかまかあてる。 その形状から自由に発言

・２人でかんがえたことをえやことばでかく。 させ，形の特徴をつかま

・１つのはこがおわったら，ちがうはこのうちゅう人をあてる。 せる。

２人組で交代して行い，

○触った感じを友達に話し ・見ないで，触って当てるん 感じたことを相手に伝え

てみよう。 だね。 ることを確認する。

２ 形の当てっこを行う。 ◇１人ずつ形を触っていく。 ゲーム感覚を生かし，

○よく触って，分かったこ ・平らなところがあるよ。 感じたことを，相手に率

とを友達に話してみよう。 ・全部丸いから，ボールの形 直に伝えられるような雰

○触ってみてどんなところ だよ。 囲気を作っていく。

があるかな。 ・さっきの形と似ているね。 実際に触った感じを表
○どんな形か分かったら， ・よく分からないよ。触って 現できるように言葉かけ

絵や言葉でかいてみよう。 みて。 をしていく。

○どんなところがあるかな。 ・絵にかいてみよう。 うまく表現できない児

童には，４つの立体を触

って確かめさせ，比べて

３ 当てっこをした結果を組 ◇組ごとに発表し，形を分別 考えさせる。

ごとに発表し，全体で確認 していく。 それぞれの組の発表し
する。 ・～なところがあったので， たことが分かりやすいよ

○どんな形だと思ったか， □□の宇宙人だと思いまし うに，黒板に表を用意し，

わけもあわせて発表しま た。 そこに用紙をはっていく

しょう。 ・こんな絵の形です。 ようにする。

◎自分たちの意見と似てい ・Ａさんたちと同じだね。 箱を開けた時の児童の

るところはどこかな。 ・絵だとよく分かるね。 つぶやきを取り上げてい

◎宇宙人の特徴はどんなと く。それぞれの意見のよ
ころかな。 さを賞賛していく。

４ 本時の学習を振り返り， ◇振り返りカードに記入し，

次時への「問い」がもてる。 感想などを発表する。 【評価】

○今日の学習でどんなとこ ・触って形が当てられたよ。 立体について，進んで

ろがおもしろかったかな。 ・やったことがあるよ。四角 観察したり，触れたりし
○次は形をうつして絵をか と三角で「家」ができるよ。 ようとしている。

いてみるよ。どんな絵が ・楽しそうだな。 （関心・意欲・態度）

かけそうかな。 立体の面の形に着目し

て，気付いたことを表現

する。 （表現・処理）

６ 授業の実際と考察
(1) 指導の手だてについて

図形に対する見方や理解を深めていくために，体験的な活動と「表現」の関連を重視

して，以下の２点の工夫を行った。
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ア 学習課題については，実際に見えない形のものを手探りで判断したことを，率直に

分かりやすく表現できる場をつくりたいと考え，ゲーム的な要素を取り入れた。
はじめに類別する「形」を宇宙人として提示し，興味をもたせ，同じ特徴をもった

仲間を見つける活動であることを強調した。実際，形を見た児童からは，「○○星人だ」，
「四角星人だ」という声があがった。形を両手が入るダンボール箱に入れ，手触りで

形を当てていく活動では，次のような児童の姿が見られた。
・触って，「○○星人だよ。だって四角いところがあるよ。」と類別の訳も述べる児童
・触った感じを絵で表現した児童

・触った感じを文で表現した児童
・触って相手と類別が一致しなかったり，分からなかったりして，提示した形と触り
比べてみる児童

形を当てるというゲームを取り入れることにより，提示した形や箱の中の形の特徴
に着目させることができたと考える。また，手触りだけで判断したことを絵や文，言
葉などの多様な表現方法を用いる児童の姿が見られた。

イ 分かったことを伝える活動
を，前半は２人組で行うこと
で表現に自信のない児童も率

直に発言することができた。
また，相手の発言に同意し

たり，相違点について話し合

う活動をする姿も見られた。
後半は，教師を含めた全員

に向けて発表することで，児

童は言葉，絵，発表用紙に書
いた文，手振りなどの身体表
現で表していた。

(2) 実際の児童の様子について

授業に臨むにあたって，児童一人一人の表現することに係る実態と，本授業実践で目

指す児童の姿を設定した。下記の表の上段は実態と目指す児童の姿，下段は実際の授業
での様子である。実態を踏まえ，目指す児童の姿を念頭において指導にあたることが大
切であると考える。

Ａ児 Ｂ児 Ｃ児

発言をよくする。要領よく 発言に消極的な面がある。 発言をよくする。

説明できる。 ◎２人組の時に進んで表現でき ◎自分の考えを全体に分かり

◎多様な表現ができるように るようにする。 やすく発表できるようにす

する。 る。

発言を多くした。相手が困 形の類別はできた。長四角， 四角を触って，とんがって

っていると助言したりしてい 三角みたいと発言した。特徴に いて角が痛いと発言した。皆

た。文章と絵で表現した。 ついては会話で述べた。 に説明する際には，実物の形

を提示しながら説明した。

Ｄ児 Ｅ児 Ｆ児

よいつぶやきをする。 理解力があるが，表現に乏し 理解力が乏しい。

◎皆に分かりやすく発表でき い面が見られる。 ◎友達の発言や手触りを基に

るようにする。 ◎２人組で積極的に発言ができ しながら類別させる。

るようにする。

立方体と直方体とを，比べ ２人組では，提示された形と 球をつるつる，まあるいと

てさっきより長い四角と発言 比べて相手に説明した。皆の前 表現した。身体的な表現を使

した。皆には，Ｃ子と共に実 では，教室にある同じ形をした い球を表現した。

物を使って発表した。 ものを示して発表した。

７ 授業実践のまとめ
○ゲーム的な形式を取り入れたことで学習課題に対する興味をもち，相手に進んで表現し

ていこうという意識をもって学習することができた。自分が感じた率直な発言を基に，
相手に分かりやすく自分なりに考えた方法で相手に伝えようとする姿が見られた。

○表現する意欲を高めることが中心になってしまった。今後は，算数的な用語や算数的な

表現にも触れるなどし，表現自体の質をより高める工夫を課題としていきたい。

児童の活動の様子 互いに発表し合う様子
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授業実践２ 小学校第６学年「数の不思議」（発展的な学習）

１ 授業実践のテーマ

「既に学んだことをもとにして，数学的な考え方を広げたり深めたりする」授業づくり

２ 単元の目標

倍数，約数などの学習を通して,整数への見方に関心をもち,それらを進んで活用しようと

する意欲をもつ。また，帰納的な考え方や演繹的な考え方に触れ，数学的な見方や考え方の

よさを感得する。

３ 単元の評価規準

算数への 数学的な考え方 数量や図形についての 数量や図形についての

関心・意欲・態度 表現・処理 知識・理解

・約数，倍数の考えが日 ・整数を約数，倍数の観 ・具体的な場面に即し ・約数，倍数という観点

常生活の場面で適用でき 点から分類して考える。 て，約数，倍数，公約数， から，整数の構成につい

るよさに気付き，それら ・規則性やきまりを見い 公倍数を求めることがで て豊かな感覚をもってい

を進んで問題解決に役立 だし，それらを帰納的に きる。 る。

てようとする。 あるいは演繹的に考え ・計算の工夫に着目し，

る。 式変形ができる。

４ 授業の構想

(1) 児童の実態について 表１ 表現することに関する実態調査 (人)

表１から，児童は考える 項 目 ア イ ウ エ

こと，説明することに苦手 ①解き方を考えることは好きですか。 8 6 11 12
意識をもっていることが分 ②考え方を言葉で説明することは好きですか。 5 3 18 11
かる。しかし，具体物や図， ③考え方を文章に表現するのは好きですか。 4 6 10 17
絵で表現することは好きな ④考え方を具体物や図や絵，イメージで表すことは好 11 14 7 5
児童が多い。 きですか。

また，表２からは友達の (ア 好き イ どちらかといえば好き ウ どちらかといえばきらい エ きらい)

考えのよさに気付いたり， 表２ 話し合いが楽しいと思うときについての実態調査 (人)

よりよい考えに発展させて ①自分の考え方がみんなに支持されたとき 18
いったりすることに楽しさ ②おもいもよらない問題の解き方を知ったとき 29
を見いだしていることがう ③いろいろな考え方を聞き，それに対して自分なりの考えや思いを発表 31
かがえる。 するとき

(2) 単元のおもな構成について (平成18年７月20日実施，第６学年１組37人 表２は複数回答)

【１学期の学習内容】

概数の計算，倍数・公倍数，約数・公約数

↓「不思議なインターネットゲームのトリックを見破れ！」

「トリックを見破れ！」（発展的な学習，２時間) ①「トリックを 見破れ！」(本時)

②「 不思議な３の倍数！」

(3) 本単元の学習における求める児童の姿

問題を解決するにあたり，帰納的な考え方や演繹的な考え方に気付こうとする児童

５ 授業の展開

(1) 本時のねらい

（２桁の数）－（十の位の数と一の位の数の和）＝（９の倍数）になることを，帰納的

な考え方や演繹的な考え方に触れながら考える。

(2) 主なる指導の手だて

ア 「なぜ，どうして，不思議だな！」のある学習問題の工夫

イ なぜ９の倍数になるのかを考え，話し合う活動の位置付け
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(3) 展開

学習活動及び内容，主なる発問 予想される児童の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価

１ 本時の学習問題の題意を理解 ・えっ，なんで分かるの。 実際にインターネットを立ち上

する。 ・絶対，何かある。 げ，種も仕掛けもないことを示

○ゲームを体験させる。 ・もう一度やってみて… し，児童たちの不思議に思う気

＜ゲームの方法＞ 持ちを喚起させる。

好きな２桁の数から，十の位と一の位の和を引き，その数のマークを覚える。次に画面上の水晶玉
をクリックするとあら不思議。なんとそのマークが浮き出てくる！

・例えば23－（２＋３）＝18
18のマークは？

水晶玉をクリックすると…
学 習 問 題

ゲームのトリックを見破れ！

⑴ 適当な，２桁の数字を頭の中に思い浮かべる。（例えば63）

⑵ 一の位と十の位を加算する。（６＋３＝９）

⑶ ⑴で思い浮かべた数字から⑵の数字を引く。（63－９＝54）

⑷ ⑶で得られた数字54の脇のマークを良く見て，画面上の水晶玉をクリックする。（画面上には，

０～99までの数字が並んでいて，その脇に数種類のマークが描かれている。）

⑸ すると不思議，クリックしたとたん，自分の心に描いたマーク（54の脇のマークが浮かび上がってくる。）

⑹ TRY AGAINを押すとマークが入れ変わり，何度でも不思議を体験できる。

２ ゲームの秘密を探る。 ・全員正解だ。おかしいぞ！ 全員でゲームに挑戦し，仕

○全員でやってみる。 ・９の倍数になっている。 掛け（９の倍数である）があ

○すべての２桁の数をみんな 10～19…1班 20～29…2班 30～39…3班 ることに気付かせる。

で手分けして調べよう。 40～49…4班 50～59…5班 60～69…6班 班ごとに計算結果を用紙に

70～79…7班 80～89…8班 90～99…9班 書き，黒板に掲示し，仕組み

を考えさせる。

・すべてかけ算九九の９の段になって ９の段のかけ算九九になっ

いるよ。 ていることを実際に計算結果

10～19・・・９×１＝９ で確かめさせる。

20～29・・・９×２＝18 児童の考えを生かして，そこか… … …

ら(十の位の数)×１０－(十の位

80～89・・・９×８＝72 の数)の式を導き出したい。

90～99・・・９×９＝81

３ ９の倍数であることを示す簡 ・例えば13－（１＋３）＝？ ５年生で習った式の工夫を

単な方法はないか，話し合う。 13から３引くと10，そこから１を引 思い出させるよう，穴埋めの

◎２桁の数－（十の位の数と一 いている。他もそうだ。 式（分配法則の逆）を示し，

の位の数の和）は９の倍数に つまり，どういうことかな。 ９の倍数の説明ができること

なることを□の穴埋め問題で １×10－１ を気付かせたい。

示す。 ２×10－２

例 ５×10－５

…

【評価】

＝５×10－５×□ ８×10－８ ２桁の数－（十の位の数

ここで式の工夫を利用して ９×10－９… と一の位の数の和）が，９

＝５×（10－□） ・計算の工夫ができそうだ。 の倍数になっていることを

＝５×□ ◇計算の仕方の工夫を考える。 見いだす。

（数学的な考え方）

○他の場合でも式に表してみよう。・10の位の数に９をかけるといいのかな。

○自分たちで考えたことが正し ◇何か，きまりを見つけよう。 ９の倍数になっていること

いということを，ゲームを使 ・やっぱり，９の倍数が同じマークに を式により確認し，式の便利

ってもう一度確かめてみよう。 なっているんだ。 さを味わわせたい。

まとめ
トリックは，２桁の数－（十の位の数と一の位の数の和）＝９の倍数となっている。

４ 本時の学習を振り返り，次時 ・身近な所で倍数の考えが使われてい 算数の考え方がこのゲーム

への「問い」がもてる。 るんだ。 に応用されていることを知

○今日の学習で分かったこと疑 ・他にもありそうだ。 る。

問に思ったこと，次の時間に

調べたり，考えたりしたいこ

とを書こう。
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６ 授業の実際と考察

(1) 話し合い活動について

話し合い活動を活発にするために，次のようなことを考えた。①友達の考えを別の児童

に言わせたり，そのために，②自分の考えと何が同じで，何が違うのかを考えながら聞く

ことを徹底させたり，③「似ている」「つけたし」「いい発表」「まとめてみると」「みんな

に質問」等の言葉を話し合い活動の中で意図的に使わせたりするようにした。

本時が児童の好きなフリーのインターネットゲームからの出題であったので，児童は興

味・関心をもって授業に臨めた。また，児童から「全員ですべての２桁の数を調べよう」

との提案が出るなどし，グループで10個の２桁の数を調べていく過程で，計算をせずとも

２，３個調べただけで，すぐに９の倍数になっていることが分かっていたようだった。全

グループでの計算結果が出た時に，すんなりと「９の段になっている」「十の位の数×９」

という答えが児童から出てきた。

話し合う活動をさらに重視したかったので，右に示し 例) ５×10－５

たような例を挙げ，式を穴埋めで与えた。しかし，どう ＝５×10－５×□

しても前の活動段階で，すべての２桁の数をあげて帰納 ＝５×（10－□）

的に調べてしまったので，今さら分配法則の逆の形で式 ＝５×△

を説明しようと投げかけても児童たちにはしっくりこな ＊４，５年生で学習した式の工

かったようだ。□や△には数字はすんなり入ったが，式 夫を利用して考えてみよう！

の説明に関することについては，児童にとって難しかっ 穴埋めの敷

たようである。

(2) Ａ児の考え(十の位の数)×10－(十の位の数)を生かすことについて

各グループでの調べ学習の段階で，すでにＡ児から(十の位の数)×10－(十の位の数)

の考え方がすでに出ていた。しかし，ここでの教師の押さえ（児童の考え等 １×10－１

を引き出し，児童の次の活動につなげるためにその考えを生かすこと）が甘 ２×10－２

かった。 ３×10－３

右のように式をきちんと板書して児童に示すことができれば，式で表すこ ４×10－４

とのよさ（すべて計算しなくても説明でき，解き方が美しい。）を気付かせ ５×10－５

ることができたのではないかと考える。 ６×10－６

(3) 本時の展開とは違う授業展開を考えたことについて ７×10－７

上記(2)で述べたＡ児の考えが，すぐに表出されたことから，今回の授業を ８×10－８

別な展開でもできたのではないかと考え，以下に提案していきたい。 ９×10－９

本時では，２桁のすべての数を各班ごとに調べさせてから，式で考える， 式で表すよさ

つまり帰納的考え方から演繹的な考え方に触れさせるように授業を展開していった。しか

し，その逆の授業展開も考えられる。インターネットの画面を見たときから，すでに９の

倍数になっていることに気が付いた児童もいた。児童に一斉にスクリーンの画面で見せた

のにもかかわらず，９の倍数に気付く児童もいたのだから，児童一人一人に一台ずつパソ

コンでしばらく自由に，試行錯誤させておけば児童なりに自分の考えが表出できたのでは

ないかと考える。

つまり，Ａ児の考えを式で演繹的に証明した後に，実際に本当にそうであるのかどうか

を帰納的に各グループで手分けして調べさせてもよかったのではないかと思われる。

この授業は当初，小学校６年生ということから，算数を学ぶことから数学を学ぶことへ

の段階を考え，小学生と中学生との異学年交流の授業として考えてみた。小学生が帰納的

に全部の数字で確かめる。それを中学生が文字式を使い，簡潔，明瞭にたった数行で美し

く解くようにする。そのことが，児童たちが算数や数学を勉強する必要性に触れることが

できる機会にもなるのではないかと考える。

７ 授業実践のまとめ

○小学校では類推的，帰納的に物事を考え処理することが多いが，演繹的な見方や考え方に

も触れたり，体験させたりすることは中学校数学への素地つくりにもなると考える。

＊このゲーム(「FLASH MIND READER」)は，インターネットで，「不思議な水晶玉」で検索できる。
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授業実践３ 小学校第６学年「直方体と立方体」（発展的な学習）

１ 授業実践のテーマ

「図形を多様な観点からみて，考える」授業づくり

２ 単元の目標

図形についての観察や構成などの活動を通して，基本的な立体図形についての理解を深め

るとともに，図形の構成要素及びそれらの位置関係に着目して考察することができる。

３ 単元の評価規準

算数への 数学的な考え方 数量や図形についての 数量や図形についての
関心・意欲・態度 表現・処理 知識・理解

・立方体や直方体を， ・構成要素の個数，面 ・立方体，直方体を見 ・構成要素の個数や面
構成要素の個数や面の の形，辺や面の平行及 取図や展開図で表すこ の形，辺や面の平行，
形，辺や面の平行，垂 び垂直の関係などに着 とができる。 垂直の関係も含めて，
直などの観点からとら 目し，立方体や直方体 立方体，直方体につい
えようとする。 の特徴を考える。 て理解している。

４ 授業の構想

(1) 児童の実態について

表１の項目①から，問題解決の際

に，自分の考えを的確に表現し，分

かりやすい表現方法で問題解決を図

ろうとする姿がうかがえる。

また，項目②では，肯定的な回答

が多く，自分の考えと他の考えの類

似点や相違点を考えることにより，

自分の考えを見つめようとする態度

が見受けられる。

さらに，項目③では，お互いの考

えを練り上げていく中で，互いの考

えを認め合い，算数の「よさ」を実

感しようとする姿勢が見られる。

(2) 単元の主な構成について

直方体と立方体（６時間）

↓ ①平面図形に成り立つきまり

面や辺の平行，垂直（２時間） 「平面図形に成り立つきまりはあるかな？」

↓ 「図形の頂点の数，辺の数，面の数を調べよう。」

角柱と円柱（２時間） ②立体図形に成り立つきまり（本時）

↓ 「立体図形も平面図形と同じきまりになるかな？」

平面図形や立体図形に成り立つ 「図形の頂点の数，辺の数，面の数を調べよう。」

きまり(発展的な学習 ２時間) 「どうして平面図形と立体図形では，それぞれに成り

↓ 立つきまりが少しだけ違うのだろうか？」

単元のまとめ（２時間）

○実際に図形を観察したり，構成，分解したりする算数的活動を通して，児童自らが図形

の見方や考え方に気付くことを大切にする。また，児童が考えたことや気付いたことを

お互いに練り上げていく場において，図形の構成要素や図形間の関係を見いだしたり，

関係を類推的に考えるなどして，直方体や立方体についての理解を深める。

(3) 本単元の学習における求める児童の姿

図形を多様な観点からみて，考え，図形についての見方や考え方を豊かにする児童

５ 授業の展開

(1) 本時のねらい

立体図形に成り立つきまりを類推的に考えたり帰納的に考えたりすることができる。

表１ 算数の学習に関する実態調査 (人)
項 目 ア イ ウ エ

①問題を解くときや考えるとき，自分の

考えをわかりやすい表現（図，式，言 ９ 24 ７ ０
葉）でまとめようとしますか。

②友達の発表を聞くとき，自分の考えと

似ているところや違うところがあるか 14 20 ４ ２
比べながら聞きますか。

③友達の発表を聞いて，「わかりやすい，

便利だ，役に立つ」と思うことがあり 25 11 ４ ０
ますか。

ア はい イ どちらかといえばはい ウ どちらかといえばいいえ

エ いいえ （平成18年９月20日実施，第６学年１組40人）
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(2) 主なる指導の手だて

ア 平面図形と立体図形の類似性等に着目できるような単元計画や学習問題の工夫

イ 立体図形の構成要素間に成り立つきまりを，帰納的な考えを用いて解決できるような

発問の工夫

(3) 展開

学習活動及び内容，主なる発問 予想される児童の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価

１ 前時と本時の学習の関連について意 ◇オイラーの公式について，説明 例として考えられる図

識する。 する。 形を図に表し，その図を

(1) 平面図形について成り立つ構成要 用いて説明することを勧

素間のきまりを確認する。 め，自分の考えを分かり

○平面図形の頂点の数，辺の数，面の 頂点３つ 頂点４つ やすく表現させたい。

数に成り立つきまりがありましたが 辺 ３つ 辺 ５つ

どんな「きまり」だったでしょう。 面 １つ 面 ２つ

○図形を使って説明できますか。 ・頂点の数，辺の数，面の数の

(2) 立体図形の構成要素間に成り立つ 関係を確認する。＜面の数＋ 立体模型を提示し，立

きまりを予想する。 頂点の数－辺の数＝１＞ 体図形を意識させ，予想

◎立体図形でも成り立つかな。 ・たぶん成り立つ。 の一助とする。

・立体では成り立たない。

２ 本時の学習問題の題意を理解する。 問題解決に際しては，

学 習 問 題 平面図形に成り立つきま

次にある立体図形の頂点の数，辺の数，面の数について調べ，きまり りを見つける際，効果的

を見つけましょう。 であった表の活用を促し

① ② ③ ていく。

立体模型を用意し，模

型を活用しながら，問題

◇立体図形における構成要素間 解決を行っていくことを

３ 立体図形の頂点の数，辺の数，面の の関係を表を使って考える。 確認する。

数について調べ，きまりを見つける。 三角柱 直方体

◎①～③の立体図形において成り立つ 面 5 6 平面図形の構成要素間

きまりを見つけましょう。 頂点 6 の関係（面の数＋頂点の

(1) 各図形の頂点の数，辺の数，面の 辺 数－辺の数＝1)と比較し

数を調べ，表を完成させる。 ながら，問題解決を進め

(2) 表から立体図形の構成要素間に成 ◇立体図形の構成要素間の関係 させたい。

り立つきまりを見つける。 を理解する。＜面の数＋頂点

の数－辺の数＝２＞

４ きまりを全体で確認し，平面図形と 【評価】

立体図形の関連を考える。 ・平面図形と立体図形は似てい 立体図形について

○平面図形に成り立つきまり（面の数 るけど，１だけ違う。 成り立つ構成要素間

＋頂点の数－辺の数＝１）と同じで ・立体図形には高さがあるから のきまりを，見つけ

すか。 違う。 ることができる。

○きまりは似ているけど，どうして， (数学的な考え方)

面の数＋頂点の数－辺の数＝２にな ・三角柱の底面がない形を考え

るのかな。 る。＜面の数＋頂点の数－辺 ふたのあるものとない

○①の図形の底面がない形ではどうで の数＝１＞ ものについて具体物を用

しょう。 ・ふたをすることによって，面 意し，視覚的にとらえさ

◎ふたのない形と比べると何か違わな が１つ増える。 せたい。

いかな。

５ 本時の学習を振り返り，平面図形と ◇平面図形において成り立つき 平面図形と立体図形に

立体図形の類似性を確認する。 まりと立体図形で成り立つき 成り立つきまりや互いの

○平面図形において成り立つきまりと まりの関連を確認する。 図形の類似点や相違点を

立体図形で成り立つきまりを比べて ◇児童の図形に対する見方を広 確認できるようにする。

みよう。 げたり深めたりする。
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６ 授業の実際と考察

(1) 問題解決の見通しをもつ場面

本時の学習は，平面図形と立体図形の類似性に着目し，類推的な考え方や帰納的な考え

方を活用し，図形の構成要素間にある「きまり」を導いていくことを主なねらいとしたも

のである。児童は，前時の学習で，平面図形の構成要素間に成り立つきまりを調べていた

ので，問題解決の見通しが立てやすかったようである。表２は児童が問題解決の見通しを

もつ場面での，授業記録の一部である。

前時の学習と本時の学習の関連を意識

させるため，Ｔ２の発問を行った。児童

は，オイラーの公式（平面図形）に気付

き，多くの児童がオイラーの公式をつぶ

やいていた。また，公式の説明も図を活

用させたことから，発表者も自信をもち

ながら説明でき，聞き手も視覚的にとら

えられるものだった。説明を聞き，納得

する児童の表情が見られた。

これらの活動を意図的に行うことは，

自分の考えを表現する力の育成だけでな

く，演繹的な考え方を活用しようとする

態度の育成にもつながると考えられる。

次に，Ｔ４に見られるように，平面図形と立体図形の関連を考え，類推的な考えを促す

ような発問を行った。児童は，Ｃ４，Ｃ５のように，平面図形と立体図形の関連を考え，

問題解決へ向けての見通しをもつことができたものと考える。

(2) 問題解決の場面

表３は，児童の問題解決場面における

授業記録の一部である。

Ｃ７に見られるように，児童は帰納的

な考え方を活用し，問題解決を行おうと

したが，一つのデータが平面図形におい

て成り立つきまりと似ていたので，計算

間違いをしたのではないかと考えたよう

である。これは，問題解決の予想の段階

で，類推的な考え方を活用していたこと

によるものと考えられる。

また，表３の下段は，平面図形に成り

立つきまりと立体図形に成り立つきまり

の関連について考える場面である。２つ

のきまりだけを見比べても，その関連を

考えるのは難しいと考え，Ｔ９のように

平面図形ときまりが変わらない特殊な図

形を提示し，関連性を考えさせた。また，

考えていく上での視点が明確になるよう

にと，構成要素の数について注目させ，

数の違いを考えさせた。その結果，Ｃ14

やＣ15のように，平面図形と立体図形に

成り立つきまりの違いに気付いていった

様子が見られた。

７ 授業実践のまとめ

○児童は，前時の学習との関連を考え，問題解決の見通しをもちながら本時の課題を解決し

ていた。平面図形から立体図形を見て，比べ，類似点や相違点などを考えることで，図形

の構成要素図形に着目しながら，図形を多様な観点でとらえる姿が見られた。

○自分できまりが見つけられたことや話し合いの視点が明確であったことから，児童による

考えを練り上げていく話し合い活動が，活発に進んだ。

表２ 問題解決の見通しをもつ場面

Ｔ１ いろいろな平面図形の頂点の数，面の数，辺の数の間

にきまりがあったね。

Ｃ１ はい。オイラーの公式。

Ｔ２ そうだね。公式について説明できるかな。

Ｃ２ できます。

Ｔ３ では，図形をかいて説明できるかな。

Ｃ３ できる。（図を使って公式の説明をする。）

Ｔ４ その通りだね。では，今日の問題です。今日の問題は

平面図形ではなくて，立体だよ。(立体模型を提示する｡)

立体でも，公式が成り立つかな。

Ｃ４ 同じ図形だから，成り立つ。

Ｃ５ 平面と立体は違うので，無理かも。

Ｔ５ じゃあ，次の３つの立体で調べてみよう。

表３ 問題解決の場面

Ｃ６ （１つの図形の構成要素を調べ，じっと調べた数を見

ている。）

Ｔ６ 何か気になることがあるのかな。

Ｃ７ 立体でもほとんど一緒（オイラーの公式）になるけれ

ど，きまりの最後が１でなくて２になってしまいます。

調べた数は間違ってないと思うけど・・・

Ｔ７ そうだね。だったら，残りの２つの立体についても調

べてみたら。

Ｃ８ はい。（残りの２つの立体について調べる。）

Ｃ９ 先生分かりました。ほとんど一緒だけど，きまりの最

後が１でなくて，やっぱり２になります。

Ｔ８ 底面がない図形だったらどうかな。（三角柱の底面が

ないものを提示する。）

Ｃ10 面の数＋頂点の数－辺の数＝１になります。

Ｔ９ そうだね。では，ふたのあるものとないものでは，ど

こが違うのかな。

Ｃ11 ふたのないものは，中が空洞になっている。

Ｃ12 ふたのあるものは面が一つ増える。

Ｔ10 面だけ増えるのかな。

Ｃ13 面だけが一つ増える。

Ｃ14 分かった。面だけ増えるから，オイラーの式が変わる

んだ。

Ｔ11 「面の数＋頂点の数－辺の数＝１」の式でなくなるの

かな。

Ｃ15 つまり，ふたをすると面の数だけ１増えるんだから，

最後が１でなくて２に変わるんじゃないかな。
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授業実践４ 小学校第６学年「比」

１ 授業実践のテーマ

「既習の考えを使って，２つの数量の関係を分かりやすく表現していく」授業

２ 単元の目標

２つの数量の関係を表すのに，比を用いるとよいことに気付くとともに，比の表し方と比

の相等などについて考え，それらを用いることができるようにする。

３ 単元の評価規準

算数への 数学的な考え方 数量や図形についての 数量や図形についての
関心・意欲・態度 表現・処理 知識・理解

・２つの数量を共通の基 ・比を割合と関連付けて ・２つの数量の関係を比 ・簡単な場合について，
準を用いて比較する比の とらえるなど，ものの見 で表したり，調べたりす ２つの数量の関係を表す
よさに気付き，日常生活 方や考え方を工夫する。 ることができる。 比の意味や表し方を理解
の中から比が用いられる している。
事象を探したり，進んで
活用したりしようとす
る。

４ 授業の構想

(1) 児童の実態について

表１の項目①から，児童は，問題を解くときに，式や図，数直線など，いろいろな方法

で考えようとしている様子がうかがえる。

また，項目②

や項目③から，

自分と友達の考

えを比べ，類似

点や相違点を考

え，それらを関

連付けようとす

るには至ってい

ない児童が多い

と考える。

(2) 単元のおもな構成について

比の意味，等しい比（３時間） ①どうして，同じ形なのかな？

↓ ・縦横等倍率の絵を見つけ，同じ形になる理由を

比の利用（２時間） 考えよう。（本時）

↓ ②比の意味や表し方，等しい比の意味やその

単元のまとめ（２時間） 表し方を理解しよう。

・比に関する問題づくり ③等しい比の関係に成り立つ「きまり」を見

つけよう。

(3) 本単元の学習における求める児童の姿

問題解決にあたって，既習の考え方（かけ算や倍数，割合）を基に，図や表などを用い

て分かりやすく表現する児童

友達の発表を聞き，自分の考えとの類似点や相違点を見いだし，自分の考えと関連付け

ようとする児童

５ 授業の展開

(1) 本時のねらい

数枚の絵から縦横等倍率にした絵を進んで見つけ，２つの量の割合に着目して，もとの

絵と同じ形になる理由を考える。

(2) 主なる指導の手だて

児童の興味・関心を高めるために，視覚的にとらえやすい学習問題の工夫

表 １ 算 数 的 な 表 現 力 に 関 す る 児 童 の 実 態 調 査 (人 )

項 目 ア イ ウ エ
① 問 題 を 解 く と き に ， 問 題 を 式 や 図 ， 数 直 線 な ど に ７ ４ １ ０

表 し て ， わ か り や す く 考 え て い ま す か 。
② 自 分 の 考 え を 友 達 に わ か り や す く 説 明 し た り ， 友 ２ ２ ６ ２

達 の 考 え を 聞 こ う と し た り し て い ま す か 。
③ 自 分 と 友 達 の 考 え の 似 て い る と こ ろ を ， 見 つ け た １ ２ ７ ２

り ， 関 係 付 づ け た り し て い ま す か 。
ア す る イ ど ち ら か と い え ば ， す る

ウ ど ち ら か と い え ば ， し な い エ し な い

(平 成 1 8年 1 1月 ２ 日 実 施 ， 第 ６ 学 年 １ 組 12人 )
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(3) 展開

学習活動及び内容，主なる発問 予想される児童の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価

１ 本時の学習への見通しをもつ。 ここでは児童の直観を大切に

して，正方形アと「同じ形」の

図形とそうでない図形を分類・

整理することにより，「同じ形」

とはぴったり重なる形のことで

はないことを認識させ，本時の

課題追究への意欲を高めるよう

２ 学習問題を理解し，問題解決へ にする。

の糸口を見いだす。 見た目でおかしい顔の形とい

う意見には，もとの絵と比べ，

何が，どうおかしいのを考えさ

せ，縦や横の長さの関係に目が

向くようにする。

もとの絵と同じ絵になってい

るものを確認することにより，

同じ形という意味の再認識を図

り，自力解決への見通しをもた

せる。

同じ形の絵は，１つだけでは

ないことを見つけることから，

比の意味を考えさせていく。

３ 各自，自分の方法で解決する。 ◇もとの絵の顔と同じ形の織田信 自力解決ができた児童には，

長はどれなのかを考える。 自分の考えや解決方法を表や図

・もとの絵の縦，横の辺の長さを を使い，自分の言葉でみんなに

それぞれ□倍したものだから， 分かるようにまとめるようにす

形が変わらないのでは？ る。

・形が変わらないものはどれも縦

が横の1.5倍になっている。

・横を 1 と見ると縦は1.5の割合に

なっている。

・もとの絵の面積の□倍になって

いる。

４ 自分なりの根拠を明らかにしな ◇縦，横の長さを測り，同じ形に 比に対する見方や考え方を高

がら，発表し合い，それぞれの解 なる理由を説明する。 めるために，友達の発表を聞く

決の仕方を比較・検討する。 ・別の考え方でもできるんだ。 際には，自分の見つけた秘密と

・友達の考え方の方が分かりやす の共通点や異なる点に注目しな

い。 がら聞くよう助言する。

・縦と横の長さを考えればいいん

だ。

【評価】

正方形や長方形の同じ形を

見つけ，同じ形になる秘密を

探り，同じ形になる理由を考

える。(数学的な考え方)

５ 本時の学習を振り返り，次時へ ・今日の学習で分かったことや疑

の「問い」がもてる。 問に思ったことをまとめよう。

・これまで学習した割合と比の関

係について学習しよう。
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６ 授業の実際と考察

(1) 学習問題の工夫について

比の学習では，実際にドレッシングやジュースなどを作って，味を比べる学習問題を提

示することがある。確かに，日常の生活との結び付きを考えたり児童の興味や関心に応じ

たりという点においてはよいと思われるが，「味」については，はっきりとした違いが感

じ取れない点が短所であると考える。そこで，写真の引き伸ばしをヒントに，歴史上の人

物の絵を用いた視覚的にはっきりと児童に分かりやすい学習問題を設定することとした。

実際，授業において，児童は必ず同じ形になる理由があることを認識し，その理由を意

欲的に考えようとした。また，「比」の学習において，本時の学習したことが児童の意識

の中にイメージとして残り，単元を通して児童の思考に生かされていくものと期待できる

と考える。

授業後の児童の感想には，「絵を使って楽しく考えられた」（同意味他２名）「これから

の比の学習が楽しみ」「同じ絵になる秘密を考えて楽しかった」等があったことから，本

学習問題が有効であったと考えられる。

(2) 授業における児童の取組の様子や実際の表現の仕方について

本時の問題提示では，まず，正方形において「同じ形」ということを確認したことで，

比較的容易に学習問題に取り組むことができていたと考える。

また，絵を見れば，形が同じ絵とはっきりと分かるような視覚的にとらえやすい問題で

あったため，児童は興味と驚きをもって授業に臨み，児童の問題解決に対する意欲付けに

もなったと考えられる。

児童は，既習の考えを用いて自分なりの表現方法を駆使しながら，自力解決を行ってい

た。主な児童からの考えは，以下のようなものである。

① もとの絵の縦，横の辺の長さをそれぞれ□倍したものだ

から（８人）

② 縦が横の1.5倍になっている。（割合の考え）（４人）

③ 面積が関係している。（２人）

④ 対角線と横の辺の角度がみな同じになっている。（１人）

右に示す４つの考え方（表現の仕方）では，特に，①では矢 図１ 児童の考え①

印を使って何倍になるのか，倍数の考えを用いて２量を関係付

けていた。また，②では基にする量と比べる量，割合の関係を

用いて説明された。その他，表に分かりやすくまとめた考え方

なども見られた。

このような多様な考え方（表現の仕方）が児童から見いださ

れたことは，授業実践のテーマにも掲げた「２量を分かりやす

く表現する」に通じるものと考えられる。

(3) 算数的な表現力の向上のための指導について 図２ 児童の考え②

・日ごろの指導において，学習内容が既習のどの単元と関連し

ているかを意識して考えるよう指導した。

・話し合い活動の際には，互いの考えの類似点や相違点を考え

ながら，話し合いを進めるように指導した。また，これまで

に習った算数の用語を用いて発表するように指導した。

・全員が，自分の考えを小黒板に書き，掲示することにより，

考えを練り上げにおける話し合い活動が，活発に進められる

ようにした。 図３ 児童の考え③

７ 授業実践のまとめ

○社会科の学習で学んだ織田信長の絵を用いた学習問題であった

ことで，児童は問題に対して興味・関心をもち，さらに意欲を

高め，４つの考えを表現することにもつながったと考える。

○本時の学習は，比の意味と表し方，等しい比の意味とその表し

方や等しい比の関係に成り立つきまりを調べることなど以後の

学習にもつなげる意味でも効果的であったと考えられる。 図４ 児童の考え④
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授業実践５ 中学校第２学年「平行と合同」

１ 授業実践のテーマ
「操作的な活動を通して，図形に対する自分の見方や考え方を広げたり深めたりする」授

業づくり

２ 単元の目標
観察，操作，実験を通して，基本的な平面図形の性質を見いだし，平行線の性質をもとに

してそれらを確かめることができるようにするとともに，平面図形の性質を三角形の合同条
件などをもとに確かめ，論理的に考察することができる。

３ 単元の評価規準
数学への 数学的な見方や考え方 数学的な表現・処理 数量,図形などについての

関心・意欲・態度 知識・理解

・基本的な図形の性質 ・平行線の性質，三角 ・図形の性質の考察に ・平行線の性質や三角

を観察・操作・実験を 形の角，図形の合同な おいて，推論の筋道を 形の合同などについて

通して，平面図形の基 どについての基礎的な 言葉で表現したり，数 の基本的な性質を理解

本的な性質を見いだし 知識を身に付け，数学 学的な用語，記号を用 している。

たり，確かめたりしよ 的な推論の方法を用い いて簡潔に表現したり ・証明の意義と方法を

うとする。 て，図形の性質を論理 することができる。 理解している。

的に考察することがで

きる。

４ 授業の構想
(1) 生徒の実態について 表１ 本単元における生徒の実態調査 （人）

本学級の生徒の多くは，図形に関する基 調 査 項 目 正答者数

本的な性質を理解しているといえる。しか ① 三角形の３つの角の大きさの和は何度で 32

し，その関係を式で表現したり，図形の性 すか。

質をもとに考察したりするということにつ ② 線対称な図形で，対応する点，対応する 23

いては，十分とはいえない。 辺，対応する角をいいなさい。対応する辺，

ここでは，合同な図形を見つけるために， 対応する角の関係を式で表しなさい。

切り取る，写し取るなどをして実際に図形 ③ 次のア～ウのような条件で三角形をかく 12

を重ね合わせながら合同な図形についての とき，一つに決まらないものに×を付けな

関心を高めたり，お互いの考え方を話し合 さい。

う際に，図や模型を使わせるなどして自分 ア ＢＣ＝４ｃｍ，∠Ｂ＝70°，

の考えをはっきりと相手に伝える工夫をさ ∠Ｃ＝30 °

せていきたい。 イ ＡＢ＝2.5ｃｍ，ＢＣ＝３ｃｍ，

これらの活動を通して，図形の合同に対 ∠Ｃ＝50°

する自分なりの見方や考え方を深め，図形 ウ ∠Ａ＝65°，∠Ｂ＝70°，

の性質を証明しようとする意欲や態度を養 ∠Ｃ＝75°

っていくことが大切であると考える。 （平成18年７月４日実施，第２年１組35人）

(2) 単元のおもな構成について
多角形と角（７時間） ① ぴったり重なり合う図形を見つけよう。
↓ 「切り取ったり，写し取ったりしてみよう。」(本時)

図形の合同（５時間） ② 三角形の合同条件について調べよう。
↓ 「合同な三角形をかいて調べよう。」

作図と証明のしくみ（２時間） ③ 三角形の合同条件を使おう。
↓ 「合同条件を使って合同な三角形を見つけよう。」

単元のまとめ（１時間） ④⑤図形の性質を調べよう。
「図形の性質を三角形の合同を使って説明しよう。」

○既に分かっている事柄を使って根拠をはっきりさせ，自分なりの見方や考え方を表現す
る活動を通して，基本的な図形の性質について考察していく。

(3) 本単元の学習における求める生徒の姿
「すでに分かっている事柄」を用いながら，論理的に事象をとらえ，理由をはっきりと

させて説明しようとする生徒
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５ 授業の展開
(1) 本時のねらい

図形を切り取ったり写し取ったりしながら，図形を重ね合わせるなどの具体的な操作活
動を通して，合同な図形を見つけたり，合同な図形の性質を見いだす。

(2) 主なる指導の手だて
ア 図形をずらしてみたり，重ねてみたりすると，合同かどうか判断できるような学習問

題を設定する工夫
イ 問題解決のために操作的な活動を取り入れた学習過程を取り入れる工夫
ウ 自分の考えを相手に分かりやすく伝えようとするために数学的な表現を活用する工夫

(3) 展開

学習活動及び内容，主なる発問 予想される生徒の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価

１ 本時の学習問題の題意を 重ね合わせるための方法
理解する。 を話し合うことで，活動へ

学習問題 の見通しをもたせる。
ぴったり重なり合う図形を見つけよう。 操作的な活動に取り組ま

せることで，合同な図形に
２ 重ね合わせる方法につい ◇ぴったり重なり合う図形 対する興味・関心がもてる

て話し合う。 を調べる方法を考える。 ようにする。
○ぴったり重なる図形はど ・紙に写し取って重ね合わ 活動したことをもとに，

れだろうか。 せる。 合同な図形の性質について
○どのようにすればぴった ・切り取って重ね合わせる。 図や具体物を使って説明さ

り重なり合うことが確か ・定規で辺の長さを調べた せるようにする。
められるだろうか。 り分度器で角度を調べた ぴったり重ね合わせるこ

りする。 とができる図形は合同であ
・図形をずらしたり，回転 るということを確認する。

させたり，裏返したりし 合同な図形で，重なり合
て重ね合わせる。 う頂点，辺，角をそれぞれ

３ 問題解決や結果に対する ◇実測したり，切り取った 対応する頂点，対応する辺，
見通しをもとに，ぴったり り，写し取ったりしなが 対応する角ということを確
重なり合う図形を見つけ， らぴったり重なり合う図 認する。
図や具体物を用いて話し合 形を見つけ，合同な図形 合同になった場合と合同
う。 の性質を考える。 にならなかった場合とを比
○自分の考えた方法で，ぴ ・見ただけでは，ぴったり 較して，合同な図形の性質

ったり重なり合う図形を 重なり合うかどうかよく を調べさせる。その際，辺
見つけよう。 分からない。 の長さが等しいだけの場合

○重ね合わせるときに気を ・重なり合う頂点や辺，角 や角の大きさが等しいだけ
付けることはないだろう に気を付けないとぴった の場合も取り上げて比較さ
か。 り重なるかどうかはっき せるようにする。

○辺の長さが等しいだけで りしない。
ぴったりと重なるだろう ・ぴったり重なり合う図形
か。 では，重なり合う辺の長 【評価】

○角の大きさが等しいだけ さや角の大きさがそれぞ 自分なりの方法で合
でぴったりと重なるだろ れ等しい。 同な図形を見つけ，合
うか。 同な図形の性質を見い

◎ぴったり重なり合う図形 だす。
の辺の長さや角の大きさ （数学的な見方・考え方）

はどうなっているだろう
か。

４ 本時の学習を振り返り， ◇本時の活動をもとに合同 合同な図形の性質を確認
合同な図形の性質をまとめ な図形の性質についてま するとともに，本時で学習
る。 とめる。 した合同な図形の性質を利
◎合同な図形にはどのよう ・合同な図形では，対応する 用して，新たに図形の性質

な性質があるだろうか。 辺の長さは等しく，対応す を調べていくことを伝え，
る角の大きさも等しい。 次時以降の学習への動機付

けとしたい。
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６ 授業の実際と考察
(1) 本時の授業について

本時の授業は，合同な図形を見つける具体的な操作活動を通して，合同な図形の性質を，
自分なりに考えたり，話し合ったりすることによって，図形に対する見方や考え方を深め
ていくことをねらいとする。合同な図形を探す際に，数学的活動を取り入れ，それを根拠
に合同な図形の性質に迫っていきたいと考えた。

(2) 生徒の活動について
最初の３つの星形が重なり合うかどうかを調べる課題(右図)では，

始めは直観だけで判断し，満足してしまう生徒が多かった。「本当に
重なり合うのかな」と教師より問いかけ，少し時間を与えてみたとこ
ろ，次第に客観的に調べようとする生徒が見られた。

生徒が取り組んだ方法は以下の表２のとおりである。 提示した図
ぴったり重な 表２ 生徒が取り組んだ方法

り合うことが活 ・友達のプリントを借りて透かしながら重ね合わせてみる。……６人
動によって裏付 （おおざっぱに切り取って透かしながら重ね合わせてみる。）
けされていたの ・一つの星形を切り抜いて，他の星形に重ね合わせてみる。……13人
で，調べる方法 ・他の紙に写し取って，その図形を重ね合わせてみる。…………３人
や重なり合う図 ・辺の長さを定規で測る。……………………………………………７人
形についての話 ・紙を折りながら重ね合わせてみる。………………………………２人
し合いも容易に進めることができたと考える。また，図形をずらして重なり合う場合や図
形を回して重なり合う場合があるということなども，話し合いの中で確認した。

２番目の９つの三角形の中から，ぴっ
たり重なり合う三角形を見つける問題で
は，本時の導入で扱ったぴったり重なり
合う星形を見つける際の方法を参考にし
ながら，自分なりに考えて活動する生徒
の姿が見られた。ここでは，自分たちが
切り取った三角形を実際に動かしながら
話し合うことができたので，ぴったり重
なり合うことについて，より理解が深ま
ったものと考える。また，三角形をずら
したり回したりするだけでなく，裏返し
たりすることで重なり合う場合があると
いうことについても話し合いの中で確認
することができた。 合同な三角形を見つける問題

(3) 図形の性質を見いだしていくことについて
具体的な操作的活動を取り入れたことで，ぴったり重なり合うことについては，ほぼ全

員の生徒に実感させることができた。重ね合わせる際に，重なり合う図形の頂点や辺，角
ごとにマーカーで色付けしていた生徒がいたので，その活動を取り上げて，合同な図形の
性質を考える際の対応する頂点や辺，角の関係に着目させるようにした。また，ぴったり
重なり合う星形を探す際に，辺の長さを測るだけで判断していた生徒がいたので，「辺の
長さを測るだけで本当にぴったりと重なるのだろうか。」と教師側から問いかけて，合同
な図形では，対応する辺の長さだけでなく，角の大きさも等しいということに気付かせる
ようにした。

７ 授業実践のまとめ
○操作的な活動を多く取り入れたことで，学習に意欲的に取り組む生徒の姿が見られた。ま

た，具体的な操作に基づいているので，自分の考えが表現しやすく，根拠を明らかにしな
がら話し合うことができたと考える。

○全体で話し合う場面では，本時の学習問題の模式図を準備した。重なり合うことを実際に
図を動かしながら，確認したことで，ぴったり重なり合うためには，図をずらしたり，回
転させたり，裏返したりする必要があるということが確かめられた。この活動を通して，
頂点や辺，角が対応するということについても考えさせたことで，図形に対する自分の見
方や考え方を広げたり深めたりすることにもつながったと考えられる。

○合同な図形の性質を話し合う場面では，辺の長さが等しいことを導き出すことができた。
しかし，角について調べた生徒がいなかったので，角に着目し角の大きさが等しいという
ことについては，十分な根拠をもってまとめることができなかった。辺の長さを変えるこ
となく形を変えられる模型を準備すれば，さらに分かりやすい授業になったと考える。
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授業実践６ 中学校第３学年「関数」

１ 授業実践のテーマ

「自らの見方や考え方を数学的な表現の仕方のよさを生かして分かりやすく表現しよう

とする」授業づくり

２ 単元の目標

２つの数量の変化や対応を表やグラフ，式を使って調べることを通して，関数 y=ax2
につ

いて理解するとともに，具体的な事象の中から関数関係を見いだし，表現し，考察しようと

する。

３ 単元の評価規準

数学への 数学的な見方や考え方 数学的な表現・処理 数量,図形などについての
関心・意欲・態度 知識・理解

・具体的な事象を調べ ・具体的な事象の中か ・さまざまな事象の ・関数 y=ax2
の意味，変

ることを通して，一次 ら関係や法則を的確に 中にある数量の関係 化の割合とグラフの特

関数とは異なる数量の とらえ，関数のとる値 を的確に表現したり， 徴，問題解決への利用の

関係があることが分か の変化の割合に目を向 関数 y=ax2
の関係を 仕方を理解している。

り，こうした見方や考 けるなど，変化や対応 表，式，グラフなど

え方を基に数学的に考 についての見方や考え によって数学的に処

察したり，意欲的に問 方を一層深め，事象を 理したりできる。

題の解決に活用しよう 数理的にとらえ，見通

とする。 しをもち論理的に考察

することができる。

４ 授業の構想

(1) 生徒の実態について
表１の項目①より，問題解決場面にお

いて，図や表を利用することは効果的で

あると感じている生徒は多い。また，項

目④より，自分にとって新たな見方や考

え方を進んで取り入れていこうとする姿

勢もうかがえる。しかし，項目②，③よ

り，ものを使うなど，工夫して自分の考
えを相手に伝えようとすることには，消

極的である。教師は，生徒の思考過程の

段階を考慮しながら，生徒が図や表を使

って考えたり，説明したりできる指導を

工夫することが大切であると考える。

(2) 単元のおもな構成について

関数 y=ax2
（９時間）

↓ ①身近にあるこの事象はどんな関数か？

関数 y=ax2
の利用（２時間） 「２つのともなって変わる量は何だろう？」

↓ 「表，式，グラフで表してみよう」

いろいろな関数 （１時間） 「式，グラフから○○関数だ」

○日常の生活の中にある２つの数量関係がどのような関数なのか，その関数関係を表や式，
グラフなどで表現する活動を通して，その関数の特徴について考察していく。

○表や式，グラフを使って数理的に考察するような数学的活動を，授業の中により多く取

り入れることとする。

(3) 本単元の学習における求める生徒の姿

様々な事象の中に潜む，２つのともなって変わる数量の関係を考える際に，表や式，グ

ラフで表現することにより，その関数関係が見いだせる生徒

５ 授業の展開

(1) 本時のねらい

身のまわりにある関数関係の事象を，表や式，グラフなどを使って表現し，それがどん

な関数であるかを考察することで，身近にある関数についての理解を深める。

表１ 数学的な表現力に関する生徒の実態調査 (人)
項 目 ア イ ウ エ

①問題を解くとき，ノートやプリントに絵や図，

表などを使って考えると，問題が解きやすく 27 74 24 8

なりますか。

②自分の考えや考えたことのわけを，友達や先 14 55 50 14

生に伝えようとしますか。

③友達や先生にわかりやすく説明するのにもの

を使ったり，説明のしかたを工夫することが 9 47 60 17

ありますか。

④友達の発表を聞いて，「分かりやすい，便利

だ，役に立つ」と思うことがありますか。ま 47 65 18 3

た，「使ってみたい ，取り入れてみ たい」と

思うことがありますか。

ア よくあてはまる イ どちらかといえば，あてはまる

ウ どちらかといえば，あてはまらない エ まったくあてはまらない

（平成18年７月20日実施，第３学年133人）
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(2) 主なる指導の手だて

ア 身近な題材を取り上げ，生徒の意欲を喚起させる学習問題の工夫
イ ２つの数量関係を自分にとって最適な方法で表現する数学的活動

ウ 少人数による授業とし，生徒の主体的な課題選択に対応した学習形態

(3) 展開

学習活動及び内容，主なる発問 予想される生徒の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価

１ 「関数」について確認する。 ・関数についてもっている 関数に関する発言なら，

○関数って何だろう。 イメージや定義を自分の すべて認めるようにする。
言葉で発表する。 学習問題は選択制とし，

２ 本時の学習問題の題意を理 関心の高いものから順に解

解する。 決する学習形態をとる。

学習問題 問題については具体物を

次の事柄は，どんな関数といえるか調べてみよう。 使って丁寧に説明し，生徒

① 宅配ピザでは，Ｓが直径18cmで800円，Ｍが直径24 の題意の理解を図る。
cmで1400円，Ｌが直径30cmで2200円，ＸＬが直径36cm 自力解決を基本とし，問

で3200円である。 題ごとに２つのコーナーを

② 携帯電話Ｄ社の料金プランは，Ｓは基本料金3600円 設け，その場に移動して解

60秒40円，Ｍは基本料金6600円60秒28円，Ｌは基本料 決するようにする。生徒相

金9600円60秒20円である。 互の話し合い，学び合いが

高まるようにしたい。

表とグラフに表すのは対
３ 自力解決をする。 ・自分の問題を選択し，各 応する２つの値が分かれば

◎２つの数量の変化をさまざ コーナーに移動する。 容易であるが，式に関して

まな形で表してみよう。 ◇数量関係を表に表し，２ は表から値の規則的な変化

(1) 問題を選択する。 つの数量の変化を数字で を読み取ったり，グラフか

(2) ２つの数量関係を表す。 とらえる。 ら式の形を推測しながら取

○２つの数量関係を数字でと ◇２つの値を考慮し，適切 り組ませる。

らえてみよう。 な座標平面を設定する。 グラフや式の形からどん
○変化の様子を視覚的にとら 点をかき，グラフで表す。 な関数かを判断できるよう

えてみよう。（グラフで表 ◇表，グラフをもとに式を にする。

してみよう） つくる。 各コーナーに集まった生

○式で表してみよう。 ◇表から２つの数量の規則 徒同士で互いの考えを確認

(3) 表現したものを基に，ど 的な変化を式やグラフに し合うようにする。

んな関数か考察する。 表し，その形からどんな 各問題ごとに代表者が発
◎どんな関数なのか，自分の 関数かを判断する。 表する。発表者のプリント

ことばで書いてみよう。 ・①は２乗に比例する関数 をデジタルカメラで撮影し

(4) 別のコーナーに移り，も ・②は１次関数 ておく。

う１つの問題に取り組む。 一斉指導の形態をとり，

発表者のプリントの写真を

４ 調べたことを全体の場で発 ・各問題ごとに代表者が発 テレビに写し，全体に見え

表する。 表する。 るようにする。
○それぞれの関数の特徴をつ ◇他の生徒が表現したもの 【評価】

かもう。 を見ることで，どんな関 身のまわりにある関

数か，自分でも再確認す 数がどんな関数か，表

５ 本時の学習を振り返り，関 る。 や式，グラフで表現し

数のまとめを行う。 ・グラフにすると関数の特 その特徴をとらえ，関

○関数を調べるのに，表や式， 徴が分かりやすい。 数として理解する。

グラフを使うことの利点は ・他の関数についても調べ (数学的な考え方)

何ですか。 てみたい。

６ 授業の実際と考察

(1) 問題を解決するために，何を使ってどう表現していくかということについて

学習問題にある２つの事象がどんな関数なのかを調べていく中で，生徒が２つの数量関

係を表，式，グラフのどれを使って表現しようとしたのかをまとめたものが表２である。
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①の宅配ピザの問題は表で表そう

とした生徒が14人見られた。直径と
値段の関係の表から２つの数量関係

が規則的に変化していくことは理解

できるが，そこからどんな関数なの

か導くことは困難であった。そこで，

「値段はピザの何で決まるのか」という発問をし，ピザの大きさ（面積）と値段の関係に

着目できるようにした。ただ，面積と値段の関係を表にしただけではどんな関数なのかを

とらえることは難しいので，多くの生徒はその表から式を導こうとした。式ができれば，
その形から２乗に比例する関数であることを把握することは容易であった。また，半径と

値段の関係をサイズごとに点として座標平面上に表し，点の並びからグラフが直線ではな

く曲線になると判断し，その形から２乗に比例する関数であると断定した生徒も多く見ら

れた。②の携帯電話の問題は「60秒あたり」を「１分あたり」ととらえ直したことで，x
分で y 円の関係を式で表現することが容易になり，その形から１次関数であることを導い

た生徒が多かった。
①，②の問題ともに，生徒が選択した表現の仕方として，式が最も多かった。その理由

としては，１つには，式にすればその形からどんな関数なのかを把握することは容易であ

ることが考えられる。もう１つとして，今までの関数の学習指導の中で，関数の関係を式

で表す活動が多く，生徒の考えの中に「関数＝式で表す」という考え方が定着しているか

らではないかと考える。

(2) 生徒の考察の過程について

生徒の考察の過程を見てみると，表，式，グラフのいずれかを用いて２つの数量関係を
表現し，どんな関数なのかを判断するという過程をとっていた。

表に表した生徒は，表を横に見たり，縦に見たりしながら２つの数量関係がどんな規則

的な変化をするのかを見いだそうとした。そして，その変化を式で表現しようとする生徒

が多く見られた。つまり，表だけでどんな関数かを判断するのではなく，式に表し，その

形からどんな関数かを判断しようとしていた。

グラフに表した生徒は，座標平面上に表した点の並びからグラフの形を判断し，どんな

関数なのかを導いた。ただ視覚的にとらえただけなので，生徒の中には不安感が残ってい
た。そのため，何とか式に表そうとする生徒が多く見られた。

式に表そうとした生徒は，x と y の値の変化の様子が分かる表をつくり，それを基に式

を導こうとしていた。

生徒の考察の過程を見ると，表，式，グラフのどれか１つで表現したもので考察し，最

終的な判断をした生徒もいるが，表と式，表とグラフ，グラフと式というように，２つの

表現の仕方を組み合わせて考察し，最終的な判断をしようとした生徒も多く見られた。つ
まり，表現方法を組み合わせたことで，見方や考え方が深まっていったものと考える。

(3) 学習問題について

身近にある事象が「どんな関数といえるか」という問いかけだったので，その事象が既

習したどの関数にあてはまるのか，意欲的に表，式，グラフに表して調べようとする姿が

見られた。ただ，どんな関数かを導き出せた生徒にとってはその先の広がりがない問題に

なってしまった。①の問題だったら「直径42cmのピザだったらいくらになるだろう」，②

の問題だったら「１か月の通話時間が300分のＭさんにすすめるお得なプランはどれだろ
う」などといった発展性を含んだ問題を追加するなどして生徒に取り組ませれば，関数に

ついて考察していく中での見方・考え方についての広がりや，式やグラフで表現したこと

の有用性につながったことと思う。

７ 授業実践のまとめ

○身近にあるものを学習問題にしたので，問題解決に意欲的に取り組む生徒の姿が見られた。

○問題の選択が自由にできたので，同じ課題意識をもった生徒同士で小集団になり，学び合
いや解決へ向けての情報交換がスムーズに行われた。

○「どんな関数であるか」を判断するだけの問題であったので，関数関係を式で表現するこ

とが苦手な生徒も，グラフで表現できたことでどんな関数であるか判断することができ，

問題を解決する喜びを味わうことができたと考える。

○身近にあるものを扱う場合，２つの数量の変域を意識させたり，数値のずれが生じること

への対応策を十分に講じておく必要があったと考える。

○表や式，グラフなど，数学的に考察するための表現力ばかりではなく，生徒相互のコミュ
ニケーション的な部分の表現力の育成についても，今後考えていきたい。

表２ 生徒が考えた表現の仕方 （のべ人数）

学 習 問 題 表 式 グラフ

① 宅配ピザの問題 14 21 19

② 携帯電話の問題 ８ 18 ８

(平成18年10月26日，第３学年１組 32人)
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授業実践７ 小学校第５学年「垂直，平行と四角形」

１ 授業実践のテーマ

「四角形を命名する活動を通して，いろいろな構成要素に着目するとともに図形の感覚を

豊かにする」授業づくり

２ 単元の目標

直線の垂直，平行の位置関係や台形，平行四辺形，ひし形などの概念について理解し，

その弁別力，作図力を高めるとともに，これらを用いて図形の性質をとらえることができ

るようにする。

３ 単元の評価規準

算数への 数学的な考え方 数量や図形について 数量や図形について

関心・意欲・態度 の表現・処理 の知識・理解

・平行四辺形，台形， ・平行四辺形，台形，ひ ・図形を構成する要素や位 ・平行四辺形，台形，

ひし形の構成要素及び し形についての観察や構 置関係に着目して，平行四 ひし形についての感

それらの位置関係など 成などの算数的活動を通 辺形，台形，ひし形をかい 覚を豊かにするとと

に着目して考察処理し して，数学的な考え方の たり，作ったり，平面上で もに，直線の平行や

たり，論理的に考えた 基礎を身に付け，論理的 敷き詰めたり，基本的な図 垂直の関係，それら

りすることの楽しさや に考えたり，発展的，統 形の性質を用いて，図形を の図形の意味や性質

よさに気付き，進んで 合的に考えたりする。 調べたり構成したりするこ を理解している。

活用したりしようとす とができる。

る。

４ 授業の構想

(1) 児童の実態について 表１ 表現力に関する児童の実態調査 （人）

表 1 の項目①から，児童は問題

を解くときに，いろいろな方法で

分かりやすく考えようとしている

ことが分かる。

また，項目②，③から，自分と

友達の考えを比べ，類似点や相違

点を考え，関連付けることまでに

はいたっていない児童が多い。

(2) 単元のおもな構成について

垂直（３時間） ① いろいろな四角形の命名活動（導入・本時）

↓ ②③ ひし形の定義，性質，作図

平行（４時間） ④⑤ 台形の定義，性質，作図

↓ ⑥⑦ 平行四辺形の定義，性質，作図

いろいろな四角形（９時間） ⑧⑨ いろいろな四角形の対角線

(3) 本単元の学習における求める児童の姿

問題解決にあったっては，既習の算数的用語を的確に用い，分かりやすく表現すること

ができる児童

友達の発表を聞き，自分の考えとの類似点や相違点を見いだしたり，関係付けたりする

ことができる児童

項 目 ァ ィ ゥ ェ

①問題を解くときに，問題を式や図，数直線など
６ ８ ２ ０

に表して，わかりやすく考えていますか。

②自分の考えを友達にわかりやすく説明したり，
３ ４ ７ ２

友達の考えを聞こうとしたりしていますか。

③自分と友達の考えの似ているところ，違うとこ
２ ３ ７ ４

ろを見つけたり，関係付けたりしていますか。

ァ する イ どちらかといえばする ゥ どちらかといえばしない

ェ しない （平成19年６月５日実施，第５学年１組16人）
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５ 授業の展開

(1) 本時のねらい

四角形をいろいろな構成要素に着目して命名する過程を経験することにより，図形の感

覚を豊かにする。

(2) 主なる指導の手だて

児童の興味・関心を高めるための学習問題の工夫

(3) 展開

学習活動及び内容,主なる発問 予想される児童の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価

１ 本時の学習に見通しをも 既習の三角形や四角形を提

つ。 示して図形の構成要素を確認

既習事項を確認する。 ・正三角形，直角三角形，二等辺 し，本時の学習における命名活

・これまでに学習した三角 三角形 動で観点が意識できるように

形，四角形は？ ・長方形，正方形 する。

・この単元で前時までに学 ・垂直・平行 「辺の長さ」「角の大きさ」

習したことは？ 「垂直，平行」などの観点で考え

させることにより，命名活動や

２ いろいろな四角形に名前 仲間分けの際の手だてとす

をつけ，仲間分けする。 る。

二等辺三角形や直角三角形

【学習問題】 を提示することにより，命名活

今までに学習した 動の観点を明らかにする。

ことをもとに，いろ 単元の初めに作ったドット

いろな四角形に名前 カードを使用することによ

をつけよう。 り，学習の連続性をもたせるよ

うにする。

話し合うことにより，自分の命

名した四角形の観点を再認識

させる。

(1) 四角形に名前をつける。 ・○あ直角四角形，無等辺四角形 四角形に対する見方や考え

・○い平行四角形，二等辺四角形 方を高めるために，友達の発表

・○う二平行四角形，四等辺四角形 を聞く際には，自分の考えた名

向かい合った角が同じ四角形 前との共通点や異なる点に注

・○え二平行四角形，二等辺四角形 目しながら聞くよう助言す

向かい合った角が同じ四角形 る。

・○お無等辺四角形，平行直角四角

形 【評価】

・○か違う長さ角度四角形 など 四角形を命名する活動を

(2) 命名の理由づけをしな 通して，いろいろな構成要

がら，発表し話し合う。 素に着目して図形の感覚を

・辺の長さ 豊かにする。

・角の大きさ （数学的な考え方）

・垂直，平行

３ 本時の学習を振り返る。 ・自分で名前をつけるのが楽しい。 ノートに本時の振り返りを

・今までに習ったことが生かせる。 書かせるとともに，次時は「問

・いろいろな四角形があることが い」について解決していくことを

分かった。 予告し，次時への意欲を持続さ

・友達の発表を聞いていろいろな せるようにする。

考えがあることが分かった。

・多角形のことも調べてみたい。
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６ 授業の実際と考察

(1) 学習問題の工夫について

５×５のドットがかかれたカードを用いて学習を進め，単元の学習の中で繰り返し活用

した。自ら構成したものをもとに概念形成を図ることで，実感のある学習を展開するこ

とができたと考える。また，垂直，平行の学習といろいろな四角形の学習どちらにも活

用できるよさもあり，学習の連続性を感じさせることもできた。このカードに四角形を

つくり分類する活動と，観点を決めていろいろな四角形に命名する活動に重点を置いて

指導した。形の定義や性質を暗記するのではなく，自ら活動を通して定義や性質をつか

み，一般化して命名するという概念の創造過程を大事にした。さらに，ドットカードを

使って定義にもとづいた構成活動を仕組むことにより，理解が深まり，確かな概念構成

を図ることができた。これらの活動が，今後の四角形（台形・平行四辺形・ひし形）の

学習に有効であったと考える。

(2) 児童の取り組みの様子や考え方

① 自力解決の場面

本時の問題提示では，まず，三角

形（正三角形・直角三角形・二等辺

三角形），四角形（長方形・正方形），

垂直と平行の既習事項の確認したこ

とで，スムーズに課題に入っていく

ことができていたと考える。

また，単元の導入時に児童が考え

た四角形を問題としたため，児童は

興味と関心をもって授業に取り組み，

児童の問題解決に対する継続的な意

欲付けになったと考えられる。

授業では，右のようなワークシー

トを用いた。ワークシートに「名前

をつけた理由」を書かせたことによ

り，どの構成要素に着目したのかが

明確になったと考える。児童は，既

習の算数的用語を用いて熱心に自力

解決を行っていた。出てきた児童の

考えは次のようなものである。 ワークシートの記述例

児童が考えた四角形の名前

○あ 直角（11名），垂直（４名），一直角（１名），無平行直角（１名），無平行垂直（１名）

○い 平行（10名），一平行（２名），二等辺（２名），無直角平行（１名），二等角（１名）

○う 四等辺（５名），二平行（５名），平行（２名），交差（２名），全平行（１名），

二等角（１名）

○え 二平行（10名），四等辺（３名），二等角（２名）平行（２名），無直角（１名），

二平行二等辺（１名）

○お 二直角（８名），平行（８名），二垂直（３名），垂直（３名），直角（１名），

平行垂直（１名），二等角（１名）

○か 無直角無平行（１名），垂直・平行なし（１名），無四等辺（１名），無等角（１名），

無平行無直角無垂直（１名），二等辺（１名），Ｖ字四角形（１名）

○い

○あ

○う

○え

○お

○か
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② 比較検討の場面

児童は名前をつけた理由を発表しながら，自分の

考えた四角形の名前を発表していった。友達の発表

を聞くことにより，自分の考えとの類似点や相違点

をとらえていた。そして，自分では考えられなかっ

た図形の構成要素に目を向けていくことができた児

童もいた。 比較検討の場面での分類

(3) 授業の「ふりかえり」から

本時の授業の感想は次のようである。 (人)

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥・いろいろな四角形の名前を考えて楽しかった。 ４

‥・自分がつけた名前のほかにも，友達の発表を聞いていろいろな考えがあると思った。 ４

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥・考えるとすごくたくさんの名前が出てくる。 ２

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥・とてもおもしろかった。 ２

‥‥‥‥‥‥‥・みんなから出たいろいろな四角形の名前を聞いてすごいと思った。 ２

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥・はやく正しい名前を覚えたい。 １

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥・今まで習ったことが使えてよかった。 １

児童のふりかえり

(4) 算数的な表現力の向上のために

・日ごろの指導において，学習内容が既習のどの単元と関連しているかを意識して考える

ような言葉かけをして指導にあたった。

・比較検討の場面における話し合いの際には，話し合いの手順を例示することにより，児

童が安心して話し合い活動に参加できるようにした。そして，発表の際には，習った

算数の用語を用いて発表することや，互いの考えの類似点や相違点を考えながら，話

し合いを進めるように指導した。

・毎時間，授業の最後に「ふりかえり」の時間を設けた。授業の中で学んだことを自分の

言葉でまとめる活動を取り入れることにより，次時からの自力解決や比較検討の場面

において，自分の意見や考えに自信をもって取り組んだり，発言したりできるように

支援していくとともに，学習したことの定着を図っていくようにした。

７ 授業実践のまとめ

○単元を通して５×５のドットカードを用いて学

習を進めたことにより，三角形や垂直と平行で

学習した既習事項との関連を考えたり，類似点

や相違点などを考えたりすることで，自力解決

の見通しをもちながら本時の課題を解決してい

た。また，図形の構成要素に着目しながら意欲

的にいろいろな四角形に名前を考える姿が見ら

れたことにより，学習に対する意欲を高めるこ

とができた。 児童による図形の名前の表現

○自分でいろいろな四角形に名前をつけたことにより，比較検討の場面における話し合い活

動に目的意識をもって臨むことができた。
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授業実践８ 小学校第６学年「単位量あたりの大きさ」

１ 授業実践のテーマ
「自らの見方や考え方を，分かりやすく表現しようとする」授業づくり

２ 単元の目標
異なった２つの量の割合でとらえる数量があることを知り，その比べ方や表し方について

理解し，これを用いることができるようにする。

３ 単元の評価規準
算数への 数学的な考え方 数量や図形についての 数量や図形についての

関心・意欲・態度 表現・処理 知識・理解

・異種の２つの量の割合 ・異種の２つの量の割 ・異種の２つの量の割 ・異種の２つの量の割

でとらえられる速さや人 合でとらえられる速さ 合でとらえられる速さ 合でとらえられる速さ

口密度などを，単位量あ や人口密度などの表し や人口密度などを求め や人口密度などの量の

たりの考えなどを用いて 方を，単位量あたりの ることができる。 大きさについての豊か

数量化したり，それらを 考えなどを用いて考え な感覚をもっている。

進んで問題解決に生かし る。 ・速さや人口密度など

たりしようとする。 の比べ方や表し方につ

いて理解している。

４ 授業の構想

(1) 児童の実態について 表１ 算数的な表現に関する児童の実態調査（人）

表１の項目①から，児童は友達に対し 項 目 ア イ ウ エ

て自分の考えを言葉で説明することに苦 ①自分の考えを友達に言葉で説明
０ ３ ４ ４

手意識をもっていることがうかがえる。 することができますか。

授業の中でも，発表用紙に書いたことを ②自分の考えを文章で表現するこ
２ １ ４ ４

そのまま発表する児童が多い。また，項 とができますか。

目④からも分かるように，発表された考 ③自分の考えを図や式，絵で表現
２ ５ ３ １

えに対して質問や意見を述べることも苦 することができますか。

手としている。項目③からは，図や式， ④友達の意見を聞いて，自分の考
１ １ ５ ４

絵などで表現することを好む児童が半数 えを発言することができますか。

ほどいることが分かる。 ア はい イ どちらかといえばはい

この実態を踏まえ，自力解決の際には， ウ どちらかといえばいいえ エ いいえ

自分の考えをノートに記述する活動の中
成１９年９月２６日実施，第６学年１組 11 人）

で，順序立てて説明していくことの大切さに気付けるようにしていきたい。話し合いの場

面では，小グループの中で自分の考えを発表する活動を位置付けることで，相手に分かり

やすく説明する力をつけていきたい。

(2) 単元のおもな構成について

単位量あたりの大きさ（４時間） ①どれが安いのか比べてみよう。

↓ ・どうすればどれが安いのか考えられるかな。（本時）

速さ（５時間） ②「こみぐあい」を比べてみよう。

↓ ③いろいろな単位量あたりの大きさを求めよう。

練習・まとめ（３時間） ④１あたりの大きさを使って，問題を解いてみよう。

(3) 本単元の学習における求める児童の姿

問題解決にあたって，自分の考えを図や式，言葉を用いて分かりやすく表現しようとす

る児童

５ 授業の展開
(1) 本時のねらい

異種の２つの量の関係に着目して，単位量あたりの大きさについて考える。
(2) 主なる指導の手だて

ア 児童が解決への見通しをもって意欲的に取り組めるような学習問題の工夫
イ 自分の考えを相手に分かりやすく表現できるようにするための活動の位置付け
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(3) 展開

学習活動及び内容，主なる発問 予想される児童の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価

１ 本時の学習への見通しをもつ。 ここでは児童の実生活に

身近な個数と金額の問題を

同じあめを売っている２つのお店があります。どちらのお店で 取り上げ，本時の学習問題

買いますか？ へとつなげたい。

A 店 ２個で60円 B 店 ４個で100円

○どちらの店で買いますか。 ・Ｂ店の方が安そうだ。

○６０円より１００円の方が高い ・値段を個数でわると分かる。

のになぜＢ店の方が安いと思う ・２倍してみると分かる。

のですか。

２ 学習問題を理解する。 導入時の問題の解決方法

を基に，自力解決への見通

同じお肉が売られています。どのお店が一番安いでしょう。 しがもてるようにする。

そのわけも考えましょう。

Ａ店 300ｇで1200円 Ｂ店 300ｇで900円

Ｃ店 150ｇで 500円 D 店 180ｇで900円

３ 自力解決する。 ◇どの店が安いのか，比べながら 自分の考えを筋道を立て

○一番安い店を探すには，どうや 考える。 てノートにまとめられるよ

って比べればよいでしょう。 ・それぞれの店のグラムあたりの うにする。

大きさを計算して求める。 計算で求める方法では，

金額÷重さ＝１ｇあたりの金額 答えがどんな単位量あたり

・それぞれの店の１円あたりの重 の大きさになるのかを考え

さを計算して求める。 させ，１ｇあたり，１円あ

重さ÷金額＝１円あたりの重さ たりのどちらの単位でも求

・C 店を２倍して重さをそろえて められることを確認する。

求める。 式だけで考えている児童

C 店 300ｇにすると1000円 には，どうしてそう考えた

Ａ店 300ｇで 1200円で かを文章で説明できるよう

C 店 の方が安い。 に助言する。

・４店の重さを最小公倍数の900ｇ

でそろえて考える。

４ それぞれの考えについて，グル ◇自分の考えをグループの友達に 少人数のグループで話し

ープで話し合う。 分かりやすく説明する。 合わせることで，自分の考

○それぞれの考え方を友達に分か ・別の考え方でもできるんだ。 えを明確にとらえさせる。

りやすく説明しよう。 ・友達の考えの方が分かりやすい。

○友達の考えと似ているところや

違うところはあるかな。

５ グループで話し合ったことを， ◇グループで話し合ったことを代 単位量あたりの大きさを

学級全体で確認し合う。 表者が発表する。 求めることのよさについて

○グループで話し合ったことを発 ◇他のグループの意見を聞くこと とらえさせたい。

表してみよう。 で，それぞれの考え方のよさや

○分かりやすくて，簡単にできる 違いについて確認する。 【評価】

のはどの考え方だろう。 ・○○さんたちのグループの考え 異種の２つの量の割合

方と同じだ。 を工夫して表そうとする。

・○○さんたちのグループの考え （関心・意欲・態度）

方の方が分かりやすい。 異種の２つの量の割合

の表し方を考える。

６ 本時の学習を振り返り，次時へ ・「こみぐあい」についても，今 （数学的な考え方）

の「問い」がもてる。 日の学習を使って考えられそう

○「こみぐあい」も今日の学習を だ。

活かして求めてみましょう。
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６ 授業の実際と考察

(1) 学習問題の工夫について

本単元の導入時の指導にあたって，教科書ではこ それぞれのバンガローのこみぐあ

みぐあいをあつかっているが，今回の授業では、個 いを比べましょう。

数や重さなどの量と金額の関係について取り上げた。 部 屋 わ り

こみぐあいについては，児童は「こんでいる」「す バンガロー 人数（人） 面積（㎡）

いている」という言葉でその状態を理解していると A １２ ３０

思われるが，実際に計算して比べる経験は少ないと B ９ ３０

推測される。そこで，児童の生活の中でより身近な C ９ １８

買い物の場面を取り上げた。スーパーなどの商品に

は，グラムあたりの金額が印字されていることが多 教科書の問題

く，品物を比べる際の目安となっている。

また，問題の数値については，重さと金額のどちらか一方の数値をそろえて比べられる

もの，計算が比較的簡単にできるもの，一方の数値（ここでは重さ）の最小公倍数で比べ

られるものという条件にあてはまる数値を取り上げた。

また，授業の最初に思考の足がかりとなる比較的 同じあめを売っている２つのお店が

簡単な問題を提示し，解き方を考えさせることで， あります。どちらのお店で買います

学習問題の自力解決への見通しがもてるようにした。 か。

実際の授業では，児童はこの問題に対して全員が B A 店２個で６０円 B 店４個で１００円

店が安いと判断することができた。これは，１個あ 児童の反応

たりの金額を求めることの経験があったこと，また ・１個あたりの金額をだした。

数値が簡単で比べやすかったことが理由として考え A 店 ６０÷２＝３０（円）

られる。この問題の後に，学習問題である重さと金 B 店 １００÷４＝２５（円）

額の問題に入ったが，このあめの問題が足がかりに ・個数をそろえた。

なり，同じように考えていけば解けるかもしれない A 店 ４個にすると１２０円

という見通しをもって学習に取り組んでいた。また， B 店 ４個で １００円

つまずいている児童の支援として，あめの問題の解 足がかりの問題

き方を振り返らせ，理解を深めることもできた。

主な児童の表現は以下のようなものである。

（人数については複数回答）

① 金額÷重さ＝１ｇあたりの金額で考えた。

（８人）

② 最初に，重さの同じ A と B を比べ，次に C を B
と同じ３００ｇにそろえることで比べる。最後に

B と D を金額で比べた。 （３人）

③ 重さ÷金額＝１円あたりの重さで考えた。

（１人） 児童の表現①

④ A，B，C，D の重さを最小公倍数である９００

ｇでそろえ，それぞれの店の９００ｇあたりの金

額で比べた。 （１人）

一番多かった考え方は①で，導入のあめの問題の

個数と金額の関係を当てはめて考えたと思われる。

③は①と数値を反対に使って考えたが，答えが何

を表しているのかはっきりとつかめていなかった。

④は既習の学習を用い，３００ｇ，１５０ｇ， 児童の表現②
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１８０ｇの最小公倍数である９００ｇという数に着

目して考えることができていた。これは，問題の数

値の設定が有効であったと考えられる。

②の考え方は，全体の話し合いの中で，どの児童

にも理解することができた。分かりやすい考え方で

あると共に，思考の過程が順を追って文章化されて

いる効果もあると考えられる。

学習意欲の面では，問題解決の見通しをもって学 児童の表現③

習に臨めたことで，意欲が持続し結果的に多様な表

現につなげることができたと考える。

以上のことから考えると，今回の学習問題は有効

であったと考える。

(2) 自分の考えを相手に表現する活動について

事前の算数的な表現力に関する意識調査からも分

かるように，児童は自分の考えを表現することに苦

手意識をもっている。日頃の授業の中でも，計算式

のみ書いて，思考の過程が全く説明できていない児 児童の表現④

童がほとんどであった。そこで，より確かな表現力を身に付けさせるために２つの活動を

取り入れた。

まず，自力解決の際に，自分の考えを文章で順序立てて表現する活動を行った。誰が読

んでも分かるようにと意識させ，「まず」「最初に」「次に」「最後に」などの順序を表す

言葉を入れながら文章化させることで，計算式や図だけでは伝わらない思考の過程を表現

することができた。文章化できない児童への支援としては，順序を表す言葉を学習の手引

きとして提示すること，個別指導の際に，児童にどんな考え方をしたのか問いかけ，口頭

で説明させることで文章化させていった。

次に，話し合いの場面において，全体の中で説明する前に２～３人の小人数のグループ

での話し合い活動を取り入れた。まずグループの中で全員が自分の考えを発表し，分から

ないことや気付いた点などを話し合う。表現することに抵抗感のある児童でも，少人数の

中では比較的自由に発言することができていた。また，相手に分かりやすく表現しようと

意識することで，分かりづらい表現を直したり，かみくだいて言い換えたりと，表現の質

を高めることができ，自分の意見をより確かなものにすることへとつなげることができた。

今回，全体の話し合いの場では，グループの児童から出た考えの中で，よりよいと思う

考えを，代表児童が発表する形をとった。発表は輪番制とすることで，普段発表に消極的

な児童にも発言の場を与えられるという利点も感じられた。

７ 授業実践のまとめ

○学習問題は児童の多様な考えを引き出すように，十分考慮していくことが重要である。ま

た，問題解決の見通しをもって学習することは，児童の意欲を持続させ，表現活動を活発

にすることにつながると考える。

○自力解決の際，自分の考えを思考過程が分かるように順序立てて文章化させたことは，相

手に伝達する上で有効であり，分かりやすく伝えようとすることで，自分の考えをより確

かなものに練り上げていく効果もあると考える。

○少人数のグループでの話し合いは，表現することに自信がない児童にも安心して表現する

場を与えられるという利点がある。また，相手意識をもって表現することで表現の質を高

めることにつながっていくと考える。
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授業実践９ 小学校第６学年「単位量あたりの大きさ」

１ 授業実践のテーマ

「はじめに結果（式）ありき，解き方や考え方に視点をおいた」授業づくり

２ 単元の目標

２つの異種の量の割合を１つの数量としてとらえることができるようにし，その比べ方

や表し方を理解し，単位量あたりの考え方を活用できるようにする。また，身近な量であ

る「速さ」に関心をもち，速さ，時間，道のりを求める式を導き出し，有効に活用できる

ようにする。

３ 単元の評価規準

算数への 数学的な考え方 数量や図形についての 数量や図形についての

関心・意欲・態度 表現・処理 知識・理解
・異種の２つの量の割 ・異種の２つの量の割 ・異種の２つの量の割合 ・異種の２つの量の割合

合でとらえられる速さ 合でとらえられる速さ でとらえられる速さや人 でとらえられる速さや人

や人口密度などを，単 や人口密度などの表し 口密度などを求めること 口密度などの量の大きさ

位量あたりの大きさの 方を単位量あたりの大 ができる。 についての豊かな感覚を

考えなどを用いて数値 きさの考えなどを用い もっている。

化したり，それらを進 て考える。 ・速さや人口密度などの

んで問題解決に生かし 比べ方や表し方について

たりしようとする。 理解している。

４ 授業の構想

(1) 児童の実態について

表１から，児童は考え 表１ 表現することに関する実態調査 （人）

ることや説明することに 項 目 ア イ ウ エ

とても苦手意識をもって ①解き方を考えることは好きですか。 ４ ５ ６ ５

いる。しかし，具体物や ②考え方を言葉で説明することは好きですか。 ４ ３ ７ ６

図，絵で表現することに ③考え方を文章に表現するのは好きですか。 ３ ２ ８ ７

は抵抗が少ない。 ④考え方を具体物や図や絵，イメージで表すことは好 ７ ６ ４ ３

また，表２からは友達 きですか。

の考えのよさに気付いた 表２ 話し合いが楽しいと思う時はどんな時ですか

り，よりよい考えに発展 ①自分の考え方がみんなに支持された時 20
させていったりすること ②おもいもよらない問題の解き方を知った時 15
は楽しいと思っているよ ③いろいろな考え方を聞き，それに対して自分なりの考えや思いを発表 13
うである。 する時

ア好き イどちらかといえば好き ウどちらかといえばきらい エきらい

（平成19年10月９日実施，第６学年２組20人 表２は複数回答）

(2) 単元のおもな構成について

「どっちがこんでいるの？」「どのように比べるの？」

単位量あたりの大きさ（３時間） ①どうやって考えたかな？

↓「速さって，どのように表すの？」 （発展的な学習，１時間扱い）

速さ（５時間） 「速度の問題を４つの式（解き方）で解い

↓「答えが分かっているよ！どうやって考えたかな」 たよ。どのように考えたのかな？」

発展的な学習・練習・まとめ（４時間） ②練習・まとめ（３時間扱い）

○先に結果（式）を与え，解き方を考える授業を発展的な学習に位置付ける。

(3) 本単元の学習における求める児童の姿

速さ，長さ，時間の関係の式を覚えて適用するだけではなく，単位量の見方を変えてさ

まざまな考え方によって説明できる児童
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５ 授業の展開

(1) 本時のねらい

単位量の見方を変えて解き方を考え，説明する。

(2) 主なる指導の手だて

先に４つの式を示し，どのように解いたのかを考えさせたい。

(3) 展開

学習活動及び内容，主なる発問 予想される児童の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価

１ 本時の学習問題の題意

を理解する。

学 習 問 題

２時間３０分で，４５０Km走る新幹線があります。この新幹線の時速を次の４つの方

法でもとめました。どのように考えたのでしょうか？

① ４５０÷２.５ ② ４５０÷１５０×６０

③ ４５０÷５×２ ④ ４５０×２÷５

２ 問題解決の見通しや自 ・時速を求める公式は「道のり÷ 時速について既習の

分なりの考え方をもつ。 時間」だぞ。 内容を振り返る。

○どのように考えたのか， ・①は公式どおりだ。②，③，④ 時速は１時間あたり

自分で好きな式を選び は割ったり，かけたりしている の進む道のりであるこ

考え方を説明しよう。 よ！ とをしっかりと押さえ

・時速は１時間あたり何Km進んだ ておきたい。

かを表すものだよね。 考えられない児童の

・どの式にも４５０はあるけど２ ために，２時間３０分

時間３０分は①の式にしかない を，分で表したり，数

２時間３０分をどのように考え 直線（３０分あたり）

たかが分かればいいんだ。 で表わしたりする。

・②，③，④は何あたりなんだろ それぞれ何あたりで

うか？ 考えているのかを考え

◇文章や図，数直線等，自分の好 させる。

きな方法で考え，説明する。

３ 全体で考えを話し合う。 ・②の４５０÷１５０とは分速を 黒板に書いた児童と

○どのように考えたでし もとめているんだ！１時間は は別の児童に考え方を

ょうか？黒板に考え方 ６０分だから６０をかければい 発表させることによっ

をかいてください。 いんだ。 （１分あたり） て他の児童にも考えを

・③は５で割っているんだから 共有させたい。

◎黒板を見て，友達がど ３０分あたり何Km進むかもとめ 速さの意味（単位時

のように考えたのかを て時速をもとめているんだ。 間あたりに進む道のり）

説明してください。 （３０分あたり） をしっかりと押さえた

・④は２倍するということは５時 い。

間あたり何Km進むかだから時速

をもとめるのには５で割るん 【評価】

だ。 （５時間あたり） 単位量の見方を変

えて解き方を考え，

４ 本時の学習を振り返り， ・公式にあてはめなくても，単位 説明する。

次時への「問い」がもて 量あたりの考え方を使えば時速 （数学的な考え方）

る。 がもとめられる。

○今日の授業で感じたこ ・工夫して問題を解いてみたい。

とや分かったこと，次 ・難しい問題にチャレンジした

の時間にやってみたい い。

ことを発表してくださ

い。
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６ 授業の実際と考察

(1) 「単位量あたりの大きさ」と数直線の活用に視点をおいた速さの学習

速さの学習を進める上で，公式にあてはめ，安易に解答を導かせていた。そこで，速さは

「１時間（１分，１秒）あたりに進む道のり」というように，単位量あたりの大きさの考

え方であることを，数直線を使って繰り返し指導していった。

「速さ」は感覚的にとらえるしかない。それを数量で表すには「時間」と「道のり」の

２つの量を同時に着目しなければならない。そこで速さの学習の第１時と第２次に徹底し

て数直線をかかせ，単位量あたりの考え方であることを指導した。すると時速から分速，

分速から秒速，そしてその逆をもとめる計算も児童にとっては理解しやすいようであった。

次のような問題では，公式に頼った考え方だと「まず分速をもとめて，道のりを出す」

「３０分を時間に換算して計算する」が大方の考えで，６０÷２と考えられる児童は少な

い。しかし，数直線を使って考えさせると半数以上の児童が６０÷２の考え方を導き出す

ことができた。

時速６０Kmの自動車が３０分で進む道のりは？

(2) 課題について

以前，この課題と似たような問題が，中一の学力診断テストに出題されている。また，

教科書では「マラソンコース４２.１９５Kmを２時間３０分で走った選手の分速，時速，

秒速」をもとめる問題として出題されている。マラソンコース４２.１９５Kmでは計算が

面倒である。そこで，児童がイメージしやすいように新幹線の問題として，距離を５の倍

数である４５０Kmと設定した。

この課題のポイントは何かというとは『２時間３０分』である。『２時間３０分』を，

どうとらえるかが分かれば説明が可能になってくる。

①は２時間３０分を２.５時間あたり

②は２時間３０分を１５０分あたり

③は２時間３０分を３０分が５つ分・・・つまり３０分あたり

④は２時間３０分を２倍し，５時間あたり何Km進むかを出し，それから時速をもとめて

いく。

(3) 話し合いを活発にする手だて

夏坂哲志先生(筑波大学附属小学校)は，「話し合い活動を活発にする授業づくりの８つ

のポイント」をあげている。

□１ だれでも答えられるところから始める。

□２ 自分がかかわらなければならない状況をつくる。

□３ 一緒につくり上げていく場をつくる。（グループでの話し合いを重視する。）

□４ 子どもの考え方のよさを認める。（一斉での話し合い）

□５ わかること，わからないことの境目が生まれる場を作る。

□６ 面白いこと，きまりなどに気付く場を設定する。

□７ 「あれっ」と思わせる場をつくる。

□８ 確かめるための話し合いの場をつくる。

授業実践では，この８つのポイントに留意して指導した。

①４５０÷２.５では，２.５時間というヒントを与えれば，公式にあてはめるだけなので

だれでも説明できるようにした。…□１ 式と答えがすでに与えられているので，自分がす
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るべきことは説明をすることだという状況をつくり出

した。…□２ ２人から４人での話し合いを大切にして，

一緒につくり上げる「考える場」を設定した。…□３

一斉での話し合いでは，黒板に解き方を書いた児童で

はない別の児童に説明させることで，友達の考えのよ

さを認め合う場を設定した。…□４ ①４５０÷２.５や，

②４５０÷１５０×６０の解き方の見通しをもつこと

ができたが，③４５０÷５×２や，④４５０×２÷５

は，考え方が違うので，①，②と，③，④の間に境目
友達の解き方を説明する様子

が生まれた。…□５ １時間あたり，１分あたり，３０分あたり，５時間あたりのように，

「～あたり」の考え方に気付かせ，「あれっ」と思わせる場をつくった。…□６□７ そして，

一斉の話し合いで考え方を確かめた。…□８

一斉の話し合いで，①，②，③，④のすべての考えを導き，説明し合うことができた。

①については全員が考えを理解して説明することができた。②については１８人が考えを

理解して説明することができた。③については最初に２人が考えに気付き，④については

数直線のヒントによって５人が考えに気付き，話し合いの中でそれぞれの説明の仕方を教

え合うことができた。

(4) 児童の考えを表現できるようにグループでの話し合いの場を大切にした指導

４月の授業における様子は，全体的には発表の声も小さく，数人の元気のよい児童たち

の発表で授業が進んでいく状態であった。そこで，児童が安心して自分の考えを表現でき

るように，児童のどのような発言に対しても，考えや表現のよさをみつけて賞賛すること

に徹した。また，なるべく多くの児童の発言を取り上げる機会を設けた。そして何よりも

児童が「安心してどんな発言でもできる」ような学級経営に努めた。

今回の授業では，児童が自信をもって考えを説明

する発表をすることができるように，まず，数人の

グループで話し合わせることを意識して取り入れた。

すると，分からない児童は分かる児童の説明を聞い

て理解し，分かる児童は友達に話すことでさらに発

表に自信をもつことができた。それから一斉の話し

合いで発表するようにさせた。

③の考えと④の考えを反対に考えていた児童が数

名いた。どちらも式に５と２が出てくるので混乱し

たようである。しかし，話し合いの中で気付き，考 グル－プで話し合っている様子

えを修正して，説明することができた。

７ 授業実践のまとめ

○式(答え)を与えたことにより，児童が自ら解き方を考えて説明しようとする場を設定する

ことができた。また，児童が自信をもって考えを説明できるようにするために，話し合い

を活発にすることによって，だれもが①～④の考えのどれかは説明できたことにより，児

童は自分の考えを説明し，表現する喜びを感じることができた。

○数直線を使って，「速さ」は単位量あたりの大きさであることを繰り返し指導したことに

より，考え方の深まりがみられた。また，この単元で数直線をかくことを繰り返し行った

ことにより，「分数のかけ算，わり算」でも数直線をかいて考える児童が増えた。
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授業実践10 小学校第６学年「分数のかけ算とわり算」

１ 授業実践のテーマ

「図や計算法則を用いて，除数が分数である場合の除法の計算の仕方を筋道立てて考える」

授業づくり

２ 単元の目標

これまでに学習してきた計算と関連付けて，除数が分数である場合の乗法の意味と計算の

仕方を筋道立てて考えるとともに，分数の乗法及び除法を適切に用いることができるよう

にする。

３ 単元の評価規準

算数への
数学的な考え方

数量や図形についての 数量や図形についての
関心・意欲・態度 表現・処理 知識・理解

・分数の除法の計算の ・分数の除法の計算で ・分数の除法の計算が ・分数の乗法及び除法
仕方を，これまでに学 は，計算の意味を整数 でき，それを用いるこ の計算が，どのような
習した整数や小数の計 や小数の範囲から発展 とができる。 場面でどのように用い
算に関連付けて考えよ させて考えたり，その られるかを理解してい
うとする。 計算の仕方を整数や小 る。

数の計算を基にして筋 ・分数の除法の計算の
道立てて考えたりする。 仕方を理解している。

４ 授業の構想

(1) 児童の実態について 表１ 表現力に関する児童の実態調査 （人）

表１の項目①から，問題を 項 目 ア イ ウ エ

解くときには，文章を図や数 ①問題を解くときに，絵や図，表などを使って

直線に表すことが問題解決に 考えると，問題が解きやすくなりますか。
７ 12 １ ０

効果的なことが分かる。 ②自分の考えや自分で考えたことのわけを友達

また，項目②からは，児童 や先生に伝えようとしていますか。
２ ７ ７ ４

は発表することに対して必ず ③友達の発表や説明を聞いて，「分かりやすい，

しも積極的とは言えず，問題 便利だ，役に立つ」と思うことがありますか。
４ 13 ２ １

の解決過程よりも結果の正誤 ア はい イ どちらかといえば，はい

に重きを置いていることが分 ウ どちらかといえば，いいえ エ いいえ

かる。これらのことから，問 （平成19年９月３日実施，第６学年１組20人）

題の解決過程を表現することに重点を置く必要があると考える。

そして，項目③からは，自分の考え方が友達の考え方と同じか違うかを知ろうとし，友

達のよい点を取り入れようとしていることが分かり，多様な考え方を比較することで理

解が深まると考える。

(2) 単元のおもな構成について

分数のわり算 （５時間） ①分数でわることの意味を考えよう。

↓ ②（分数）÷（分数）の計算の仕方を考

時間と分数 （２時間） えよう。

↓ ③（分数）÷（分数）の計算の仕方を工

分数の倍とかけ算・わり算 （３時間） 夫しよう。

↓ ④３口の分数の乗除の混じった計算をし

単元のまとめ （２時間） よう。

⑤分数の乗法，除法の問題を作ろう。

○これまでに学習してきた整数や小数の除法の考え方や数直線，図を用いて，分数の除法

の意味を理解できるようにする。そして，計算の仕方では，単に暗記させるのではなく，

なぜそれで求められるかの理由を明らかにしていく。

(3) 本単元の学習における求める児童の姿

数直線や図を用いて分数の乗法，除法の意味を説明し，計算法則などを活用して新たな

計算の仕方を見いだせる児童
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５ 授業の展開

(1) 本時のねらい

既習の計算の仕方と関連付けて，（分数）÷（分数）の計算の仕方を筋道立てて考える。

(2) 主なる指導の手だて

ア 既習の計算の仕方との関連付けを図って解決できるような発問の工夫

イ 解決の根拠を明確にして説明できる発問の工夫

(3) 展開

学習活動及び内容，主なる発問 予想される児童の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価

１ 本時の学習問題の題意を理解 今までの計算との違いを明

する。 らかにする。

学 習 問 題
２ ３
―÷―の計算の仕方を考えよう。
５ ４

２ 既習の分数の乗法，除法と本 ◇(分数)×(整数)，(分数)÷ 既習の分数の乗法，除法の

時の学習の関連について意識す (整数)，(分数)×(分数)の 計算の仕方を考えたときに使

る。 計算方法を説明する。 った考え方を発表し合うこと

○今までに学習した分数の乗法， ・図を使って。 で，問題解決の見通しをもた

除法はどのように計算できま ・数直線を使って。 せたい。

すか。 ・同じ大きさの分数を作って。

○計算の仕方を考えるのにどの ・わり算のきまりを使って。

ような考え方を使いましたか。 ・かける数を整数にして。

３ 自力解決する。 ◇わられる数とわる数両方に 解決に困難を要する児童に

○今までに習った考え方を利用 ４をかけて，わる数を整数 は，今までの計算ではどのよ

して計算の仕方を考えてみよ にする。 うに解決したか確認するよう

う。 ◇わられる数とわる数両方に に促す。

○今までに学習してきた計算と 20をかけて，両方を整数に １つの方法で解決できた児

どこが違うのだろう。 する。 童には，他の方法でもできな

○違う方法でもできるだろうか。 ◇わられる数とわる数の両方 いか投げかける。
４

に―をかけて，わる数を１３
にする。

◇図や数直線を使って，３で

わって４倍する。

４ 解決方法について話し合う。 ・わり算のきまりを使ってい 考え方の似ている点を話し

(1) それぞれの考え方を発表す る。 合うことで，本時のまとめと

る。 ・図を使っている。 結びつけていきたい。

・今までに学習したどんな考え ・÷（分数）の時の考え方を 他の数字でも取り組むこと

方を使っているのだろうか。 使っている。 で一般化を図るようにする。

(2) 似ている点を話し合い，一

般化を図る。 ・わる数の分母と分子を入れ 【評価】

・それぞれの考え方の似ている かえてかけている。 図や計算法則を活用し
８

ところはどこだろう。 ・答えがみんな―になってい て（分数）÷（分数）の15
・どの考え方が分かりやすいで る。 計算の仕方を筋道立てて

すか。他の数字でもできるだ ・他のわり算でもできると思 考えることができる。

ろうか。 う。 （数学的な考え方）

５ 本時の学習を振り返り，計算 ◇（分数）÷（分数）の計算 計算の仕方だけでなく，使

の仕方をまとめる。 を自分の言葉でまとめる。 った考え方をまとめることで

○（分数）÷（分数）の計算の ・わる数の分母と分子を入れ 既習の学習との関連を図るよ

仕方をまとめよう。 かえた数をかける。 うにする。

○どんな考え方が有効だったか

も添えておこう。
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６ 授業の実際と考察

(1) 既習の計算の仕方との関連付けを図る場面

既習の計算の仕方と関連付けて計算

の仕方を考えることができるようにす

るため，まず，今までの計算との違い

を明確にした。そして，既習の計算の

仕方を活用できるようにするためT2の

発問をすると，児童からはC2～C5の考

えが返ってきた。自力解決の様子を観

察すると，この４つの考えのいずれか

を使って問題を解決しようとしていた。

既習の分数の計算で使った考えを整

理することは問題解決の見通しをもつことに有効であると考える。

(2) 解決の根拠を明確にして説明する場面

ア 図を使って
２ ８

図１では，―と―が一つの図に表
５ 15

れていて理解できない児童がいると

予想されたために，T1の発問をして

もとの数量を明確にした。そのこと

で，児童は図の意味を少し理解でき

たようであった。そして，解決方法

の似ている点を話し合って一般化を

図る手助けとなるように，問題の数 図１ 図を使った解法の表現例

字にない15と８についてＴ２，Ｔ３

発問をした。図から式を答える児童

もいれば，図を指して説明しようと

する児童もいたが，分割した長方形

の個数に目を向けたようである。そ

こで，Ｃ４のように図を使って説明

させ，問題の式と図を結びつけるこ

とにした。Ｃ４は，単位分数の幾つ

分というとらえ方で表現することが

できた。既習の学習との関連付ける

ことによって問題が解けたことを意

識させるためにＴ５の発問をした。

イ わり算のきまりを使って 図２ わり算の決まりを使った解法の表現例

わり算のきまりを使って解いていた児童は少なく，図２のように式だけの表現だった

ために，他の児童からは驚きの声が上がった。式の意味理解を深めるために他の児童に

この式を説明するように指示した。Ｃ１のように手順について簡潔に説明できたが，根

拠について述べなかったので理解できない児童もいた。そこで，自分では解くことはで

きなかったが，説明を聞いて理解できたであろう児童に再度説明させることにした。す

ると，Ｃ２のように初めにその根拠について述べた。説明を聞いて分かっても必ずしも

表２ 問題解決の見通しをもつ場面

T1 今まで学習してきた分数の計算とどこが違い

ますか。

C1 分数÷分数です。

T2 わる数が整数の時は，どのような考え使って

計算の仕方を考えてきましたか。

C2 数直線を使いました。

C3 図を使いました。

C4 等しい分数を使いました。

C5 わり算のきまりを使いました。

T3 わり算のきまりって何ですか。

C6 わられる数とわる数に同じ数をかけても商は

等しいことです。

表３ 図を使った解法について
２T1 ―はどこですか。５ ２C1 （図を指して）ここからこっちが―です。５８T2 ここに―と書いてあるけど，15とは何ですか。15

C2 ５×３

T3 ８という数字はどこから来てるの？

C3 ２×４

T4 この図ではどういうことを表しているの？

指でやっているから，前でやってもらおうか。

C4 縦を５等分して横を３等分して，15個に分けてる
１ １から，ここが―です。これ（―）が，１になると15 15８８個あるから，これが―です。15

T5 これは今まで使った考えで言うと何を使っていま

すか。

C5 図を使っています。
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自分の言葉で説明できるとは限らな

いので，このような手段によって自

分の言葉で表現する力が身に付くと

考える。そして，Ｔ３のように新し

い根拠を示したことを復唱すること

で，その児童も説明しやすくなり，

他の児童への理解も更に深まるので

はないかと考える。ここでも，既習

の学習との関連付けを図ることで問

題が解けたことを意識させるために

Ｔ４の発問をし，今後の問題解決に

役立てたいと考えた。

ウ 等しい分数を使って

途中まででも図３のように書ける

ことが大切ではないかと考える。こ

の児童は既習の学習と関連付けて解

こうとしたが，最後まではたどり着

くことができなかった。机間指導の

時，「みんなで助けるから。」と励ま

しの声をかけ，自分の考え方が間違

っていないという自信をもたせ，意

欲付けを図ろうとした。Ｔ１，Ｔ２ 図３ 等しい分数を使った解法の表現例

の発問によって，個人で考えていた

問題から全員で考える問題へと広が

ったと考えられる。全体で解決に至

ったことで，この児童の考え方も生

かされ，みんなで考えるという意義

も見いだせたのではないかと考える。

そして，解決方法の似ている点を話

し合って一般化を図る手助けとなる

ように，問題の数字にない８と15についてＴ４の発問をした。

７ 授業実践のまとめ

○表現しようとする中身を有していなければ表現することはできないので，児童自身が既習

の学習と本時の学習を関連付けて考えることは大切だと考える。自分の考え方を表現する

ために，既習の学習との関連について意識する場は一つの有効な方法であると考える。

○いずれの解法に対しても，既習の学習のどんな考えを使ったのか問い，関連付けを意識さ

せるようにした。このような問いにより，既習の考えの有用性を児童自身が感じ，既習の

学習との関連付けを図って問題が解決できるようになるのではないかと考える。

○友達の考えを別の児童が説明したり，友達の発表を聞いて自分の言葉でもう一度説明し直

したりすることは，友達の考えをヒントとして説明することであり，表現する力が少しず

つ身に付くのではないかと考える。

表４ わり算のきまりを使った解法について

T1：同じ方法でやった○○さんに説明してもらおうか。
２ ３ ３

C1：―と―に４をかけて，―は４をかけると整数にな
５ ４ ４

２ ３ ３
るので，（―×４）÷（―×４）をして，―×４を

５ ４ ４
２ ４ ８

約分して，（―×４）÷３で，２×―×３は―です。
５ ５ 15

T2：うなずいている人もいますね。でも，ぽかんとし

ている人もいるね。違う人にもう一度説明しても

らおうか。

C2：わられる数とわる数に同じ数をかけても商は変わ

らないから。

T3：商は変わらないから。
２ ３ ３

C3：―×４と―×４をして，―×４は約分ができるか
５ ４ ４

２
ら，約分したら整数になって，（―×４）÷３をし

５
２×４ ８

たら，―――で―になりました。
５×３ 15

T4：今度は理由もきちんと言えてるね。これは今まで

使ったどんな考えを使ってるの？

C4：わり算のきまり。

T5：わり算のきまりは何？

C5：わる数とわられる数に同じ数をかけてもわっても

商は変わらない。

T6：４をかけたよ。変わらないからイコール（＝）な

んだね。分数×整数は勉強しましたね。分数÷整

数も勉強しましたね。

表５ 等しい分数を使った解法について
T1：これは途中なのでみんなで考えようと思うんです。

どんなことをやろうとしたか分かりますか。

C1：等しい分数にしてやろうとした。

T2：そうだね。これからどうしたらいいだろうね。

今まで使ったものが使えないかな。

C2：わり算のきまりが使えるよ。

T3：どうすればいいの？
８

C3：20をかけると，８÷15になって，―になる。15
T4：８や15はどこからきいてるのかな。

２×４C4：―――３×５
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授業実践11 中学校第２学年「１次関数」

１ 授業実践のテーマ
「自分の見方や考え方を１次関数の関係に着目して分かりやすく相手に伝えることで，数

学的な表現を用いることのよさを実感できる」授業づくり

２ 単元の目標

事象の中にある２つの数量に着目して，それらの変化や対応を調べることを通して１次関
数の特徴を理解するとともに，１次関数を利用して問題を解決することができる。

３ 単元の評価規準

数学への 数学的な見方や 数学的な表現・ 数量，図形などにつ

関心・意欲・態度 考え方 処理 いての知識・理解

・具体的な事象につ ・１次関数につい ・切片や傾きをもと ・１次関数の変化の

いて伴って変わる２ て，式や表，グラフ に，１次関数のグラ 特徴を表やグラフを
つの数量に関心をも からその特徴を考察 フをかいたり，グラ 調べることによって
ち，１次関数の関係 することができる。 フから１次関数の式 理解することができ
を見いだそうとす を求めたりすること る。

る。 ができる。

４ 授業の構想
(1) 生徒の実態について 表１ 本単元における生徒の実態調査 （人）

アンケートの結果によると，自分で 項 目 ア イ ウ エ

考えたことを進んで人に伝えようとす ①問題を解くとき，絵や図，表など

る生徒は決して多いとは言えない。ま を使って考えると問題が解きやす 31 90 16 7
た，説明するための工夫ができる生徒 くなりますか。

も同様である。しかし，問題を解く時 ②自分の考えや考えたことの理由を

に絵や図，表などを使って考える生徒 友達や先生に伝えるようにしてい 8 36 80 20
が多く，友達の発表に関心をもってい ますか。

る生徒も多い。 ③友達や先生に分かりやすく説明す

つまり，友達と考えや意見を交換す るために物を使うなど説明の仕方 3 27 77 37
ることのよさは感じてはいるが，自分 を工夫することがありますか。

が進んで表現することについては消極 ④友達の発表を聞いて「分かりやす

的という生徒が多いというのが実態で い，便利だ，役に立つ」と思うこ 30 85 19 10
ある。 とがありますか。また，「使って

そこで，数学的に表現することで， みたい」と思うことがありますか。

自分の考えたことを相手に伝えるとい ア よくあてはまる イ どちらかといえば，あてはまる

う場面を大切に扱っていくようにして ウ どちらかといえばあてはまらない エ まったくあてはまらない

いきたいと考えた。 （平成19年７月18日実施，第２学年144人）

(2) 単元のおもな構成について
１次関数（８時間） ① 数量の関係を式や表，グラフで考えよう。

「碁石でつくる正三角形の１辺の数と３辺の合計数の

方程式とグラフ（３時間） 関係について調べよう。」

② 身の回りにある問題の中から１次関数を

１次関数の利用（３時間） 見いだして解こう。
「道のり，距離，時間の問題について考えてみよう。」

単元のまとめ（１時間） ③ 図形の問題を１次関数を利用して解こう。
「変化する図形の面積について考えてみよう。」

○碁石で正三角形をつくり，１辺に並ぶ碁石の数と３辺の合計数に着目して数量の変化を
調べ，式や表，グラフを使ってその関係を考察していく。

(3) 本単元の学習における求める生徒の姿

碁石で作った正三角形の１辺の数と３辺の合計数の関係を式や表，グラフなどを使って
表現し，２つの数量関係が１次関数であることを見いだすことができる生徒
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５ 本時の学習
(1) 目 標

身近にある事象を表や式，グラフなどを使って表現し，２つの数量関係が１次関数の関
係にあることを見いだす。

(2) 主なる指導の手だて
ア 操作的な活動で解決できる学習問題の工夫
イ ２つの数量関係を相手に分かりやすく伝えるための表現の工夫

(3) 展 開

学習活動及び内容，主なる発問 予想される生徒の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価

１ １次関数の特徴について ・グラフが直線になる。 既習事項に基づいた活動
話し合う。 ・ｙ＝ａｘ＋ｂの式になる。 ができるよう１次関数の特

・変化の割合が一定である。 徴について確認し合う。

２ 本時の学習問題の題意を 課題については，模型を
理解する。 使ってていねいに説明する

学習問題 ことで，題意をつかませる
５０個の碁石があります。この碁石を使って正三角形 ようにする。

をつくるとき，１辺に並ぶ碁石の数と使った碁石の合計 調べた結果を的確にまと
数との関係を調べよう。 める方法として，式や表，

○ グラフなどが有効であるこ
○○ ・・・ とについて話し合い，活動

の見通しをもたせるように
する。

３ 自力解決をする。
○いくつかの正三角形を作 ◇２つの数量関係を調べる 碁石を準備して，操作的

って，１辺の数と使った 方法を考える。 な活動をしながら考えるこ
碁石の合計数との関係を ・実際に碁石を使って並べ とができるようにしておく。
調べよう。 ながら，２つの数量関係 作った正三角形の１辺の

を調べる。 数と使った碁石の合計数の
・図をかいて，２つの数量 関係を調べることを助言す

関係を調べる。 る。
◎２つの数量関係が，どの ◇調べた数量関係がどのよ １つの正三角形だけで調

ような関係になっている うな関係になっているか べようとしている生徒には，
のか，自分の言葉でまと を的確に示す方法につい 他の正三角形についても調
めてみよう。 て考える。 べるよう助言する。

・２つの数量関係を表にま ２つの数量関係を調べる
とめて，変化の様子を調 ためには式や表，グラフな
べる。 どに表していくことを助言

・２つの数量関係をグラフ する。
にかいて，変化の様子を ２つの数量関係を１次関
調べる。 数の特徴と照らし合わせて

・２つの数量関係を式で表 みるよう助言する。
して考える。

４ ２つの数量関係がどうな ◇２つの数量関係が，１次 ２つの数量関係が１次関
っているかについて話し合 関数の関係になっている 数のどの特徴に当てはまる
う。 ことを的確に判断する。 かを確認しながら友達の発
◎２つの数量関係はどうな ・変化の割合が一定になっ 表を聞くよう助言する。

っているだろうか。自分 ている。
で考えた式や表，グラフ ・グラフが直線になってい 【評価】
などを基に友達に説明し る。 ２つの数量関係が１
てみよう。 ・ｙ＝ａｘ＋ｂの式で表せ 次関数であることを式

る。 や表，グラフに表して
考える。
（数学的な見方・考え方）

５ 本時の学習を振り返り， ◇２つの数量関係を調べる 本時の活動を振り返って，
１次関数のまとめをする。 ためには，式や表，グラ １次関数の関係が式や表，
◎数量関係を調べるときに フに表して考えればよい グラフに表すことではっき

はどのようにしていけば ことを確認する。 りすることを確認する。
よいでしょう。 ・式や表，グラフで考える

と関係がはっきりする。

○
○○
○ ○
○○○○

○
○○
○○○
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６ 授業の実際と考察

(1) 本時の授業について

本時の授業は，身近な事象の中にある２つの数量関係を表や式，グラフなどを使って表

現し，そこに表れた特徴から，その２つの数量関係が１次関数であることを見いだしてい

くという授業である。調べた結果を表や式，グラフに表して考えることで，数学的な表現

のよさを実感させていきたいと考えた。

(2) 課題設定について

本時の課題は，碁石を使って正三角形のように並べ

た時の１辺に並ぶ碁石の数とその正三角形を作る際に

使った碁石の合計数との関係について調べるというも

のである。この課題は碁石を使った問題なので，実際

に２つの数量関係が１次関数であるとはいえない。し

かし，本時が「１次関数の利用」の１時間目に当たる

ということもあって，生徒が具体物を使って操作的に活 課題確認の様子

動できるということを優先して，この課題で授業を進めることにした。

授業では，導入の段階で，「グラフが直線になる。」，「ｙ＝ａｘ＋ｂの式になる。」，「変

化の割合が一定」という１次関数についての既習事項を確認することで，調べたことを表

や式，グラフに表現していけばよいという見通しをもたせるようにした。

課題を把握させる段階では，碁石の模型を用意し，黒板で生徒に並べさせてみるように

した。並べ方については，中を埋めず回りだけにした場合と中まで埋めて正三角形にした

場合という２通りあったが，前者の場合について調べてみることにした。

(3) 生徒の活動について

碁石を使った問題ということで，実際に碁石を並べて

考える生徒が多かった。具体物を使って操作的に活動で

きる課題にしたことで，隣同士や前後の生徒と一緒に活

動したり話し合ったりするなど自由な雰囲気の中で意欲

的な取組が多く見られた。

調べた結果について考える段階では，生徒のほとんど

が表にまとめようとしていた。表の形式は生徒によって

様々であったが，「１次関数の変化の割合は一定である。」 生徒の活動の様子

ということに着目して２つの数量関係が１次関数だと気付くことができたようだった。

最初からグラフに表現した生徒はいなかったが，表で関係を調べた後でグラフで表した

生徒は多かった。ｘを１辺に並んだ碁石の数，ｙを合計数として座標平面に点をうち，そ

の点が「一直線に並んだ」様子から２つの数量関係が１次関数の関係にあるということを

指摘することができた。

２つの数量関係を表やグラフで表現した生徒がほとんどで，式で表そうとした生徒は少

なかった。表やグラフの特徴から，これらの２つの数量関係が１次関数であることがはっ

きりしたためと思ったので，式で表すことにも挑戦してみるよう促してみた。すでに１次

関数であることを確信している生徒たちは，連立方程式を使って式を求めていたようだが,
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中には，グラフの傾きや切片から式を求めようとした生徒

もいた。用意した座標平面では，切片がはっきりしないた

めにとまどう姿も見られた。グラフが直線になるというこ

とを理解した生徒は座標平面を広げるなどの工夫をする姿

も見られたが，この場合の切片を求めるためには，１次方

程式を使うこともできるということを助言した。

生徒の活動の様子を見ていると，碁石を正方形のように 生徒の発表の様子

並べて考えている生徒も見られた。その生徒に聞いてみると，この場合も１辺に並ぶ碁石

と合計数は，１次関数の関係になるということを確認することができていたようだ。

また，中を埋めて正三角形に並べる場合については，表やグラフから１次関数の関係に

ならないといえるが，この時間では生徒と確認し合うことができなかった。

(4) 生徒の感想から

授業の最後に自己評価をかねた生徒の感想から次のような内容が見られた。

・表，グラフ，式などに表すことによって１次関数の関係が分かった。

・１次関数かどうかを調べる時は，表にすると分かりやすいなと思った。

・１次関数は，グラフでも求められるし，表でも求められる。式でも求めることができ，

とってもびっくりした。

・身近な物でも１次関数になることが分かった。

・変化の割合が一定で，グラフが直線になり，ｙ＝ａｘ＋ｂなので１次関数といえること

が分かった。

授業の最後に以上のような感想を書いた生徒が多かった。本時の授業のねらいは，２つ

の数量関係を調べ，それらの関係を式や表，グラフなどに表現し，１次関数の特徴と照ら

し合わせながら，１次関数の関係を見いだすことであり，その過程で使われる式や表，グ

ラフなどの数学的な表現を用いることのよさを実感させることであった。これらの活動を

通して次時の学習への見通しと意欲を高めることができた。

７ 授業実践のまとめ

○碁石を使った課題を設定したことによって，操作的活動をする生徒が多く，課題に興味・

関心をもって取り組む姿が見られた。

○導入段階で，１次関数の特徴を表や式，グラフごとに確認したので，前時までの学習との

つながりを意識させることができた。その結果，調べた２つの数量関係を表や式，グラフ

に表現して考えようとする姿に結び付けることができた。

○２つの数量関係を考える場面では，表や式，グラフに表現した時の１次関数の特徴に基づ

いて，２つの数量関係が１次関数の関係になることに気付くことができた。その際，近く

の生徒同士の話し合いにおいても，「グラフが直線になったから・・」，「変化の割合が一

定だから・・」，「式がｙ＝ａｘ＋ｂになるから・・」など根拠に基づいた説明をするこ

とができた。

・本時は，１次関数の利用の１時間目に当たる授業である。身近な数量関係に目を向け，１

次関数の関係を見いだしていこうとする姿勢を育てることができるよう今後の課題を工夫

していくことが必要である。
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授業実践12 中学校第３学年「平方根」

１ 授業実践のテーマ

「論理的に考えたことを数学的に表現しようとする」授業づくり

２ 単元の目標

実生活での具体的な場面を通して平方根の必要性と意味を理解するとともに，文字式の計

算と関連させて平方根の計算方法を考察することができる。

３ 単元の評価規準

数学への 数学的な見方や考え方 数学的な表現・処理 数量,図形などについて

関心・意欲・態度 の知識・理解

・数の平方根の四則に ・平方根の計算を文字 ・平方根の四則計算が ・平方根の四則の意味

関心をもち，それらの 式の計算と同じように できる。 とその計算の仕方を理

計算をしようとする。 みて，計算の方法を考 解している。

察することができる。

４ 授業の構想

(1) 生徒の実態について

表１の項目①より生徒の９割は，問題

解決の場面において，図や表を使うなど，

自分にとって分かりやすい表現方法を用

いることは有用であると考えている。ま

た項目④,⑤より,友達の考えに対してそ

の過程や理由を知ろうとしたり，自分に

とって有益である友達の考えは，積極的

に取り入れていこうとしたりする姿勢が

見られる。しかし設問②,③より,工夫し

て自分の考えを相手に伝えたり，説明し

ようとすることには，大変消極的である。

(2) 単元のおもな構成について

平方根 （３時間） ①平方根の乗法と除法について考えよう。

↓ ②平方根の表し方を調べよう。

平方根を含む式の計算 ③平方根のおよその値を求める工夫をしよう。

（５時間） ④平方根の加法について考えよう。（本時）

↓ が間違いであるわけは？

単元のまとめ （１時間） はどのように計算したのか

計算の仕方を考えよう。

○既習事項や電卓などの具体物を使っ ⑤根号を含むいろいろな式の計算の仕方を考

て，提示された平方根の計算が間違 えよう。

っている理由や計算の仕方を論理的に考え，言葉や式で表現する活動を通して，平方根

の加法の計算の仕方を，文字式の計算の仕方と関連させながら考察していく。

○言葉や式を用いて論理的に考察するような活動を，授業の中により多く取り入れるよう

にする。

(3) 本単元の学習における求める生徒の姿

既習事項や具体物（電卓）を使いながら，論理的に考えたことを数学的に表現すること

ができる生徒

表１ 数学的な表現力に関する生徒の実態調査 (人)

項 目 ア イ ウ エ

① 問題を解くとき，ノートやプリントに絵

や図，表などを使って考えると，問題が解 7 19 4 0

きやすくなりますか。

② 自分の考えや考えたことのわけを，友達 2 9 16 3

や先生に伝えようとしますか。

③ 友達や先生にわかりやすく説明するのに

ものを使ったり，説明のしかたを工夫する 0 12 17 1

ことがありますか。

④ 友達がなぜそのように考えたのか，その 8 15 7 0

わけを聞こうとしますか。

⑤ 友達の発表を聞いて，「分かりやすい，

便利だ，役に立つ」と思うことがあります 12 17 1 0

か。また，「使ってみたい，取り入れてみ

たい」と思うことがありますか。

ア よくあてはまる イ どちらかといえばあてはまる

ウ どちらかといえばあてはまらない エ まったくあてはまらない

（平成19年５月28日実施，第３学年２組 30人）

２＋ ２＝２ ２
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５ 授業の展開

(1) 本時のねらい
であることが分かり，平方根の加法の計算の仕方を，文字式の計算の

仕方と同じように考えることができる。
(2) 主なる指導の手だて

ア 先に結論を提示し，その理由を考察させるような学習問題の設定
イ 論理的に考察したことを言葉や式を使って数学的に表現する活動

(3) 展開

学習活動及び内容，主なる発問 予想される生徒の活動 教師の働きかけ，評価

１ 正方形の面積と一辺の長さ ・いくつかの正方形の面積 いくつかの平方根を視覚
の関係を確認する。 （２,５,８㎝ 2)から平方 的にとらえさせることで後の

根を用いて，正方形の一 活動に生かせるようにする。
２ 学習課題を把握し，計算の 辺の長さを導き出す。 本時は平方根の加法の計

仕方を考察する。 算の仕方を追究することを

導入問題 伝え，意欲的に学習に取り
Ａさんは， 組もうとする雰囲気をつく

る。

と計算しました。しかし，あとから間違っていること ２つの計算が間違いであ
が分かりました。その理由を説明してみよう。 る理由をいくつかの方法で

考察し，加法においては根

◎間違っている理由を様々な ◇理由を考察する。 号のなかの数どうしは，た
方法で考えよう。 ・平方根を整数に直す。 すことができないことを意

・電卓で近似値を求める。 識させる。

・２乗する。 正方形の面積と一辺の関
・正方形の一辺の長さを比 係を示した図を提示し，視

較する。 覚的にも計算できないこと

○間違っている理由を発表し ◇友達の考えを聞き，自分 を確認する。
よう。 の考えを深める。

中心問題 となることを正方形の図を

は，図より と 用いて視覚的に確認し，計
なることがいえます。 算の仕方を見いだそうとす

どのように計算すればよいか考え る意欲を喚起させる。

よう。 解決の見通しがもてない
生徒には， は「２乗す

○答えが となる ・正方形の図で確認する。 ると２になる数」を表した

ことを確認しよう。 ・近似値を出して確認する。 「仮の数」であることを伝
◎答えが となるに ◇様々な計算の仕方を考え え，文字と同様に扱えるこ

はどのように計算すればいい る。 とを助言したり，ヒントカ
か，考えよう。 ・ ードを配付する。

○１つの方法でできたら，他 自力で解決できた生徒に
の方法でもできないか考え ・ は，他の方法でも考えてみ
てみよう。 るよう指示する。

○まわりの友達と考え方を確 ・ 【評価】
認し合ってみよう。 平方根の加法の計算の

仕方を，文字式の計算の

仕方と同じように考える
ことができる。

３ 計算の仕方について発表し ◇発表者の考えを聞きなが （数学的な見方・考え方）

合い，確認する。 ら，計算の仕方を確認す 友達がどのように考えて
○自分の考えと比較しながら る。 計算したか，発表を聞かせ

発表を聞こう。 る。さまざまな考えに触れ

４ 本時の学習を振り返り，ま ◇平方根の加法は文字式と ることで自らの考えが深ま
とめをする。 同様に，分配法則を使う り，発展するようにしたい。
◎平方根の加法はどのように ことを理解する。 平方根の減法も，加法と

計算すればいいか，自分の 同様の方法で計算すること
言葉でまとめよう。 を補足する。
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６ 授業の実際と考察

(1) 学習問題の設定と提示の工夫について

ア 導入問題について

平方根の加法・減法において，生徒が初歩的な間違いをしないように確実に指導して

おかなければならない内容である「√のなかの数どうしをたしたり，ひいたりすること

はできない」ということを強く印象付けたいと考えた。そこで

が間違いであることを最初に示し，その理由を生徒自らが考察

するようにした。「 は正しいだろうか」という正誤の判定を生

徒に委ねるような提示方法も考えられるが，最初に間違いであるとことわったことで，

生徒が「どうして間違っているのか」という理由を見いだすことに活動の焦点を絞り，

じっくりと取り組めるようにした。問題には式を２つ入れた。１つめの式には，整数に

直すことのできる２つの平方根 を使い，整数に直して間違いであることを

考察することをねらった。２つめの式には， を用いた。これは電卓を使っ

て近似値を求めて考察することと， が作図することが可能な正方形の一辺

ということで，実際の長さをテープ等で写し取り，その長短を比較することにより，視

覚的にも間違いであることがとらえられるようにと考えた。

授業において，生徒は予想した方法で問題の解決にあたり，√のなかの数どうしをた

すことはできないことに気付くことができた。更にそのことから「同類項でないとたす

ことはできない」という，文字式の計算のきまりと関連させて考えた生徒も見られた。

イ 中心問題について

導入問題によって，平方根の加法は「√のなかの数どうしをたすことはできない」「同

類項でないとたすことができない文字式の計算に似ている」ということが確かめられた。

そこで同類項と関連させ「√のなかが同じ数どうしだったらどうなるか」という意図で

という中心問題を提示した。ここでも結論を先に教えるようにした。これ

は計算の結果より「どのように計算するのか」という過程を大切に扱いたかったからで

ある。こうすることにより多様な考え方が出てくるであろうと考えた。実際に図２のよ

うないくつかの考え方が出された。 を用いた理由は，前述したように，面積が２の

正方形の一辺の長さということで実際に図示できるからである。

自力解決に入る前に，面積が２，８となる２つの正方形が重なった図を用いて

となることを確認した。また，テープ等で と の長さを写し

取り， と をあわせると になることを実演して見せた。ただ を と

変形し， ということが分からないと，自力で解決することが困難になって

くるので，生徒の実態や自力解決の様子を見て， ということを全体の場で

確認するようにした。

(2) 論理的に考察したことを数学的に表現する活動について

ア 導入問題について

が間違いであることについて

の考察では，生徒のほぼ全員が平方根を整数に直し，整

数どうしの加法の形にして考えていた。計算の結果，出

てきた５と との比較においては，５を と直し平

方根どうしで比べた生徒と， の近似値（3.605…）

を電卓を使って求め，整数と小数で比べた生徒が見られ

た。整数を平方根に直すという活動に慣れていないこと

もあり，後者の方法を使った生徒の方が多かった。 図１ 導入問題の考察

が間違いであることについての考察では，６割の生徒が電卓

を用いて，２つの平方根 の近似値を求めて小数の加法をし， の近似値

（2.645…）と比べていた。生徒は，間違いである理由を言葉と式を使って表現してい

た(図１)。ただ相手に伝えることを意識しないと，「自分が分かればいい」ということ

で，簡単に書ける式だけになってしまう傾向がある。教師側でねらった，図を用いて考

察した生徒はいなかったので，生徒が発表した後，補足的に図を用いる方法を紹介した。
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イ 中心問題について

最初に正方形の面積図を用いると が

となることから， が正しいことをお

さえた。自力解決における生徒の反応を見ると，解決に

向けての手掛かりがつかめていない様子であった。そこ

で， を変形させてみるよう助言し， と

なることを確認した。すると次のような考えが出てきた。

① を と考え， 図２ 中心問題の考察①

となる（図２） ・・・17人

② とおき，a+a=2a より

となる（図３） ・・・７人

③ を の２倍と考え,
となる（図４） ・・・２人

導入問題において「同類項でないとたすことができな

い文字式の計算に似ている」ことに触れたので，①のよ

うな，√の前の係数１に気付き同類項をまとめるように 図３ 中心問題の考察②

考えた生徒が多かった。根本的には①と同じだが，②の

ように は「２乗すると２になる数」を表す「仮の数」

ととらえ， を文字に置き換えて文字式の計算を行い，

に結びつけた生徒もいる。なかなか自力での解決

が困難な生徒には，②のような手順で解決していく穴埋

め式のヒントカードを渡した。また， のよ

うな同じ平方根の和をその平方根の２倍と考え，③のよ

うな計算方法を見いだした生徒も見られた。 図４ 中心問題の考察③

生徒は自らの考えを導入問題同様，言葉と式で表現していた。事象を説明する際，式

と式とを適切な言葉でつながないと自分の考えが十分に相手に伝わらない。実際に，数

式を使い頭の中では論理的な考察ができていても，説明文という形に表現する方法を知

らなかったり，式と式とをつなぐ言葉が不足していたりして，説明が不十分になってし

まう生徒が見られた。これではいくら数式を使っていたとしても，数学的な表現力が身

に付いているとはいえない。

(3) 自らの考えを分かりやすく伝えることについて

「数学的なコミュニケーション能力」という視点で本時の学習を振り返ってみると，多

様な考えに触れ相手の考え方のよさが分かるという点では，生徒の記述したプリントや自

己評価カードを見るかぎり，おおむね達成できていたと思われる。しかし，自分の考えを

相手に伝達するという点では，数学的な表現・表記が十分でなく，十分に理解できないも

のも見られた。自分で考えたことをそのまま書いたのでは，断片的となってしまい，自分

だけにしか分からないものになってしまう。相手との考え方の交流を図り，自らの考えを

より深めるためにも，考え方が一方通行にならないようにすることが大切であると考える。

また，いろいろな考えや表現方法に触れる機会を設けることも必要であると考える。

７ 授業実践のまとめ

○平方根の加法の計算で，できない場合とできる場合についてその理由を考えさせたことに

より，文字式の計算における「同類項をまとめる」こととうまく関連させて，計算の仕方

の理解を深めることができた。その後の調査で，生徒の８割には基本的な計算の仕方が定

着していた。

○平方根の基本的な学習内容を活用したり，電卓や図を用いたりすれば，より具体的に問題

に迫れるようにしたので，多くの生徒が論理的に考察することができた。

○相手に伝わるように自分の考えを表現するためのスキルが十分に身に付いていないため，

理由を説明する文としては不十分なものもあった。
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７ 研究のまとめ

算数・数学科では，「算数・数学的な表現力を育てる学習指導に関する一考察～児童生徒

が数学的な見方や考え方を広げ深める授業づくり～」という研究主題を設定し，理論的な研

究を進めるとともに，算数・数学科の学習に関する実態調査を児童生徒及び教師を対象とし

て行った。また，理論的な研究，実態調査を踏まえて研究主題に迫るための手だてを考え，

実践的な授業研究に取り組んだ。

以下，２年間の研究の取組から，小学校，中学校ごとに主な成果と課題について述べる。

○ 小学校において

低学年においては言葉による説明が主であったが，絵や文章，手振りなどの表現方法を

使いながら相手に分かりやすく伝えようとする姿が見られた。また，高学年では，式で表

して考えることによって一般化しようと試み，演繹的な見方や考え方に触れることができ

たと考える。また，既習事項を活用しながら，様々な表現方法を用いて考え方を検討し合

う姿から，児童は数学的な見方や考え方のよさに触れることができたと考える。

図形を観察したり，構成・分解したりする算数的活動を通して，新たな視点から図形を

とらえ直し，表や式を使って考察していく活動の中で，図形に対する見方や考え方が広が

っていく児童の姿が見られた。なお，授業実践を通して，次のような課題が見いだされた。

・低学年においては，言葉による表現を主にしながらも，算数的な用語などにも着目し，

自分の思ったことや考えたことを表現できるように，「表現の質的な面」も考えて指導

を工夫していきたい。

・自分なりの考え方を相手に分かりやすいと思った表現方法を用いて，話し合い活動を展

開したが，表現方法のよさに目が向かいがちになり，簡潔，明瞭，一般化等の算数のよ

さ（有用性）など実感するまでには十分至らなかった。考え方を練り上げていく話し合

い活動をより充実させ，児童の数学的な見方や考え方がより広がったり深まったりする

ような指導を考えていきたい。

○ 中学校において

課題解決にあたり，具体的な操作活動を取り入れたことで，生徒は自分の考えが表現し

やすく自分なりの考えの根拠も見いだすことができたと考える。

生徒の身近な話題を取り上げ学習課題としたことは，生徒の興味や関心を高め，解決し

ようとする意欲に結び付いたと考える。また，学習課題を生徒に自由に選択させたことで，

同じ課題意識をもつ生徒同士で小集団が生まれ，表や式，グラフを活用しながら互いの考

えを述べ合う姿が見られた。それぞれの表現の仕方が考え方と結び付き，表現の仕方のよ

さにも気付いた生徒の様子がうかがえた。なお，課題は，以下のとおりである。

・生徒が見方や考え方を，表や式，グラフ等を活用した表現から，生徒の見方や考え方を

焦点化したり関連付けたりする指導を考えていきたい。

・数学的な用語や記号を使うことのみならず，日常の言語を適切に活用した生徒相互のコ

ミュニケーションそのものの仕方にも目を向け，実社会の中で相手に納得してもらう，

分かってもらうという意識を生徒にもたせるようにしたい。

今後は，本研究を踏まえ，児童生徒による話し合い活動の質的な深まりを求め，児童生徒

が見方や考え方を練り上げていく指導法の工夫を新たな視点として，研究に取り組んでいき

たいと考える。
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音 楽

研究主題 音楽科における「考える力」を育てる学習指導の在り方

研究の概要及び索引語

音楽科では 「考える力」を「音楽に関する用語や言葉等を用いて表現できる力」とと，

らえ 「題材の構成の工夫 「魅力のある教材の選択 「学習指導の工夫 「音楽に関す， 」， 」， 」，

る用語や言葉等を用いて表現できるような指導の工夫」に配慮した授業づくりに研究の視

点を置いた。本研究では，教師及び児童生徒を対象とした音楽科学習に関する実態調査を

踏まえた上で授業研究を行い，音楽科における「考える力」を育てる学習指導の在り方を

究明した。

索引語：考える力，音楽に関する用語や言葉等，題材の構成，魅力のある教材，学習指導
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研究主題 音楽科における「考える力」を育てる学習指導の在り方

１ 音楽科の研究のねらい

教師及び児童生徒を対象とした音楽科学習に関する実態調査を踏まえ 音楽科における 考， 「

える力」を育てる学習指導の在り方を究明する。

２ 研究主題に関する基本的な考え方

(1) 音楽科において豊かな学びをはぐくむことについて

「教科に関する研究」における研究主題「豊かな学びをはぐくむ学習指導」に関する基

本的な考え方については，前出のように 「 豊かな学びをはぐくむ』とは，学ぶ側であ，『

る児童生徒にとっての『豊かな学び（＝自らの学びとして実感できる学び 』と，教える）

側である教師の『豊かな発想』をもった働きかけとが融合された「分かる授業 「楽しい」

授業」の中で，児童生徒が主体的に学びの喜びや楽しさを味わい，学びの意義を実感しな

がら『確かな学力』を身に付けていくことととらえる 」と示されている。。

発達段階に即して学年ごとに示した小学校音楽科の目標について，小学校学習指導要領

解説音楽編（平成11年５月 文部省 （以下，小学校解説と表す）においては 「表現や） ，

鑑賞の活動を繰り返しながら，学習を継続的，発展的に行うことにより，音楽を愛好する

心情や音楽に対する感性，音楽的な諸能力が徐々に身に付いていくという，音楽が本来も

っている特性を考慮したものであり，さらに，学校や児童の実態等に応じた弾力的な指導

を効果的に進めることができるようにしているのである 」と示している。。

また，中学校音楽科の目標について，中学校学習指導要領解説音楽編（平成11年９月

文部省 （以下，中学校解説と表す）においては 「音楽科の学習が『表現及び鑑賞の幅） ，

広い活動を通して』行われることを前提とし，生活を明るく豊かにするための『音楽を愛

好する心情を育てる』こと，教科の特性にかかわる『音楽に対する感性を豊かにし，音楽

活動の基礎的な能力を伸ばす』こと，そして，人間形成を目指す『豊かな情操を養う』こ

との，３つのねらいによって構成されている 」と示されている。。

以上のことから，音楽科における豊かな学びをはぐくむことについては，学ぶ側である

児童生徒にとっての「豊かな学び」と，教える側である教師の「豊かな発想」をもった働

きかけとが融合された「分かる授業 「楽しい授業」の中で，児童生徒が主体的な学びを」

通して，学びの喜びや楽しさを味わい，学びの意義を実感しながら，音楽を愛好する心情

や音楽に対する感性 音楽的な諸能力を徐々に身に付けること つまり音楽科における 確， ， 「

かな学力」を身に付けていくことが重要であると考えられる。

(2) 音楽科における「考える力」について

「 考える』音楽の授業の大切さ」について，髙須 一 氏は 「どのような楽器を選『 ，注１)

んで組み合わせたらよいのかということを考え，どのような音楽につくっていったらよい

のかということを考えることは，音楽学習においてきわめて大切なことである （中略）。

ある歌を仕上げていったり，よい演奏を子どもたちがつくりあげていくためには，子ども

たちの『考える力』を育てていかなければならない 」と述べている。。

また，大熊 信彦 氏は 「 知覚し感じ取ったことを基に』は，表現領域の指導と鑑注２) ，『

賞領域の指導の両方に共通していることが分かる。そして 『自分なりの思いや意図をも，

って表現を工夫』する 『自分なりの意味を見いだし，解釈しながら聴き取』ることが，，
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先に述べた『知覚し感じ取ったこと』に支えられつつ，生徒の思考力・判断力を育ててい

くことといえる。そのうえで 『歌を歌う，楽器を演奏する，音楽を創作するための技能，

を高めて，音楽で表す 『よさや味わいなどについて，音楽に関する言葉などを用いて』，

発言したり文章に書いたりして表す』ことによって，生徒の表現力を高めていくことが重

要となる 」と述べている。。

以上のことから，音楽科における「考える力」を，児童生徒が表現活動において「表現

の工夫」を考えたり，鑑賞活動において「音楽の諸要素」を知覚し，よさや味わいなどを

感じ取ったりした時に，音楽に関する用語や言葉等を用いて表現できる力ととらえる。

さらに，髙須 一氏は 「教師の役割は，子どもたちが『どのように音楽を表現してい，

けばよいのか』ということを考えるための様々なアプローチの仕方を，音や音楽にかかわ

る活動を通して教えていくことにある。音楽は，子どもに『与える』ものではなく，子ど

もが『つくっていく』ものである。そのためには，子どもたちの『考える力』を育ててい

かなければならないのである 」とも述べている。。

これらのことから 表現活動において 表現の工夫 を考えたり 鑑賞活動において 音， 「 」 ， 「

楽の諸要素」を知覚し，よさや味わいなどを感じ取ったりした時に，音楽に関する用語や

言葉等を用いて表現したりする力，つまり，音楽科における「考える力」を育てていくよ

うな授業改善が重要であると考えられる。

注1) 髙須 一（文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開

発部教育課程調査官） 「初等教育資料(平成17年７月号 No.797)」 東洋館出版社，2005年

注2) 大熊 信彦（文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究

開発部教育課程調査官） 「中等教育資料(平成18年６月号 No.841)」 ぎょうせい，2006年

(3) 音楽科における「考える力」を育てることについて

小学校解説においては 「児童が主体的，創造的に音楽にかかわり，自らの表現の意図，

やイメージ，思いなどを膨らませながら，自分としての表現の仕方を工夫したり，音楽を

聴いて積極的にそのよさや美しさを味わったりするような学習活動を展開すること，さら

に，魅力のある教材の選択と学習指導を工夫することによって，音楽活動をしようとする

意欲を一層高めていくこと」が示されている。また，中学校解説においては 「音楽科の，

授業では音楽の構造的側面を知覚し，感性的側面を感じ取ることによって得られる，より

深まった楽しさを体験させていくことが大切である。また，楽しさには，個人の音楽経験

の質や程度によっても違いが見られる。生徒が主体的に音楽とかかわることによって得ら

れる楽しさは，受動的なかかわり方によって得られる楽しさよりも一層深いものであり，

以後の音楽活動への興味・関心を導くものとなる 」と示されている。。

そこで，音楽科における「考える力」を育てるには，次の３点に配慮する必要があると

考えた。

① 児童生徒が主体的，創造的に音楽にかかわり，自らの表現の意図やイメージ，思いな

どを膨らませながら，自分としての表現の仕方を工夫したり，音楽を聴いて積極的にそ

のよさや美しさを味わったりできるような学習活動の展開を工夫する。

② 児童生徒が，音楽活動をしようとする意欲を一層高めながら，音楽の諸要素等を感受

できるような，魅力のある教材の選択や学習指導の工夫をする。

③ 児童生徒が，音楽表現を工夫したり聴いた音楽について自分なりに解釈したり評価し

， 。たりしたことを 音楽に関する用語や言葉等を用いて表現できるような指導を工夫する
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以上のことを踏まえて，音楽科における「考える力」を育てる音楽科学習指導の工夫を

通して，児童生徒が主体的に学びの喜びや楽しさを味わい，学びの意義を実感しながら，

音楽科における「確かな学力」を身に付けていける，音楽科における豊かな学びをはぐく

む学習指導の在り方について研究を進めていくものとする。

３ 音楽科における「考える力」を育てる学習指導に関する実態調査

県内の公立小学校，中学校の児童生徒及び教師を対象として，児童生徒の音楽科学習に対

する取組や，教師の学習指導に関する実態を調査し，その結果を分析した。

(1) 調査対象

ア 児童生徒…県内の小学校８校の第５学年,中学校８校の第２学年を対象とした。回答

者数は小学校 303人,中学校 513人,計 816人である。なお，児童生徒の調

査用紙回収率は 100％である。

イ 教師………無作為に抽出した県内の小学校 100校,中学校 100校から,小学校,中学校

共に音楽科主任１人を対象とした。回答者数は小学校 100人，中学校 100

人，計 200人である。なお，調査用紙回収率は 100％である。

(2) 実施時期 平成18年９月11日（月）から９月19日（火）まで

(3) 調査結果及び分析

， ， 。児童生徒 教師や小学校と中学校でデータを比較分析し 共通内容の事項でまとめた

調査内容と結果は表１～６に示す。表中の数値はすべて調査対象者数に対する回答者数

の割合(％)である。そして，設問とその他の項目については，趣旨をそこなわない範囲

で省略した表現になっている。

ア 授業への取組について（表１）

授業への取組についての問いで 「ア はい（多い 」と「イ どちらかといえばは， ）

い（多い 」を合わせた割合は児童生徒全体が83.4％，教師全体は93.5％といずれも高）

い。また，16.6％の児童生徒が「ウ どちらかといえばいいえ（少ない 「エ いい）」，

え（少ない)｣と答えているのに対して，教師はウの回答が6.5％である。

以上のことから，教師の方が児童生徒に比べ，主体的に音楽の授業に取り組もうとし

ている児童生徒が多いと回答している割合が高いが，おおむね児童生徒は音楽の授業に

進んで取り組み，教師も主体的に音楽に取り組もうとしている児童生徒が多いと感じて

いることが分かる。
表１ 授業への取組について（％）
音楽の授業に進んで 児童生徒 主体的に音楽に取り 教 師
取り組んでいますか。 組もうとしている児童

小学校 中学校 全体 小学校 中学校 全体生徒が多い。
ア はい 36.2 45.6 42.1 ア 多い 32.0 22.0 27.0

イ どちらかといえば 48.4 37.1 41.3 イ どちらかといえば 64.0 69.0 66.5
はい 多い
ウ どちらかといえば 11.5 12.2 11.9 ウ どちらかといえば 4.0 9.0 6.5
いいえ 少ない

エ いいえ 3.9 5.1 4.7 エ 少ない 0.0 0.0 0.0
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イ 音楽的な感受を基にした表現の工夫について（表２）

音楽的な感受を基にした表現の工夫についての問いで 「ア はい（多い 」と「イ， ）

どちらかといえばはい（多い 」を合わせた割合は児童生徒全体が77.4％，教師全体は）

50.5％となっている。しかし，教師全体はイの46.5％に比べ，アは4.0％と極端に低く

なっている。

教師の「ウ どちらかといえば少ない」と「エ 少ない」を合わせた割合が，児童生

徒のウとエを合わせた割合22.6％に対して，倍以上で教師全体の半数近くの49.5％にな

っている。

以上のことから，音楽的な感受を基にした表現の工夫については，児童生徒全体の８

割近くがイメージや思いを膨らませながら音楽の表現を工夫していると感じているのに

対し，教師全体は約半数が表現の工夫が不十分だと感じていることが分かる。

ウ 音楽的な感受を基にした鑑賞について（表３）

音楽的な感受を基にした鑑賞についての問いで 「ア はい（多い 」と「イ どち， ）

らかといえばはい（多い 」を合わせた割合は児童生徒全体が76.1％，教師全体は71.5）

％となっており 「ウ どちらかといえばいいえ（少ない 「エ いいえ（少ない 」， ）」， ）

を合わせた割合は児童生徒が23.9％，教師はウが28.5％となっている。さらに，教師全

体はアに対してイが非常に多く，小学校教師の方が中学校教師よりアの割合が高いこと

も特徴的である。

以上のことから，音楽的な感受を基にした鑑賞については，児童生徒はイメージや思

いを膨らませながら鑑賞活動に取り組み，教師もそのように感じていることが分かる。

表２ 音楽的な感受を基にした表現の工夫について（％）

児童生徒 教 師イメージや思いを膨ら 自らのイメージや思いを
膨らませながら表現の工夫ませながら音楽の表現を

小学校 中学校 全体 小学校 中学校 全体工夫していますか。 をしている児童生徒が多い。

ア はい 43.5 30.2 38.3 ア 多い 4.0 4.0 4.0

イ どちらかといえば 36.9 42.6 39.1 イ どちらかといえば 50.0 43.0 46.5

はい 多い
ウ どちらかといえば 14.9 21.1 17.3 ウ どちらかといえば 45.0 53.0 49.0
いいえ 少ない

エ いいえ 4.7 6.1 5.3 エ 少ない 1.0 0.0 0.5

表３ 音楽的な感受を基にした鑑賞について（％）

児童生徒 教 師イメージや思いを膨ら 自らのイメージや思いを膨らませ
ながら音楽の豊かさや美しさを味わませながらいろいろな音

小学校 中学校 全体 小学校 中学校 全体楽を聴いていますか。 っている児童生徒が多い。

ア はい 31.8 37.8 35.5 ア 多い 13.0 7.0 10.0

イ どちらかといえば 43.9 38.6 40.6 イ どちらかといえば 58.0 65.0 61.5

はい 多い
ウ どちらかといえば 20.7 17.1 18.5 ウ どちらかといえば 29.0 28.0 28.5
いいえ 少ない

エ いいえ 3.6 6.5 5.4 エ 少ない 0.0 0.0 0.0
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エ 音楽の諸要素の感受について（表４）

音楽の諸要素の感受についての問いで 「ア はい（している 」と「イ どちらか， ）

といえばはい（している 」を合わせた割合は児童生徒全体が75.8％，教師全体は93.0）

％となっている。また，児童生徒はアとイの割合がほぼ同じなのに対して，教師はアの

16.5％に比べ，イが76.5％と非常に多くなっている。

以上のことから，ほとんどの教師は，音楽の諸要素を感じ取らせる工夫をしており，

児童生徒もおおむね諸要素を感じ取りながら音楽の楽しさや美しさを味わっていること

がうかがえる。

オ 音楽の学習後の興味・関心について（表５）

音楽の学習後の興味・関心についての問いで 「ア はい（高めている 」と「イ， ）

どちらかといえばはい（高めている 」を合わせた割合は児童生徒全体が70.3％である）

のに対して，教師全体は94.0％と非常に高い割合を示している。また 「ウ どちらか，

といえばいいえ（高めていない 「エ いいえ（高めていない 」を合わせた割合は，）」， ）

児童生徒が29.7％，教師はウが6.0％となっている。

， ，以上のことから ほとんどの教師が音楽活動の喜びや楽しさを味わわせる工夫を行い

その後の音楽の学習や活動への興味・関心を高めており，児童生徒の約７割が楽しく学

習できたことをさらに学習してみたいと意欲的になっていることがうかがえる。楽しく

学習した経験をもとに，その後の学習への興味・関心を高めることについては，教師の

指導の工夫がある程度の効果をあげていることが考えられる。

表４ 音楽の諸要素の感受について（％）

児童生徒 諸要素を感受し豊か 教 師諸要素を感じ取ること
さや美しさを感じ取らにより楽しさや美しさを

小学校 中学校 全体 小学校 中学校 全体味わっていますか。 せる工夫をしている。

ア はい 31.3 42.7 38.4 ア している 16.0 17.0 16.5

イ どちらかといえば 44.1 33.5 37.4 イ どちらかといえば 78.0 75.0 76.5

はい している
ウ どちらかといえば 18.8 16.2 17.2 ウ どちらかといえば 6.0 8.0 7.0
いいえ していない
エ いいえ 5.8 7.6 7.0 エ していない 0.0 0.0 0.0

表５ 音楽の学習後の興味・関心について（％）
楽しく学習できたこ 児童生徒 教 師音楽活動の工夫を行う

ことによってその後の興とをさらに学習してみ

小学校 中学校 全体 小学校 中学校 全体たいと思いますか。 味・関心を高めている。
ア はい 33.2 32.4 32.7 ア 高めている 28.0 25.0 26.5

イ どちらかといえば 36.9 38.0 37.6 イ どちらかといえば 67.0 68.0 67.5
はい 高めている
ウ どちらかといえば 23.0 21.8 22.2 ウ どちらかといえば 5.0 7.0 6.0

いいえ 高めていない
エ いいえ 6.9 7.8 7.5 エ 高めていない 0.0 0.0 0.0
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カ 教材や学習指導の工夫について（表６）

教材や学習指導の工夫についての問いで 「ア はい（している 」と「イ どちら， ）

かといえばはい（している 」を合わせた割合は，児童生徒全体が74.8％，教師全体は）

93.5％となっている。教師のアについては，小学校教師の21.0％に対して，中学校教師

が倍以上の44.0％と高い割合を示している。また 「ウ どちらかといえばいいえ（し，

ていない 「エ いいえ（していない 」を合わせた割合は，児童生徒が25.2％，教）」， ）

師はウが6.5％となっている。

以上のことから，ほとんどの教師が活動意欲を高める魅力のある教材の選択や学習指

導の工夫を行っており，児童生徒全体の約４分の３が楽しい曲に出会ったりわくわくす

るような学習を体験したりしていると回答している。教師の魅力のある教材の選択や学

習指導の工夫が，児童の活動の意欲や充実感を高めることに対して，ある程度の効果を

上げていることがうかがえる。

(4) 実態調査のまとめ

実態調査の結果，次のようなことが分かった。

○ 音楽の授業への取組については，児童生徒は授業に進んで取り組んでおり，教師は主

体的に音楽に取り組もうとしている児童生徒が多いと感じている。

○ 約８割の児童生徒が，イメージや思いを膨らませながら表現の工夫をしたり鑑賞をし

たりしている，と回答しているのに対して，教師は，イメージや思いを膨らませながら

鑑賞はしているが，表現の工夫については十分ではないと感じている。

○ 教師は，音楽の諸要素を感じ取らせる工夫をしており，児童生徒もある程度，音楽の

諸要素を感じ取りながら音楽の楽しさや美しさを味わっている。

○ 教師は，魅力のある教材の選択や学習指導の工夫を行い音楽活動の喜びや楽しさを味

わわせ，その後の音楽の学習や活動への興味・関心を高めている。それにより，児童生

徒は音楽の授業において楽しい曲に出会ったりわくわくするような学習を体験したり

し，興味・関心を高めた内容をさらに学習してみたいと考えている。

４ 研究主題に迫るための手だて

実態調査の結果を踏まえ，次の(1)～(4)のような手だてを講じることにした。

(1) 児童生徒が，主体的，創造的に音楽にかかわり，自らの表現の意図やイメージ，思いな

どを膨らませながら，自分としての表現の仕方を工夫したり，音楽を聴いて積極的にその

表６ 教材や学習指導の工夫について（％）
児童生徒 教 師楽しい曲に出会ったりわ 活動意欲を高める魅力

ある教材の選択や学習指くわくするような学習を体

小学校 中学校 全体 小学校 中学校 全体験したりしていますか。 導を工夫している。
ア はい 38.2 36.4 37.1 ア している 21.0 44.0 32.5

イ どちらかといえば 37.8 37.6 37.7 イ どちらかといえば 70.0 52.0 61.0

はい している
ウ どちらかといえば 17.7 16.0 16.6 ウ どちらかといえば 9.0 4.0 6.5
いいえ していない

エ いいえ 6.3 10.0 8.6 エ していない 0.0 0.0 0.0
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よさや美しさを味わったりするような題材の構成を工夫する。

(2) 児童生徒が，音楽活動をしようとする意欲を一層高めながら，音楽の諸要素等を感受で

きるような，魅力のある教材の選択を工夫する。

(3) 児童生徒が，音楽活動をしようとする意欲を一層高めながら，音楽の諸要素等を感受で

きるような，学習指導の工夫をする。

(4) 児童生徒が，音楽表現を工夫したり音楽について自分なりに解釈したり評価したりした

ことを，音楽に関する用語や言葉等を用いて表現できるような指導を工夫する。

５ 授業研究

， 「 」研究主題に関する基本的な考え方と実態調査の結果を踏まえ 音楽科における 考える力

を育てる手だてを講じ，小学校，中学校各２校で授業研究を行った。

「走れメロス」のイメージに合った音色や 「木星」の曲想が生み出される理由を話し

リズムを工夫している様子 合い発表している様子

創作した旋律に自分たちで設定したイメー ＤＴＭ（Desk Top Music）で創作し実際に

ジに合う和音を付けている様子 フルートで旋律を演奏している様子
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(1) １年次（平成18年度）の授業実践

① 小学校における授業研究

第５学年 音楽と朗読で物語を表現しよう において 音楽科における 考【 】授業研究１ 「 」 ， 「

える力」を育てる学習指導の在り方

ア 授業研究のねらい

高学年の目標に 「創造的に音楽にかかわり，音楽活動への意欲を高め，音楽経験を生か，

して生活を明るく潤いのあるものにする態度と習慣を育てる」とある。子どもが音楽活動に

創造的にかかわるということは，自分の思いや願いを，今までの音楽活動の経験で得られた

多くの能力を発揮し，自分らしい工夫をしながら音楽をつくり出すことである。そのために

は，児童が主体的，創造的に音楽にかかわり，自らの表現の意図やイメージ，思いなどを膨

らませながら，自分としての音楽表現の仕方を工夫したり，音楽を聴いて積極的にそのよさ

や美しさを味わったりするような学習活動を展開していくこと，さらに，魅力のある教材の

選択と学習指導を工夫することによって，音楽活動をしようとする意欲を一層高めていくよ

うにすることが大切である。

本題材では，場面の情景や人物の心情のイメージを膨らませ，楽器の音色や様々なリズム

などの諸要素を意識させながら，場面に合う音や音楽をつくって表現させることで，児童が

楽しみながら創造的に音楽にかかわることができると考えた。

イ 音楽科における「考える力」を育てるための手だて

(ｱ) 題材の構成の工夫

「つくって表現する」学習活動では，児童一人一人が創意工夫し，自分なりの音楽をつ

くり出していくことを重視している。子どもたちは一人一人違った環境の中で育ち，それ

ぞれ固有の感性をもって生きている。音楽の好みも様々で，音楽に関する技能や知識など

も違うなかで，その違いを十分生かして自分なりの音や音楽を生み出す学習活動の展開に

よって，子どもの個性や創造性が生き生きと表出できるなら，楽しく音楽表現活動ができ

るのではないかと考える。

「つくって表現する」ための学習過程として 「探る 「追求する 「広げる」に分けて， 」 」

題材を構成し，楽曲や物語から感じ取ったイメージを膨らませ，自分なりに音や音楽で表

現したい物語の場面を個人やグループで考えることで主体的に創作活動に取り組めるので

はないかと考えた。そして，イメージに合った音色やリズムなど音楽の諸要素と物語のも

， 。つ雰囲気とを結び付けて表現を工夫することで 創造的思考が深まっていくものと考えた

(ｲ) 教材設定の工夫

物語の情景や登場人物の心情からイメージを膨らませ，子どもの思いを生かした表現活

動をすることにより，音楽の世界を広げ音楽をつくる喜びを味わわせたいと考えた。そし

て，音楽を豊かに感じ取り自分なりの思いをもって積極的に表現する子どもを，音楽に心

を寄せ友達とのかかわりを通して認め合いながら表現を工夫していくことを目指した。

「走れメロス」は，ギリシャ神話に出てくるメロスとセリヌンティウスの友情の物語か

ら題材を取っている。歌詞は，物語の大筋をとらえながらこの物語全体のイメージを描き

出している。物語の構成も容易に理解しやすいもので，場面の様子や主人公のメロスの心

情がとらえやすく，イメージが膨らみやすい。また，場面に合う音や音楽をつくる活動を

通して，音楽の諸要素の働きを感じ取り，いろいろな表現の可能性に気付き，自分として
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の表現の工夫を考えることができる。

この教材を通して，子どもの自由な発想による音や音楽をつくる活動は，子どもの得意

な領域を伸ばすことができ，以後の音楽活動への関心や意欲へと発展させることにもつな

がると考える。

( ) ワークシートの工夫ウ

「音楽的な感受」や「表現の工夫」を見取るためには，学習に対してどのように感じ取

り，どのように音や音楽をつくっていったのかについて，考えていく過程を評価していく

必要がある。そこで，児童が，物語の場面の情景から受けたイメージをどのように表現し

ようとしたか，また，表現の仕方をどのように工夫して音や音楽づくりに取り組んだか記

録できるようなワークシートを工夫して作成し，その記録を評価に生かすようにする。

ウ 授業の実践

(ｱ) 題材 音楽と朗読で物語を表現しよう

(ｲ) 学習の評価

ア 音楽への関心 イ 音楽的な感受や ウ 表現の技能 エ 鑑賞の能力

･意欲・態度 表現の工夫

歌唱
器楽

○ ○ ○創作
○鑑賞

音楽の諸要素の働き 音楽の諸要素の働きを 音楽の諸要素の働きを 音楽の諸要素の働き

に関心をもち，イメー イメージとかかわらせて イメージとかかわらせて をイメージとかかわら

ジとかかわらせて創作 創作表現を工夫してい 創作表現する技能を身に せながら，友達の創作

表現することに意欲的 る。 付けている。 表現の特徴に気を付け

である。 て聴いている。

① 詩の情景を思い浮 ① 自分が選んだ場面の ① 楽器や音の素材を生 ① 音楽の諸要素の働

かべながら，気持ち イメージを膨らませて かして，場面に合った きを場面に合ったイ

を込めて歌おうとし いる。 効果音や旋律を創作す メージとかかわらせ

ている。 ② 音色やリズム，旋律 る技能を身に付けてい ながら，友達の創作

② 自分が表現したい などを場面のイメージ る。 表現の工夫を感じ取

場面のイメージを膨 とかかわらせて創作表 ② 物語全体の雰囲気に り，その特徴を感じ

らませ，意欲的に活 現を工夫している。 合った効果音や旋律を 取っている。

動しようとしている ③ イメージとかかわら 構成し,工夫して表現。

③ 場面のイメージと せて音色やリズム，旋 している。

音楽の諸要素の働き 律の強弱，速度などの

とのかかわりに関心 表現を工夫している。

をもち，意欲的に活

。動しようとしている

(ｳ) 学習の流れ（８時間扱い 本時は第３時）

次 時 目 標 学習内容・活動 評価の観点 評 価 規 準
関 感 技 鑑

「 （ ）１ ◎○曲想をつかみ， ・ 走れメロス」の旋律の ア－① 観察

詩の情景を想像 流れをつかむ。

して表現する。 ・歌詞の内容から情景を想

像し，音楽の流れにのっ第
て歌う。一

（ ， ）次 ２ ◎○物語から情景や ・物語を朗読して，心に残 ア－② 観察 学習カード

心情を考えるこ った場面を話し合う。

（

とにより，音や ・物語の様子を想像して，探
音楽で表現した 音や音楽をつくる場面をる
い場面を選ぶ。 決める。

）

題
材
の
評
価
規
準

学
習
活
動
に
お
け
る
具
体
の
評
価
規
準
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（ ， ）③ ◎○場面の情景やイ ・場面をイメージ化し，ど イ－① 観察 ワークシート

メージに合った んな様子が想像できるか

（ ， ）本 ○音や音楽を工夫 を明確にし，場面に合っ ア－③ 演奏 学習カード

して表現する。 た音や音楽を見付ける。第 時
二

（ ）次 ４ ◎・場面に合った音や音楽を ウ－① 演奏

つくる。

（ ， ）５ ◎・場面のイメージと音楽の イ－② 演奏 発表

諸要素を結び付けて表現

（

を工夫する。追
（ ， ，求 ６ ◎○物語全体の雰囲 ・友達とお互いの表現を聴 エ－① 発表 つぶやき

）す 気に合った音や き合い，アドヴァイスを ワークシート

音楽の表現を工 する。る
夫する。

）

（ ， ）７ ◎・朗読と，つくった音を組 イ－③ 演奏 学習カード

み合わせて，物語の雰囲

気に合うように工夫して

表現する。

（ ， ）第 ８ ○○情景を思い浮か ・教師自作の音や音楽を聴 エ－① 発表 ワークシート

べ，場面や曲想 き，思い浮かんだ様子を三
に合った表現を 詩や絵に表す。次

（ ， ）

（

工夫する。 ・月の歌「まっかな秋」に ウ－② 演奏 学習カード◎
ふさわしい音や音楽を考広
えて前奏として演奏すげ
る。る）

(ｴ) 本時の学習

ａ 目標 物語の情景を具体的にイメージ化し，場面に合った音や音楽をつくっている。

ｂ 準備・資料 各種打楽器，各種鍵盤楽器，学習カード，ワークシート，絵（場面の様子）

ｃ 展開

学習内容・活動 指導上の留意点 (◎，○は評価の観点)
１ 「走れメロス」を歌う。 ・場面を想像しながら，強弱の変化を生かし

て歌うことにより，本時の雰囲気づくりを
２ 学習課題を確認する。 する。

場面を想像してイメージに合った ・前時の学習を振り返り，音や音楽づくりを
，音や音楽を見つけよう。 する場面をワークシートで確認することで

自分の学習のめあてや見通しがもてるよう
３ 場面に合う音や音楽を見付ける。 にする。
(1) 場面をイメージ化する （個人） ・児童のイメージが膨らみ，創作表現につな。
① 物語を読んで場面を想像する。 がるように，一人一人の想像を共感的に受

け止めるようにする。
登場人物の気持ち ・イメージが明らかになるように，ワークシ

ートに言葉を記入したり簡単なイラストな
目に見えるもの どをかいておくようにする。

・イメージ化の進まない児童には，ヒントに
聴こえてくるもの なるような言葉を与えるようにする。

・イメージに合った音を想像し，実際に表現
動作や動き しやすいかどうか，実際に出せる音かどう

かを考えさせる。
・具体的な音だけでなく，雰囲気を表す音に
も気付くように，物語を読み返すことを勧

② 音色をイメージする。 める。
・実際には，見えない聴こえない音を想像す

③ リズムをイメージする。 るように助言する。
◎自分が選んだ場面のイメージを膨らませて

。 （ ， ）いる 観察 ワークシート
・自分なりのイメージをもって様々な表現を
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(2)イメージに合った音や音楽をつくる。 自由に試みることができるように，様々な
（個人またはグループ） 楽器を用意し，自由にふれることができる

時間を十分確保する。
・イメージに合った音が出せそうな楽器を選
び，奏法やばちなどを変えて様々な音を出音(楽器）
しながら音色を決めるようにする。

・表現したい場面が同じ場合は，グループを
組んで活動する。お互いがもつイメージを
尊重しながらつくるように助言する。

・数人で表現したほうが，よりイメージに近リズム・旋律
い音が出せそうなときはグループで活動す

音色は合っているか るように助言する。
，・楽器を選び思うような音ができないときは

音の高さは適しているか 楽器を替えたり，身の回りのものを使った
り手作りの楽器を作ることなどを勧める。

音の強さはどれくらいがよいか ・ある程度楽器が決まった児童には，リズム
や旋律の音色，大きさや速さなどを工夫し

速さはどれくらいがよいか て，イメージに合った音づくりができるよ
うに，ヒントを与えていく。

・自分が考えた音や音楽を忘れないように，↓ ↑
ワークシートに言葉や絵で記録しておくよ

イメージ うにする。
・友達の表現を互いに認め合うような雰囲気
づくりをする。

○場面のイメージと音楽の諸要素の働きとの
かかわりに関心をもち，意欲的に活動して

。 （ ， ）いる 演奏 学習カード
４ 本時について振り返る。 ・本時の学習を十分賞賛し，次時の学習に意
・本時の成果を認め合い，次時の活動のめあ 欲がもてるように励ましの言葉を伝える。
てをもつ。

エ 授業の結果と考察

(ｱ) 題材の構成の工夫について

「つくって表現する」ための学習過程を 「探る 「追求する 「広げる」に分けて題材， 」 」

を構成した。

「探る」では，楽曲の「走れメロス」の曲想をつかみ，国語の模範朗読テープを聞き，

その雰囲気や内容に触れたことでイメージを膨らませることにつながった。また，物語の

テーマである「友情」について話し合うことで，登場人物の心情をイメージすることにつ

ながった。

「追求する」では，自分がつくってみたい場面から情景や心情をイメージしたことで，

ひらめきのようなものが芽生え，自分が選んだ音（楽器）に飛びつくことで様々な発想が

わき，何らかの方法で表現しようと試行錯誤する姿が見られた。音色を決定し，自分の思

いに合った楽器を選ぶことができるように，表現活動の例として，シンバルやティンパニ

で強弱を付けながら嵐のイメージをつくってみたり，陰音階の音をつなげて悲しい感じの

ふしを加えたりするなどの演奏例を示した。このことにより，表したいイメージを表現す

るための楽器の音色や表現方法を知ることができ，音楽づくりの見通しをもつことができ

た。そして，音楽づくりを進める中で，演奏可能なリズムやふしを考え，つくっては聴き

合う活動を繰り返した。友達の表現を聴いてそのよさを感じ取ったり，的確なアドヴァイ

スをするとともに，自分の表現活動に生かすのに必要な音楽的諸要素に気付き，表現の工

夫を考えながら活動することができた。
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「広げる」では，月の歌の「まっかな秋」の前奏部分の創作を行った。１時間の授業の

中で 「まっかな秋」の情景をイメージし，楽曲全体のよさや美しさを感じ取り,２小節，

の音や音楽づくりを行った。楽曲の前奏にふさわしい音色を選びそれらを組み合わせてド

， ，ラマチックな響きの効果音をつくったり 歌の主旋律のリズムを変えた旋律をつくるなど

学習したことを生かして表現の工夫を考えることができた。

(ｲ) 教材設定の工夫について

物語の内容が理解しやすく，情景や登場人物の心情をとらえ自分なりのイメージを膨ら

ませながら，意欲をもって表現活動に取り組むことができた。その表現活動において，自

分の技能に合わせて効果音を考える児童や旋律を考える児童など，自分の得意な分野にお

いて考えが深まり,自分なりの表現の工夫をしながら音楽をつくり出すことができた。

また，同じ場面の音や音楽づくりをする子どもたちが意見交換することで，共感し新た

な発見をして，自分の表現をさらに工夫するなど，創作活動にも深まりをみせた。

(ｳ) ワークシートの工夫について

物語の情景からイメージを膨らませたことを 「感情的なイメージ 「視覚的なイメー， 」，

ジ 「聴覚的なイメージ 「動作的なイメージ」の４項目に分けて言葉で表現すること」， 」，

で，イメージから音色への移行が容易になり，自分の考えや思いに合った楽器を手にしや

すくなった。また，音や音楽づくりの手順や方法が明確になり，学習の見通しが立ったこ

とでスムーズに学習に取り組むことができた。そして，表現を工夫する段階では，音楽の

諸要素をキーワードとして言葉で表現するワークシートを工夫したことにより，自分の考

えを明確化することができた。児童がどのように表現を工夫したか，創作表現について考

えたことの記録がワークシートに残り，その過程を評価するのにも効果的であった。

オ 授業の成果と課題

(ｱ) 音や音楽をつくりやすいように，情景や心情のイメージを膨らませやすい物語を教材に

選択したことで，児童は題材への興味・関心を高めながら，意欲をもって表現活動に取り

組むことができた。

(ｲ) 膨らませた表現の意図やイメージを表現しやすいように様々な楽器を多数準備したこと

により，イメージしたことをより具体的に表現することができ，意欲的に表現の工夫や表

現活動をすることにつながった。

(ｳ) ワークシートの構成や内容を工夫したことにより，イメージ化が図れたことやそのイメ

ージを基にした諸要素の感受が明確になり，自分なりの表現の工夫を考えることにつなが

った。

(ｴ) 自分が選んだ楽器で，演奏可能なリズムやふしを考えたり，図形楽譜を用いたりしたこ

とにより，これまでの学習において楽譜を書くことや読むことが苦手な児童や技能的な面

でつまずきの見られた児童も含め，自分の思いや意図をもって演奏が可能となり，表現力

を高めることができた。

(ｵ) 楽器の音色や様々なリズムなどの諸要素を意識しながら，場面に合う音や音楽をつくっ

て表現させたことにより，児童は楽しみながら創造的に音楽にかかわった。今後は，児童

が感じたイメージや思いをどのようなプロセスを経て表現の工夫に結び付けていったらよ

いか，学習活動の展開について研究を進めたい。そして，創作表現活動において自らの考

えを表出し，音楽のよさを感じ取って感動できる児童を育てていきたい。
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② 中学校における授業研究

第１学年「オリジナルのハーモニーをつくろう」において，音楽科における【授業研究２】

「考える力」を育てる学習指導の在り方

ア 授業研究のねらい

， 「 」（ ）生徒が自己表現をする過程において 表現に向けて 構想 表現の方法を思い描くこと

しはじめるとき，構成要素，表現媒体，形成原理など，いわゆる音楽を構成する諸要素の働

きが，意識の対象として浮かび上がってくる。そこから生徒たちは表現方法の探究に入って

， ， 。 ，いくが 探究のよりどころとなるのが 生徒たち一人一人のやわらかな感性である つまり

中学校音楽科における創作活動とは，生徒が自分の感性を生かしながら思考力や判断力を発

揮し，音楽づくりをしていくことであると考える。

本研究は，中学校第１学年における選択教科として，学習指導要領の内容「Ａ表現」(1)

の「オ 短い歌詞に節付けしたり，楽器のための簡単な旋律を作ったりして声や楽器で表現

すること」を中心に扱っていく。中学校学習指導要領には，第３の３に「選択教科としての

『音楽』においては，生徒の特性に応じ多様な学習活動が展開できるよう （中略）課題学，

習，創造的な表現活動の学習，郷土の伝統芸能など地域の特質を生かした学習，表現の能力

を補充的に高める学習，芸術表現を追求する発展的な学習など（後略 」と記されており，）

第１学期に各学級で行った授業における簡単なリズム創作の経験を十分に生かしながら，よ

り美しく，豊かな音楽体験の場としたい。

和声に関する学習は，小学校第５学年及び第６学年で主要三和音（Ⅰ，Ⅳ，Ⅴ）及び属七

和音（Ⅴ ）を中心に学習している。中学校ではこれまでに，和音記号やコードネームに関７

する理論的な学習活動を行ってきた。しかし，多くの生徒は，主要三和音の中から旋律にふ

さわしい和音を選び出すことができても，その他の和音を見付けたり，様々な和音がもつ響

きの特徴を感じ取ったりするまでには至っていない。

そこで，音楽を構成する諸要素の一つである和音に着目し，各種和音を同列に扱い，生徒

自らの感性に即して考えながら，それを選択，構成していく学習活動を通し，自らのイメー

ジを生かした独自の作品を創作していけるものと考える。

イ 「イメージを生かした和声進行を考える力」を高める手だて

(ｱ) 魅力のある教材の選択

創作活動における「考える力」とは 「感性を高め，思考・判断し，表現するという一，

連のプロセスを働かせる力」や「主題を発想し，構想を立て，創意工夫をしながら創作活

動を行うことができる力」であると考える。それには，生徒が興味をもって学習する活動

であることが不可欠であり，そのためには生徒にとって「活動そのもの」が魅力あるもの

でなければならない。

和声進行を考える活動では，生徒にとって先入観がなく，さらに愛着をもって取り組む

ことができる旋律が必要となる。既存の旋律を用いることも考えられるが，本研究では，

表現しようとするテーマ（主題）を各グループごとに設定し，旋律創作を行う活動からス

タートさせる。旋律を創作する前に，テーマに対するイメージをできるだけたくさんの言

葉で書く活動を取り入れ，さらに，その言葉を音楽を構成する諸要素の働きと結び付けて

旋律を創作させることで，生徒たちの抽象的なイメージをできるだけ具体的なものにさせ

。（ ， ， ， 。）てから活動する 完成した旋律には 教師がⅠ Ⅳ Ⅴの和音を付けて生徒に提示する
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また，生徒がよく知っている旋律「もみじ」を例に，和音が変わると楽曲全体の印象が

変わることを十分に感じ取らせる。

(ｲ) ワークシートの活用

ワークシートは，生徒自らが《感性を高める→思考・判断する→表現する》という一連

のプロセスを導くために必要不可欠なものである。本研究では「拍子 「リズム 「速」， 」，

度 「音色」の四つの要素に着目させて，生徒が抱いたイメージを「音」に具現化して」，

いく作業を 「プロジェクト」と名付けた。それぞれのプロジェクトにつき１枚のワーク，

シートを用い，どのように考えて作品ができ上がったのか，試行錯誤の記録が残るような

ものにする。

また，課題の提示だけでなく，活動のヒントになるような文言を記載することで，生徒

にとって新たな発想を見いだすことができたり，作品の進捗状況によるグループの進度差

をうまく調整したりできると考える。活動の足跡を残し，常に振り返りができるようなも

のにしていく。

(ｳ) 個に応じた学習指導

本授業（選択音楽）を履修している生徒たちは，ピアノを習っていたり，吹奏楽部で楽

。 ， ，器を演奏していたりする生徒が多い しかし 生徒によって音を扱う能力に差があるため

次のような手だてを行う。

○ 各グループごとにできあがった和音の響きを確認できるよう，キーボードのほか，

つくった旋律を録音再生できるカセットテープレコーダーや，すでに旋律が入力され

ているＤＴＭ（Desk Top Music）(以下，ＤＴＭと表す）など，様々な機器を活用し

ていく。

○ 十分に創作ができる時間を確保する。

○ Ⅰ（トニック ，Ⅳ（サブドミナント ，Ⅴ（ドミナント）の３種のヒントカード） ）

を用意し，教師によってすでに付けてある和音を簡単に入れ替えることができるよう

にする。

ウ 授業の実践

(ｱ) 題材 オリジナルのハーモニーをつくろう

(ｲ) 学習の評価

ア 音楽への関心 イ 音楽的な感受や ウ 表現の技能 エ 鑑賞の能力

・意欲・態度 表現の工夫

歌唱
器楽

○ ○ ○創作
鑑賞

音楽の諸要素の働きをイメ 音楽の諸要素の働きを 音楽の諸要素の働きを
ージとかかわらせて創作表現 イメージとかかわらせて イメージとかかわらせて
をすることに意欲的である。 創作表現を工夫してい 創作表現をする技能を身

る。 に付けている。
① 自分たちが表現したいテ ① 用いる和音が違うと ① まとまりのある作品
ーマについてイメージを膨 楽曲全体の印象が違う 構成を生かした旋律を
らませようとしている。 ことを感じ取ってい 創作する技能を身に付

② イメージと音楽の諸要素 る。 けている。
，の働きとのかかわりを意識 ② イメージとかかわら ② 旋律に和音を付けて

しながら，意欲的に活動し せて用いる和音を工夫 創作表現をする技能を
ようとしている。 して付けている。 身に付けている。

題
材
の
評
価
規
準

学
習
活
動
に
お
け
る

具
体
の
評
価
規
準
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(ｳ) 学習の流れ（５時間扱い 本時は第３時）

次 時 目 標 学習内容・活動 評価の観点 評 価 規 準
関 感 技 鑑

第 １ ○曲のテーマを考 ・曲のテーマを考え，そのイメージをで ◎ ア－①
一 え，そのイメー きるだけ多くの言葉で表現する。 （観察，ワークシート）
次 ジを膨らませ ・イメージに合った音を考え，楽器の編

る。 成を決定する。
２ ○テーマからイメ ・イメージに合った速度や拍子を考え ○ ア－②第

ージされる旋律 る。 （観察，ワークシート）二
やハーモニーを ・旋律創作を行う。 ◎ ウ－① （観察，作品）次
創り，表現の練 ①上級コース
り上げを行う。 自分たちの力で旋律を創作をする。

②中級コース
リズムパターンを組み合わせて，旋
律をつくる。
③初級コース
既存の好きな旋律を用いる。

（ ， ，③ ・用いる和音の違いによって，曲のイメ ◎ イ－① 観察 作品
本 ージが変わることを感じ取る。 ワークシート）

（ ， ，時 ・自分たちのイメージに合った和音を見 ○ イ－② 観察 作品
付ける。 ワークシート）

４ ・見付けた和音を基に，リズムや副旋律 ◎ ウ－② （作品）
をつくり，表現の練り上げをする。

５ ○作品を発表し合 ・発表会を行い，相互評価する。 ◎ ア－① （観察，発表，第
い，創作のまと ワークシート）三
めを行う。 ○ イ－① （観察，作品）次

◎

(ｴ) 本時の学習
ａ 目標 自分たちのイメージに合った和音を見付ける。
ｂ 準備・資料 キーボード（グループ一台 ，ワークシート，グループで必要な楽器，）

Ｈ（ヒント）カード，コンピュータ，プロジェクタ
ｃ 展開

学 習 内 容・活 動 指導上の留意点（◎，○は評価の観点）

１ 本時の学習課題をとらえる。

・本時の学習課題を板書するとともに，自己評価カード

自分たちのイメージに合った和音を見 にも記入させ，意識化を図る。

付けよう。

２ 各グループの創作経過についての発表を聴く ・自分たちで設定をしたイメージを，できるだけ表現で。

・曲のテーマとそのイメージが，楽器編成やつ きるように指導する。

くった旋律に生かされているかを話し合う。 ・生徒同士の意見交換を通して，さらに理解を深められ

るように支援する。

３ 「もみじ」を参考にし，用いる和音の違いに ・七の和音や副属七の和音，Ⅱ→Ⅴの進行の他 「おし，

よって 曲のイメージが変わることを感じ取る ゃれな響き として長九の和音 M9 や第九音付加 a， 。 」 （ ） （

），「 」 （ ）dd9 テンションの高い響き として増三和音 aug

や減七の和音（dim7）などを紹介する。

４ 自分たちのつくった旋律に，イメージに合っ ・曲の冒頭の和音を変えてしまうと，曲そのものの調性

た「おしゃれな響き」や「テンションが高い響 が変わってしまうことがあるため，最初の和音には手

き」などを探してみる。 を加えないよう助言する。

・前時に作曲をした旋律（Ⅰ，Ⅳ，Ⅴのみ和音 ・どの和音をどのように変えるとよいかが，分からない
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が記されている）を基に，いくつかの和音を 生徒には，特徴的な１か所を探して工夫できるように

。 ，「 」 ，入れ替えながら，イメージとかかわらせて創 援助指導を行う また Ｈカード を用意しておき

作表現をしていく。 和音を見付ける助けにしたい。

・それぞれの工夫を十分に相互理解できるような意識付

けを行うとともに，互いを高め合えるような雰囲気を

作りたい。

○イメージとかかわらせて用いる和音を工夫して付けて

いる。 （観察，作品，ワークシート）

５ 本時のまとめを行う。 ・他のグループとの違いに気付き，それぞれのよさを見

(1) 完成したいくつかのグループの作品を聴き いだすことができるように支援する。，

感想を述べ合う。 ・自己課題が到達できたかどうか，本時の学習を振り返

(2) 評価カードに活動の振り返りを記入する。 り，感想をもった上で，次時の活動に取り組めるよう

(3) 次時の学習内容を知る。 助言する。

・次時は本時で学んだことを生かし，各グループの作品

を仕上げる時間とすることで，さらなる活動への意欲

を促す。

◎用いる和音が違うと楽曲全体の印象が違うことを感じ

。 （ ， ， ）取っている 観察 作品 ワークシート

エ 授業の結果と考察

(ｱ) 魅力のある教材の選択について

最初の活動である「旋律創作」は，ほとんどの生徒が熱心に活動し，創意工夫をこらし

た作品が完成した。イメージを文章や単語で表現する過程において，個々がイメージにつ

いてより深く考えることになり，ぼんやりとしたイメージにしっかりとした輪郭ができた

ようだ。グループ内のイメージに対する意思疎通が容易に図れたとともに，具体的に音を

操る作業をスムーズに行うことができた。また，リズムパターンを用意したことで，教師

の予想以上に，楽しみながら難なくこなす姿が見られた。ただし，でき上がった作品の中

には，ヘ短調のものがあったり，あまり旋律的ではなかったりと，和音を付ける活動に向

かないものがあった。

「和声進行を考える活動」では，誰もが知っている曲である「もみじ」を副三和音，テ

ンションコードなどを用いた和音で聴き，生徒たちは大変驚いた様子であった。活動後の

振り返りの中に「和音が違うと雰囲気が全く変わることに驚きました 」とのコメントも。

多数見られた。

自分たちがつくった旋律に和音を付ける活動では，和音を考える過程で旋律の手直しを

行ったり，何をどうしていいのか分からない生徒がいたりした。教師のアドヴァイスによ

って，１か所和音を入れ替えただけで，雰囲気が変わることを感じ取った生徒もいたが，

「基となる旋律が未熟だったこと」や 「多くの和音を提示しすぎたこと 「和音を入れ， 」，

」 ， ，替える部分を限定しなかったこと など 生徒が和音を選択する範囲を広げすぎたために

「何をどのように活動すべきか」を把握できない生徒が見られ，十分な活動をするところ

まで至らなかったグループも出てしまった。

(ｲ) ワークシートの活用について

完成までの活動一つ一つを「プロジェクト」と名付け，生徒は自分たちのつくった作品

に愛着を感じながら，さらに「より美しいものを 「よりイメージに合ったものを」とい」

う向上心をもち，それぞれが様々なことを考えながら活動することができた。プロジェク
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トごとにワークシートを一枚ずつ積み重ねていく手段をとった。ワークシートによって活

動のプロセスが確かなものになるだけでなく，活動のヒントをいくつか記載したり 「イ，

メージしたこと 「考えたこと」をできる限り文章や単語で表したりさせたことで，音楽」

を構成する諸要素とかかわらせて創作していく姿も見られた。一つのプロジェクトを確実

に終えてから次のプロジェクトに進むため，結果的にワークシートの枚数が多くなり時間

もかかったが，全員が作品を仕上げることができた。また，生徒たちがどのようなイメー

ジをもって活動をしているのか，どこでつまずいているのかなど，生徒の実態を教師が把

握するには大変役立った。

ワークシートに「書く」作業は，時間がかかり，面倒なようにも思えるが，生徒自身が

自分の思考を整理するために非常に有効であり 「考える力」をはぐくむ一つの手だてと，

して今後も取り入れていきたい。

(ｳ) 個に応じた学習指導について

「拍子 「リズム 「音色 「和音」など，多くの要素の中から，一つ一つの活動ご」， 」， 」，

とに要素を限定して取り組ませたことで，各要素の働きを十分に知覚しながら活動するこ

とができた。

， 。様々な機器を用意したが 機器を使いこなすことができずに戸惑う生徒の姿も見られた

結果的にキーボードを弾くことができる生徒が中心となって，活動を進めていくグループ

が多かったが，演奏技術が未熟なためにつくった音を確認できず，活動が充実しなかった

グループもあった。旋律や和音進行を創作する活動において，その試行錯誤の段階でＤＴ

Ｍを活用することの有効性の検証も今後の課題である。

活動時間については，十分に取ることができた。早く活動を終えたグループは，次のプ

ロジェクトに進み，活動を難しく思っているグループには，教師がアドヴァイスしたり，

「Ｈカード」を用いたりした。

Ⅰ（トニック ，Ⅳ（サブドミナント ，Ⅴ（ドミナント）の３種の「Ｈカード」は，） ）

活動に生かされた面もあったが，前述の通り，生徒の選択の幅を広げたことが，逆に活動

を難しくさせることにもつながってしまった。

オ 授業の成果と課題

(ｱ) 作品を完成させるまでの一連のプロセスの中で，生徒自らが思考・判断する場面を多く

設定し，試行錯誤の上で自己表現をしていく活動を通し，生徒は自分たちのつくった作品

に愛着を感じながら，さらに「より美しいものを 「よりイメージに合ったものを」とい」

う向上心をもち，それぞれが様々なことを考えながら活動することができた。また 「イ，

メージしたこと 「考えたこと」をできる限り文章や単語で表したことで，それを具体的」

に音楽を構成する諸要素とかかわらせて創作していくことにつながった。

(ｲ) 音楽を構成する多くの要素の中から，一つ一つの活動ごとに要素を限定して取り組ませ

たことで，各要素の働きを十分に知覚して活動することができた。まず，音を知覚し，個

々のイメージに近づけていくためにそれを組織化するプロセスによって「考える力」をは

ぐくむことにつながったと考えられる。

(ｳ) より客観性のある評価をするには，さらなる研究が必要である。
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③ 研究の中間まとめ

ア 小学校の授業研究について

(ｱ) 音や音楽をつくりやすく，児童が題材への興味・関心を高めながら意欲をもって表現

活動に取り組めるように，情景や心情のイメージを膨らませやすい物語を教材としてい

る。

(ｲ) 膨らませた表現の意図やイメージを表現しやすいように，様々な楽器を多数準備した

ことにより，児童は意欲的に表現の工夫や表現活動をしている。

(ｳ) 表現したい場面が同じ者同士でグループ編成をしたため，表現の意図やイメージを深

め合っている。

(ｴ) 表現の意図やイメージを基にした諸要素の感受が明らかになるように，ワークシート

の構成や内容を工夫している。

(ｵ) 楽器の音色や様々なリズムなどの諸要素を意識させながら，場面に合う音や音楽をつ

， 。くって表現させていることにより 児童は楽しみながら創造的に音楽にかかわっている

(ｶ) 膨らませた表現の意図やイメージを言葉で表現させたり，表現の工夫を音楽の諸要素

をキーワードとして言葉で表現させている。

イ 中学校の授業研究について

(ｱ) 生徒がよく知っている「もみじ」の旋律に，様々な和音を用いることによりイメージ

が変わることを感じ取らせている。

(ｲ) これまでに作成した愛着のある自分たちの旋律に和音付けを行わせたことにより，生

徒は意欲的に活動している。

(ｳ) 各個人，グループごとに付けた和音の響きを確認できるように，キーボードやＤＴＭ

を活用している。その際，納得いくまで和音付けができるように，試行錯誤の時間を確

保している。

(ｴ) 和音付けに戸惑っている生徒には，和声進行や借用和音等を分かりやすく示した「Ｈ

カード」を用意し，主体的に活動できるようにしている。

(ｵ) 「拍子 「リズム 「音色 「和音」などの諸要素の中から，活動ごとに要素を限」， 」， 」，

定して取り組ませたことで，各要素の働きを知覚しながら活動している。

(ｶ) 「イメージしたこと 「考えたこと」をできる限り文章や単語でワークシートにま」，

とめさせたことで，生徒は音楽を構成する諸要素を意識しながら創作している。

ウ 今後の課題

音楽科における「考える力」を育てる音楽科学習指導の在り方について１年間取り組ん

できたが，以下が今後の課題となった。

(ｱ) 児童生徒が，音楽の諸要素などを知覚し感じ取ったり，自分なりのイメージや意図を

もって表現を工夫したり聴き取ったりしながら活動できるような教材の選択や学習指導

をさらに工夫していく。

(ｲ) 表現の工夫やつくった音や音楽を，簡単に記録しておける図形楽譜等や記録メディア

も含む記録方法を工夫していく。

(ｳ) 児童生徒が，音楽表現を工夫したり音楽について自分なりに解釈したり評価したりし

たことを，音楽に関する用語や言葉等を用いて表現できるようなワークシートや指導方

法を工夫していく。
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(2) ２年次（平成19年度）の授業実践

① 小学校における授業研究

第６学年「曲想を感じ取って表現を工夫しよう」において，音楽科におけ【授業研究３】

る「考える力」を育てる学習指導の在り方

ア 授業研究のねらい

児童の「この音楽をどのようにつくっていったらよいか 」という「考える力」を育てる。

ためには，児童が音や音楽のよさや美しさを感じ取りながらその特徴を知覚し，自分なりの

イメージや思いを抱けるようにすることが大切である このような音楽を感じ取る力は こ。 ，「

の音や音楽の特徴はどのようなものだろうか 」と考えていく力につながり，表現と鑑賞の。

活動を相互に関連させていく中で育っていくものである。

本研究は，学習指導要領の内容「Ａ表現」(2)「曲想や音楽を特徴付けている要素を感じ

取って，工夫して表現できるようにする 」と「Ｂ鑑賞」(1)のイ「主な旋律の変化や対照，。

楽曲全体の構成，音楽を特徴付けている要素と曲想とのかかわりに気を付けて聴くこと」を

関連させて扱っていく。高学年の表現では音楽を特徴付けている諸要素の中でも，拍の流れ

やフレーズ，音の重なりや和声の響きに重点が置かれているが，ここでは児童の実態を考え

合わせ，中学年までに培ってきた強弱や速度の変化に対する感覚なども含めて，豊かな曲想

表現を工夫することができるように指導していく。そのために，教材を鑑賞することにより

楽曲を特徴付けている様々な要素が関連し合い，曲想と結び付いていることを感じ取らせ，

それらを表現に生かしていけるようにしていこうと考えた。

以上のような指導を通して児童の「この音楽はここがすばらしい 「音楽をこのように。」

表現したい 」という思いを膨らませ，それらを音楽に関する用語や言葉等を用いて表現に。

生かしていこうとする「考える力」を育てていくことが本研究のねらいである。

イ 音楽科における「考える力」を育てるための手だて

(ｱ) 題材の構成の工夫

本学級において表現を工夫する授業を行う際，三つの課題があった。それは楽譜を読む

のが精一杯で，何をどう工夫するかということまで考えられない児童が見られること，音

楽に関する語彙が不足している児童は，考えても言葉で表現することができず，音楽が得

意な一部の児童のみが中心となってしまうこと，また，工夫を考えたとはいうものの「楽

しい感じの曲だから木琴で演奏する 」など，イメージと工夫したいことの関連がなく，。

なんとなく楽器を選んだり，演奏したりする児童が多く見られることの３点である。

そこで，ここではまず十分な練習時間を確保し，技術的な問題を解決できるようにする

とともに，曲想や諸要素に関する言葉をキーワードとして提示し，児童が使える音楽に関

する語彙を増やしていこうと考えた。さらに，表現と鑑賞を関連させた活動に取り組む中

で，児童が楽曲の曲想とその曲想を生み出している様々な要素とのかかわりを考える場面

をつくっていこうと考えた。そして，児童には，それらを具体的に表現の工夫に生かすこ

とができる能力を身に付けてほしいと願い，学習過程を「探る 「追求する 「広げる」」 」

に分けて本題材を構成した。

(ｲ) 教材設定の工夫

児童の表現を工夫してよりよい演奏をつくり上げていこうという意欲を持続させるに

は，児童にとって親しみやすく，かつ，長期の取組に耐えうる魅力のある教材を選択する
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ことが必要である。ホルスト作曲管弦楽組曲「惑星」の第４曲「木星」はオーケストラの

， ， 。多彩な響きにより演奏され 中間部はテレビなどでも耳にする機会があり 親しみやすい

器楽合奏曲「木星」は，この「木星」を基に編曲されたものである。そこで，本題材では

器楽合奏曲「木星」の中間部を取り上げ，演奏表現の工夫を行うことにする。そして，表

現と鑑賞を関連させ，曲想と諸要素とのかかわりを感じ取らせるため，原曲に比較的忠実

に構成されている楽譜を使用する。また，それをパートの役割が明確に分かるような楽譜

に作り替え，旋律とリズムの関係や音の重なりなどがとらえやすいようにする。

本題材終了後には，学習したことを生かして「木星」全曲に挑戦し，音楽会で発表する

ことを視野に入れ，児童が意欲や目的意識をもって学習に取り組めるようにしたい。

( ) ワークシートの工夫ウ

先にも述べたように，本学級の児童の課題の一つは演奏したいイメージと工夫したいと

考えることに関連性が見られないことである。そこで，その関連を意識させるために「曲

のイメージ」→「工夫したいこと」→「そのためにはどうするか」という観点で記入する

ワークシートを作成する。また，曲想や諸要素を意識して工夫ができるように，キーワー

ドを提示してワークシートの記入を行うようにする。そして，それらの記入を毎時間積み

重ねていくことで，児童の曲に対するイメージや表現の工夫についての考えがどのように

深まったかを知り，次時の活動への支援や評価に生かすことにしていく。

ウ 授業の実践

(ｱ) 題材 曲想を感じ取って表現を工夫しよう

(ｲ) 学習の評価

ア 音楽への関心 イ 音楽的な感受や ウ 表現の技能 エ 鑑賞の能力

･意欲・態度 表現の工夫

歌唱

○ ○ ○器楽

創作

○ ○鑑賞

曲想と楽曲を特徴付 曲想と楽曲を特徴付け 曲想と楽曲を特徴付け 曲想と楽曲を特徴付

けている要素のかかわ ている要素のかかわりを ている要素のかかわりを けている要素のかかわ

りに関心をもち，表現 感じ取ったり，それらを 生かして，表情豊かに演 りを感じ取り，楽曲全

や鑑賞の活動に意欲的 生かした器楽表現の仕方 奏している。 体を想像豊かに聴く。

に取り組んでいる。 を工夫したりしている。

① 自分の表現意図や ① 曲想から自分なりの ① リズムや音程，旋律 ① 楽曲全体の構成や

思いが実現できるよ 表現意図をもって演奏 の流れなどに気を付け 音楽を特徴付けてい

うに繰り返し演奏し を工夫している。 て，豊かな表現を目指 る要素と曲想のかか

ようとしている。 ② 音の重なりやフレー して楽器を演奏してい わりを感じ取って聴

② 曲想と楽曲を特徴 ズ，強弱や速度などの る。 くとともに，楽曲全

。付けている要素のか 楽曲を特徴付けている ② 音の重なりやフレー 体を想像豊かに聴く

かわりに関心をもち 要素が関連し合い，曲 ズ，強弱や速度などの，

音楽を聴こうとして 想と結び付いているこ 要素やそれらの相互の

いる。 とを感じ取っている。 かかわりによる曲想を

③ 曲想と楽曲を特徴 ③ 音の重なりやフレー とらえて表情豊かに演

付けている要素のか ズ，強弱や速度を工夫 奏している。

かわりに関心をもち するなど，曲想に合っ

表現を工夫しようと た演奏の仕方を工夫し

している。 ている。

題
材
の
評
価
規
準

学
習
活
動
に
お
け
る
具
体
の
評
価
規
準
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(ｳ) 学習の流れ（８時間扱い 本時は第４時）
次 時 目 標 学習内容・活動 評価の観点 評 価 規 準

関 感 技 鑑
「 （ ， ）第 １ ○楽曲や諸要素に ・ Jupiter」を鑑賞する。 ア－① 観察 ワークシート◎

一 関心をもち，意 ・器楽合奏「木星」の主旋

次 欲的に演奏の練 律をリコーダーと鍵盤ハ

習をする。 ーモニカで練習する。

（

「 （ ， ）探 ２ ・ 木星」のそれぞれの旋 イ－① 観察 ワークシート◎
る 律をそれぞれの楽器で練

習する。

）

「 （ ， ）３ ・ 木星」を合奏する。 ウ－① 演奏 ワークシート◎
第 ○ ○曲の鑑賞を通し ・ 木星」の中間部を鑑賞 イ－②（身体表現，話合い，４ 「 ◎
二 本 て，曲想と楽曲 し，曲想と音の重なり， ワークシート）

次 時 を特徴付ける要 フレーズ，強弱，速度な

素とのかかわり どの音楽の諸要素とのか

（

追 をとらえ，楽曲 かわりを感じ取る。

「 （ ， ）求 ５ 全体を味わって ・ 木星」全曲を鑑賞し， ○ ◎ ア－② 観察 ワークシート

（ ， ）す 聴く。 中間部とその他の部分を エ－① 観察 ワークシート

る 聴き比べ，曲想の変化と

音の重なり，フレーズ，

）

強弱，速度などの要素と

のかかわりを感じ取り，

味わって聴く。

（ ， ）第 ６ ○曲想と楽曲を特 ・鑑賞でとらえた曲想と要 ◎ ア－③ 話合い ワークシート

三 徴付ける要素と 素のかかわりを生かして

次 ７ のかかわりを生 「木星」の表現の工夫に ◎ イ－③ （演奏，話合い，

）

（

かして器楽合奏 ついて話し合い，合奏す ワークシート

広 の表現を工夫す る。

（ ， ）げ ８ る。 ・曲想に合った表現を工夫 ◎ ウ－② 演奏 ワークシート

る して合奏を完成させる。）

( ) 本時の学習エ

ａ 目標 管弦楽組曲「惑星」より「木星」の中間部を鑑賞し，曲想と楽曲を特徴付けて

いる要素とのかかわりをとらえる。

ｂ 準備・資料 掲示用資料，鑑賞用ＣＤ，リボン，ワークシート，

「曲の感じを表すのに使える言葉」表 「表現の工夫のポイント」表，

ｃ 展開

学習内容・活動 指導上の留意点 (○は評価の観点)
１ 器楽合奏曲｢木星｣を演奏する。 ・前時までのワークシートを確認して，自分

なりのイメージをもって演奏するように
し，学習への導入とする。

２ 学習課題を確認する。 ・掲示用資料を用いて管弦楽組曲「惑星」よ
木星 を鑑賞して曲の感じをとらえよう り「木星」について簡単な説明を行い，児「 」 。

童の関心を高めるようにする。
３ 管弦楽組曲「惑星」より「木星」の中間部 ・自分たちの合奏に生かせる部分があるかど

， 。と「かっこうワルツ」を鑑賞する。 うか 考えながら鑑賞するように助言する
(1) 「かっこうワルツ」と「木星」中間部に合 ・同じ３拍子でも曲想が全く違う「かっこう
わせて身体表現を行い，曲想の違いを感じ ワルツ」との聴き比べを行うことで 「木，
取る。 星」中間部の曲想を明確にとらえられるよ
・リボンや指揮 うにする。

(2) 「かっこうワルツ」と「木星」中間部の曲 ・高学年であり，直接的な身体表現に抵抗が
想の違いについて話し合う。 ある児童もいることが予想されるので，棒
＜予想される児童の意見＞ にリボンを付けた小道具を用いて表現を行
「かっこうワルツ」 い，同じ３拍子でも曲想が全く違うことに
・かろやか，はずんでいる 気付かせる。
「木星」中間部 ・曲想に合った表現をしている児童を紹介
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・堂々としている，重々しい，なめらか し，違いをとらえやすいようにする。
(3) 「木星」中間部の曲想が生み出される理由 ・ 曲の感じを表現するのに使える言葉」の「

， 。について話し合う。 表を示し 発表の参考にできるようにする
＜予想される児童の意見＞ ・ なぜそのような曲想に感じるのか 」とい「 。
・ゆっくりした速さだから う理由を話し合うことにより，曲想と要素
・たくさんの音が重なっているから とのかかわりを考えられるようにする。
・一つ一つの音を長く演奏しているから ・ 表現の工夫のポイント」の表により，音「
・低い音で演奏しているから の重なり，フレーズ，強弱，速さなど要素

についてのキーワードを提示し，発表の参
考にできるようにする。

○楽曲を特徴付けている要素が関連し合い，
曲想と結び付いていることを感じ取ってい
る （身体表現，話合い，ワークシート）。

４ ワークシートをまとめ，次時の課題を確認 ・ 曲の感じを表現するのに使える言葉」表「
する。 と「表現の工夫のポイント」表を提示し，

。(1) ワークシートに，曲の感じ，演奏で工夫 ワークシートに記入がしやすいようにする
したい点，そのためにはどうするかについ ・ 木星」中間部最後の半終止に注目させて「
て記入する。 「木星」には続きの部分があることに気付

(2) 次時は「木星」全曲について鑑賞するこ かせ，次時への意欲付けとする。
を確認する。と

エ 授業の結果と考察

(ｱ) 題材の構成の工夫について

「表現の工夫をする」ための学習過程を 「探る 「追求する 「広げる」に分けて題材， 」 」

を構成した。

「探る」では 「Jupiter」を鑑賞し 「木星」中間部の主旋律をとらえてから合奏の練， ，

習に取り組んだ。その過程で「木星」の曲想や工夫したいことについて考えを膨らませた

が，曲想と工夫したいことの内容や諸要素が結び付いていない児童が多く見られた。

「追求する」では 「木星」を鑑賞し，曲想や楽曲を特徴付けている諸要素をつかむ学，

習を行った 「木星」中間部の曲想をとらえる活動では 「かっこうワルツ」との聴き比。 ，

べを身体表現を取り入れて行ったことにより，児童は「木星」中間部の堂々とした曲想を

明確にとらえることができた。児童の発言や教師の言葉を取り入れて作成した「曲の感じ

を表す言葉」を提示したことにより，どの児童も曲想について言葉で表現することができ

ていた。次の「木星」中間部の堂々として力強い曲想が生み出される理由を考える活動で

は，児童は様々な観点から三つ以上の理由を考えることができた。この活動でも「曲の感

じを表す言葉」を提示したことにより，言葉による表現ができない児童はいなかった。そ

れらをさらに深めるためにグループでの話合いを行い，話合いにめあてをもたせるための

手段として，理由に３位までの順位をつける活動を行った。この話合いでは 「木星」を，

聴きながらどれが一番大きな理由かと考えを深めていたグループもあったが，教師が多数

決ではなく 「木星」の中間部の曲想が生み出される理由について話し合うというねらい，

を伝えることが不十分であったために，意見の多いものから順に１位としてしまっている

グループもあった。児童の意見として 「木星」中間部の曲想が生み出される理由は「た，

くさんの音（楽器）が重なっている 「なめらかな演奏である 「音量がある 「だん。」 。」 。」

だん盛り上がっていく 「速度がゆっくりである 「低い音の楽器が使われている 」な。」 。」 。

どが出され，曲想と「音の重なり 「フレーズ 「強弱 「速さ 「音色」などの諸要」， 」， 」， 」，

素とのかかわりを考えることができるようになった。

「広げる」では 「追求する」で得られた表現の工夫のポイントを生かして 「音の重， ，
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なり 「フレーズ 「強弱 「速さ」に要素を絞り，学習したことを生かして演奏の工」， 」， 」，

夫を考えることができた。工夫したことは「木星イメージマップ」に書き込んでいき，意

欲を高めながら曲想と要素とのかかわりを具体的に表現の工夫に生かすことができた。

(ｲ) 教材設定の工夫について

「木星」の中間部は多数の児童が聴いたことがあり 「かっこいい 「演奏してみたい」， 」

， 。 ，と考えるなど親しみやすい教材で 技術的にも無理がなく取り組むことができた さらに

音楽会で「木星」全曲を発表するということで，よい演奏をつくり上げようという意識が

高く，意欲的に取り組むことができた。また，原曲に比較的忠実な編曲の楽譜を用い，パ

ートの役割が明確に分かる楽譜に作り替えたことで，主旋律だけでなく副旋律やリズムの

パートにも，曲想と諸要素のかかわりを生かした表現の工夫を考えることができた。

(ｳ) ワークシートの工夫について

「曲のイメージ」→「工夫したいこと」→「そのためにはどうするか」という観点でワ

ークシートへの記入を行い，教師側もそれに対してアドヴァイスを記入することで，曲想

と工夫したい諸要素，具体的な演奏方法を結び付けて考えることができる児童が増えた。

最初 「そのためにはどうするか」の欄には「たくさん練習する 「まちがえないように， 。」

する 」などねらいに合わない記述が多く見られたが，最終的には「ゆったりした曲」→。

「速さに注意」→「同じパートを演奏する人の音をよく聴いて演奏する 」など，表現し。

たいイメージから演奏方法についても具体的に考えられるようになった。また 「曲の感，

じを表すのに使える言葉」や「表現の工夫のポイント」のキーワードを提示して記入を行

うようにしたため，様々な語彙を用いて自分の考えを表現できるようになった。また，毎

， 。時間の記入を積み重ねることにより 児童の成長の過程を評価することにも有効であった

オ 授業の成果と課題

(ｱ) 表現と鑑賞の活動を関連させた題材の構成の工夫により，曲想と音楽を特徴付けている

要素のかかわりについて感じ取ることができるようになり，それらを具体的に表現の工夫

に生かすことができた。

(ｲ) 児童にとって親しみやすく目的をもって取り組むことができる教材を選択したことによ

り，表現活動に意欲的に取り組み，さらにパートの役割が分かりやすいように教材を工夫

したことで，曲想と諸要素のかかわりを生かした表現の工夫をすることができた。

(ｳ) ワークシートの内容を工夫したことにより，曲に対するイメージ，表現を工夫したいと

考える諸要素，具体的にどのような表現を工夫していくかについての考えが明確になり，

曲想を生かした表現の工夫を行うことにつながった。

(ｴ) 児童の発言やワークシートの記述，教師側の考えを基に作成した「曲の感じを表すのに

使える言葉 「表現の工夫のポイント」のキーワードを提示したことにより，児童の音楽」

に関する語彙が増え，諸要素の感受や表現の工夫につながった。キーワードはやや多すぎ

たため，今後は学習内容や児童の発達段階に合わせて諸要素などの内容を精選し，提示し

ていくことが課題である。

(ｵ) 児童の実態により，曲想と諸要素を結び付けて表現を工夫する力を高めたいとの思いか

ら，学習内容が多くなり，主体的に活動する時間が減ってしまう場面があった。今回は表

現を工夫していくためのスキル的な学習であったととらえ，今後児童が自分の思いや願い

を基に主体的に表現を工夫するための学習活動の展開について研究を進めていきたい。
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② 中学校における授業研究

第３学年「コード進行に合わせて旋律をつくろう」において，音楽科におけ【授業研究４】

る「考える力」を育てる学習指導の在り方

ア 授業研究のねらい

創作指導でのねらいは，生徒たちに 「いろいろな音楽のよさや価値を判断する価値観を，

形成すること 「音楽観を広げること」といえる。そして，そのためには様々な音楽の様式」

観を育てることが必要になる。この様式観とは，様々な種類の音楽の中で，ある特定の音楽

に共通して認められる表現上の特質のことをいう。

， ， 「 」本研究は 中学校第３学年における選択教科として 中学校学習指導要領の内容 Ａ表現

(1)の「カ 表現したいイメージや曲想をもち，様々な音素材を生かして自由な発想による

即興的な表現や創作をすること 」を中心に扱っていく。中学校学習指導要領には，第３の。

３に「選択教科としての『音楽』においては，生徒の特性に応じ多様な学習活動が展開でき

るよう （中略）課題学習，創造的な表現活動の学習，郷土の伝統芸能など地域の特質を生，

かした学習 表現の能力を補充的に高める学習 芸術表現を追求する発展的な学習などを 後， ， （

略）取り扱うものとする」と記されている。また，第３の２ に創作指導の記録方法の工（５）

夫や同じく にコンピュータや教育機器の活用の工夫が記されており，創作の授業では，（１１）

ＤＴＭでの「旋律 「和音の確認 「リズム 「音色 「テンポ」の選択，感受や表現の」， 」， 」， 」，

工夫など有効に活用したい。生徒に内在する音楽的で創造的な表現力を引き出し，一つ一つ

の音にこだわりながら旋律をつくり，その中で自己を主張できるようにしたい。

和声に関する学習は，これまでⅠ，Ⅳ，Ⅴなどの簡単なものにしか触れておらず，コード

。 ， ，ネームの使用も初めての生徒が多い そこで イメージに合わせてコード進行を決めておき

旋律を考える場面に集中できるようにしたい。

さらに，生徒の音楽に対する感性を豊かにするために，体の感覚としての音楽的体験を保

障することを配慮していきたい。そのためには，ＤＴＭを使った活動に偏ることなく，実際

の楽器に触れるなどの，体の感覚としての音楽的経験を重視した表現活動を積極的に取り入

れる必要がある。言い換えれば，ＤＴＭを活用した，いわば疑似・模擬体験的な活動と，実

際に音楽を体験できる活動のバランスが必要だと考える。

イ 「イメージに合わせて旋律を考える力」を育てる手だて

(ｱ) 魅力のある教材の選択

創作指導における「考える力」とは 「自己の思いを広げ，自ら考え，さらに感じ取り，

を深め，表現に生かし，互いの表現の違いに気付くという一連のプロセスを働かせる力」

や「主題を発想し，構想を立て，創意工夫をしながら創作活動ができる力」であると考え

る。それには，生徒が自主的に意欲をもって学習する活動であることが大事であり，それ

を支援できる教材を選択しなければならない。

， 。 ，創作の授業に大きな変化をもたらすものとして ＤＴＭの活用がある ＤＴＭの活用で

「学びのかたち」が変わる。生徒が自らの興味や関心に従って，自分のペースで学習を進

めることができる。特に，中学校音楽科における創作指導では，従来の方法では時間的・

技術的に困難だった指導をすることができ，学習の効率化や活動の場の幅を広げられると

考えられる。
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旋律を考える活動では，旋律を創作する負担を少しでも軽減できるようにする。あらか

じめ，教師側が多くのイメージとそのコード進行を提示しておき，生徒がその中から自分

のイメージに合うものを選べるように工夫する。

また，コード進行の提示だけでは，旋律創作を進めることが困難な生徒には，形式やリ

ズムの決まった課題を用意し，各自が取り組みやすい環境にできるように努める。

(ｲ) ワークシートの活用と記録の工夫

教師は生徒の旋律づくりを支えていかなければならない。そのために 「イメージから，

コード進行を選ぶ 「和声音と非和声音 「続く感じと終わる感じ」等の課題にどのよう」 」

に取り組んだかを記録できるようなワークシートを工夫して作成し，創作における過程を

評価していく必要があると考えた。中でも，上に記した課題の中で生徒一人一人が創作の

イメージを膨らませることやコードネームを手掛かりに旋律を考えて創作することを考え

ることに有効だったかを検証したい。他にもＤＴＭにも記録を残すことができ，教師とや

りとりができるように一人ずつＵＳＢメモリを用意し，振り返りができるようにする。

(ｳ) 個に応じた学習指導の工夫

本授業を履修している生徒たちには，創作分野において技能や音楽体験などの個人差が

著しいので，以下のような手だてを行う。特に支援の必要な生徒には，できるだけ易しい

課題から取り組めるように工夫した。

○ 思い通りのリズムが書けない生徒には，聴音をして対応する。

○ 十分に創作ができる時間を確保する。

○ 音列のみの創作や形式を踏まえた創作（一部，二部形式 ，５音音階による旋律創作）

などの課題も用意する。

ウ 授業の実践

(ｱ) 題材 コード進行に合わせて旋律をつくろう

(ｲ) 学習の評価

ア 音楽への関心 イ 音楽的な感受や ウ 表現の技能 エ 鑑賞の能力

・意欲・態度 表現の工夫

歌唱

器楽

創作 ○ ○ ○

鑑賞

イメージやコード進行に イメージやコード進行 イメージやコード進行
合う表現効果に関心をも を曲想とかかわらせて感 を曲想とかかわらせて感
ち，旋律を創作することに じ取り，旋律の創作表現 じ取り，旋律の創作表現
意欲的である。 を工夫している。 をする技能を身に付けて

いる。
① 自分のイメージやコー ① イメージやコード進 ① 形式を理解するとと
ド進行から課題を決め， 行から曲想を感じ取り もに，記譜の仕方，続，
つくってみたい音楽を具 発想を広げるとともに く感じと終わる感じに，
体的にする活動に取り組 自分の創作表現を工夫 なるように旋律をつく
もうとしている。 している。 っている。

② コード進行に合わせて ② 自分と他者の作品の ② コード進行と和声音
旋律の動きやフレーズな 違いや発想の違いを感 や非和声音の関連に気
どが生み出す表現効果に じ取って，自分の作品 を付けて，創作表現す
関心をもっている。 に生かす工夫をしてい る技能を身に付けてい

る。 る。

題
材
の
評
価
規
準

学
習
活
動
に
お
け
る
具
体
の
評
価
規
準
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(ｳ) 学習の流れ（10時間扱い 本時は第８時）

次 時 目 標 学習内容・活動 評価の観点 評 価 規 準
関 感 技 鑑

第 １ ○曲のイメージを ・自分がつくりたい曲の雰囲気から，コ ア－①◎
（ ， ）一 考え，コード進 ード進行を選ぶ。 観察 ワークシート

次 行を選ぶ。 ・自分が演奏する楽器を選ぶ。
２ ○曲の形式やコー ・一部形式の作品で，空白の小節の楽譜 ウ－①◎

（ ， ）ド進行について を完成する。 観察 ワークシート
３ 理解する。 ・和声音と非和声音について，曲の中で

どれくらいの割合で使われているかを
４ 知る。

・続く感じと終わる感じを確認する。
５ ○コード進行から ・旋律創作を行う。 イ－①第 ◎

（ ， ）二 イメージする旋 ①上級コース 観察 ワークシート
律を創作し，曲 楽器やパソコンに自分で入力しなが次

６ をつくる。 ら創作する。 ア－②◎
（ ， ）②中級コース 観察 ワークシート

リズムカードを用いて創作する。
７ ③初級コース

モチーフの続きを創作する。
（ ， ，⑧ ・イメージをもとに作った参考作品や友 ◎ イ－② 観察 作品

本 達の作品を聴き，自分の作品をよりよ ワークシート）
時 いものにする。
９

（ ， ，第 10 ○作品を発表し合 ・発表会を行い，相互評価をする。 ◎ ウ－② 観察 作品
い，創作のまと ワークシート）三
めを行う。次

(ｴ) 本時の学習
ａ 目標 自分と他者の作品の違いや発想の違いを感じ取って，自分の作品に生かす工夫

をしている。
ｂ 準備・資料 コンピュータ，キーボード，ＵＳＢメモリ，リズムパターン表，

演奏に使う楽器，譜面台，自己評価カード，コード表，ワークシート
ｃ 展開

学 習 内 容・活 動 指導上の留意点（◎は評価の観点）

１ 本時の学習課題をとらえる。 ・本時の学習課題を意識できるように板書し，自己評価

カードにも記入する。

作品の創作経過を発表し合い，自分の ・友達の演奏を聴くことで，自分の作品をさらに深める

作品をよりよいものにしていこう。 ための意欲付けになるようにしたい。

２ 創作経過についての発表やデモンストレー ・一通り仕上がっている生徒のものを紹介したい。

ションを聴く。 ・演奏前に，自分が選んだイメージや工夫した点につい

(1) 代表生徒による演奏発表を行う。 て話すことで友達が聴く視点を明確にする。

（音楽室）

・自分のイメージに合った作品に仕上がっているか，コ

ード進行に合った旋律になっているかに注目したい。

， 。【生徒による発表内容】 ・あらかじめ 創作した楽譜をプリントアウトしておく

・歌 ・伴奏が必要な楽譜に編曲されている際は，教師も演奏

・鍵盤楽器（打楽器含む） する。

・吹奏楽器 等を用いて演奏 ・生徒同士の意見交換を通して，さらに様々な音楽に対

して理解を深められるきっかけとしたい。

・ワークシートに演奏を聴いたコメントを書けるように

したい。

(2) 教師によるデモンストレーションを聴く。 ・モニターを使って教師の作成した楽譜を一斉送信して

（コンピュータ室） 演奏しながら確認することができるようにする。
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・コンピュータにスピーカーをつないでおき，大きな音

で聴けるようにしておく。

・自分の作品に取り入れてみたい音楽の諸要素に気付い

た時は，ワークシートに記入させる。

３ 発表をもとに，自分の作品を見直す。 ・リズムや和声音，旋律の動き等，何を中心に見直せば

よいかが明確になるように助言する。

・作品を修正する際は，コンピュータ上で行っても，楽

器を使って楽譜を修正してもよいことを伝えておく。

・演奏しながら修正する場合は，朱書きで分かるように

【予想される修正内容】 記入させる。

・曲の山場 ・リズム ・曲の構成 ・テンポや音色等を修正したい場合は，掲示してあるリ

・和声音と非和声音 ・音色 ・テンポ等 ストを参考にする。

◎自分と他者の作品の違いや発想の違いを感じ取って，

自分の作品に生かす工夫をしている。

（ ， ， ）観察 作品 ワークシート

４ 本時のまとめを行う。 ・本時で学んだことを生かし，個人個人の修正等さらな

(1) ワークシートに活動の反省を記入する。 る活動への意欲付けになるようにする。

(2) 次時の学習内容を知る。 ・発表した生徒や友達の演奏に協力してくれた生徒を賞

賛する。

・本時で発表できなかった生徒は，次回発表することを

伝えておく。

エ 授業の結果と考察

( ) 魅力のある教材の選択についてア

創作指導において，生徒が個々に旋律創作を行うには様々な困難を伴う。今回は，ＤＴ

Ｍの活用を試み，生徒が自ら自己の興味や関心に従って，自分のペースで学習を進めた。

教師が様々なイメージの「コード進行」を多数用意したり 「音色 「リズム」を選択で， 」，

， ， 「 」，「 」，きるようにしたりすることで 生徒はＤＴＭで 音楽の構成要素である 和声 音色

「リズム」を自分のイメージに合うように探しながら，意欲的に旋律創作を行うことがで

きた。また，表現要素である「速度」もイメージに合わせて変化させていくことで，生徒

は，音楽の諸要素と深くかかわりながら旋律創作を行うことができた。また，拍子やリズ

ムの記譜を無理なく行えるように，ＤＴＭにあらかじめリズムを記入した教材を用意した

り，教師によるＤＴＭでの創作例のデモンストレーションを行ったりすることにより，生

徒の意欲を高めながら，音楽の諸要素を感受していく創作活動をすることができた。

( ) ワークシートの活用と記録の工夫についてイ

これまで作曲をしたことのない生徒にも分かりやすく学習できるようなワークシートを

ＤＴＭに作成した （ モチーフの続きを考える 「コード進行に合った旋律を考える ）。「 」 」

ＤＴＭで実際に音を出しながら学べるワークシートの活用により，演奏をすることに苦手

意識をもつ生徒にとっても，自分でつくった作品をすぐに確認できるので容易に作業を進

めることができた。生徒がイメージした旋律創作を行う上で，構成要素と表現要素を修正

していく過程をＤＴＭやワークシートに記録していく活動を続けたことで，音楽に関する

用語や言葉等を用いて書く力を高めることができた。今後，さらに生徒の実態に合ったワ

ークシートの工夫改善を行っていきたい。
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( ) 個に応じた学習指導の工夫についてウ

生徒一人一人がＤＴＭを活用したことは，本題材の目標達成には欠かせないものであっ

た。個々が自分のイメージに合ったコード進行を選び，生徒一人一人がじっくりと課題に

取り組めたことは，生徒にとって活動の意欲付けにつながったものと考える。また，個に

応じたモチーフを用意したり，あらかじめリズム譜を記入しておいたりしたことで，創作

活動を円滑に進めることができた。他にもＤＴＭを操作しやすくするために，音色やリズ

ムファイルをコンピュータ室の壁に掲示し表示することで，自分に必要な情報を随時得な

がら学習を進めることができた。さらに音楽室に自分が演奏する楽器を準備し，必要に応

じて演奏できるようにして実際に音楽を体験できる活動とのバランスが取れるように配慮

した。

生徒自らが学習方法や課題を選択したことにより，一人一人の実態に応じて音楽を構成

する諸要素とかかわらせながら旋律創作を楽しむ学習を展開することができた。

授業中だけで全員の個別指導をすることは時間的に難しいので，毎時間の生徒の作品と

自己評価は，ＵＳＢメモリやワークシートに記録していき，教師が進捗状況をチェックし

ながら，ＤＴＭやワークシートに直接アドヴァイスを書き込んでいった。その結果，生徒

は自分なりの解釈や評価を音楽に関する用語や言葉等を用いて書いたり，実際に楽器を使

ってソロまたは小アンサンブルで演奏したときに音楽に関する用語や言葉等を用いて発言

したりすることができるようになった。

オ 授業の成果と課題

( ) 生徒が自分で選んだイメージに近いコード進行を選択したことは，創作への興味・関心ア

を高めるとともに，コード進行からイメージする旋律を創作して表現する題材の構成は，

自分なりの考えをもって表現の仕方を工夫することにつながった。

(ｲ) 学習環境を整え，生徒の実態に合った課題を設定したことは，一人一人の学習環境を保

障し，自ら学習に取り組む選択の幅を広げることになり 「リズム 「音色 「速度」を， 」， 」，

中心とした音楽を構成する諸要素とかかわらせて旋律創作をすることに効果があった。

(ｳ) ワークシートの活用については，通常のプリントによるものとＵＳＢメモリを使って，

教師とのやりとりを行い，学習の個別化に有効であった。今回コード進行を手掛かりに旋

律創作をしたことで，どの生徒もコードをＤＴＭに貼り付けて聴きながら旋律の音を選ぶ

ことができた。また，自分の作品を見直しながらイメージする作品に仕上げていく場面や

相互に作品を発表し合う場面において，音楽に関する用語や言葉等を用いて書いたり発言

したりする力を高めることに効果があった。さらに，ＤＴＭに記録した作品を後日教師が

評価することが可能なので，到達度を自己評価と作品両方から知ることができた。

(ｴ) ＤＴＭの活用は，指導のねらいに応じた有効なツールであることが分かった。さらに，

， ，楽器で演奏する表現活動を積極的に取り入れることで 今後も疑似・模擬体験的な活動と

実際に音楽を体験できる活動のバランスを取ることが大事であると再認識した。

他にも，予算の問題やＤＴＭでのトラブル，ソフトのバージョンアップへの対応やパソ

コン教室使用上での競合や基本操作，円滑な授業運営までの準備等，ＤＴＭの抱える問題

も少なくないが，生徒の「考える力」を育てるための学習環境を整えられるよう工夫して

いきたい。
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６ 研究のまとめ

本研究では音楽科の学習指導に関する実態調査を踏まえ，音楽科における「考える力」を

育てるための手だてを講じ，２年間にわたり授業研究を行った。その結果，以下のことが分

かった。

(1) 題材の構成の工夫について

，「 」「 」「 」 ，ア 小学校において 探る 追求する 広げる というそれぞれの題材の構成の中で

児童が「どのような表現にしたいか」という考える活動を段階的に設定することで，児

童は創造的な表現の工夫をすることができた。

イ 中学校において，一人一人の生徒のイメージや曲想を具現化するための題材を系統的

に構成したことで，旋律や和声進行をつくって表現するプロセスの中で，自分としての

表現の仕方を工夫することにつながった。

(2) 魅力のある教材の選択について

， ，ア 小学校において 児童が音楽をつくって表現しやすいような物語を教材に選択したり

表現と鑑賞を相互に関連させる教材を設定したりすることで，自分なりの価値観をもっ

て音楽を「つくっていく」意欲を高めながら，音楽の構造的側面を知覚し，感性的側面

を感じ取ることに効果があった。

イ 中学校において，生徒が自分のイメージを生かした旋律や和声進行をつくる過程での

技能面の問題を解決するために，構成要素である「和声 「音色 「リズム」を豊富」， 」，

に用意し，表現要素である「速度」も選択できるようにしたり，キーボードやＤＴＭ等

の学習環境を整えたりすることで，諸要素とかかわらせて創作することにつながった。

(3) 学習指導の工夫について

ア 小学校において，諸要素を意識しながら物語の場面に合う音や音楽をつくったり，自

分たちの演奏に生かすためにグループでの話合いをしたりして，児童が感じる曲想と音

楽の諸要素とのかかわりを考える方法を指導していくことにより，音楽に関する用語や

言葉等を用いて発言したり文章に書いたりする力を育てることに効果があった。

イ 中学校において，ＤＴＭの活用と教師の段階的な指導によって，生徒がイメージした

旋律や和声進行をもとに表現を工夫することができた。また，記録メディアやワークシ

ートに創作の過程を継続的に記録したり，作品を紹介する場を設定したりすることによ

り，音楽に関する用語や言葉等を用いて表現する力を高めることができた。

(4) 音楽に関する用語や言葉等を用いて表現できるような指導の工夫について

， ，「 」ア 小学校において ワークシートの構成や内容を工夫したり 表現の工夫のポイント

を参考にして話し合う活動をしたりすることで，児童は自分の考えを音楽に関する言葉

等を用いて発言し，表現力を高めていた。また，児童から出た要素を教師がまとめるこ

とで，児童の語彙を増やしていくことにつながった。

イ 中学校において，構成要素である「旋律」と「和音」に着目し，生徒がイメージする

作品に仕上げていくために表現要素を関連させながら一連の過程をワークシートに書い

たり，自己評価したりしていくことで，自分なりの解釈や評価を音楽に関する用語や言

葉等を用いて表現することができた。

さらに 「分かる授業 「楽しい授業」の中で 「確かな学力」を身に付け，その後の学習， 」 ，

や生活に活用していけるような指導の改善・充実について究明していきたい。
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体育・保健体育

研究主題 児童生徒が学習の成果（わかる・できる）を実感する体育授業づくり

～運動学習場面における認識学習と教師行動の効果的な導入を通して～

研究の概要及び索引語

体育・保健体育科における学習では，現在及び将来にわたって活力ある生活を営むため

に，生涯にわたって運動やスポーツを実践するための資質や能力を育てていくことが必要

である。そのために，児童生徒一人一人が，それらの資質・能力を身に付け 「わかる」，

「できる」といった自らの「学習の成果」として実感できるような授業づくりが求められ

ている。

本研究では，児童生徒と教師を対象として体育・保健体育に関する実態調査を実施し，

その結果を踏まえた上で授業研究を行い，児童生徒が学習の成果（わかる・できる）を実

感する体育授業づくりについて考察した。

索引語：体育・保健体育科，資質・能力，学習の成果，わかる・できる
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研究主題 児童生徒が学習の成果（わかる・できる）を実感する体育授業づくり

～運動学習場面における認識学習と教師行動の効果的な導入を通して～

１ 体育・保健体育科の研究のねらい

中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会審議経過報告（2006.2.13）の「２ 教育

内容等の改善の方向 (1) 人間力の向上を図る教育内容の改善」では，ウ 健やかな体の育

成（資質・能力の育成）の中で 「体育の分野においては，身に付けた身体能力や知識を基，

に，生涯にわたり運動やスポーツに親しむことができるようにすることが重要である 」と。

記され，子どもたちの，生涯にわたり運動やスポーツに親しむための資質・能力を育てるこ

とができるような体育授業づくりが望まれている。

体育・保健体育科では，子どもたちが運動学習を通してこれらの資質・能力を身に付け，

自らの学習の成果として実感することが，子どもたちにとっての豊かな学びにつながると考

え 「児童生徒が学習の成果（わかる・できる）を実感する体育授業づくり」を研究主題と，

した。本研究主題に迫るための体育・保健体育科の学習に関する実態調査を児童生徒及び教

師を対象として実施し，その結果を踏まえると共に，本研究主題に係る基本的な考え方を明

らかにし，授業研究を行い 「児童生徒が学習の成果（わかる・できる）を実感する体育授，

業づくり」について考察する。

２ 研究主題に関する基本的な考え方

(1) 研究主題を設定するにあたって

ア 体育・保健体育科における「豊かな学び」について

「教科に関する研究」における研究主題「豊かな学びをはぐくむ学習指導」に関する

基本的な考えの中で 「豊かな学び」について 「学ぶ側である児童生徒にとっての『豊， ，

かな学び（自らの学びとして実感できる学び 』と教える側である教師の『豊かな発想』）

をもった働きかけとが融合された「分かる授業 「楽しい授業」の中で，児童生徒が主」，

体的に学びの喜びや楽しさを味わい，学びの意義を実感しながら『確かな学力』を身に

付けていくことととらえる 」と示されている。。

これらのことから，体育・保健体育科における「豊かな学び」については，児童生徒

一人一人が 「分かる体育授業 「楽しく活動できる体育授業」の中で，運動やスポー， 」，

ツに親しむための資質・能力を身に付け 「わかる 「できる」といった自らの「学習， 」，

の成果」として実感する学びと考える。

イ 小学校，中学校，高等学校学習指導要領解説より

（ ） ， ，小学校学習指導要領解説体育編 平成11年５月 文部省 では 体育科の目標の中に

「適切な運動の経験と健康・安全についての理解を通して，運動に親しむ資質や能力を

育てる」ことが挙げられている。これらの資質や能力を育てるためには 「児童の能力，

・適性，興味・関心等に応じて，運動の楽しさや喜びを味わい，自ら考えたり工夫した

りしながら運動の課題を解決するなどの学習が重要である 」と述べられている。また，。

中学校学習指導要領解説－保健体育編－（平成11年９月 平成16年５月一部補訂 文部

科学省）では，保健体育科の目標の中に 「運動や健康・安全についての理解と運動の，

合理的な実践を通して，積極的に運動に親しむ資質や能力を育てる」ということが挙げ
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られている。これらの資質や能力を育てるためには 「生徒の能力・適性，興味・関心等，

に応じて，運動の楽しさや喜びを味わい，自らの運動の課題を自ら解決するなどの学習が

重要である 」と述べられている。さらに，高等学校学習指導要領解説－保健体育編－（平。

成11年12月平成16年５月一部補訂 文部科学省）では，保健体育科の目標の中に 「健康，

・安全運動についての理解と運動の合理的な実践を通して，生涯にわたって計画的に運動

に親しむ資質や能力を育てる｣ということが挙げられている。これらの資質や能力を育てる

ためには 「生徒の能力・適性，興味・関心等に応じて運動を選び，運動を得意にするこ，

とを目指しながら，自らの運動の課題を自ら解決するなどの学習が重要である 」と述べ。

られている。

以上のことから，体育・保健体育科においては，生涯にわたって運動やスポーツを豊か

に実践していくための基礎を培うことを重視しており，各校種の発達段階に応じた「運動

に親しむための資質・能力」を育てることが求められている。また，ここで示されている

運動に親しむための資質・能力とは 「運動への関心や自ら運動をする意欲 「仲間と仲， 」，

良く運動をすること 「自ら考えたり工夫したりする力 「運動の技能や知識・理解」な」， 」，

どを指している。

ウ 中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会審議経過報告（健やかな体の育成）平

成18年２月13日より

ウ 健やかな体の育成の（資質・能力の育成）の中で 「運動やスポーツに取り組もう，

とする意志などの態度，運動やスポーツにおける様々な動きや健康・安全に関すること，

ルールや練習方法に関する工夫など，運動やスポーツに関する思考・判断を身に付けるこ

とが必要である 」と記されている。また （知識・技能の定着）では 「例えば，瞬間的。 ， ，

又は持続的に力を発揮したり，柔軟に体を動かしたり，巧みに体を動かしたりする身体能

力，生涯にわたって運動やスポーツに親しむための基礎となる技能，運動やスポーツの意

義や動き方・学び方などに関する知識，健康に生活するために必要な体力や安全に運動す

ることに関する知識などを身に付けることが必要である 」と記されており 「身体能力 ，。 ， 」

「態度 「知識，思考・判断」などを身に付けることを，児童生徒に保障していくことが」，

求められていると考える。

(2) 体育・保健体育科における学習の成果（わかる・できる）について

岡出美則氏 は 「わかる・できる」の学習の意義について 「わからないと『できる』よ
注１）

， ，

うにならない。しかし，わかったからといってすぐに『できる』ようになるわけではない。

『 』 ， 。 ，わかったことが できる ようになるためには それを実際に試すことが必要になる また

実際に試すことを通して，わかった内容の理解も一層深まっていく。したがって，実際に授

業を行う際には 『わかる』ことを『できる』ことに結びつけていく配慮が大切になる 」と， 。

述べており，その効果について以下の３点を挙げている。①「できる・わかる」授業は授業

における人間関係を変えていく 「できる｣ことと「わかる」ことの統一を目指す授業では，。

子ども相互の関係並びに教師と子どもの関係という二つのレベルで授業における人間関係が

変わっていく。②「できる・わかる」授業は子どもの主体性を育んでいく 「できる｣と「わ。

」 ， 。 「 」かる の統一を目指す授業では 子どもが積極的に授業に参加し出す ③ できる・わかる

授業は科学的な技術認識を育成する 「できる｣と「わかる」の統一を目指す授業では，子ど。

もたちにスポーツの技術に関する科学的な認識が養われていく。
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以上のことを踏まえ，本研究における「児童生徒が学習の成果（わかる・できる）を実感

する体育授業づくり」では，運動学習における体力や技術に関する認識と技能の習得に視点

をあて 「わかる （学び方の成果）と「できる （技能的成果）を結び付けていく授業を目， 」 」

指し，認識学習や教師行動を効果的に取り入れた学習の展開により，児童生徒が豊かに（質

的な豊かさ，量的な豊かさ）活動し，児童生徒一人一人が学習の成果として実感することと

とらえた。

(3) 認識学習と教師行動について

高橋健夫氏 は，学習内容（目標）の構造について 「体育科の中核的な学習内容は運動
注２)

，

学習であり，そこでは 『体力や技術・戦術に関わった学習』が展開され，身体能力（体力，

や技能）の向上が目指される。同時に運動のルールやマナー等の規範的行動が学習され，こ

れを態度として身に付けることが目標になる また それらに関わって思考し 判断する 学。 ， ， 『

び方の学習』が展開される。そこでは思考・判断力（課題解決力）の育成が目標になる。く

わえて，これらの学習の前提として，体力や運動技術，規範的行動に関わった知識を『理解

する 『わかる』といった認識学習が不可欠である 」と述べている。』 。

教師行動について，岩田靖氏 は 「学習者にとって学習する運動の目標像やイメージ，
注３)

，

そこにおいて『すべきこと 『何ができたらよいのか』が，鮮明に意識できることが能動的』，

な取り組みの入り口であるとすれば，教材（課題）についての教師の『説明 『指示』の言』，

葉は，当然ながらわかりやすく具体的であることが求められる。また 『演示 『発問』は， 』，

教材の要点を確認させていくとともに，学習者の意識を的確に方向付けることに向けられる

。 ， （ ） ，『 』，必要がある さらに 課題に取り組んでいる学習者の成果 できばえ に関わって 賞賛

『フィードバック 『助言』の言葉を投げかけていくことは，学習者と教材の関係をより濃』，

密なものにしていくための教師の働きかけである 」と述べている。。

以上のことから，運動学習においては，体力や技術・戦術に関わった学習や学び方の学習

が「わかる 「理解できる」ことが必要であると考える。また，学習者にとって 「すべき」， ，

こと 「何ができたらよいのか」を認識させる上で，教師の「説明 「指示」等は重要であ」， 」，

ると考える。よって，本研究における「児童生徒が学習の成果（わかる・できる）を実感す

る体育授業づくり」では，体力や技術・戦術に関わった認識学習と，それを効果的にうなが

す教師行動における相互作用（特に認識を高めるための言葉かけ）に着目して授業づくりを

していきたいと考える。

注１） 岡出 美則（筑波大学准教授 「体育の授業を創る－創造的な体育教材研究のために－1995」）

大修館書店

注２） 高橋 健夫（筑波大学教授 （中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会「健やかな体を育む）

教育の在り方に関する専門部会」委員）｢体育科教育2007,02｣大修館書店

注３） 岩田 靖（信州大学准教授 「体育科教育学入門2003」大修館書店）
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３ 研究主題に迫るための実態調査

本研究を進めるにあたり，県内児童生徒及び教師を対象として，質問紙により体育・保健

体育科の学習に関する実態調査を行った。

（1）調査の対象

ア 児童生徒 学校規模や地域性を考慮して，調査校を抽出した。抽出した小学校は８校

で第５・６学年の１学級の児童，中学校は８校で第１・２・３学年の１学

級の生徒，高等学校は４校で第１・２・３学年の１学級の生徒とした。回

， ， ， 。答者数は 小学校児童429人 中学校生徒781人 高等学校生徒459人である

イ 教師 県内の公立小学校100校，公立中学校100校，高等学校50校を抽出し，体育

科主任及び保健体育科主任（高等学校については教科担当者２人 ，各100）

人を対象とした。回答者は，小学校100人，中学校100人，高等学校100人で

ある。

(2) 実施時期

平成18年９月11日（月）から９月19日（火）まで

(3) 調査結果及び分析

・質問内容及びその結果，分析（特に研究主題にかかわる項目）を，以下の表１～表10

に示した。

・表中の数値は，各問ごとの回答者数に対する回答数の割合（％）である。

表１ 情意的成果（楽しさ体験）について表１は，情意的成果（楽しさ体験）に

ついての調査結果である。

児童生徒においては 「はい 「どち， 」，

らかといえば，はい」という肯定的な回

答が，小学校96.1％，中学校78.5％，高

等学校77.1％となっており，楽しく活動

している児童生徒が多いことが分かる。

また，教師においても，小学校100％，

中学校98.0％，高等学校97.0％となって

いる。しかし，各校種とも，児童生徒の

割合が教師の割合を下回っており，教師

のとらえよりも楽しさを感じられていな

い児童生徒がいることが分かる。特に，

中学校，高等学校においてはその差が大

きくなっていることから，生徒が，楽し

さを味わえるような授業づくりをしてい

く必要があると考える。

【 】 （ ）教師 ％

体育の授業では，児童生徒は，楽しさを感じている。

高 等 学 校小学校 中学校

60.0 50.0 29.0ア はい

40.0 48.0 68.0イ どちらかといえば，はい

0.0 2.0 3.0ウ どちらかといえば，いいえ

0.0 0.0 0.0エ いいえ

【 】 （ ）児童生徒 ％

体育の授業では，楽しいと感じていますか。

高 等 学 校小学校 中学校

75.8 44.4 42.0ア はい

20.3 34.1 35.1イ どちらかといえば，はい

3.5 13.7 11.1ウ どちらかといえば，いいえ

0.4 7.8 11.8エ いいえ
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表２ 情意的成果（精一杯の運動）について表２は，情意的成果（精一杯の運動）につ

いての調査結果である。

児童生徒においては 「はい 「どちらか， 」，

といえば，はい」という肯定的な回答が，小

学校96.8％，中学校86.8％，高等学校84.3％

と，どの校種も割合が高く，精一杯運動して

いる児童生徒が多いことが分かる。

教師でも，小学校98.0％，中学校96.0％，

高等学校84.0％となっており，児童生徒が精

一杯運動しているととらえている。

これらの結果から，精一杯運動をしている

児童生徒が多いことを踏まえ，今後も児童生

徒が，精一杯運動できるような授業づくりを

継続していく必要があると考える。

表３は，学び方の成果（到達目標の把握）

表３ 学び方の成果（到達目標の把握）についについての調査結果である。

て児童生徒においては 「はい 「どちらか， 」，

といえば，はい」という肯定的な回答が，小

学校93.7％，中学校79.7％，高等学校69.3％

となっており，到達目標を把握している児童

生徒が多いことが分かる。

教師においては 「はい 「どちらかとい， 」，

えば，はい」という肯定的な回答が，小学校

75.0％，中学校81.0％，高等学校52.0％とな

， 。っており 高等学校では割合が下がっている

また，各校種とも「はい」の割合が低く，児

童生徒のとらえと教師のとらえに大きな差が

見られる。これは，教師の設定した到達目標

が，児童生徒に明確にとらえられていないこ

とも一因として考えられる。オリエンテーシ

ョンを含め，到達目標についての具体的な指

表４ 学び方の成果（技術認識）について導場面の設定が必要だと考えられる。

表４は，学び方の成果（技術認識）につい

ての調査結果である。

児童生徒においては 「はい 「どちらか， 」，

といえば，はい」という肯定的な回答が，小

学校91.2％，中学校81.0％，高等学校69.5％

となっており，運動の行い方が分かっている

児童生徒が多いと考えられる。しかし，校種

が上がるにつれて割合が下がっており，発達

【 】 （ ）児童生徒 ％

体育の授業では，精一杯運動していますか。

高 等 学 校小学校 中学校

73.7 53.0 55.3ア はい

23.1 33.8 29.0イ どちらかといえば，はい

2.6 9.1 8.3ウ どちらかといえば，いいえ

0.6 4.1 7.4エ いいえ

【 】 （ ）児童生徒 ％

体育の授業では，何がどのようにできればよいか，わ

高 等 学 校かって学習していますか。 小学校 中学校

54.5 29.1 21.4ア はい

39.2 50.6 47.9イ どちらかといえば，はい

5.6 14.6 20.0ウ どちらかといえば，いいえ

0.7 5.7 10.7エ いいえ

【 】 （ ）教師 ％

児童生徒は，精一杯運動していますか。

高 等 学 校小学校 中学校

46.0 37.0 29.0ア はい

52.0 59.0 55.0イ どちらかといえば，はい

2.0 4.0 14.0ウ どちらかといえば，いいえ

0.0 0.0 2.0エ いいえ

【 】 （ ）教師 ％

児童生徒は，各運動の到達目標を十分把握して学習に

高 等 学 校取り組んでいる。 小学校 中学校

8.0 9.0 5.0ア はい

67.0 72.0 47.0イ どちらかといえば，はい

25.0 17.0 45.0ウ どちらかといえば，いいえ

0.0 2.0 3.0エ いいえ

【 】 （ ）児童生徒 ％

体育の授業では，跳び方，回り方，走り方，泳ぎ方，

投げ方など，運動の行い方がわかりますか。

高 等 学 校小学校 中学校

44.3 37.7 25.9ア はい

46.9 43.3 43.6イ どちらかといえば，はい

7.5 13.6 19.8ウ どちらかといえば，いいえ

1.3 5.8 10.7エ いいえ
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段階に応じた技術認識が得られていない生徒

もいると考えられる。

教師においては 「はい 「どちらかとい， 」

えば，はい」という肯定的な回答が，小学校

60.0％，中学校71.0％，高等学校50.0％とな

っており，教師は，児童生徒が感じているほ

ど技術認識をもっているとはとらえていな

表５ 学び方の成果（資料の活用）についてい。さらに，小学校，高等学校においては否

定的な回答の割合が40％を越えており，技術

認識のもてない児童生徒が多いととらえてい

る。

表５は，学び方の成果（資料の活用）につ

いての調査結果である。

児童生徒においては 「はい 「どちらか， 」，

といえば，はい」という肯定的な回答が，小

学校82.8％，中学校61.0％，高等学校45.7％

となっている。校種が上がるにつれて割合が

下がっており，資料等が十分役立てられてい

ないと考えられる。その理由の一つとして，

中学校，高等学校では，これらの資料等の活

用場面の減少等も考えられる。

教師においては 「はい 「どちらかとい， 」

えば，はい」という肯定的な回答が，小学校

81.0％，中学校80.0％，高等学校69.0％とな

表６ 学び方の成果（戦術・作戦の立案）につっている。中学校，高等学校においては，教

いて師の割合が生徒の割合をいずれも上回ってお

り，生徒以上に教師は，資料等が十分役立て

られているととらえており，意識の差が見ら

れる。

， （ ）表６は 学び方の成果 戦術・作戦の立案

についての調査結果である。

児童生徒においては 「はい 「どちらか， 」，

といえば，はい」という肯定的な回答が，小

学校84.7％，中学校73.7％，高等学校69.3％

となっており，校種が上がるにつれて割合が

下がっている。これは，校種が上がるにつれ

て，求められる戦術・作戦等の質も高まり，

戦術・作戦等を考える上での難しさも増して

くるからと考えられる。

教師においては 「はい 「どちらかとい， 」

【 】 （ ）教師 ％

児童生徒は，各運動の技術認識をもっている。

高 等 学 校小学校 中学校

2.0 6.0 7.0ア はい

58.0 65.0 43.0イ どちらかといえば，はい

40.0 29.0 48.0ウ どちらかといえば，いいえ

0.0 0.0 2.0エ いいえ

【 】 （ ）児童生徒 ％

， ，体育の授業では 先生が用意した学習カードやビデオ

掲示物などを学習に役立てていますか。

高 等 学 校小学校 中学校

39.9 19.5 12.4ア はい

42.9 41.5 33.3イ どちらかといえば，はい

14.5 28.0 28.5ウ どちらかといえば，いいえ

2.7 11.0 25.8エ いいえ

【教師】 （％）

児童生徒は，教師の用意した学習カードやビデオ，掲

示資料等を学習に役立てている。

高 等 学 校小学校 中学校

21.0 28.0 18.0ア はい

60.0 52.0 51.0イ どちらかといえば，はい

19.0 20.0 26.0ウ どちらかといえば，いいえ

0.0 0.0 5.0エ いいえ

【 】 （ ）児童生徒 ％

体育の授業では，自分なりに練習の仕方やゲームでの

動き，作戦などを考えることができますか。

高 等 学 校小学校 中学校

45.5 34.3 36.6ア はい

39.2 39.4 32.7イ どちらかといえば，はい

12.3 22.3 23.1ウ どちらかといえば，いいえ

3.0 4.0 7.6エ いいえ

【教師】 （％）

児童生徒は，目標に応じた練習の仕方やゲームでの戦

高 等 学 校術，作戦を考えている。 小学校 中学校

18.0 14.0 15.0ア はい

62.0 69.0 52.0イ どちらかといえば，はい

20.0 17.0 28.0ウ どちらかといえば，いいえ

0.0 0.0 5.0エ いいえ
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えば，はい」という肯定的な回答が，小学校80.0％，中学校83.0％，高等学校67.0％となって

いる。校種間で比較すると高等学校の割合が低い。小学校，高等学校においては，否定的な回

答の割合が20％を上回っており，児童生徒が戦術・作戦等を考えることが難しいととらえてい

る教師もいると考えられる。

表７ 学び方の成果（アドバイスの活用）につ表７は 学び方の成果 アドバイスの活用， （ ）

いてについての調査結果である。

児童生徒においては 「はい 「どちらか， 」，

といえば，はい」という肯定的な回答が，小

学校96.0％，中学校81.8％，高等学校77.2％

となっている。校種が上がるにつれて割合が

下がっており，教師のかかわりやアドバイス

し合う場が減っている等の現状がうかがえ

る。

教師においては 「はい 「どちらかとい， 」

えば，はい」という，肯定的な回答が，小学

， ， ，校96.0％ 中学校95.0％ 高等学校87.0％と

どの校種においても割合が高い。中学校，高

等学校においては，生徒の割合を教師の割合

の方が上回っており，生徒以上に学び合いや

アドバイスを学習に役立てているととらえて

表８ 技能的成果（運動能力・体力）についている実態がうかがえる。

表８は，技能的成果（運動能力・体力）に

ついての調査結果である。

児童生徒においては 「はい 「どちらか， 」，

といえば，はい」という肯定的な回答が，小

学校93.0％，中学校85.5％，高等学校85.8％

と高くなっている。児童生徒は，体育の授業

において運動能力や体力を高めることができ

るととらえている。

教師においても 「はい 「どちらかとい， 」，

えば，はい」という肯定的な回答が，小学校

89.0％，中学校92.0％，高等学校87.0％と高

くなっている。教師も体育の授業において運

動能力や体力を高めることができているとと

らえている。しかし，実質的には，運動能力

や体力の低下の様相を示している児童生徒も

おり，さらなる運動能力や体力の向上を図る必要があると考える。

， （ ） 。 ，表９は 技能的成果 戦術・作戦の実践 についての調査結果である 児童生徒においては

「はい 「どちらかといえば，はい」という肯定的な回答が，小学校87.7％，中学校75.5％，」，

高等学校71.7％となっており，校種が上がるにつれて割合が下がっている。これは，中学校，

【 】 （ ）児童生徒 ％

体育の授業では，先生や友達からのアドバイスを学習

高 等 学 校に役立てていますか。 小学校 中学校

68.3 36.7 31.2ア はい

27.7 45.1 46.0イ どちらかといえば，はい

3.5 12.8 12.0ウ どちらかといえば，いいえ

0.5 5.4 10.8エ いいえ

【 】 （ ）教師 ％

児童生徒は，仲間との学び合いや教師の指導，アドバ

高 等 学 校イスを学習に役立てている 小学校 中学校。

30.0 33.0 21.0ア はい

66.0 62.0 66.0イ どちらかといえば，はい

4.0 5.0 12.0ウ どちらかといえば，いいえ

0.0 0.0 1.0エ いいえ

【 】 （ ）児童生徒 ％

体育の授業では，運動の練習や試合をすることで，運

。動が上手になったり体力がついたりすると思いますか

高 等 学 校小学校 中学校

65.5 52.2 46.4ア はい

27.5 33.3 39.4イ どちらかといえば，はい

5.1 10.5 9.6ウ どちらかといえば，いいえ

1.9 4.0 4.6エ いいえ

【教師】 （％）

児童生徒は，学習（練習・試合等）によって，運動能

高 等 学 校力や体力を高めている。 小学校 中学校

34.0 28.0 31.0ア はい

55.0 64.0 56.0イ どちらかといえば，はい

11.0 7.0 12.0ウ どちらかといえば，いいえ

0.0 1.0 1.0エ いいえ
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表９ 技能的成果（戦術・作戦の実践）につい高等学校になると，ゲームの様相が複雑化し，

て戦術・作戦の実践が難しいと考える生徒が出

てきていると考えられる。

教師においても 「はい 「どちらかとい， 」，

えば，はい」という，肯定的な回答が，小学

校78.0％，中学校73.0％，高等学校56.0％と

なっており，校種が上がるにつれて割合が下

がっている。教師も児童生徒と同様なとらえ

をしていると考えられる。さらに 「はい」，

の回答割合が児童生徒に比べ低くなってお

り，教師のもっている到達目標が高い設定に

なっている，教師の設定している到達目標が

児童生徒にとらえられていない等の原因も考

えられる。

表10は，技能的成果（高まりを実感できる

内容）についての調査結果である。

児童生徒においては，小学校44.1％，中学

表10 技能的成果（高まりを実感できる内容）校48.3％，高等学校61.7％の児童生徒が「ボ

についてール運動（球技 」を挙げている。その他の）

内容では，小学校で複数の内容が挙げられて

いるが，校種が上がるにつれて内容が限定さ

れていく傾向がうかがえる。また，各校種と

もに 運動の特性から器械運動 表現運動 ダ， ， （

ンス）を挙げた児童生徒の割合が低くなって

いる。他の個人的スポーツの内容と比べても

割合が低くなっている。

教師においては，小学校では，器械運動が

40.0％，中学校では，陸上運動（陸上競技）

， ， （ ）が52.0％ 高等学校では ボール運動 球技

が62.0％で，それぞれの校種の内容での割合

が最も高くなっている。

小・中学校においては，児童生徒がボール

運動（球技）を挙げているのに対し，教師は

それぞれ違う運動を挙げていることから，高

まりを実感できる運動についてのとらえ方に

。 ，差があると考えられる 高等学校においては

球技が重点的に実施されている状況から，生

徒，教師ともに同様の運動を挙げたと考えら

れる。

【 】 （ ）児童生徒 ％

体育の授業では，自分やチームの考えた動きや作戦通

りに，運動やゲームができていますか。

高 等 学 校小学校 中学校

38.7 26.2 25.5ア はい

49.0 49.3 46.2イ どちらかといえば，はい

11.2 20.1 20.9ウ どちらかといえば，いいえ

1.1 4.4 7.4エ いいえ

【 】 （ ）教師 ％

児童生徒は，自分やチームの考えた動き，戦術や作戦

を，活動場面で行動として実現できている。

高 等 学 校小学校 中学校

9.0 7.0 7.0ア はい

69.0 66.0 49.0イ どちらかといえば，はい

22.0 26.0 39.0ウ どちらかといえば，いいえ

0.0 1.0 5.0エ いいえ

【 】 （ ）児童生徒 ％

各運動の授業の中で，練習や試合をすれば，運動が上手にで

きるようになったり，体力がついたりするのはどの運動の授

高 等 学 校業だと思いますか。 小学校 中学校

13.1 19.0 15.0ア 体つくり運動

9.1 4.6 5.0イ 器械運動

17.2 13.3 5.7ウ 陸上運動（陸上競技）

13.8 7.6 7.8エ 水泳

44.1 48.3 61.7オ ボール運動（球技）

4.0 3.3カ 武道

2.7 3.2 1.5キ 表現運動（ダンス）

【教師】 （％）

各運動の授業の中で，児童生徒に，自分の運動能力や体力の

高まりを実感させることができるのは，どの運動の授業だと

高 等 学 校思いますか。 小学校 中学校

6.0 6.0 9.0ア 体つくり運動

40.0 19.0 11.0イ 器械運動

27.0 52.0 15.0ウ 陸上運動（陸上競技）

11.0 2.0 1.0エ 水泳

15.0 19.0 62.0オ ボール運動（球技）

1.0 1.0カ 武道

1.0 1.0 1.0キ 表現運動（ダンス）
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(4) 実態調査のまとめ

体育・保健体育学習における成果について，情意的成果（楽しむ・好きになる ，学び）

方の成果（知的にわかる）社会的態度の成果（かかわる ，技能的成果（できる）につい）

て，児童生徒及び教師の実態調査を実施した。この中で，特に本研究の主題「わかる ，」

「できる」にかかる部分として，情意的成果，学び方の成果，技能的成果を取り上げ，分

析・考察した結果，次のようなことが考えられる。

ア 情意的成果については，児童生徒，教師ともに肯定的な回答の割合が高く，体育授業

においては楽しさを感じながら，精一杯運動しているととらえている。これらのことか

ら，学習に対する意欲は高いと考えられる。したがって，これらの実態を踏まえ，学習

における目標達成の実感が得られるような授業づくりをしていく必要があると考える。

イ 学び方の成果については，到達目標の把握や技術認識において児童生徒の肯定的な回

答の割合を教師の肯定的な回答の割合が下回っており，教師は学び方の成果が十分得ら

。 ， ， ，れていないととらえている また 学習資料やアドバイスの活用については 児童生徒

教師ともに肯定的な回答が多く，その必要性を認識している。したがって，資料やアド

バイスをさらに活用するとともに，その内容についての検討を加えながら，より明確に

到達目標を把握させたり技術認識をもたせたりする学習を展開していく必要があると考

えられる。

ウ 技能的成果については，運動能力，体力の向上について，児童生徒，教師ともに成果

が得られているととらえている。しかし，一部の児童生徒ができないと否定的にとらえ

たり，戦術や作戦のような集団的技能面については，十分な成果が得られていないとと

らえたりしている児童生徒，教師もいる。したがって，学び方の成果を技能的成果につ

なげていく学習指導の工夫を取り入れた授業づくりをしていく必要があると考える。さ

らに，技能の高まりを感じる内容については，児童生徒はボール運動（球技）を挙げて

いるのに対し，小学校，中学校の教師は器械運動や陸上運動（競技）を挙げており，学

習する側と指導する側とのとらえに差が見られる。また，表現運動（ダンス）や器械運

動を挙げた児童生徒の割合が非常に低い。運動の特性によるところもあると考えられる

が，児童生徒は，教師が考えている以上に運動能力や体力の高まりを実感できないとと

らえており，運動の好き嫌いへの影響も考えられる。したがって，運動の特性や効果に

ついて理解させるなど，運動の価値的側面を意識した授業づくりもしていく必要がある

と考える。

４ 研究主題に迫るための手だて

研究主題に関する基本的な考え方や児童生徒の発達段階及び実態，教師の意識の実態など

を踏まえ 「児童生徒が学習の成果（わかる・できる）を実感する体育授業づくり」につい，

て，児童生徒が，豊かに基礎的・基本的な思考・判断力，技能の習得や向上に取り組み，そ

の学習の成果を実感するために，以下のような手だてを用いることとする。

(1) 技術認識をもたせるための明確な到達目標及び行動目標の設定について

ここで取り上げる到達目標については，各運動において「何が 「どのようにできる」」

という目指す姿である。また，行動目標については，そこに到達するために習得すべき学

習内容であり，具体的に達成でき，客観的に評価できる内容ととらえることとする。さら
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に，行動目標を示すにあたっては 「どのような場面や条件のもとで行うのか 「どのよう， 」

な課題を解決するのか 「どのような基準を満たせばよいのか」の３点に留意したい。」

そこで以下の手だてを用いることとする。

・学習者に 「何が 「どのようにできる」といった到達目標及び，技術認識や戦術的理解， 」

をともなった，行動目標を設定するとともに，認識をもたせるためのオリエンテーショ

ンの充実や学習資料・学習カード，視聴覚機器の活用を図る。

， ，・技術 戦術にかかわった知識の共有化を図ることができる学習場面を設定するとともに

学習内容に応じて一斉学習，グループ学習等，有意義な学び合いが展開できる学習形態

を工夫をする。

(2) 技術認識と技能習得をつなげるために

ア 教材づくりについて

ここで取り上げる教材づくりについては，目的に応じて児童生徒の学習がより焦点化さ

れていること，習得されるべき学習内容が含まれていること，学習者の体力，運動能力，

興味・関心等の主体的な諸条件に適応しており，学習意欲を喚起することなどに留意して

行うこととする。そこで，以下の手だてを用いる。

・児童生徒の発達段階や能力に合った教材，挑戦意欲を喚起する教材，少しの努力で達成

可能な段階的な課題を解決していくスモールステップを取り入れた教材，ゲーム化・ミ

ニ化（コートの広さや参加人数等）による学習機会（ゲームへの参加やボール等に触れ

る機会）を豊かに保障する教材等，学習の成果が実感できる教材を工夫する。

イ 学習場面での効果的な教師行動の導入

ここで取り上げる教師行動の機能については，マネジメント ，学習指導，監視，相互
注４）

作用の４つに分類され，この４つの機能は体育授業を成功させるためにどれも必須のもの

であると考える。すなわち，これらの機能をより効果的に発揮する教師行動の在り方が体

育授業における教授技術の中核であると考えられ，特に，教師が生徒にどのようにかかわ

るかという相互作用は，授業の雰囲気を決定づけ，情意的成果に大きな影響を与えると言

われている。この相互作用は 「適切な行動に対する賞賛 「不適切な行動に対する叱責」， 」

「フィードバック を与えること 「批判 「発問 「生徒の思考や感情の受理」などの言
注５）

」 」 」

語的あるいは非言語的な教師の行動である。そこで，相互作用に視点をあて，以下の手だ

てを用いる。

・児童生徒へのかかわりを充実させ，認識をもたせるための双方向の問いかけを意識した

助言（肯定的フィードバック，矯正的フィードバック等）の仕方を工夫する。

・児童生徒の個人内評価を多用し，学習による個々の小さな成果に対しても，賞賛と励ま

しを行い 「わかった,できた」という実感をもたせていく。，

注４） マネジメントとは，授業を組織すること，用具やその配置に対する指示，授業での常規的活動に注意

を払うこと等に向けて表現される言語的，非言語的な教師行動 （集合，整列，移動，待機，用具の準。

備・片付け等） 「体育の授業を創る－創造的な体育教材研究のために－1995」大修館書店

注５） 情報理論では，身体運動に基づいて動作を修正していくメカニズムをフィードバック，知覚情報を

もとにした予測や見こしによって身体運動を行うメカニズムをフィードフォワードと呼んでいる。

この二つのメカニズムは身体運動を行うにあたって不可分の関係にある。すなわち，視覚をはじめと
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した知覚情報をもとにして身体運動を行い，その結果を視覚（見たり ，筋・運動感覚（感じたり ，指） ）

導者の言語情報（ 今の動作はよい ，器機（ビデオ）などのフィードバックによって動作を修正して「 」）

いく 「学校体育授業事典 1995」 大修館書店。

５ 授業研究

研究主題「児童生徒が学習の成果（わかる・できる）を実感する体育授業づくり―運動学

習場面における認識学習と教師行動の効果的な導入を通して―」に関する基本的な考え方と

児童生徒及び教師への実態調査を踏まえ，研究主題に迫るための手だてを講じ，２年間にわ

たり以下の授業研究を行った。

〈 授業研究の対象及び内容 〉

○ 小学校における授業研究１ 第５学年 器械運動（跳び箱運動）

○ 小学校における授業研究２ 第６学年 器械運動（マット運動）

○ 中学校における授業研究１ 第２学年 球技（ハンドボール）

○ 中学校における授業研究２ 第２学年 球技（バレーボール）

○ 高等学校における授業研究１ 第１学年 球技（テニス）

○ 高等学校における授業研究２ 第１学年 武道（剣道）

〈 児童生徒の意識の変化の見取り 〉

授業実践により，児童生徒の意識がどのように変化したかを考察するにあたっては，以

下の調査票を適宜用いる。

○ 診断的・総括的授業評価

この調査は，元筑波大学教授 高橋健夫氏らが作成したもので，単元はじめと単元終

わりに （資料）表１の調査を実施する。そして （資料）表２の診断基準によって，単， ，

元はじめと単元終わりで子どもの体育授業に対する態度がどのように変容したかを判断

するものである。

○ 形成的授業評価

この調査は，元筑波大学教授 高橋健夫氏らが作成したもので，各時間の授業終了時

に，子どもに授業を振り返らせ （資料）表３の調査を実施する。全体の平均点，各次，

元，各項目の平均点を求め，授業の評価すべき点と問題点を明らかにするものである。

評価基準は （資料）表４を参照，

○ 運動有能感調査

この調査は，奈良教育大学教授 岡澤祥訓氏らが作成した運動有能感測定尺度を用い

て実施する。この運動有能感については 「身体的有能さの認知 「統制感 「受容感」， 」 」

の３因子で構成されている。運動能力や運動技能を高めるためには積極的な参加が必要

である。この積極的な運動参加のエネルギーの源になるのが運動有能感の３因子である

と考えられる （資料）表５を参照。
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第５学年 器械運動（跳び箱運動）(1) 小学校における授業研究１

① 主題に迫るための手だて

ア 技術認識をもたせるために

ａ 到達目標の設定

第５学年における，跳び箱運動の到達目標を，安定した動作で開脚跳び，かかえ

込み跳び，台上前転とその発展技（はね跳び）ができることとする。そこで，遅延

表示ソフト（スポーツミラー） を活用し，学習資料（ＶＴＲ）や技の習得ができ
注 ６)

ている児童の動画をスローで再生しながら，それぞれの技の完成形や技能習得のた

めのポイントを示すことで，到達目標を明確に認識できるようにする。

ｂ 行動目標の設定

踏み切り動作から着地までの動きを，スポーツミラーにより９分割し，静止画を

見せることで，先に述べた到達目標と比較し，具体的にどこをどう意識して運動に

取り組めばよいのかを明確にし，自分のめあてを行動目標として設定させる。さら

に，それぞれの技のポイントを，学習カードや学習資料に示し，どのポイントを意

識して行えばよいか認識させ，技の習得に取り組ませることにする。また，グルー

プに場の設定の図を配布し，自分のめあてを達成するためにはどの場を使ってどの

ような練習を行えばよいかが分かるようにする。

イ 技術認識と技能習得をつなげるために

ａ 主運動につながる基礎感覚づくり

本単元では，体をしめる，ゆるめるといったような，器械運動に必要な基礎感覚

づくりとして 「ねこちゃん体操」を単元に横断的に位置付けて行うことにする。，

「ねこちゃん体操」は，体を耕す感覚づくりの運動で，頭の入れ起こし，腕支持，

あぶり，体のしめ，体の反らし，柔軟性，バランスなどの感覚を総合的に身に付け

るための体操である。

また，跳び箱運動につながる感覚づくりとして 「跳び箱サーキット」を単元に，

横断的に位置付けて行うことにする。サーキットは６つの運動からなり，足でボー

ルをはさんで回転しながら遠くへとばす「回転ボールとばし ，連結跳び箱から跳」

び箱を強く突き放して，目標となるスポンジを踏む「跳び越しスポンジ踏み ，ウ」

「 」， 「 」，レタンマットに体を放り投げる スーパーマン 馬跳びを連続する 連続馬跳び

連結ビールケースの上を腕支持何回で渡り切るか競う「馬の背渡り ，ステージ上」

へロイター板を使って跳び乗る「ステージジャンプ」の各運動の場をそれぞれ設定

して行うことにする。回転系の技の場合は，跳び箱に手を着いて腰を頭の高さより

上げる「トン・トン・トーン」とはね跳びにつながる動きとして「ねこちゃんアン

テナバージョン２」を行うことにする。

ｂ 学習支援装置の工夫

基礎感覚づくり，基礎的・基本的技能の定着，主運動における技能の向上を支援

するものとして，いくつかの支援装置を用いることにする。

○ ビールケースをつないだ馬・台

腕支持の体重移動を習得させる場として，跳び箱より長く連結したビールケー

スを用いる。また，２段に積み重ね，台上前転やはね跳びの練習の場として利用
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することにする。

○ スズランテープのゲート

ステージ上からの台上前転やはね跳び，連結跳び箱上からの台上前転やはね跳びを行

う際の足先を向ける目標物になるよう，ゲートを作りスズランテープを垂らす。

○ 遅延表示ソフト（スポーツミラー）

自分自身が跳んだ様子が何秒か遅れで自分の目で確認できるよう，スポーツミラーを

使用しスクリーンに映し出し，容易に見られるようにする。そして，自分のフォームを

確認し，振り返り，新しいめあてを設定するための手だてとする。

ｃ 学習過程の工夫

これまでのめあて①→めあて②のスパイラル学習では，基礎的基本的な力が押さえられ

ないままで授業が展開されてきた傾向にあるため，本単元では，一斉型の指導をもとにし

たグループ内での教え合いを中心とした学習過程をとることとする。その中で，横断的に

器械運動の基礎感覚づくりや跳び箱運動につながる感覚づくりをねらった運動を１単位時

間の前半に行い，後半に共通課題のもと，一斉指導から３人グループでの教え合いで授業

を展開していくような学習過程をとることにする。

ｄ 相互作用の工夫

社会的行動の評価項目を作成して自己評価をさせ，グループ対抗のポイント制にすると

ともに，協力する，励まし合う，補助し合うといった行動について賞賛し教師からの肯定

的な評価を与えることにする。１単位時間の「なか 「まとめ」の段階で，頑張っていた」

児童やできるようになった児童を取り上げ賞賛する。

また，学習カードや掲示資料，視聴覚機器（スポーツミラー等）を活用し，自己の跳び

箱運動時のフォームを客観的にとらえさせるとともに課題を明確にし，的確な矯正的フィ

ードバックが与えられるようにする。

さらに，各練習の場を指導する中で，スモールステップでの見取りをしながら賞賛を与

えることにする。

② 授業の実際

第５学年１組 体育科（運動領域）学習指導案

１ 単元名 器械運動（跳び箱運動）
２ 目 標
○友達と協力し合い，励まし合って技の練習に取り組もうとする。 （関心・意欲・態度）
○めあてをもって運動に取り組み，練習の方法や場を選んだりできるようにする。 （思考・判断）
○技のポイントを生かし，安定した動作で支持跳び越しができるようにする。 （運動の技能）

３ 指導に当たって（男子１９名，女子２０名，計３９名）
跳び箱運動は，できる跳び越し方をさらに上手にしたり，できそうな跳び越し方に挑戦したりして楽しむ

。 ， ， ，運動である 今までできなかった技ができるようになると とても喜びを感じることができたり 教え合い
協力したりすることが楽しい運動である。しかし，できるできないがはっきりする種目でもあり，高さや失
敗に対して怖さを感じてしまう運動でもある。
児童にとって，技ができるようになることは最大の関心事であり楽しみでもある。また，それは次の新し
い技へ挑戦していこうとする自信にもつながっていくと考える。ここでは，跳び箱運動の運動の特性に触れ
させるためにも，できなかった技が「できるようになる」ことに重点を置いて学習を展開していきたい。
はじめに，マット運動を行ったときの実態として，体をしめたりゆるめたりといった器械運動に必要な感
覚が身に付いていない児童が多く，技に取り組む前段階として，跳び箱運動に必要になる基礎感覚づくりが
重要であると考える。そこで，器械運動のための感覚づくりとして「ねこちゃん体操」と跳び箱運動につな
がる動きづくりとして「跳び箱サーキット」を単元を通して横断的に位置付けていくことにする。
また，これまでの器械運動の学習においては，めあて①からめあて②へと移行するスパイラル型の授業や
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集団演技を取り入れた授業が多く展開されてきたが，技ができない児童にとっては，集団演技を行ったり，
めあて①とめあて②がスパイラルしたりということはとても困難であると考える。そこで，今回はめあて①
の学習を今もっている力で楽しむ学習ではなく，学級全体で共通課題の技に取り組むような学習にしていき
たい。その中では，技ができるようになるためのポイントやコツを教師主導の一斉指導で行い基礎基本をお
さえると共に，グループ内での教え合い学び合いを進めていきたい。グループ内を異質にすることで，練習
する人，補助する人，アドバイスする人など役割分担をし，教え合いを促進していきたい。
最後に，技別にできるまでの段階を踏んだステップ表を作成し，スキルの確認の段階でのグループの成員

の技の達成状況をスタートとし，そこからどれだけ伸びたかでグループ対抗の得点化をし，意欲付けを図り
たい。得点化には，技能だけでなく社会的態度を具体化した項目も含めて行っていきたい。
４ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能
①運動する場や用具などの安全 ①技のポイントや自分の課題 ① ，共通課◎安定した動作で
に， 気を付けようとす について考え，自分のめあ 題の技の支持跳び越しがで◎常に
る。 てを（選択したり， きる。◎自ら

） 。②跳び箱運動の楽しさやできた もてている考えたりして
喜びを味わえるように，進ん ②示された資料をもとに，練
で運動しようとする。 習方法や場づくりの仕方を

選んだり，見付けたりして◎根気強く，繰り返し
③友達と協力し励まし合い， いる。◎
助言し合い ◎観察した情報ながら運動しよう
とする。

◎は十分満足できる状況
５ 指導と評価計画（８時間扱い）

評価計画
関 思 技

○運動の特性や学習のねらい，計画，内容を理解する。
○跳び箱運動の学習準備をする。は

じ １ 学習のねらいと道筋を理解し，学習の進め方について知る。
め ・学習の流れや１時間の学習の進め方を知る。

・学習資料やＶＴＲ等を使い，動きのイメージ化を図る。
45 ・学習カードの使い方を知る。
分 ・準備・後片付けの分担をする。
× ・学習の約束事やルールについて話し合う。
１ ２ 用具の扱い方と安全面の配慮の仕方について知る。

３ 試しの運動をする。
・ストレッチ

①・ねこちゃん体操
・跳び箱サーキット
４ グルーピングと役割分担をする。

な ねらい①
○今もっている力で，どれだけ技ができるか調べる。か

１ １ 学習のねらいを確認する。
２ ストレッチ体操をする。

45 ３ ねこちゃん体操をする。
分 ４ 運動の場をつくる。
× ５ グループごとにできる技調べをする。
１ ６ 後片付けと整理運動をする。

７ 本時のまとめをする。
ねらい②
○共通課題の技（開脚跳び・かかえ込み跳び・台上前転
・はね跳び）を，グループで教え合いながらできるよう
にして楽しむ。

②な １ 学習のねらいを確認する。
か ２ ストレッチ体操をする。
２ ３ ねこちゃん体操をする。

①４ 運動の場をつくる。
②45 ５ 跳び箱サーキットをする。

分 ６ グループごとに教え合いながら，共通課題の技に取り組む。
× ①開脚跳び

③５ ②かかえ込み跳び
①③台上前転

④はね動作・首はね跳び
⑤頭はね跳び
７ 後片付けと整理運動をする。
８ 本時のまとめをする。
○単元のまとめの発表会を楽しむ。ま

と １ 学習のねらいを確認する。
め ２ ストレッチ体操をする。

３ 運動の場をつくる。
45 ４ 発表する技の練習をする。
分 ５ 発表会をする。
× ６ 後片付けと整理運動をする。
１ ７ 単元のまとめをする。

具
体
の
評
価
規
準

学
習
活
動
に
お
け
る

学習のねらい・活動
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③ 授業の結果と考察

ア 到達目標・行動目標の設定

オリエンテーションにおいて，技の完成型をＶＴＲで見ることにより，児童は技のイメ

ージをもつことができ，技能においての具体的な行動目標を明確にすることができた。ま

た，単元２時間目のできる技調べにおいて，撮影した自分の技の映像を，スポーツミラー

を使って９分割の連続写真にして提示することで，自分の技能面での課題が明確になり，

６ 本時の学習
（１）本時のねらい

・友達と協力し，励まし合いながら運動に取り組もうとする。 （関心・意欲・態度）
・技のポイントや自分の課題について考え，自分のめあてをもつことができる。 （思考・判断）
・共通課題の支持跳び越しができる。 （運動の技能）

（２）展開（６／８）
学習内容・活動 指導上の留意点 評価の観点，方法

，１ 整列，あいさつをする。 ・児童の健康状態を把握するために
２ 本時のねらいを知る。 健康観察を十分に行う。
○ グループで協力して教え合いながら，はね跳びに挑戦して楽しむ。

は ３ 学習の進め方やめあてを確 ・各自のめあては，前時の終わりに
じ 認する。 立てためあてを確認させる。
め ４ 準備運動・基礎感覚づくり 跳び箱運動に必要な部位をよくほ・

の運動をする。 ぐすよう助言する。
・ストレッチ運動 ねこちゃん体操をすることで，跳10 ・

。分 ・ねこちゃん体操 び箱運動に必要な基礎感覚を養う
◇ねこちゃんの動きができない児童
には補助について体を引き上げた

。り動作のポイントを教えたりする
５ グループ毎に協力して，跳 ・練習の場に危険を伴うような問題
び箱やマットを組み合わせた はないか観察し，安全への配慮を
場を準備する。 する。

６ 跳び箱サーキットをする。 ・跳び箱につながる補助的運動を， ＜思考・判断①＞
グループで，ローテーションさせ ・技のポイントや
ながら行わせる。 自分の課題につ

◇サーキットの動きが思うようにで いて考え，自分
きない児童には，補助したり演示 のめあてをもて

な したりしながら運動のねらいを理 ている。
解させる。 （学習時の観察，

７ グループの中で教え合いな ・グループ内で 「練習する人 「補 カードの記述）， 」
がら，はね跳びに取り組む。 助する人 「アドバイスする人」な」

か ・連結跳び箱からの跳び下り どの役割を決めて取り組むよう助 ＜関・意・態③＞
・ステージへの跳び上がり 言する。 ・友達と協力し，
・ステージからの前転，首は ・頑張っているグループには，技の 励まし合いなが
ね跳び，頭はね跳び 練習に取り組む態度や，協力の仕 ら運動しようと

28 ・飛び箱での確かめ 方について賞賛する。 する。
（ ）分 ・スポーツミラーでの確かめ ◇教え合いがうまくいかないグルー 学習時の観察

など プには技のポイントや，補助の仕
方について指導する。 ＜運動の技能①＞

・スポーツミラーを活用することで ◎ 共通課題の支，
自分のフォームを客観的に捉える 持跳び越しがで
ことができるようにする。 きる。

（ ）◇はねるタイミングがうまくつかめ 学習時の観察
ない児童には，大きな台上前転の
途中で腰を持ち上げてやり，足を
かくように跳ね上げられるように

８ グループ毎に整理運動をす する。
る。 ストレッチで十分に体をほぐすこ・

ま とができるよう，伸ばす部位を助
と ９ 学習の振り返りとまとめを 言する。
め する。 頑張った児童やグループを取り上・

げることで，友達同士のよいとこ
７ 後片付けをする。 ろに目を向けさせる。10
分 ・友達と協力し合って，安全に効率

よく片付けができるよう励ます。
◇は努力を要する状況にある児童への手だて
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めあてを意識した学習を展開することができた。また，社会的行動の学習における行動目標

をグループでの自己評価カードに提示することで，どのような態度で取り組むことがよいの

かが明確になり，単元を通してきまりを守って活動することができるようになってきた。

単元前後の体育授業に対する態度の変容を見るために実施した「診断的総括的評価」の結

果において，認識目標「まなぶ」の次元を見てみると，すべての項目の値が向上した。社会

的行動目標「まもる」の次元においても得点が向上し「＋」の評価が得られた。

これらのことからも，児童は技能の習得においても社会的行動の学習においても自分の行

動目標を明確にもち，跳び箱運動に意欲的に取り組んでいったということがうかがえる。

イ 教材づくり

ねこちゃん体操を単元に横断的に位置付けて毎時間行ったが，児童は意欲的に取り組むと

ともに，体をしめる感覚やゆるめる感覚などを身に付けていった。また 「跳び箱サーキッ，

ト」は児童にとって魅力的な運動であり，意欲的に取り組むとともに腕支持による体重移動

の感覚も身に付けることができた。これらのことから，基礎感覚づくりや主運動につながる

ような感覚づくりを行ったことが，主運動における技能の習得に役立ったと考えられる。さ

らに，学習過程において共通課題による一斉型の指導形態をとったことも，技能のポイント

の認識を生かした効果的な練習をすることができ，技能向上につながったと考えられる。

診断的総括的評価の技能目標（できる）の次元を見てみると，すべての項目においてその

値が向上した。また，運動有能感尺度の「身体的有能さ」の次元においても同様の結果が得

られた。これらのことから，児童は，今回の跳び箱運動の教材を通して，自分はできる，運

動能力がすぐれているといった運動技能に対する運動有能感が高まったことが分かる。さら

に支援装置も効果的であった。

ウ 相互作用

様々な練習の場において 「この場だったらできる」というようなスモールステップによ，

る「できる」をとらえて賞賛したことが内発的な動機付けになり，より難しい課題へ，そし

て技の完成型を目指して主体的に取り組むことができるようになったと考えられる。また，

スポーツミラーを使ってその場で視覚的に矯正的なフィードバックを与えたことで，児童の

認識が再考され，課題が明確になることで積極的に技に取り組もうとする意識も高まったと

考えられる。さらに，１単位時間の中で，できるようになった児童に演技をさせ賞賛すると

ともに，技のポイントについて全体で確認し合う時間を設けたことも有効であった。

診断的・総括的

授業評価の「友人・ 平 均 得 点 ｔ検定

先生の励まし」の項 単元前 評価 単元後 評価 Ｎ＝38

目で得点の有意な向 11.94 ０ 12.94 ＋ -3.608**たのしむ 情意目標（ ）

上が認められたこと 11.02 ０ 12.20 ＋ -4.445***まなぶ 認識目標（ ）

からも相互作用が有 11.13 ０ 12.47 ＋ -4.157***できる 運動目標（ ）

効に働いたと考えら 13.92 ＋ 13.05 ＋ n.s.まもる 社会的行動目標（ ）

れる。 48.52 ０ 52.02 ＋ -4.852***合計得点

* P<.05 ** P<.01 *** P<.001

次 元

表１ 単元前後における児童の診断的・総括的授業評価の変化
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第６学年 器械運動（マット運動）(2) 小学校における授業研究２

① 主題に迫るための手だて

ア 技術認識をもたせるために

ａ 到達目標の設定

児童の実態を踏まえ，本単元の到達目標を「一つ一つの技の質（出来栄え）を高

めるためのポイントがわかり，側方倒立回転を中心とした連続技ができること」と

した。まず，連続技に必要な前転系や後転系の基本となる技についても，技のポイ

ントを確認していくことで今よりもさらに質を高めていくこととする。側方倒立回

転については未経験の児童が多いため，器械運動学習支援プログラムソフト を使
注７）

用し，技の完成型やその技ができるようになるためのポイントを認識してから授業

に取り組めるようにする。また，グループごとに技にかかる学習資料を用意し，児

童がより明確に到達目標を意識しながら練習に取り組めるようにしたいと考える。

ｂ 行動目標の設定

本単元の中心となる「側方倒立回転」が上手にできるようにするために必要な技

能として，①その技能を習得する上で必要な基礎感覚を養うかえる倒立や足打ち，

壁倒立や補助倒立ができること，②手・手・足・足の順序で着き，腰を上げて側方

倒立回転ができること，③手・足が一直線上についた側方倒立回転ができること，

とする。また，その他の前転系や後転系の基本となる技についても，その質を高め

るためのポイントを視聴覚機器や学習資料を活用して全体で確認し，認識をもたせ

た上でその時間の行動目標を設定していく。さらに，学習カードを活用し，その時

間にわかった技のポイントを記入する欄を設け，分かったことを言葉を用いて表現

することでさらに技術認識を深めていきたいと考える。

イ 技術認識と技能習得をつなげるために

ａ 感覚づくり運動

技術認識が深まっても，その動きに必要な基礎的な身体感覚や運動能力が身に付

いていないと技能習得に結び付かないことが考えられる。そこで，オリエンテーシ

ョンの時間に，器械運動では「逆さ感覚」や「腕支持感覚」等の基礎感覚が大切で

あることを認識させる。そして，それらの感覚が段階的，継続的に身に付けられる

ように「感覚づくり運動」を単元に横断的に位置付け，毎時間のはじめに行うよう

にする。

ｂ 視聴覚機器の活用

技の完成型やポイント，さらに自分の技がどの程度できているかを認識して学習

に取り組めるように２種類の視聴覚機器を活用する。また，児童が授業中に自由に

活用できるようにするとともに，知識の共有化を図る場面を毎時間設定し，その機

器を活用しながら全体でポイントを確認し合い，認識を深められるようにする。

ｃ 練習の場の工夫

児童が「できた喜び」を味わい意欲の向上が図れるように，課題解決が容易にで

き，さらに必要な技術を習得できるような場を設定していく。また，側方倒立回転

の練習では，技の到達段階をステップ１～ステップ５に示し，それぞれのステップ

でどんな動きを身に付けていったらよいかを学習カードを使って考えさせるように
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する。手形・足形を床に貼った場，平均台や跳び箱を使って練習する場，段ボール箱を

重ねそれを倒さないように回ることで腰を高く上げたり，一直線上に回転したりするこ

とを練習する場，鈴をつけたゴムを張り，そこに足が触れるような大きな回転ができる

ように練習する場など，スモールステップ化を図った場を設け，挑戦意欲を喚起させな

。 ， （ ）がら児童の意欲を高めていきたいと考える さらに 遅延表示ソフト スポーツミラー

を活用し，自分の技の出来栄えをその場ですぐ確認できる場も設けたい。

ｄ 相互作用の工夫

， ，技を練習している児童に対し 教師側からの一方的な指示や説明を与えるのではなく

教師と児童双方向のやり取りを大切にしていく。技を終えた児童に対して「今の技はど

うだったか 「自分ではどう感じたか」などを問いかけることで児童の思考を促し，」，

さらにその答えに対しての問いかけを工夫していくことにより，技への認識を深めてい

くようにしたいと考える。そして，その結果，技能の向上が見られた児童の動きを紹介

するとともに，賞賛のことばを多くかけるようにし，学習カードにも毎時間の児童の頑

張りを認め，励ます教師からのコメントをできる限り書くようにする。

② 授業の実際

第６学年２組 体育科（運動領域）学習指導案

１ 単元名 器械運動（マット運動）

２ 目 標

○友達と協力し合い，学び合いながら技の習得を目指して練習に取り組みマット運動の楽しさを味わ

おうとする。 （関心・意欲・態度）

○自分のめあての達成に向けて，視聴覚教材を活用したり友達の技を見たりして，技ができるように

なるためのポイントを見付けることができる。また，自らの力に合った練習方法や場を選ぶことが

できるようにする。 （思考・判断）

○技のポイントを生かし，できるようになった技を繰り返したり組み合わせたりして，側方倒立回転

を入れた連続技ができるようにする。 （運動の技能）

３ 指導に当たって（男子15名，女子13名，計28名）

器械運動では 「できる 「できない」がはっきりと目に見えて表れることから，児童の運動意欲に， 」

大きな差が生じやすい。特に高学年ともなると，できないことへの恥ずかしさなども重なって練習意

欲が低下し，その結果，技が習得できずにますます器械運動が嫌いになるという悪循環に陥ることが

考えられる。しかし 「できない 「苦手だ」と考えている児童の実態をみると，学習経験が不足して， 」

いたり，技ができるポイントが分かっていなかったりする児童が多いことが分かる。また，安全への

配慮が欠けた場で練習したことにより恐怖感をもっている児童もいる。

そこで本単元では，まずマット運動の技の習得に必要な「基礎感覚」や「体力」を身に付けられる

ように準備・補強運動を工夫し 「逆さ感覚」や「腕支持感覚 「平衡感覚」などの器械運動に必要な， 」，

感覚づくり運動を単元を通して横断的に位置付けていきたいと考える。

また，技ができるようになるためには，その技のポイントや練習の仕方が「わかる」ことが大切で

ある。児童の実態を考えると，１時間の授業の中でそれぞれが自分のめあてに沿った技に挑戦する授

業形態だと，その技の基礎・基本が分からないままただ練習に取り組み，その結果技能の向上があま

り見られないで終わってしまうような授業になることが危惧される。そこで本単元では，学級全体で

共通課題の技に取り組み，その技ができるようになるためのポイントを一人一人がしっかりと認識し

ながら練習に取り組めるようにしたいと考える。さらに，視聴覚機器を活用することでその技のポイ

ントや練習方法，自分の技の出来栄えを自分たちで確認しながら練習できるようにし，練習では友達

と学び合いながら学習を進めていけるように配慮していきたいと考える。そして，児童が行動目標を

明確にもてるよう，全体で技のポイントを確認する時間も毎時間設けていきたい。
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４ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能

①器具や補助具など，身の回り ①視聴覚機器や資料を活用し， ①基本の技(ゆりかご・前転

◎常に ◎安定して学具 や場の安全に 気を付け 技のポイントや練習方法を見 系・後転系)が

習体 ようとする。 付けたり選んだりしている。 できる。

活の ②マット運動の楽しさを味わお ②側方倒立回転ができる。◎観察した情報

◎大きな動作で，連続させて動評 うと進んで練習に取り組もう ②友達と技を見合いながら，そ

に価 とする。 の技のポイントを ③できるようになった技を繰◎分かりや

◎繰り返し，粘り強く すく ◎技のつなぎお規 説明している。 り返したり，

け準 ③友達と 学び合い 組み合わせた◎自ら進んで をなめらかに

る ながら技のポイントを探そう りして演技することができ

とする。 る。

◎は十分満足できる状況

５ 指導と評価計画（８時間扱い）

評価計画

関 思 技
学習のねらい・活動

○運動の特性や学習のねらい，計画，内容を理解する。

○マット運動の学習準備をする。

は １ 学習のねらいと道すじを理解し，学習の進め方について知る。

じ ・単元の学習の流れや１時間の学習の進め方

め ・学習の約束ごとやルールについての確認

・学習カードや視聴覚機器の活用の仕方

45 ２ 用具の扱い方と安全面の配慮の仕方について知る。

分 ３ グルーピングと役割分担をする。３人グループをつくる。

× ４ 準備運動や感覚づくり運動について知り，試しの運動をする。

１ ・感覚づくり運動

(背倒立，かえる倒立，足打ち，肋木登り逆上がり，壁倒立，

補助倒立，平均台跳び越し，手押し車等) ①

ねらい①

○今の自分の力を知るためにできる技を調べたり，基本の技な

の質を高めたりして楽しむ。か

１ １ 学習のねらいを確認する。

２ 準備運動および感覚づくり運動を行う。

45 ３ スキルの確認（できる技調べ）をする。 ①

＜技のポイントを確認・意識しながら＞分 ４ 基本の技の練習をする。

× ・前転 ・開脚前転 (・伸膝前転 ）

２ ・後転 ・開脚後転 （・伸膝後転 ）

５ 後片付けと整理運動をする。

６ 本時のまとめをする。

ねらい②

② ①○共通課題の技（側方倒立回転・はね跳び等）ができるよう

になるためのポイントを知り，グループの友達と学び合い

ながらみんなで高め合って楽しむ。

な １ 学習のねらいを確認する。

か ２ 準備運動および感覚づくり運動を行う。

＜技のポイントを意識しながら＞２ ３ 側方倒立回転の練習をする。

・視聴覚機器を活用する（スポーツミラー・たくみ君） ③ ②
②

45 ・補助具を活用して，練習の場，練習方法を工夫する。

分 ４ はね跳びや前方倒立回転の技のポイントを知り練習する。

× ５ 前時までに学習した技について，さらに質を高められるように

４ 練習する。

６ 発表会に向けて，自分が取り組んできた技を組み合わせ，側方

倒立回転を入れた連続技の練習をする。

７ 後片付けと整理運動をする。

８ 本時のまとめをする。
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○単元のまとめの発表会を楽しむま

と １ 学習のねらいを確認する。

め ２ 学習の準備をする。

45 ３ 発表演技の練習をする。 ③

分 ４ 発表会をする。

× ５ 後片付けと整理運動をする。

１ ６ 単元のまとめをする。

６ 本時の学習

(1) 本時のねらい

○技のポイントを探すため，グループの友達と学び合ったり協力したりしようとする。

（関心・意欲・態度）

○視聴覚機器や資料を活用し，技のポイントや練習方法を見付けたり選んだりすることができる。

（思考・判断）

○いろいろな場や方法で練習し，自分の力に合った場で側方倒立回転ができる。 （運動の技能）

(2) 展開（５／８）

学習内容・活動 指導上の留意点 評価の観点，方法

１ 整列，あいさつをする。 ・健康観察を行い，見学の児童にも体

調に合わせて役割を与える。

は ２ 本時のねらいを知る。 ・本時の学習内容を説明する。

○側方倒立回転ができるようになるためのポイントを知り，グループの友達と学び合いながじ

らみんなで高め合って楽しむ。め

３ 準備運動・感覚づくり運動を ・各グループを見回り，必要に応じて

10 行う。 補助をしたり，一人一人に声をかけ

分 たりしていく。

４ 側方倒立回転の技のポイント ・前時に見付けた側方倒立回転のポイ

を確認する。 ントを発表させたり，視聴覚機器を ＜関・意・態③＞

◎自ら進んで活用したりして，技のポイントを全 ・友達と

体で確認し，認識を深める。 学び合いながら技の

５ グループごとに側方倒立回転 ・グループでお互いの技の出来栄えを ポイントを探そうと

な の練習をする。 観察し合う視点を確認し，学び合い する。

が活発に行えるようにする。 （学習時の観察）

・平均台や跳び箱を使って ・側方倒立回転が上達するために５段

か ・手形，足形を使って 階のステップを示し，自分の今の力 ＜思考・判断①＞

(バスケットサークル,直線) とさらにステップアップするための ・視聴覚機器や資料を

・段ボール箱を使って 練習方法がわかるステップアップカ 活用し，技のポイン

・ゴムを使って ードを活用させる。 トや練習方法を見付

・壁倒立や補助倒立から「側方 ・スポーツミラーを活用し，自分の技 けたり選んだりして

◎観察した情28 倒立回転立ち」の練習 の形を実際に自分の目で確認させ， いる。

報そこから練習方法を考えさせる。

分 ・練習の様子を見回りながら，技の出 （学習時の観察，

来栄えを自分はどうとらえているか カードの記述）

問いかけ，双方向のやりとりを大切

にしてさらに認識を深めていく。 ＜運動の技能②＞

◇平均台や跳び箱を使い，初めは両手 ・側方倒立回転ができ

，をついた状態から少しずつ腰を高く る。◎大きな動作で

連続させて上げていけるようにする。慣れてき

たら床に貼った手形，足形を使って （学習時の観察）

片手ずつ着く練習をさせていく。

６ 本時のまとめをする。 ・上手にできている児童を紹介し，模

ま ・模範演技 範演技をさせる。他の児童には，見

と ・カード記入 る視点を確認して，技への認識を深

め められるようにする。

７ ７ 整理運動と後片付けをする。 ・健康観察を行う。

分 ・片付けも協力して，素早く安全にで

きるようにする。

◇は努力を要する状況にある児童への手だて
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③ 授業の結果と考察

ア 目標の設定

児童が共通課題の技に取り組む単元構成とし，その時間ごとに視聴覚機器を活用しなが

ら一斉指導の場面を設け，技の完成型やポイントを確認していったことで児童はその時間

に「何が 「どのようにできればいいか」という具体的な目標をもって授業に取り組むこ」

とができた。学習カードには「技のコツやできるようになるためのポイント」を記入する

欄を設けたが，その記述からも多くの児童がその技に対する技術認識を深めていった様子

がうかがえた。さらに，その時間のめあてのもち方にも変化が見られ，その技のポイント

をとらえた具体的なめあてをもって授業に取り組める児童が多くなった。単元の前後に行

った「診断的総括的授業評価」の「学び方」の次元をみても 「12.46→ 13.96」と得点，

が大きく向上した。この結果から，児童はこの単元の学習を通して，目標やめあてを明確

にもち，考えながら学習に取り組むことができるようになったと考えられる。

イ 教材づくり

毎時間のはじめに行った感覚づくり運動では，グループで協力し合いながら楽しそうに

その運動に取り組む児童の姿が見られた。かえる倒立や足打ち，壁倒立や補助倒立はほと

んどの児童ができるようになり 「腕支持感覚や逆さ感覚」を養う上で大いに有効であっ，

たと考えられる。また，本単元の中心課題である「側方倒立回転」の習得を目指した第４

時・第５時の授業では，スモールステップ化を図ったり，挑戦意欲を喚起させたりできる

ように練習の場を工夫した。図１の形成的授業評価の結果からも分かるように，練習の場

にも慣れ，練習を重ねるごとに認識した技のポイントを体感できるようになった第５時で

は各項目で高い得点が得られた。特に「成果」の得点が大きく向上し，児童自身がこの授

業を通して「わかった・できた」という感覚を強く味わうことができたと考えられる。

さらに，単元前後の「運動有能感調査」の結果を比較し 「統制感」の次元を見てみる，

と 「練習をすれば必ず技術が向上する 「できないこともできるようになる」と考える， 」

児童が大きく増えていることが分かった。この結果からも，視聴覚機器を活用し，一斉型

の指導で認識学習に重点を置いた今回の授業は，技能を向上させる（児童が学習の成果を

実感する）上で有効であったと考えられる。

ウ 相互作用

３人グループのトリオ学習で互いに学び合いながら学習することをねらいとしたが，一

人一人が技のポイントを認識して学習に取り組んでいたので，グループ内でのアドバイス

が活発に行われていた。また，教師側からの技の出来栄えに関する問いかけにも，技術的

なポイントを押さえた答えが返ってくるようになり，児童は技への認識を深めながら学習

に取り組むことができたと考えられる。さらに，形

成的授業評価の「協力」や運動有能感調査の「受容

感」の次元でも高い評価が得られた。授業後の感想

からも，友達と協力しながら楽しく学習できた様子

がうかがえ，励ましや賞賛，拍手など肯定的な雰囲

気で学習を進められたことも，児童の学習への意欲

を高め，その結果として技能の向上にもつながった

と考えられる。

2.20

2.30

2.40

2.50

2.60

2.70

2.80

2.90

3.00
（得点）

総合評価 2.56 2.60 2.56 2.80 2.70 2.81

成果 2.42 2.48 2.30 2.70 2.43 2.68

意欲関心 2.77 2.84 2.65 2.83 2.86 2.87

学び方 2.55 2.59 2.70 2.85 2.84 2.88

協力 2.55 2.54 2.74 2.85 2.80 2.88

2時間 3時間 4時間 5時間 6時間 7時間

図１ 児童の形成的授業評価の推移
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第２学年 球技（ハンドボール）(3) 中学校における授業研究１

① 主題に迫るための手だて

ア 技術認識をもたせるために

ａ 到達目標の設定

集団的技能では 「ボールを持たないときの動き方を身に付け，仲間と連動した動，

きができる」という目標を設定し，その動き方が重要であることを認識させながら練

。 ， ，「 ，習やゲームに取り組ませるようにする また 個人的技能では 状況に応じたパス

キャッチ，シュートができる」という目標を設定し，集団的技能を支える技能として

身に付けさせていく。

ｂ 行動目標の設定

集団的技能の「ボールを持っていないときの効果的な動き」として，オフェンスで

は，①「見方からのパスを受けられる位置に動くことができる」②「相手ディフェン

スを引きつけられる位置に動くことができる 。ディフェンスでは，①「自分のマー」

クする相手の進路を防ぐことができる」②「ゴール前で相手がフリーでシュートでき

ないよう，空間を埋める守り方ができる」こととする。

また，個人的技能の目標については，①パスでは 「味方の動きに応じ，動く方向，

に合わせたパスができる」②キャッチでは 「動きながらキャッチできる」③シュー，

トでは 「ステップシュートやジャンプシュートができる」こととし，オリエンテー，

ションや各時間の開始時に全体で確認する。また，それぞれの動き方を示した学習資

料や学習カードを活用しながら具体的な動きとして認識させる。

イ 技術認識と技能習得をつなげるために

ａ 視聴覚機器（ＶＴＲ）の活用

生徒が客観的に自己や他者の動きを理解し，的確な状況判断ができるようにするた

めにＶＴＲを活用する。具体的にはゲームでのオフェンスやディフェンスの仕方，ボ

ールを持たないときの効果的な動き方などの集団的技能，パス，キャッチ，シュート

などの個人的技能のポイントが視覚的なイメージとして認識できるようにする。

ｂ 用具・ルールの簡易化とゲームのミニ化

ボールを軽量化し扱い易いものにする。また，ドリブルを使用しないというルール

を導入することで，技能の個人差を軽減し，立案した作戦行動が容易に行えるように

。 ， ， ，していく さらに コートの大きさを狭くし ゲームの人数を少なくすることにより

どの生徒にもボールに触れる機会を保障し，ゲームでの状況判断や効果的な動きが行

い易いようにしていく。

ｃ 相互作用の工夫

○ 生徒自身が行動目標に気付くことができる言葉かけを心がける。

○ ＶＴＲを見ながら，ボールを持たないときの動き方に着目し，効果的な動き方を

している場面を取り上げ，全体で確認する場面を設けていく。また，学習カードの

「今日のわかったこと」に記入した生徒の考えを取り上げ全体で確認していく。

○ 協力して活動している生徒（学び合いの場）を賞賛するとともに，効果的なアド

バイスについての共有化を図る。また，生徒の達成の姿を見取り，賞賛の声をかけ

ていき，学習意欲を持続させていく。
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② 授業の実際

第２学年３組 保健体育科（体育分野）学習指導案

１ 単元名 球技（ハンドボール）

２ 目 標

○お互いを認め合い，協力して練習に取り組み，それぞれが役割を果たそうとする。さらに，審判の判

定に従おうとするとともに，場の安全に注意して運動しようとする。 （関心・意欲・態度）

○課題に応じた解決方法や練習方法を選んだり見付けたりできるようにする。 （思考・判断）

○基本的なパス，キャッチ，シュートの技能を身に付けるとともに，ボールを持たないときの効果的な

。 （ ）動き方ができるようにする 運動の技能

， ， 。（ ）○授業の進め方 ゲームのルール ゲームでの役割を説明することができるようにする 知識・理解

３ 指導に当たって（男子20名，女子16名，計36名）

本校の球技の年間指導計画は，１年次では教師の強い指導性のもとに基礎・基本を習得させ，２年次で

は教師の指導性を弱め，生徒の自発的学習への移行を行い，３年次では種目選択により，生徒の自発的学

習を生かした授業を展開している。

２年生は，昨年度，ハンドボールの授業を６時間経験している。そこでは，①授業の進め方やゲームの

ルールを知るなどの知識・理解の習得，②ゲームでの約束事を守るなどの社会的態度の育成，③基本的な

パス，キャッチ，シュートなどの技能の習得を目指してきた。しかし，６時間の学習活動では，これらの

すべてを完全に習得できたとはいえない。特に技能の習得では，扱い易いボールを採択したり，ドリブル

を行わないといったルール上での工夫をしてきたが，どうしても個人差が生じている。

そこで，本年度は特に次の４点について力を入れていきたい。

①基本的な技術の習得段階では，教師の指導性を強く発揮し全体での指導場面を位置付けていくこと。

， ，②ゲーム中のボールを持っていない時の動きの技能を習得させるために を活用することによってVTR

生徒が客観的に自己や他者の動きを理解し，状況判断や効果的な動き方ができるようにしていくこと。

③扱い易い用具，簡易化されたルールを採用したり，コートの大きさを狭くし，ゲームの人数を少なく

するといった，いわゆるゲームのミニ化を図ったりすることにより，技能の個人差を軽減し，ボールに

触れる機会を保障し，戦術や作戦行動が容易に行えるようにしていくこと。

④社会的態度の育成に関しては，１年次の学習上の約束事を引き継ぐと同時に，生徒同士による学び合

い，教え合う学習の場を設定し促していくこと。

４ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

， ，①自分の役割に責任をもち ①自分やチームの課 ①パス，キャッチ， ①授業の進め方

協力しながら活動し 題をもち，練習方法 シュートの基本的な ゲームのルール◎常に

ようとする。 を選んでいる。 技能を 身 が 言え◎よりよく ◎正確に

②進んで練習・ゲームに に付けることができ る。◎ ◎自分で課題を決め

取り組もうとする ②ゲームでの動きが る。 ②技能を習得す粘り強く 。

③授業の約束を守り， 分かり， 作 ②チームで考えた作 るための練習の◎自分で

公正な態度で練習や 戦を立てて練習やゲ 戦にしたがい自分の 仕方やゲームで◎常に

◎十分に ◎正ゲームをしようとする。 ームを組み立ててい 技能を 発揮 の動き方が

る。 できる。 カードに書確に

ける。

◎は十分満足できる状況

具
体
の
評
価
規
準

学
習
活
動
に
お
け
る



- 116 -

５ 指導と評価計画（10時間扱い）

評価計画
学習のねらい・活動

関 思 技 知

は

じ

め １年の学習内容の確認のゲームを行う。1

50 ・準備・後片付け，授業の流れ，ゲームの進め方，ルールを

分 確認する。

× ２ を視聴し，自分や他人の動きを観察・分析し，学習課題のVTR

２ 設定とゲームでの動きを理解する。

①な ねらい①

か

１

② ①１ 用具の準備，準備運動をする。

50 ２ 基本的技能の習得 ・パス，キャッチ，シュート

③ ①分 ３ ゲーム①をする。 ３分×２回

× ４ ゲーム①の反省をもとに作戦を考え練習をする （３対３）。

３ ５ ゲーム②をする。 ３分×２回

６ 学習の振り返りをする。

50

分 １ なか１でのゲームの を視聴し，ゲームでの動きの確認をVTR

①× し，新たなめあてや活動計画を考える。

１

な ねらい②

か

２

１ 用具の準備，準備運動をする

② ②50 ２ 基本的技能の習得 ・パス，キャッチ，シュート

② ②分 ３ ゲーム①をする。 ５分×２回

③× ４ コンビネーション技能の習得

３ ・カットインプレー，ポストプレー，ブロックプレーなど

・対戦相手に合わせた作戦を考え練習をする。

５ ゲーム②をする。 ５分×２回

６ 学習の振り返りをする。

ま

と

め １ ゲームのＶＴＲを視聴する。

50 ・動きのよい点，悪い点を確認する。

分 ２ カードのまとめと自己評価をする。

× ・個人技能，集団技能の実現状況について確認する。

１ ３ 学習のまとめ

・一斉で確認し合う。

今ある技能でルールを守り，仲間と協力してゲームを楽しみ，○
新しい技能を身に付ける。

， ，○身に付けた技能を基に チームで立てた作戦を実行し
ゲームを楽しむ。

○運動の特性や学習のねらい，計画，内容を知る。
○ハンドボールの学習準備をする。

○ゲームの反省をし，新たな課題を見付ける。

○単元のまとめをする。
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６ 本時の学習

(1) 本時のねらい

○相手のマークをはずし，フリーでボールを受け，シュートすることができる。 （運動の技能）

(2) 展開（４／10）

学習内容・活動 指導上の留意点 評価の観点方法,

は １ 用具の準備，準備運動をする。 ・生徒の健康観察を行う。

じ ２ 本時のねらいをする。 ・本時の学習内容を説明する。

○ フリーになる動きを考え，一人１回シュートを決めようめ

５ ・前時までの技能のポイントについて確認

分 し合う。

３ グループごとに，パス，キャッ ・リーダーを中心に活動できているグループ

チ，シュート練習を行う。 を賞賛し，学習への意欲付けをする。

・パス，キャッチの習得とともに，歩ける歩

数についても意識してできるよう助言す

る。

・基本的技能が身に付いている生徒を賞賛す

るとともに，技能のポイントについて全体

で確認し合う場を設ける。

４ ゲーム（前半）を行う。 シュートした生徒に対して賞賛の言葉をか・

な ・３分×２回 ける。

・１チーム人数，５人 ◇シュートできない生徒には「自分から積極

か 的にパスをもらってシュートに行こう」な

どの励ましの言葉をかける。また，シュー

〈 ）40 トに至らなかった原因について考えさせる 運動の技能①

分 ための質問をする。 ・習得した基本

５ ゲームの反省をもとに効果的な ①パス，キャッチ，シュートの基本的な技能 的な技能を生

動き方を考え練習をする。 を身に付ける。 かしてゲーム

・練習内容が反省に基づいて行われているグ をすることが

ループを賞賛し，できていないグループは できる。

３対３のゲームを行うよう助言する。 (学習時の観察)

・友達に声をかけている生徒やシュートを打

６ ゲーム（後半）を行う。 った生徒に賞賛の言葉をかける。

・３分×２回 ・相手のいないところに動く動きや，味方の

取りやすいボールを投げている生徒には賞

賛の言葉をかける。

◇できていない生徒には具体的な動きを指示

する言葉かけをする。

本時の頑張りや出来栄えを互いに認め合うま ７ 反省をする。 ・

よう助言し，次時への意欲付けをする。と ・グループごとに話し合い，学習

・行動目標を踏まえた反省ができるよう反省め カードに記入する。

の視点を助言をする。５ ・グループごとの反省を発表す

分 る。

・教師の話を聞く。

◇は努力を要する状況にある生徒への手だて
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③ 授業の結果と考察

ア 目標の設定 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

本研究では 思考 わかる 全体 2.46 2.09 2.80 2.80 2.37 2.82 2.71 2.77 2.82， （ ），

技能（できる）の行動目標を できる 2.25 2.00 2.90 2.90 2.45 2.83 2.60 2.80 2.76

定め授業を行った。前半の５ わかる 2.63 2.84 2.90 2.76 2.48 2.83 2.88 2.80 2.79

時間目までの目標として「味方からのパスを受けられる位置が分かり，その動きができる

こと ，そのために「味方の動きに応じたパス・キャッチができること 」とした。また，」 。

後半は「相手のディフェンスをかわすチームプレイの方法が分かり，相手を引きつける攻

め方とそれに対する守り方ができる 」という目標を設定した。。

表１は生徒による形成的授業評価である。生徒は各項目ごとに３点満点で評価をしてき

た。その結果，１，２時間目はオリエンテーション，５時間目は男子生徒同士でチームワ

ークに関する問題が生じ評価が低くなっているが，これ以外の授業では，評価が高く，授

業の成果が得られたと言える。なかでも前半での評価が高かったことから，思考・技能面

の課題が生徒にとって解決し易いものであったと考えられる。逆に後半では学習課題を解

決できなかった生徒が出てきたことになる。これらのことから，行動目標の設定において

は，身に付けさせたいことを明確にし，限られた時間の中で達成可能な内容を設定するこ

とが大切である。

イ 教材づくり

２時間目は50分間，６時間目は15分間ＶＴＲを視聴した。その結果，生徒が客観的に自

己や他者の動きを理解し，ゲームでの効果的な動き方が分かるようになった。２，６時間

目の「わかる」の評価がそれぞれ2.84，2.83と高く，さらに次の３，７時間目まで継続さ

れていることから，ＶＴＲの活用はゲームでの状況判断や役割に応じた動きの認識に効果

。 ， ，があったと考えられる また 扱い易い用具・ルールの簡易化やコートの大きさを狭くし

ゲームの人数を少なくするといった，いわゆるゲームのミニ化によって，認識したことが

容易に行動に移すことができるようになっていった。

ウ 相互作用

社会的行動 に対する言葉かけでは，５時間目の男子にチームワークに関する問題が
注８）

発生したが，その都度活動を中断し，望ましい態度の在り方を指導してきた。その結果，

一時的に評価は低下したが，次の時間には解決していった。球技の場合，よりよい人間関

係のもとに運動が行われないと運動の成果はあがらなくなることが，指導によって生徒に

受け入れられていった。技能に対する言葉かけでは，技能の行動目標を達成できている生

徒を賞賛することによって自信をもたせると同時に，周囲の生徒への意欲付けを図ってき

た。その結果，生徒の自己評価と教師の評価がほぼ一致するようになった。思考に対する

言葉かけでは，毎時間，学習カードに書かれた記述を基に，個々の認識状況を把握しフィ

ードバックを与えることができた。また，カードの記述には技術認識をともなったキーワ

ードが書かれるようになり，学習資料や学習場面でのフィードバックが効果的に働いたと

考えられる。大部分の生徒はゲームに対し肯定的な感想や思いを抱いているがなかには否

定的にとらえる生徒もいる。授業評価とも一致することであるが，何に対して否定的感情

をもっているのか学習カードからとらえ，一人一人の生徒に応じた的確な言葉かけができ

るようになった。

表１ 生徒による形成的授業評価の推移
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第２学年 球技（バレーボール）(4) 中学校における授業研究２

① 主題に迫るための手だて

ア 技術認識をもたせるために

ａ 到達目標の設定

第２学年におけるバレーボールの到達目標を「３段攻撃ができること」とし，特に

ネットを越えてきたボールに２番目に触球する「セッター」の役割に着目した学習内

容を設定する。そして，オリエンテーションの中で実際のバレーボールのゲームのＶ

ＴＲを視聴し 「セッター」の動きのイメージをもったりゲームの中で果たす役割の，

， 。重要性を理解したりすることで 生徒が到達目標をより明確に認識できるようにする

ｂ 行動目標の設定

本単元では「セッターに求められる技能」を，①相手コートから飛来するボールを

目視し，レシーバーと向かい合わせになる動きができること，②レシーブされたボー

ルの落下地点に入る動きができること，③ボールの方向性を変えたオーバーハンドパ

スができること，とする。また 「セッターを活用するための技能」として，④セッ，

ターへの正確なアンダーハンドパスができること，⑤セッターがあげたボールをスパ

イクすることができること，とする。この５つの動き（技能）を「３段攻撃成功の５

要素」と位置付け，学習カードや学習資料に示すとともに，その活用場面を意図的に

設定する。そして，３段攻撃の成立を図るために必要な技能のポイントを個々の生徒

に十分に認識させた上で学習に取り組ませていく。

イ 技術認識と技能習得をつなげるために

ａ チーム編成の工夫

１チーム６人で編成するが，単元の前半は少人数制（４人）のゲームを中心に行う

こととする。人数を少なくすることで，生徒一人一人がボールに触れる機会を保障す

るとともに，ゲームでの役割分担（セッター，アタッカー，レシーバー）が明確にな

り，習得すべき技能の認識も活用することができると考える。さらに，ゲームに参加

しない２人がゲームの様相（トスを上げられた回数，３段攻撃ができた回数など）を

観察し，互いの技能の習得状況を確認（アドバイス）し合ったり，新たなチームの課

題を発見したりすることで，生徒が技能の高まりを実感しながら学習に取り組めるよ

うにする。

ｂ スキルアップメニューの作成

先に述べた 「セッターに求められる動き（技能 」および「セッターを活用する， ）

ための技能」すなわち「３段攻撃成功の５要素」の技能習得を目指したスキルアップ

メニュー（壁パス（アｂ－② ，四角パス（アｂ－③ ，８の字パス（アｂ－④ ，壁） ） ）

打ちアタック（アｂ－⑤ ）を作成し，単元を通して生徒が自己の技術認識および技）

能習得の状況を確認しながら学習が進められるようにする。

＊（アｂ－②）等は行動目標

ｃ 学習過程の工夫

本教材の生徒から見た特性は，やはり「ゲームをして楽しむ」であると考える。そ

こで，チーム練習にドリルゲームを取り入れ，楽しみながら基礎技能を高められるよ

うにする。そして，そこで習得（向上）した技能を次のゲームに生かしていくという
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学習の流れで授業を展開していく。また，ねらい①→ねらい②は 「４対４」のゲームか，

ら「６対６」のゲームへと発展させ，さらに，生徒の「正規のバレーボールの試合をした

い」という欲求に応じるために，学習のまとめとして，６人制のルールで「６対６」ゲー

ムを実施する。

ｄ 相互作用の工夫

認識学習を効果的に進めていくためには，仲間との適切なかかわり合いが重要である。

そのため，生徒が頭でイメージした動きを実際に身体の動きとして実現（習得）できた場

面を見逃さずにとらえ，賞賛するとともに仲間との共有化をうながしていく。また，つま

ずきが見られる生徒に対して矯正的フィードバックを行う場面では，すぐに説明や指示的

内容を示すのではなく，まずは，動きを振り返り（自己評価）思考・判断力を活用できる

ような発問や認識を深められるような言葉かけを行うようにする。これらの教師の働きか

けを通して，生徒の学び合いの活性化をうながし，認識と技能習得をつなげていきたい。

② 授業の実際

第２学年１，３組 保健体育科（体育分野）学習指導案

１ 単元名 球技（バレーボール）

２ 目 標

○バレーボールの特性に興味・関心をもち，進んで運動を楽しみ，ゲームや練習に意欲的に挑戦しようと

する。また，審判の判定に従おうとするとともに練習やゲームの場の安全を確かめようとする。

（関心・意欲・態度）

○チームの課題や自分の能力に適した課題を見つけ，課題に応じた練習やゲームを選んだり見付けたりす

ることができるようにする。 （思考・判断）

○アタックにつながるトスを上げることができるようにするとともに，セッターを活用するためのレシー

ブやアタックなどの個人的技能を身に付け，３段で攻撃することができるようにする。 （運動の技能）

○運動の特性やルールが分かり，ゲームの進め方・練習の仕方について説明したり書き出したりすること

ができるようにする。 （知識・理解）

３ 指導に当たって（男子18名，女子18名，計36名）

バレーボールは１人が続けて触球することができないため，他のチームスポーツよりチーム内の連携や

協力が必要とされる。チームにトスを上げてくれる人がいなければスパイクを打つことはできないし，レ

シーブが上がらなければトスを上げることはできない。そのため，３段攻撃が成功したときの喜びはひと

しおである。そこで，本単元では，バレーボールにおける３段攻撃の確立を図るために 「セッター」の役，

割に着目して授業を展開していくこととする。

はじめに 「セッターに求められる動き（技能 」と「セッターを活用するための技能」を組み合わせた， ）

『スキルアップメニュー』を設置する。このコースは４つの運動（壁パス，四角パス，８の字パス，壁打

ちアタック）から成り立っており，生徒一人一人が単元を通して，自己の技術認識および技能習得（向上）

の状況を確認（アドバイス）し合いながら学習を進めさせたい。また，この活動をチームごとに合計得点

を競い合いながら行わせることで 「教え合い 「助け合い 「励まし合い」など，生徒の共同学習の活性化， 」 」

を図りたい。

次に，生徒の技能や人数に応じたコートの広さやネットの高さを工夫することで，ねらいにあったゲー

ムが展開しやすいようにする。ねらい①では，生徒のボールに触れる機会を保障するとともに，チーム内

の役割分担を明確にするために「４対４」のゲームのミニ化を行う。さらに，そのゲームの条件（ワンバ

ウンド可，サーブの方法や位置，触球回数やパスの制限など）を工夫すると共に，戦術的課題を明確にし

， 「 （ ）」 「 」てゲームを行うことで 生徒が セッターに求められる動き 技能 や セッターを活用するための技能

の高まりを実感しながら学習に取り組めるようにしたい。

４ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

①互いに協力して練習や ①示された資料をも ①セッターが ①技能を習得する◎一歩以内の

学評 ゲームに 取り とに，チームの課 トスを上げること ための練習の仕◎進んで 動きで

習価 組もうする。 題や自分の能力に ができるパスを送ること 方やゲームでの

◎率先して ◎具体活規 ② 仲間に助言 適した課題を見つ ができる。 動き方を

動準 したり，励ましたりし けている。 ②レシーブされたボールの 書き例を挙げて

に ようとする。 落下地点に入り，アタッ 出している。◎観察した情報

お ③審判の判定を受け入れ ②示された資料を基 カーに ②試合や審判の仕， ◎安定したボール
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け 公平な態度で取り組も に，課題を解決す トスすることができる 方について説明しを 。

る うとする。 るための練習を選 ③セッターから送られてき たり書き出したり

具 んでいる。 たボールを相手コート内 している。◎尊重し

体 ④練習やゲームにおいて にアタックすることがで， ◎自ら工夫して考

の コート内の安全に きる。常に えている。

◎狙ったところ気をつけようとする。

◎は十分満足できる状況

５ 指導と評価計画（12時間扱い）

評価計画
学習のねらい・活動

関 思 技 知

○運動の特性や学習のねらい，計画，内容を理解する。

○試しのゲームを行い，自分やチームの現状を把握する。

は １ 運動の特性やねらいを知る。

じ ・ セッターの動き」に着目してＶＴＲを視聴する。「

め ２ 学習の仕方について確認する。

・学習カード（個人，グループ）の使い方

50 ・学習資料の活用の仕方

分 ３ チーム編成および役割分担をする。

× ４ 試しのゲーム（正規のルール）をする。

２ ・人数は６対６，コートの広さは９ｍ×９ｍとする。

・ゲームチェックリストに，レシーブ・トス・アタックの各スコアー

を記入する。

ねらい①

○基本的な技能を身に付けるとともに，自分やチームの課題を見付

けながら練習やゲームを楽しむ。な

か １ 本時の学習内容や学習の進め方を確認する。

１ ２ 準備運動およびスキルアップメニューを行う。

３ ドリルゲームをする。

・アンダーハンドパス→トス（オーバーハンドパス）→キャッチ ① ①

50 ４ ゲームⅠをする。 ①

分 ・人数は４対４，コートの広さは７ｍ×７ｍとする。

× ・ セッターがトスしやすいボールを送る」ことと 「アタックにつな「 ，

４ がるトスを上げる」ことを戦術的課題として行う。

・味方のレシーバーにボールを送ることからゲームを始める。

④
５ 整理運動をし，本時の学習を振り返る。

ねらい②

○個人的技能や集団的技能を高めるとともに，練習や作戦を工夫し

てゲームを楽しむ。な

か １ 本時の学習内容や学習の進め方を確認する。

２ ２ 準備運動およびスキルアップメニューを行う。 ①

３ ドリルゲームをする。 ②

・トス（オーバーハンドパス）→アタック ② ② ③

50 ４ ゲームⅡをする。

分 ・人数は６対６，コートの広さは８ｍ×８ｍとする。

× ・ 三段攻撃で得点する」ことを戦術的課題として行う。「

４ ・ローテーションを用い，役割分担（セッター，アタッカー，レシー

バー）を明確にしてゲームを行う。

５ 整理運動をし，本時の学習を振り返る。

○単元のまとめのゲームを楽しむ。

ま １ 準備運動をする。

と ２ バレーボール大会（トーナメント戦）をする。

め ・人数は６対６，コートの広さは９ｍ×９ｍとする。

・ゲームチェックリストに，レシーブ・トス・アタックの各スコアー

を記入し，試しのゲームとの比較をする。 ③ ②

50 ３ 学習の振り返り

分 ・楽しさの実感や達成感，技能の伸びについて話し合う。

× ４ 学習成果のまとめ

２ ・ セッターに求められる動き（技能 」や「セッターを活用するため「 ）

の技能」の高まりを中心に学習成果をまとめる。
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６ 本時の学習

(1) 本時のねらい

○セッターがトスを上げることができるパスを送ったり，レシーブされたボールの落下地点に入り，

アタッカーにトスをすることができる。 （運動の技能）

(2) 展開（５／12）

学習内容・活動 指導上の留意点 評価の観点，方法

は １ あいさつ，出席確認をする。 ・生徒の健康観察を行う。

じ ２ 学習のねらいを知る。 ・本時の学習内容と方法を説明する。

め ・前時までの学習で分かった技術ポイン

トについて全体で確認する。

， 。８ ○基本的な技能を身に付けるとともに 自分やチームの課題を見つけながら練習やゲームを楽しむ

分 ３ 準備運動をする。 ・リーダーを中心に元気よく行う。

，４ スキルアップメニューを行う。 ・スキルアップメニューを実施する際は

・１分間で連続してできた回数を 教え合い学習を重視し，互いの技能の

記入する。 向上が認め合えるようにする。

◇つまずきや意欲の低下が見られる生徒

へは，学習資料等を用い個別に指導す

る。

５ チーム練習 ・ セッターに求められる動き（技能 」「 ）

・前時の授業での振り返りを生か ができているかどうかをお互いに確認

し，ゲームⅠの戦術的課題を解 し合いながら活動を進める。

決するために必要なドリルゲー ◇それぞれのポジションでのねらいを生

ムを選んで行う。 徒に分かり易く説明する。

アンダーハンドパスで送られ レシーバー … セッターがトスを上げ

な てきたボールを目的の地点（ア やすい位置や高さを考え

タッカーの位置）にトス（オー てボールを送る。

バーハンドパス）すること。 セ ッ タ ー … オーバーハンドパスで

アタッカーにボールの方

向を変えてトスを送る。

◇簡易にレシーブができるようにするた

か めに，山なりのボールを送ったり，ワ

，ンバウンドでレシーブしたりするなど

チームの実態に合わせて行わせる。

６ ゲームⅠ（４対４）をする。 ◇チームの技能のレベルに合わせてルー ＜運動の技能②＞

・戦術的課題を ルを工夫する。 ・レシーブされたボ

アタックにつながるトスを上 ◇ローテーションの仕方や役割分担（セ ールの落下地点に

35 げること。 ッター，アタッカー，レシーバー）を 入り，方向性を変

分 設定してゲームを行う。 明確にし，セッターはトスを上げるこ えてトスすることと
・味方のレシーバーにボールを送 とに専念させるようにする。 ができる。

ることからゲームを始める。 ・ アドバイザー」のポジションに位置す （学習時の観察）「

・試合時間は５分間で，ローテー る（ゲームに参加しない）生徒は，ゲ （ゲームの記録）

ション制で行う。 ームの様相を観察し，個人やチームの

・得点はラリーポイント制を採用 課題の達成状況を把握できるようにす

する。また，課題の達成状況を ると共に，プレーヤーへの具体的な声

把握するため，トススコアーを かけを行う。

記録する。 ・ゲームを行わないチームは，公平な態

度で審判にあたるよう助言する。

・生徒が「できた」場面を見逃さずに賞

賛すると共に，その時の技能のポイン

トについて共有化をうながす。また 肯,
定的な雰囲気でゲームが進行できるよ

うにする。

ま ７ 整理運動 ・本時の頑張りやよい動きを互いに認め

と ８ 本時の振り返り 合い，次時への意欲付けを行うように

め ９ 学習カードのまとめ する。

７ 次時の学習内容の確認 ・ わかったこと 「できたこと」を中心１０ 「 」

分 に，具体的な技術に関するキーワード

を使って学習カードへ記入する。

◇は，努力を要する状況にある生徒への手だて
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③ 授業の結果と考察

表１ 生徒による形成的授業評価の推移ア 目標の設定

オリエンテーシ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11

ョンにおいて，全 全 体 2.53 2.51 2.52 2.64 2.66 2.74 2.69 2.70 2.69 2.77 2.85

員で全日本女子の できる 2.29 2.06 2.25 2.62 2.58 2.62 2.56 2.64 2.53 2.71 2.81

実際のゲームを視 わかる 2.71 2.42 2.44 2.57 2.61 2.67 2.59 2.64 2.56 2.65 2.79

聴したことで，セッターの動きやその果たすべき役割の重要性が理解でき 「形成的授業，

評価」の「わかる」の項目，１時間目の授業評価からも生徒が到達目標を認識できたこと

。 ， （ ） 「 」がうかがえる また ねらい① ３時間目～６時間目 では セッターに求められる技能

を，ねらい②（７時間目～10時間目）では「セッターを活用するための技能」を学習の中

心に据え，生徒に身に付けさせたい技能を行動目標として具体的に設定するとともに，学

習カードや学習資料に示し，毎時間全体で確認したことにより，生徒は技術認識を深めな

がら学習に取り組むことができたと考える。

イ 教材づくり

行動目標に挙げられた技能を習得するためのスキルアップメニューを作成し，単元を通

して毎時間実施した。各チームとも授業を重ねるごとに記録の向上が見られ，主運動への

意欲付けとともに技能習得に大変効果的であった。また，チーム練習としてドリルゲーム

を位置付けたことで，生徒は楽しみながらセッターに求められる技能を習得していくこと

ができた 「形成的授業評価」の「できる」の項目からも 「なか１」では2.25→2.62へ，。 ，

「なか２」では2.56→2.71へと高まりが見られたことからも，ドリルゲームが生徒の技術

。 ，「 」認識と技能習得をつなげていく上で効果的に作用したと考えられる さらに ゲームⅠ

で取り入れた「アドバイザーポジション」での生徒の声かけの内容に着目すると，初期の

段階ではプレーのつまずきに対する情意的なものが大多数を占めていたが，時数を重ねる

に従い，トスの上げ方や方向，レシーブやアタックのフォームなど，技術認識に基づく内

容のものへと変容していった。これらの効果はゲーム中のトススコアーにも反映され，生

徒は技能の高まりを実感しながら，意欲的に活動することができた 「まとめ」のバレー。

ボール大会は，今までの学習で習得した技能を存分に発揮したゲームが展開され，教師も

授業前とは明らかに違う生徒の意識の変容や技能の高まりを感じ取ることができた。

ウ 相互作用

生徒に身に付けさせたい技能をスモールステップによるチェックシートに表し，生徒と

同じ視点で「できた」ことを賞賛することで，生徒の技術認識が深まり，主体的に練習や

ゲームに取り組む姿勢につながったと考えられる。また，つまずきの見られる生徒に対し

て矯正的フィードバックを与える際にも 「今の動きはどうだった」という問いかけから，

入ったことで，生徒は自分の動作を振り返り 「どこをどうすればいいか」を自ら考える，

ようになった。さらに，本時の振り返りの際に，できるようになった動きやその時のポイ

ントを確認するとともに，できた生徒を全体の前で賞賛したことで，生徒の学ぶ意欲も高

められたと考える。社会的行動に対する言葉かけも，仲間の活動を励ましたり，助けたり

する場面を見逃さずに賞賛するよう心がけた。球技の学習において認識学習を効果的に進

，「 」 「 」めていくためには仲間との人間関係の確立が不可欠であり 形成的授業評価 の 全体

の推移からも，有意義な学習が展開できたと考えられる。
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第１学年 球技（テニス）(5) 高等学校における授業研究１

① 主題に迫るための手だて

ア 技術認識をもたせるために

ａ 到達目標の設定

第１学年におけるテニスの到達目標を「ラリーを続けることができる」とし 「相，

手の打ち易い場所（位置，高さ）に返球すること」に着目した学習内容を設定する。

ｂ 行動目標の設定

本単元では「相手の打ち易い場所（位置，高さ）に返球するための技能」として，

（ ） ，①ラケットのスイートスポット ガットの中心部分 にボールを当てることができる

②フォアハンドストローク・バックハンドストロークで打ちたい方向に打つことがで

きる，③返球されたボールの着地点を予測し，そこに自分の体をできるだけ早く移動

させることができる，④返球する相手の位置を確認することができる，⑤返球された

ボールの位置に応じてフォアハンド，バックハンドを選択できることとする。

この５つの技能を「ラリーを続けるために身に付けたいこと」と位置付け，ラリー

を続けるために必要な技能のポイントを学習カードや学習資料に示すことで，生徒個

々に十分認識させた上で学習に取り組ませていくこととする。

イ 技術認識と技術習得をつなげるために

ａ コーディネーショントレーニングの導入

本単元では，ラケット操作とボールへの慣れなど，テニスに必要な運動の調整能力

を高めるコーディネーショントレーニングを，単元に横断的に位置付けて行うことに

。 ， ， ，する コーディネーション能力とは 神経系による運動の調整能力をいい 定位能力

変換能力，連結能力，反応能力，識別能力，リズム能力，バランス能力の７つに分類

されている。具体的には，大道芸人がやるようなお手玉をする「ボール・ジャグリン

グ（２球・３球 」 「ラケットでのジャグリング ，手まりのようにボールを床につ） 」,
く「ボールつき（手で・ラケットで ，３～５ｍ先にあるカゴにボールを入れる「玉）」

入れ（手で・ラケットで ，ラケットでボールを弾かないようにキャッチする「ボ）」

ールキャッチ」などである。ラケットとボールへの慣れはもちろんであるが，ボール

の着地点と自分の体の位置の関係を，時間的・空間的に判断し処理する能力などを養

うことが可能である。

ｂ 技能習得段階での教材のゲーム化およびゲーム段階でのルールの簡略化

本単元では，ソフトテニスを含めたテニスの学習経験がないという生徒が多い１年

女子が対象ということもあり，基礎的な技能の習得を目標としたが，単調な練習だけ

にならないように，技能習得段階においてもボールを正確にコートに返せた回数やラ

リーの回数を，他のグループと競い合う教材のゲーム化を図る。また，本教材におい

て 「ゲームをして楽しむ」ことは，テニスの特性に触れることであると考えるが，，

単元の最終段階においても，技能的・時間的に正式ルールでのゲームを実施すること

が難しいと予想されるので，場やルールを工夫して行うことにする。

ｃ 学習形態の工夫

テニスは個人種目であるが，本単元では，一斉型の学習をもとにしたグループ活動

を主に行うことにする。その中で，グループの仲間と協力してラリーを続ける楽しさ
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を味わい，お互いの学び合いを取り入れた学習活動を展開していく。

ｄ 相互作用の工夫

課題解決の仕方の工夫や技能のポイントの確認などにおいて，グループ内でお互いに教

え合ったり，励まし合ったりする活動を促進するため，グループ学習カードを使用する。

このカードを使用し相互評価し合うが，評価能力の育成を図るために，個々の取組につい

て技術的なフィードバックを与えたり，これまでの認識を確認するための発問などを行っ

たりするようにする。これらを基に毎時間のカードにおいては「できたこと・わかったこ

と 「できなかったこと・わからなかったこと」を明確に記録させるようにする。また，」

「できること（できるようになったこと 「できないこと 「わかること（わかるように）」 」

なったこと 「わからないこと」を意識付けるために「概念化シート」 を使用し，自）」
注９）

分の課題を明確にもたせるとともに，目標設定や自己評価のための客観的な資料にする。

さらに，各学習過程での指導の中で，スモールステップでの見取りをしながら 「でき，

たこと 「できるようになったこと」を中心に賞賛していきたい。また，つまずきが見ら」

れる生徒に対しても，説明・指示だけではなく，認識を基にした振り返りができるような

発問をしていきたい。

② 授業の実際

第１学年７，８組（女子） 保健体育科（体育）学習指導案
１ 単元名 「球技（テニス<初歩的段階> 」）

２ 目 標

， 。 ，○仲間と協力して練習に取り組み ラリーが続くテニスの楽しさを味わおうとする また

ルールを守り，審判の判定や指示に従い勝敗や結果を受け入れようとする。さらに練習

の場の安全を確かめようとする。 （関心・意欲・態度）

○自分の技術や能力にあった課題を設定し，練習方法や場を工夫して活動できるようにす

る。 （思考・判断）

○フォアハンドストローク・バックハンドストロークなどの個人技能を身に付け，ラリー

。 （ ）ができるようにする 運動の技能

○テニスの特性や各練習の仕方，簡易なルールおよびゲームの進め方，審判の仕方を理解

し，説明したりすることができるようにする。 （知識・理解）

３ 指導に当たって（７組女子19名 ８組女子20名 計39名）

テニスはその特性において，ボールがうまく打てるかどうか，ラリーが続くかどうかが

テニスを楽しむための重要な要素である。従って第１学年では，基本技術・技能を身に付

け，ラリーを続ける楽しさを味わうことに重点を置いて学習を展開していきたい。

ボールやラケットの操作に慣れることはテニスの単元において必要な感覚である。また

テニスをより楽しむためには，時間的・空間的判断能力をつけることも大切である。そこ

で運動の調整能力を高めるために，コーディネーショントレーニングを単元の前半や毎授

業時の導入に取り入れる。次に，技術的要素を基にしたミニゲームを取り入れることによ

り基本的技能を身に付け，課題ゲームや他チームとの試合を通して，仲間とともにラリー

を続けたり，相手と競争したりする楽しさを味わわせたい。

４ 単元の評価規準

関心･意欲・態度 思考･判断 運動の技能 知識･理解

学具 ① 仲間と協力して ①自分や仲間の ①フォアハンド ①テニスの特性◎率先して ，
習体 課題解決の仕方や技能の高め 能力に応じた ストロークおよ や自分や仲間の◎
活の 方などについて，教え合った 課題を設 びバックハンド 課題に合った練適切な
動評 り励まし合ったりしようとす 定している。 ストロークで 習やゲームの仕, ◎
に価 る。 ②課題解決のた 方が 言ねらった場所へ ◎正確に
お規 ② 勝敗を競い めに示された資 相手コート内に える。◎作戦を立てて
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け準 合う楽しみや喜びを味わおう 料を基に練習の 返球することが ②テニスのルー
る とする。 方法を選んでい できる。 ルや審判法，技

③ルールを守り，審判の判定 る。 ②ラリーを 術や用具の名前◎６
を受け入れようとする。 続けるこ を◎ 書き◎話合いや観察 本以上 正確に

とができる。 出している。◎尊重しようとする。 をもとに
◎常④練習やゲームにおいて

自分の体の状態や練習場なに
。どの安全に留意しようとする

◎は十分満足できる状況

５ 指導と評価計画（18時間扱い）

評価計画
学習のねらい・活動

関 思 技 知

○運動の特性や学習のねらい，計画，内容を理解する。は
○テニスの学習準備をする。じ

め １ 事前アンケートをする。
55 ２ テニスの特性と学習のねらい・道すじを理解する。
分 ３ グループ編成，役割分担をする。
× ４ グループごとにグループ目標や個人の目標を話し合い，カ
１ ードに記入する。

ねらい①
○ラケット操作およびフォアハンドストローク・バックハ
ンドストロークを身に付ける。な

か １ 集合，本時の学習内容や学習の進め方を確認する。
１ ２ 準備運動をする。

３ コーディネーショントレーニングをする。
55 ・ボールハンドリングやラケット操作を中心に行う。 ① ①
分 ４ 課題練習をする。
× ・あまり動かない範囲で，フォアハンドストロークとバック
５ ハンドストロークの練習をする。

５ 整理運動をする。
６ 学習を振り返る。

な ねらい②
か ① ①○仲間とラリーを続ける楽しさ，相手と競い合う楽しさを

味わう。２
１ 集合，本時の学習内容や学習の進め方を確認する。 ②

55 ２ 準備運動をする。
分 ３ コーディネーショントレーニングをする。
× ・ラケット操作，ステップワークを中心に行う。 ④
６ ４ 課題練習をする。 ② ②

・動きをつけて，フォアハンドストロークとバックハンドス
トロークの練習をする。

５ ラリーゲームをする。
・ハーフコートでの２対２，３対３
・オールコートでの３対３，５対５
６ 整理運動をする。
７ 学習を振り返る。

ま ねらい③
○作戦やルールを工夫してゲームを楽しむ。と

め １ 準備運動をする。
２ 団体戦形式(ダブルス３組)でリーグ戦を行う。 ②
３ 整理運動をする。 ③
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55 ４ 単元の反省をする。
分 ・自己評価，相互評価をし，目標が達成されたかどうかを話
× し合い，学習カードに記入する。
６ ５ リーグ戦の結果発表・表彰。

６ 本時の学習
（１）本時のねらい

○仲間と教え合ったり励まし合ったり協力しながら練習に取り組もうとする。

（関心・意欲・態度）

○ラケット操作およびフォアハンドストロークを身に付ける。 （運動の技能）
（２）展開（４／18）

時
学習内容・活動 指導上の留意点 評価の観点，方法

間

は １ 整列，あいさつをする。 ・生徒の健康観察を行う。
じ ２ 本時のねらいを知る。 ・本時の学習内容を説明する。

○ラケット操作およびフォアハンドストロークを身に付ける。め
３ 学習カードに記入する。 ・前時までに分かったことを確認し10

分 ４ 準備運動をする。 全体で共有する。

５ コーディネーショントレー ・重要な技術ポイントについては全 ＜関・意・態①＞
な ニングを行う。 体で確認した上で開始させる。 ・仲間と協力し，
か ・ボールつき ・ラケット操作を行いながら，ペア 課題解決の仕方

・ボールキャッチ でのボールコントロールなどを行 や技能の高め方
・かご入れ い，体と心の緊張をほぐすように などについて，35

する。 教え合ったり，分
・身に付けようとしている調整能力 励まし合ったり
について，意識して練習ができる しようとする。
よう声かけをしていく。 （学習時の観察）

６ 課題練習をする。 ・練習方法については各グループで ＜運動の技能①＞
・グループごとにフォアハン 決めて取り組むようにする。 ・フォアハンドス
ドストロークの練習を行う ◇簡単に打つことができるように山 トロークを相手。
・斜め前からボールを投げて なりのボールで開始させる。 コート内に返球
もらって打つ。 ◇ネット越しに出すのは手で投げさ することができ
・ネット越しに出されたボー せるようにする。 る。
ルを打つ。 ・各グループを観察し，グループに （学習時の観察）

あった練習ができている時には，
何をどう工夫しているか質問する
と共に賞賛をする。また，できて
いない時には，何が不十分なのか
振り返えさせる発問をしていくと
共に，一緒に考え，よりよい練習
ができるように助言する。
・上手くできている生徒の技術のポ
イントを取り上げ，全体で確認す
る場を設ける。

７ 後片付けを行う。 ・生徒の健康観察を行う。ま
８ 整理運動をする。 ・学習カードをもとにグループ毎にと
９ 本時の学習のまとめをし， 本時の振り返りをし，次時の活動め
学習カードに記入する。 につなげるようにする。10
次時の確認をする。 ・学習カードには，認識に基づく具分 10

体的なキーワードが記述されるよ
う助言をして回る。
・本時のまとめをする。
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③ 授業の結果と考察

ア 目標の設定

具体的な行動目標を各時間毎にグループ学習カードや学習資料に提示したことで，何が

どのようにできればよいのかが明確になり，単元を通して意欲的に学習に取り組む姿が多

く見られた。

また「相手の打ち易い場所（位置，高さ）に返球するための技能」を具体的に５段階に

設定したことにより，自分がどの段階でつまずいているのかが認識でき，技能面での課題

が明確になり，そこに視点を当てて練習をするというように，各個人・各グループでのめ

あてに応じた効果的な学習活動を展開することができた。

授業の前後で行ったアンケートにおいて 「難しい」13.5％→32.4％ 「ラリーが続か， ，

ない」29.7％→40.5％ 『テニスを楽しむための必要な要素を「技術」とした生徒』67.6，

％→83.8％とそれぞれ増加したことは 見た目のイメージではなく実際にやってみて ラ， ，「

リーを続ける」ためには技術的な要素の影響が大きいということが，認識できたことの一

つの表れであると考える。

一方で 「楽しい」が48.6％→75.7％と大幅に増加し，具体的記述としても「ラリーが，

続くようになって楽しかった 「仲間と協力して楽しくできた」といった記述が多かった」

ことから，テニス学習に意欲的に取り組んだと考えられる。

イ 教材づくり

テニスに必要な運動の調整能力の向上を目指し，コーディネーショントレーニングを単

元に横断的に位置付け実践していったことで，生徒は意欲的に取り組み，テニスの初歩的

段階としてのラケット操作とボールへの慣れの感覚をスムーズに身に付けることができ

た。手の平の位置からラケットの中心部分への距離感覚やラケット面とボールの感覚，ま

た飛んでくるボールと自分の位置関係の把握など主運動につながる感覚づくりは技能習得

に大いに役立ち，技能習得につながったと考えられる。

今回の授業では技能習得を主目的としたが，技能習得段階においても，ボールをコート

の意図した場所に返せた回数やラリーの回数を他グループと競い合うことなどの教材のゲ

ーム化を図った。また技術的・時間的に正式ルールでのゲームが難しいとの予想から，ゲ

ームの場やルールを工夫しミニ化を図った。これらのことにより単調な練習の中にも競い

合う楽しさやグループで協力する必要性を認識しながら活動できたことが，学習カードの

記述の中に多数見られた。

ウ 相互作用

グループ学習カードを使用し相互評価を行ったが，グループ内のメンバーに対して，活

動の観察で気付いたことを伝えながら振り返りをさせるよう助言したことで，グループ内

で活発に意見交換する姿が見られた。また毎時間「できたこと・わかったこと 「できな」

かったこと・わからなかったこと」について発問をし，それらを具体的なキーワードで明

確に記録するようにした。その結果 「できた・わかった」としたグループのカードの内，

容を参考にし合うなど，認識を深めながら問題の解決に意欲的に取り組む姿も多く見られ

た 「概念化シート」については，75.7％の生徒が「役に立った 「まあまあ役に立った」。 」

と回答し，具体的記述としても「目標をもてた 「わからないこと・できないことを明確」

にできた」など，認識を再考しながら主体的に取り組む上で有効であったと考えられる。
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第１学年 武道（剣道）(6) 高等学校における授業研究２

① 主題に迫るための手だて

ア 技術認識をもたせるために

ａ 到達目標の設定

第１学年における剣道の到達目標を 「防具を身に着けた状態で，基本技能を用い，

てお互いに練習や試合ができること」とし，オリエンテーションの中で学習内容につ

いての説明を行う。また，授業を展開していく中で，基本技能に関する技術認識をも

たせるために，打突を受ける側の役割についても説明し，全員に行わせる。

ｂ 行動目標の設定

本単元では行動目標として，正しい間合いから大きく竹刀を振りかぶって①面打ち

ができること，②小手打ちができること，③胴打ちができること，④切り返しができ

ることとして授業に取り組む。また，単元の後半では，お互いの練習や試合の中で技

， （ ）， （ ）を効果的に決めるために 払い技 竹刀を払って面を打つ 二段技 小手・面打ち

の習得を目指すことにする。

これらの行動目標を明確に認識さるために，各学習で身に付けさせたい技能を，学

。 ， ，習カードに明示し学習の見通しをもたせる さらに 教師や剣道経験者が模範を示し

技のポイントや動きについての説明内容を学習カードに記入させ，習得させたい基本

技能の認識を高めたい。

イ 技術認識と技能習得をつなげるために

a 学習カードの活用（わかった・できたの確認）

基本技能について，認識をもって練習に取り組み，技能習得の課題を明らかにする

ために，身に付けなくてはならない基本技能の技術認識（わかった）と技能習得状況

（できた）について，自己評価と相互評価を毎時間学習カードに記入させる。また，

教師が学習カードへの記述を確認することで，生徒の技術認識と技能の習得状況を把

握し，個々へのフィードバックに反映させながら学習を展開させていく。

ｂ グループ学習（３人組）

授業では，３人組のグループを作り，一人が練習，一人が打突を受ける側，一人が

観察・評価を行うようにする。これにより，生徒達が身に付けた認識を基に，仲間の

動きを観察しアドバイスをし合いながら練習を行い，お互いに評価（相互評価）する

ことで，より技術認識が高まることをねらいたい。また，それぞれの動きに対し，問

いかけを多用したフィードバックを与えたり，できた事に対する賞賛を全体の場で与

えたりして意欲も高めていきたい。

② 授業の実際

第１学年 Ｂ，Ｄ，Ｆ組（男子）保健体育科（体育）学習指導案

１ 単元名 剣道

２ 目標

○打突部位を打ったり，かわして打ったりして，対する相手の動きを制する剣道の楽しさ

を味わおうとする。また，伝統的な行動の仕方を身に付け，互いに相手を尊重し，仲間

と協力して練習や試合に取り組もうとする。さらに，審判の判定に従おうとするととも

。 （ ）に用具や安全を確かめようとする 関心・意欲・態度
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○基本技能を中心に，自分に適した技を身に付けるための練習の仕方を見つけることがで

きるようにする。 （思考・判断）

○基本技能を身に付け，その中から自分に適した技の動きを選び，その技を使って練習や

試合ができるようにする。 （運動の技能）

○自分で取り組んだ技の練習の仕方や簡易なルール及び審判の仕方について言ったり書き

出したりできるようにする。 （知識・理解）

３ 指導に当たって （１年生 男子 25人 ３クラス）

中学校の授業やクラブ活動などでの剣道の経験者が少なく，ほとんどの生徒が，技術に

関する知識が少なく，基本的な技能も身に付いていない。そこで，以下のことに留意し

指導する。

①習得するべき内容を明確にし，それらを生徒に具体的に示すとともに，学習カード（で

きた・わかったカード）を用いて，個々の技術認識の確認を行いながら，基本技能の

習得を目指す。

②グループ学習を取り入れることで，技術認識を基にした学び合いを促すとともに，自分

ができるようになったことをすぐに相手からフィードバックしてもらうことで，技能

習得の実感をもたせ，意欲をもって取り組めるようにする。

③矯正的フィードバックを与えるときも，認識を深められるような発問を多用する。

４ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

学 ①練習や試合をはじ ①基本技能を身に付 ①面打ち 小手打ち ①練習方法について， ，

◎礼法 ◎順序立て習 める前と後に けられるように，学 胴打ち，切り返しの の説明が

活 挨拶を行 習資料を参考にして 動きが でき 言える。を基にした ◎正確に て

動 おうとする。 練習している。 る。 ◎学習した内容をも

に とに練習方法につい◎観察した情報を基

お ②竹刀や防具の着装 ② ての 説明に ◎相手の動きに応 ◎具体的な

け を点検し，安全に気 打突を受ける側 が言える。じた

る を付けようとする。 ②仲間の意見を参考 の動作ができる。

具 に，問題点を解決す ②審判の仕方につい◎安全を確かめよう

体 るための方法を見付 ③ て 書きとする ◎相手の動きに応 ◎順序立てて

の けている。 二段技，払い技 出している。じた

評 ③仲間と協力して の動きができる。◎ ◎観察した情報を基

率先して に価 練習に取り

規 組もうとする。

準

◎尊④審判の判定を

受け入れよう重して

とする。

◎は十分満足できる状況
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５ 指導と評価計画（12時間扱い）

関 思 技 知
○運動の特性や学習のねらい，計画，内容を理解する。

○剣道の学習準備をする。
１事前アンケートをする。
２オリエンテーションを理解する。
・・特性，ねらい，計画を知る。
・・グループを編成する。
・・学習カードの利用方法等を学ぶ。
・・安全に活動するための注意点を知る。
３基本姿勢（構え方・足さばきなど），礼法を知る。

ねらい①
○基本技能を身に付け，練習を楽しむ。 ①②

１正座，座礼をする。
２準備運動をする。
３素振りを行う。
４打突と足さばきのタイミングの練習をする。
５基本打突の練習をする。

①

①

７学習カードを記入する。
８整理運動及び正座，座礼をする。
ねらい②
○防具の正しく装着し，基本打突を身に付ける。
１正座，座礼をする。 ③
２準備運動をする。
３素振りを行う。
４防具の装着の仕方を確認し，練習をする。
５基本打突の練習をする。

７学習カードを記入する。
８整理運動及び正座，座礼をする。
ねらい③
○面打ち，小手打ち，胴打ち，切り返しの技を身に付け
　る。
○二段技，払い技の方法を知り，自分の得意技として身
　に付ける。
１正座，座礼をする。
２準備運動をする。
３素振りを行う。 ②

②

５学習カードを記入する。 ①
６整理運動及び正座，座礼をする。
○試合形式の練習を行い，勝敗を競う剣道の楽しさを味
　わう。
１正座，座礼をする。
２準備運動をする。
３素振りを行う。 ④ ③ ②

５お互いに練習や試合を行う。
６スキルテスト
７学習カードを記入する。
８整理運動及び正座，座礼をする。

４防具を着装し，基本動作，二段技，払い技の練習をす
　る。
・・正しい防具の着け方を知り，練習をする側と打突を受
　　ける側，両方の練習をする。

６グループの中で，お互いに動きを確認し，自分の理解を
　高め，問題点を知る。

４防具を着装し，基本動作，二段技，払い技の練習をす
　る。

ま
と
め
1
50
分
×
３

学習のねらい・活動
評価計画

な
か
２
2
50
分
×
１

な
か
３
3
50
分
×
４

は
じ
め
1
50
分
×
１

な
か
１
1
50
分
×
３

・・面打ち，小手打ち，胴打ち，切り返しの技を知り，グ
　　ループで練習する。
６グループの中で，お互いに動きを確認し，自分の理解を
　高め，問題点を知る。
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６ 本時の学習

（１）本時のねらい

○防具を着けた状態で，正しい間合いから，竹刀を面の上まで振り上げ，面打ち，小手打

， ， 。 （ ）ち 胴打ち 切り返しといった基本打突ができる 運動の技能

， 。（ ）○学習カードや資料をもとに 基本打突の練習の方法を選ぶことができる 思考・判断

（２）展開（５／12）

③ 結果と考察

ア 技術認識をもたせるために

今回の授業の結果，到達目標「防具を身に着けた状態で，基本技能を用いてお互いに練

習や試合ができる」については，評価規準による評価や単元末に行ったスキルテスト，形

成的に調査したアンケート結果から，おおむね達成できたと考えられる。

また，技術認識をもたせるために，行動目標となる基本技能の内容を，授業ごとに学習

カードに記入させたり，説明を記録させたりしたことで，生徒達は身に付けるべき内容を

具体的にとらえることができていたことが，学習カードの記述や授業の観察からうかがえ

た。特に，難しい技術に関する内容や自分ができない動き方については，細部にわたり記

入してあるものも見られた。さらに，学習カードの内容を教師が確認することで，生徒一

　③小手打ち

は
じ
め
1
10
分

１ 整列，あいさつ，出欠確認を行
   う。 ・礼法や姿勢を確認する。

・生徒の健康観察を行う。
２ 準備運動をする。

・本時の学習内容を説明する。

　③面・小手を着ける。

５ 防具の装着について確認する。

　①切り返し

　②面打ち

ま
と
め
10
分

・グループ内で行った相互評価を，学習カードに
 記入し，自分の問題点について見直し，次回の
 課題とさせる。８ あいさつ・次回説明・片付け

防具を身に着けた動きが制限された中で、基本技が正しくできる。

〈思考・判断②〉
・お互いに意見を聞き，問
　題点を解決するために工
　夫している。
（学習カード記述）

７ 学習カードに本時の反省を記入
   する。

６ グループに分かれ基本打突の練
   習をする。 ・防具を着けた状態での基本技の練習と，打突を

  受ける側の方法についても説明し，両方の立場
  ができるようにする。

な
か
1
35
分

　②面下・小手下を着ける。

評価の観点，方法

３ 本時のねらいを知る。

学習内容・活動 指導上の留意点

〈関心・意欲・態度②〉
・説明を聞いて正しく防具
　を着けている。（学習時
　の観察，学習カードの記
　述）

・すべて装着した後に，もう一度グループ内で正
  しく着けているか確認し，軽く動いて制限され
  た動きを体験させる。

・グループ間でお互いに動きを見て， 評価する
  ように促す。

４ 防具の着け方を知る。
・一つひとつ丁寧に説明し，お互いに装着させ，
  その方法が理解できるようにする。

・防具の着け方についてのポイントを学習カード
  に記入させる。

・グループ内で防具の装着の仕方について確認し
  合わせる。

　④切り返し

〈運動の技能①②〉
・面打ち，小手打ち，胴打
　ち，切り返しの動きがで
　きる。
・打突を受ける側の動きが
　できる。
（学習時の観察）

　①垂れ・胴を着ける。
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人一人の技術認識の状態を確認することができ，授業の内容や説明，発問やフィードバック

の仕方を工夫することに役立った。

イ 技術認識と技能習得をつなげるために

学習カード（わかった・できた）を得点化（よくわかった・よくできた５点，わかった・

できた４点，どちらでもない３点，あまりわからない・あまりできなかった２点，全く分か

らない・全くできなかった１点）し，各授業の平均点の推移を見た（下図 。その結果，お）

おむね右上がりに得点が推移し，技術認識（わかった）の変化に応じて，技能習得感（でき

た）も同様に変化しており，２つの間には関連性があると考えられる。特に１回目と５回目

の授業の得点が高いが，１回目の授業では竹刀の握り方，基本的な構え方といった簡単な内

容の学習であったこと，５回目の授業は防具の着け方が中心の学習であったため，技術の認

識が得やすく，技能習得も容易だったことがこのような高い得点につながったと考えられ，

習得するべき内容の難易度が影響したことがうかがえる。また，授業12回の平均得点を比べ

ると，自己評価の技術の認識（わかった）は4.45点，技能習得感（できた）は4.11点，相互

評価の技術の認識（わかった）は4.50点，技能習得感（できた）は4.38点となり，相互評価

の得点の方が高くなっており，技術認識と技能習得感の差も少なかった。

図１ 技術認識と技能習得感（自己） 図２ 技術認識と技能習得感（相互）

３人組でのグループ学習では，１人が打突を受ける側，１人が練習，１人が観察・評価と

いう役割をもちながら練習をした。また練習の最後には相互評価を行った。

グループでの学習の状況を観察すると，仲間の中で認識が低くそれぞれの役割が十分果た

せない生徒がいると，３人の学習がスムーズに進まなくなり，他のグループとの学習進度に

差が生じてしまった。これらのことから，技術認識の有無が活動に大きな影響を与えている

と考えられる。また，技術認識の低い生徒に対し，高い生徒が教える姿やグループの中で協

力して学習する様子が見られ，グループ内でのかかわりの場面が増えた。単元最後の時間の

アンケートには 「基本的な技能が身に付いたと感じた」や 「剣道が楽しかった」と記入， ，

した生徒が多かった。その反面，課題としては,授業展開の中で技術認識のための時間を効

果的に位置付けられなかった点がある。特に，学習カード（わかった・できた）の項目が多

く，記入するために時間がかかり，運動学習に充てる時間が割かれてしまった。今後，記入

項目の整理が必要だと考える。また，相互評価を実施する上で，一方の技術認識が低いと，

的確な評価ができず相手に遠慮し得点を高くしていた面も見受けられ，改善を図っていく必

要がある。

3.60
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4.20

4.40
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4.80

1 3 5 7 9 11

他人 　　　
わかっていた

他人 　　　
できていた

3.60

3.80

4.00

4.20

4.40

4.60

4.80

1 3 5 7 9 11

自分 わかった

自分 できた
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注６） 遅延表示ソフト（スポーツミラー）

スポーツミラーは，撮影した映像を鏡のようにパソコンの画面に映し出せるコンピュータソフトであ

る。任意の時間だけ遅らせて表示できる機能をもつ。例えば，跳び箱の練習では遅延時間を工夫するこ

とにより，児童生徒が自分の跳び方を確認しながら学習することができる （筑波大学体育学系 西嶋。

尚彦研究室と筑波大学発ベンチャーである株式会社ニューフォレスターで共同出願）

注７） 器械運動学習支援プログラムソフト（たくみ君）

本プログラムソフトは，平成19年度子どもの体力向上指導者養成研修（文部科学省主催）の器械運動

班の講師 宮城県大崎市立古川中学校教頭 鈴木文也氏が作成したもの。内容は 「マット運動 「跳び， 」

箱運動 「鉄棒運動 「平均台運動」それぞれの技の動画及び練習方法が，パワーポイントのスライドシ」 」

ョーを実行することですぐに見られるようになっている。一つ一つの技についても，初歩の段階から発

展的な段階までスモールステップで児童生徒が練習できるようになっている。

注８） 社会的行動

多様な人格をもつ集団の中や敵・味方に分かれて行われるスポーツの中で生じる人間関係の問題を解

決する行動。ルールやマナー，エチケットの問題や協力的な「学習のしかた」など。

「体育の授業を創る－創造的な体育教材研究のために－1995」大修館書店

注９） 概念化シート

阿波市立市場中学校の河野教諭が，ＫＪ法などを応用し 「相互作用 「連続性」を意識し保障するこ， 」

とが必要だという問題意識の下で考案された。自らの体験について，そのプラス面とマイナス面を自省

的に意識し，また関連付ける作業を共同して行うための土台・舞台として構成されたシンプルな構成が

特徴である。シートの活用にあたっては，単なる分析に終わらずに，次の取組への課題を引き出すこと

を意識させ，そこから自発的な連続性が生み出されるように留意することが重要となる。

（資料）表６を参照

６ 研究のまとめ

(1) 成果

ア 明確な到達目標及び行動目標の設定について

① 「何がどのようにできればよいのか」という到達目標及び習得すべき学習内容を具

体的に示した行動目標を設定したことで，それぞれの技能のポイントについての意識

付けを図ることができた。また，それらの技能や技の完成型について一斉の指導場面

を設けたり，自分の運動の状況を視聴覚機器を使って確認できるような場を設けたり

したことで技術認識をもつことができた。

② 個々の児童生徒においては，グループ（ペア・トリオ・小チーム）形態による練習

過程において，それぞれの動きに対する観察の視点が明確になり，技の習得やチーム

プレーの実現に向けた具体的なアドバイスがされるようになった。さらに学習カード

に，技術に関する具体的なキーワードや内容が記入されるようになった。

③ 「集団的スポーツ」では，個人的技能，集団的技能における目標を明確に設定した

ことで，目標達成に向けた学習が焦点化され効果的に進められた。その結果，個々の

授業評価も高まっていった。

イ 教材づくりについて

① 器械運動においては，基礎感覚づくり運動の導入や挑戦意欲を喚起する練習の場の
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工夫，段階的な課題を設けたスモールステップ化を図った学習の展開をしていったこと

で，児童は意欲的に学習に取り組み，技能を向上させていった。また，視聴覚器機（器

械運動学習支援プログラムソフト，遅延表示ソフト）を活用し，技術認識をもたせて学

習させたことも，技能の習得に有効だったと考えられる。

② 「集団的スポーツ」においては，個人的技能の習得を目指し，ドリルゲームやスキル

アップメニュー，コーディネーショントレーニングを取り入れたことで，生徒は楽しみ

ながら意欲的に練習に取り組んだ。また，扱いやすい用具やルールの簡易化，コートを

狭くしたり人数を少なくしたりするゲームのミニ化を図ったことで，ゲームの中での動

きが簡潔になり，イメージの実現化が図れたり，認識したことを容易に行動に移せたり

して，技能習得に役立ったと考えられる。

ウ 学習場面での効果的な教師行動の導入について

① 学習している児童生徒に対し，教師側から一方的な指示や説明を与えるのではなく，

「今の動きはどうだったか 「自分ではどんな感じだったか」などの問いかけを工夫し，」

双方向の問いかけを意識して行ったことで，児童生徒の思考をうながし，技術認識をも

たせることができたと考えられる。

② 教師からの問いかけを工夫したことは，個々の技術認識を高め，グループ学習による

学び合いにおいても技や動きのポイントを押さえたアドバイスが行われるようになり，

技能の向上に役立ったと考えられる。また，個々の成果をとらえて賞賛したことも内発

的な動機付けにつながり，意欲的な学習が展開された。

(2) 今後の課題

本研究においては，体育・保健体育科における児童生徒の豊かな学びとして，学習の成果

（運動についてわかること・運動ができること）が実感できることととらえ 「児童生徒が，

学習の成果（わかる・できる）を実感する体育授業づくり～運動学習場面における認識学習

と教師行動の効果的な導入を通して～」を研究主題に，県内小学校２校，中学校２校，高等

学校２校で授業研究を行ってきた。その結果上記のような成果を得ることができた。

これまでの体育学習を振り返ってみると，運動ができることに主眼を置き，できるように

なるまでに必要な要素や過程を大切にしてこなかったことが挙げられる。そこで，今回の研

究では，認識学習（運動について分かること）にも視点をあて 「わかる」ことと「できる」，

ことをつなげていく体育学習を目指していった。その結果，児童生徒の学習の様態も認識に

基づいた効果的な活動が展開され，できることにつながっていったと考えられる。しかし，

認識の部分について，何をどこまで認識させる必要があるのか，また，認識された事柄をど

のように活動場面で活用させていくべきか，さらにそこでどのような手だてが必要になって

くるのかという点で，今後焦点化した研究を進めていく必要があると考えられる。

現時点の体育科・保健体育科の現状と課題，改善の方向性（健やかな体を育む教育の在り

方に関する専門部会）でも 「身体能力 「態度 「知識，思考・判断」を身に付けていく， 」， 」，

ことが求められており，新学習指導要領にも具体的に示されてくると考えられる。今回，認

識学習ということを取り上げたが 知識 思考・判断 との関連で 今後授業レベルで 身，「 ， 」 ， 「

体能力 「態度」との関係をどうとらえ，具体的な学習活動として展開していくかについて」，

も研究が必要であると考える。
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７ 資料

表１ 体育の診断的・総括的授業評価票

表２ 診断基準表
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表３ 形成的評価票

表４ 形成的評価基準表
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表５ 運動有能感に関する調査票

運動の有能感に関する調査

（ ）年（ ）組（ ）番 男・女 氏名（ ）

この調査用紙は，運動についての文章をあげてあります。それぞれの質問について自分に

当てはまると思う番号を○で囲んでください。

「よくあてはまる」 ・・・・・・ ５

「ややあてはまる」 ・・・・・・ ４

「どちらともいえない」 ・・・・・・ ３

「あまりあてはまらない」 ・・・・・ ２

「まったくあてはまらない ・・・・・ １

１ 運動能力がすぐれていると思います。 5 4 3 2 1

２ たいていの運動はじょうずにできます。 5 4 3 2 1

３ 練習をすれば，かならず技術はのびると思います。 5 4 3 2 1

４ 努力さえすれば，たいていの運動はじょうずにできると思います。 5 4 3 2 1

５ 運動をしているとき，先生が励ましてくれたり応援してくれます。 5 4 3 2 1

６ 運動をしているとき，友達が励ましてくれたり応援してくれます。 5 4 3 2 1

７ いっしょに運動しようと誘ってくれる友だちがいます。 5 4 3 2 1

８ 運動のじょうずな見本として，よく選ばれます。 5 4 3 2 1

９ いっしょに運動する友だちがいます。 5 4 3 2 1

10 運動について自信をもっているほうです。 5 4 3 2 1

11 少しむずかしい運動でも，努力すればできると思います。 5 4 3 2 1

12 できない運動でも，あきらめないで練習すればできるようになると思います。 5 4 3 2 1

身体的有能さの認知 1 2 8 10項の合計点

統制感 3 4 11 12項の合計点

受容感 5 6 7 9項の合計点



表６　概念化シート

１年　　　組 班 チーム名

わ
か
る
こ
と
・
わ
か
っ
た
こ
と

わ
か
ら
な
い
こ
と

できること・できるようになったこと

できないこと

－139 －
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外国語(英語)

研究主題 生徒が，学んだことを主体的・創造的に活用し発信する外国語（英語）科学習の

指導に関する一考察

研究の概要及び索引語

外国語（英語）科では，生徒が身に付けた言語能力を自らの意志で活用しながら互いの

考えや気持ちを発信し合うなかで，外国語（英語）を学ぶ意義や喜びを実感できることが

生徒にとっての豊かな学びにつながると考え，発信する場面づくりを意識した授業づくり

に研究の視点を置いた。本研究では，基本的な考え方を明らかにし，生徒と教師を対象と

して外国語（英語）科の学習に関する実態調査を実施し，その結果等を踏まえて授業研究

を行い，外国語（英語）科学習指導法の工夫について考察した。

索引語：外国語（英語）,言語能力, 考えや気持ち, 活用，発信，指導法の工夫

目 次

１ 外国語（英語）科の研究のねらい････････････････････････････････････････････ 141

２ 研究主題に関する基本的な考え方･･･････････････････････････････････････････ 141

３ 外国語（英語）科における豊かな学びをはぐくむ学習指導に関する実態調査･･････ 143
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５ 授業研究

〔１年次（平成18年度）の授業研究〕

中学校における授業研究

【授業研究１】中学校第３学年 「私たちの牛久」

（発展的コミュニケーション活動 Big Project２）･･･････････････ 149

高等学校における授業研究

【授業研究２】高等学校第１学年 英語運用能力向上の段階的指導と継続的なイン
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【授業研究３】中学校第３学年 インタビュー,スピーチ,スキットの統合的な活用 159

高等学校における授業研究

【授業研究４】高等学校第１学年 継続的に行うプレゼンテーション活動とサマリ

ーライティング･･････････････････････････････････････････････ 164
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研究主題 生徒が，学んだことを主体的・創造的に活用し発信する外国語（英語）科学習の

指導に関する一考察

１ 外国語（英語）科の研究のねらい

外国語(英語)科では，生徒一人一人が学びの意義を実感しながら，実践的コミュニケーシ

ョン能力をはぐくんでいくことが，生徒たちにとっての豊かな学びにつながると考え 「生，

徒が，学んだことを主体的・創造的に活用し発信する外国語（英語）科学習の指導に関する

一考察 」を研究主題として設定した。本研究主題に迫るための外国語（英語）科の学習に係

る基本的な考え方を明らかにし，授業研究を行い 「学んだことを主体的・創造的に活用し，

発信する」ことに主眼をおいた学習指導の在り方について考察する。

２ 研究主題に関する基本的な考え方

(1) 外国語（英語）科における豊かな学びについて

「教科に関する研究」における研究主題「豊かな学びをはぐくむ学習指導」に関する基

本的な考え方については，生徒にとっての「豊かな学び（自らの学びとして実感できる学

び 」と，教師の「豊かな発想」をもった働きかけとが融合された「分かる授業 「楽しい） 」

授業」の中で，児童生徒が主体的に学びの喜びや楽しさを味わい，学びの意義を実感しな

がら「確かな学力」を身に付けていくこと，と示されている。

松川 禮子 氏は「コミュニケーションの相手と場を考慮した適切さについての思考力注１）

や判断力，コミュニケーションの効果を高めるための表現力が求められている 」と，外。

国語（英語）科で求められる力について述べている。このことから，本研究においては，

この表現力の重要性を踏まえて，生徒が自分の考えや気持ちを表現し発信することが大切

であると考える。生徒一人一人がこれまでの学びを通して身に付けてきた英語の音声，語

彙と文法等の言語能力を，自らの意志で活用しながら互いの考えや気持ちを発信し合うな

かで外国語（英語）を学ぶ意義や喜びを実感できることが，生徒にとっての「豊かな学

び」につながっていくものと考える。

(2) 言語(外国語)を活用し発信することについて

中学校学習指導要領解説外国語編（平成10年12月 文部省）には，その目標の中に，積

極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成」が挙げられており，そこには 「従

来，生徒たちは一定の基本的な知識を身に付けていたとしても，それを活用できなかっ

た」と示されており，知識を活用させる視点をもった指導の必要性に言及している。

また，高等学校学習指導要領解説外国語編（平成11年12月 文部省 「オーラル・コミ）

ュニケ－ションⅠ」では「コミュニケ－ション活動に必要となる基本的な文型や文法事項

などを理解し，実際に活用すること」とあり，また「英語Ⅰ」では 「言語材料の分析や，

説明は必要最小限にとどめ，実際の場面でどのように使われるのかを理解し，実際に活用

することを重視すること」とされ，知識を実際に活用できるようにすることの大切さが指

摘されている。

中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会では，その審議経過報告において，

「コミュニケーション能力の重視」と「知識・技能を活用する力 （平成18年２月13日）」

を盛り込んでいることから，外国語(英語)科では，現行学習指導要領(外国語編)の「活用
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する」という考え方が，依然，重要な課題であると考える。

さらに，同報告「２ 教育内容等の改善の方向 (1) 人間力の向上を図る教育内容の改

善」には 「外国語教育の改善」の中で 「事実関係の伝達，物事についての判断，様々な， ，

意見等についてコミュニケーションを図れることが重要であり，コミュニケーションのツー

ルとしての英語を使った発信力が重要である」と記され 「発信力」を外国語教育改善の基，

軸とする考え方が示されている。

以上のことから，本研究においては 「活用」と「発信力」の二点を現状の課題ととら，

え，生徒が学んだことを活用し発信する力の育成を目指す指導の在り方について考察するこ

ととする。

(3) 学んだことを主体的・創造的に活用し発信する授業について

松本 茂 氏は,「授業で文法の解説をし，それを覚えさせることに終始した場合，英語注2）

の文法を知識として獲得しても，その知識を使おうという意欲がなければその知識は役に立

ちません。いかにコミュニケーション動機を植え付けるかを重要な目標として設定すべきで

しょう 」と述べ 「使おうとする意欲」に関する授業づくりの基本的な考え方・在り方に。 ，

ついて言及している。本研究においては，この「コミュニケーション動機」を有し, 自ら知

識を使おうとする姿を「主体的」ととらえることとする。

また，新里 眞男 氏は，実践的コミュニケーション能力育成のためのモデルとして，注3）

「メッセージを中心とした活動を右の車輪にし，ドリル活動を左の車輪にし，その中央にコ

ミュニケーションへの積極的な態度を据えたもの」を提唱しながら 「英語の学習内容を要，

素や段階によって分けず，総合的なものとしていくことが，実践的コミュニケーション能力

を育成していくことへとつながる」と述べている。この，学習したことを自ら「総合的なも

の」として，自分の思いや考えを発信しようとする姿を「創造的」ととらえることとする。

本研究における各授業場面においては，この両氏の基本的な考え方を踏まえ，生徒が学ん

だことを主体的・創造的に活用し発信する場を設定したり，活動を位置付けたりする。その

中で「メッセージを中心とした活動」を踏まえた授業の在り方について考察を深め，学んだ

ことを活用して，主体的・創造的に自分の思いや考えを発信する生徒の育成を目指す授業づ

くりについて研究を進め，主題に迫るものとする。

注１）松川 禮子（岐阜大学 「中等教育資料」2005 7月（ぎょうせい））

注２）松本 茂（東海大学 「生徒を変えるコミュニケーション活動」1999（教育出版））

注３）新里 眞男（富山大学 「実践的コミュニケーション能力の育成を図る指導と評価」2004（イン）

タラック）
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３ 外国語（英語）科における豊かな学びをはぐくむ学習指導に関する実態調査

本研究を進めるにあたり，県内の生徒及び教師を対象として，質問紙により外国語（英

語）科の学習に関する実態調査を行った。

(1) 調査の対象

ア 生徒 学校規模や地域性を考慮して，調査校を抽出した。抽出した中学校は８校で，第・・

２学年の生徒，高等学校は４校で，第２学年の生徒を対象とした。回答者数は中

学校生徒523人，高等学校生徒391人の計914人である。

イ 教師 県内の公立中学校100校，公立高等学校50校を抽出し，教諭100人を対象とした。・・

回答者数は中学校100人，高等学校100人である。

(2) 実施時期

平成18年９月11日（月）から９月19日（火）まで

(3) 調査結果及び分析

・調査項目数は，生徒と教師に対してそれぞれ６項目とした。

・生徒及び教師への質問の観点や内容は，同一のものを考えた。

・生徒及び教師への質問内容及びその結果を，以下の表１から表６に示した。

・表中の数値は各設問ごとの回答者数に対する回答数の割合（％）である。

表１ 英語を学んでよかったと感じる場面について

表１は，英語を

学んでよかったと

感じる場面につい

ての調査結果であ

る。

生徒への「英語

を学んできてよか

ったと感じるのは

どんなときです

か 」の質問に対。

して最も多かった

回答は，中学校で

「ウ テストで良

い点を取ったり，

英語検定などに合

格したとき 」が

32 . 8％，続いて

「ア 授業で自分

の考えや思いを英

語で言えたとき」

が23.5％となって

いる。これに「イ

友達や先生が英

（％）【生徒】

あなたが英語を学んできてよかったと感じるのは 校 種
どんなときですか。次の中から一つ選んで下さい。

中 学 校 高等学校

ア 授業で自分の考えや思いを英語で言えたとき 23.5 8.4

イ 友達や先生が英語で言うことがわかったとき 16.0 6.2

ウ テストで良い点を取ったり，英語検定などに合 32.8 24.8
格したとき

エ 英語の本や新聞記事，ウエブサイトなどを読ん 6.3 11.3
で意味がわかったとき

オ 英語の歌の歌詞の意味や映画の台詞の意味がわ 14.5 39.1
かったとき

カ 外国人(ＡＬＴを含む)と直接話したり，メール 3.3 7.9
や電話などを用いてお互いに理解し合えたとき

キ その他 3.6 2.3

（％）【教師】

生徒が英語を学んできてよかったと感じるのはど 校 種
んなときだと思いますか。以下の選択肢の中から一
つ選んで下さい。 中 学 校 高等学校

ア 授業で自分の考えや思いを英語で言えたとき 32.0 9.0

イ 友達や先生が英語で言うことがわかったとき 5.0 7.0

ウ テストで良い点を取ったり，英語検定などに合 14.0 25.0
格したとき

エ 英語の本や新聞記事，ウエブサイトなどを読ん 0.0 3.0
で意味がわかったとき

オ 英語の歌の歌詞の意味や映画の台詞の意味がわ 5.0 9.0
かったとき

カ 外国人(ＡＬＴを含む)と直接話したり，メール 43.0 46.0
や電話などを用いてお互いに理解し合えたとき

キ その他 1.0 1.0
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語で言うことがわかったとき」の16.0％を加えると39.5％になり，授業でのコミュニケーショ

ン活動においてやりとりが成立したときに，英語を学ぶ意義を感じている生徒が最も多いと考

えられる。一方,高等学校においては 「オ 英語の歌の歌詞の意味や映画の台詞の意味がわ，

かったとき」が39.1％で最も多く，続いて「ウ テストで良い点を取ったり，英語検定などに

合格したとき」の24.8％となっている。高校生という発達段階においては，英語の活用場面と

しての関心が教室の外にも向いていることは大きな特徴であるが，中学校では39.5％を占めた

質問項目ア，イに見られる教室内での英語の活用を通じての達成感は，高校では14.6％にとど

まっている。教師側では 「生徒が英語を学んできてよかったと感じるのはどんなときだと思，

いますか 」の質問に対して，中学校では43.0％，高校では46.0％が「カ 外国人(ＡＬＴを。

含む)と直接話したり，メールや電話などを用いてお互いに理解し合えたとき」と回答してお

り，いずれも最も多かったが，生徒の回答としてはそれぞれ中学校3.3％，高校7.9％で，この

点で教師と生徒との意識には大きな隔たりが見られる。これらのことから，具体的な英語の活

用場面において，思いや考えを発信する力の育成は重要な課題であると考える。

表２は，英語を学び活用することと，自分の将来との関係の意識に関する調査結果である。

表２ 英語を学び活用することと，自分の将来との関係について生徒への「英語を勉強し活用

用できるようになることで，

将来，役立ち，自分の活動の

範囲や可能性が広がると思い

ますか 」の質問に対して，。

中学校では「ア はい」が

39.5％, 「イ どちらかとい

えば，はい」が39.0％の回答

となっている。高等学校にお

いては 「ア はい」が47.7，

％「イ どちらかといえば，

はい」が34.9％である。項目

アについては，特に高等学校

において高い数値が示され，

自分の将来と英語とのつなが

りを強く意識していることが

分かる。また項目ア，イを合わせると中学校で78.5％，高等学校では，82.6％で肯定的な回答

が見られた。一方，教師側では，中学校では「ア はい」が26.0％, 「イ どちらかといえ

ば，はい」の回答が57.0％であり，いずれも高等学校より高い数値を示している。しかし，こ

の結果は，特に高等学校においては，教師が考えるよりも，生徒は「英語が活用できること」

の意味を認識していることを示している。

表３は，英語を学ぶことと，その背景となる文化を学ぶことの意識に関する調査結果であ

る。

生徒では 「ア はい」の回答が中学校においては27.6％，高等学校においては26.4％とな，

っており，特に大きな差異は見られない。項目ア及び「イ どちらかといえば，はい」を合わ

せても中学校67.5％，高等学校69.5％とほぼ同じ数値を示しており，生徒の文化について学ぶ

（％）【生徒】

英語を勉強し活用できるようになることで， 校 種
将来，役立ち，自分の活動の範囲や可能性が広
がると思いますか。 中 学 校 高等学校

ア はい 39.5 47.7

イ どちらかといえば，はい 39.0 34.9

ウ どちらかといえば，いいえ 14.2 13.3

エ いいえ 7.3 4.1

（％）【教師】

生徒は，英語を勉強し活用できるようになる 校 種
ことで，将来，役立ち，自分の活動の範囲や可
能性が広がると感じていると思いますか。 中 学 校 高等学校

ア はい 26.0 18.0

イ どちらかといえば，はい 57.0 45.0

ウ どちらかといえば，いいえ 16.0 32.0

エ いいえ 1.0 5.0
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表３ 英語を学ぶことと，背景となる文化を学ぶことについてことについての意識はほぼ同

様のものであることが分か

る。一方，教師側では，中学

校で「ア はい」13.0％，

「イ どちらかといえば，は

い」52.0％，高等学校で「ア

はい」6.0％ 「イ どちらか，

といえば，はい」26.0％であ

り，総じて生徒よりも低い結

果になっている。中学校で

は，項目アの数値が，教師は

生徒の半分以下,高等学校で

は約４分の１であり，生徒は

教師の認識以上に，英語学習

とその背景にある文化との関

連を強く意識している実態が

うかがえる。

表４は，英語の授業での自己表現への意欲を喚起する場面に関する調査結果である。

表４ 英語の授業での自己表現への意欲を喚起する場面について生徒では 「ア はい」の回，

答が中学校においては19.5

％ 「イ どちらかといえ，

ば，はい」が29.9％であり，

高等学校においては「ア は

い」が9.2％ 「イ どちらか，

といえば，はい」が22.0％と

なっている。項目アと項目イ

を合わせると，中学校で49.4

％の生徒が 「英語で自己表，

現したいと感じる場面」があ

ると回答している。一方，高

等学校においては項目アと項

目イを合わせても31.2％であ

る。加えて「エ いいえ」と

回答している生徒が中学校で

20.3％，高等学校で32.7％と多く，実践的コミュニケーション能力の育成という視点からは，

このような生徒たちに対する，英語を用いて積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度

の育成と，そのことを意識した授業の構築が課題であると考える。また 「英語を活用させる，

ための関心・意欲をもたせる場面づくり」に対しては，教師側は，中学校で「ア はい」が

29.0％ 「イ どちらかといえば，はい」が63.0％で，合わせて９割以上の教師が授業におい，

て何らかの工夫をしているという肯定的な回答を寄せている。一方，高等学校では「ア は

（％）【生徒】

英語を勉強することで，英語が使われている 校 種
国々の文化についても学ぶことができると思い
ますか。 中 学 校 高等学校

ア はい 27.6 26.4

イ どちらかといえば，はい 39.9 43.1

ウ どちらかといえば，いいえ 22.6 20.7

エ いいえ 9.9 9.8

（％）【教師】

英語を学ぶことで，英語が使われている国々 校 種
の文化についても触れている生徒が多いと思い
ますか。 中 学 校 高等学校

ア はい 13.0 6.0

イ どちらかといえば，はい 52.0 26.0

ウ どちらかといえば，いいえ 34.0 54.0

エ いいえ 1.0 14.0

（％）【生徒】

英語の授業の中に，英語で自分のことを表現 校 種
したいという気持ちになる場面がありますか。

中 学 校 高等学校

ア はい 19.5 9.2

イ どちらかといえば，はい 29.9 22.0

ウ どちらかといえば，いいえ 30.3 36.1

エ いいえ 20.3 32.7

（％）【教師】

英語の授業の中に，生徒に，英語で自分の考 校 種
えや思いを表現したいという関心・意欲をもた
せるための工夫をしていますか。 中 学 校 高等学校

ア はい 29.0 3.0

イ どちらかといえば，はい 63.0 56.0

ウ どちらかといえば，いいえ 8.0 38.0

エ いいえ 0.0 3.0
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い」が3.0％ 「イ どちらかといえば，はい」が56.0％で肯定的な回答は６割程度である。，

生徒の意識と教師の意識を相対的に比較してみると，教師は授業に工夫を施し 「生徒に，英，

語で自分の考えや思いを表現したいという関心・意欲」をもたせるために努力をしていると考

えているが，中学校，高等学校とも，教師の期待ほど生徒は意識していないという結果になっ

ている。

表５は，授業で英語を活用しようとすることに関する調査結果である。生徒では 「ア は，

表５ 英語を活用しようとすることについてい」の回答が中学校において 授業で

は50.2％ 「イ どちらかと，

いえば，はい」が33.0％であ

り，高等学校においては「ア

はい」が32.4％ 「イ どち，

らかといえば，はい」が39.0

％となっている。この質問項

目については，中学校で約８

割，高等学校で約７割が肯定

的な回答を寄せており，校種

による大きな差異は見られな

い。教師側では，中学校で

「ア はい」が28.0％ 「イ，

どちらかといえば，はい」が

62.0％で，合わせて９割の教

師がこの点を意識していると

いう肯定的な回答を寄せて

いる。一方，高等学校では,

「ア はい」が6.0％ 「イ，

どちらかといえば，はい」が

50.0％で肯定的な回答は半数

程度である。

表６は，コミュニケーショ

ンに対する意欲や積極的な態

度についての調査結果であ

る。

生徒では 「英語の授業の，

中で，自分のコミュニケーシ

ョンに対する意欲や積極的な

態度を，先生に理解して欲し

いと思いますか 」の質問に。

対して 「ア はい」の回答，

が中学校においては55.8％ 「イ どちらかといえば，はい」が31.4％であり，高等学校では，

「ア はい」が34.6％ 「イ どちらかといえば，はい」が39.5％となっている。特に項目ア，

（％）【生徒】

英語の授業の中でコミュニケーション活動を 校 種
する際に，自分が言いたいことを，自分がもっ
ている表現力を活用しながら，伝えようとして 中 学 校 高等学校
いますか。

ア はい 50.2 32.4

イ どちらかといえば，はい 33.0 39.0

ウ どちらかといえば，いいえ 12.5 19.8

エ いいえ 4.3 8.8

（％）【教師】

英語の授業の中で生徒にコミュニケーション 校 種
活動をさせる際に，自分がもっている表現力を
活用させる指導を工夫していますか。 中 学 校 高等学校

ア はい 28.0 6.0

イ どちらかといえば，はい 62.0 50.0

ウ どちらかといえば，いいえ 10.0 39.0

エ いいえ 0.0 5.0

（％）【生徒】

英語の授業の中で，自分のコミュニケーショ 校 種
ンに対する意欲や積極的な態度を，先生に理解
して欲しいと思いますか。 中 学 校 高等学校

ア はい 55.8 34.6

イ どちらかといえば，はい 31.4 39.5

ウ どちらかといえば，いいえ 10.2 17.1

エ いいえ 2.6 8.8

（％）【教師】

英語の授業の中で，生徒のコミュニケーショ 校 種
ンに対する意欲や積極的な態度に関して把握し
たことを指導に生かしていますか。 中 学 校 高等学校

ア はい 28.8 14.1

イ どちらかといえば，はい 39.1 41.1

ウ どちらかといえば，いいえ 20.4 28.4

エ いいえ 11.7 16.4

表６ コミュニケーションに対する意欲や積極的な態度について
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に関して生徒の回答の数値の比較においては，中学校で高等学校の倍以上である。ただ，項目

アとイを合わせると，肯定的な回答をした生徒は中学校で87.2％，高等学校で74.1％である。

教師では 「英語の授業の中で，生徒のコミュニケーションに対する意欲や積極的な態度に関，

して把握したことを指導に生かしていますか 」の質問に対して「アはい」の回答が中学校に。

おいては28.8％ 「イ どちらかといえば，はい」が39.1％であり，高等学校においては「ア，

はい」が14.1％ 「イ どちらかといえば，はい」が41.1％となっている。中学校では67.9，

％，高等学校では55.2％の教師が肯定的な回答で，指導に生かしているという結果になってい

る。

(4) 本調査においては 「英語を学ぶことの意義」と「英語を学び活用することへの意識」の，

大きく２つの観点から，生徒と教師の意識にかかわる実態に迫った。その結果から，特に，

次のようなことが考えられる。

ア 「授業で自分の考えや思いを英語で言えたとき」に，英語を学んできてよかったと感じ

ている生徒の割合が高い。このことから，活用場面を意識したコミュニケーション活動を

さらに充実させ，その有用感を感じさせられる授業づくりが求められる。また，そのため

には，ＡＬＴの有効活用も課題の１つである。

イ 生徒の多くは，英語を活用することができれば，自分の活動範囲や可能性が広がるとい

う意識をもっている。生徒の英語に対する肯定的な意識をさらに広げる視点からの授業づ

くりが大切である。

ウ 授業の中で何とか英語を用いて自己表現をしたいと思わせる場面の有無については，教

師の意識に比べて生徒の肯定的な回答が少ない。授業中の英語の活用場面の質を高め，積

極的に英語を用いたいと感じさせる機会を生み出す努力が求められる。

エ 生徒に英語を活用させることを意識する場合，教師はその段階で生徒が獲得している言

語レベルで，まとまった内容をやりとりができる活動を意識して創出する必要がある。

オ 教師は，各生徒のもつ表現力を活用させながらコミュニケーション活動を行わせる指導

工夫をしている傾向が見られる。今後も，生徒に，自分の英語力を積極的に活用しようと

する意識をもたせる指導を工夫していきたいと考える。

カ 生徒のコミュニケーションに対する意欲や態度の評価に対する期待は大きく，教師はこ

の点を意識し，把握したことを指導に生かす視点が求められる。
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４ 研究主題に迫るための手だて

研究主題に関する基本的な考え方，実態調査の結果，生徒の実態や教材の内容を踏まえ，

研究主題に迫るために，主に，以下に示すような手だてを考える。

○ 英語を「実生活で活用しうる力や技能」としてとらえ，生徒に学ぶ意義や喜びをより多く

実感させることを意識した場面を有する授業づくりを工夫する。

○ 授業の構成要素としての「使用させること」を踏まえ，取り上げる内容を明確にし，知識

を与え，練習をさせ，興味をもたせることなど，相互に関連付けることを考えた授業づくり

を工夫する。

○ インタビューやプレゼンテーションなど，様々な具体的な形態で英語を発信できる場面を

設ける。

○ ＡＬＴの活用に関しては，言語材料の定着を図る場面での活用にとどめず，生徒の自発的

な英語での発信をうながすようなかかわりを意識して創出する。

○ 「メッセージを中心とした活動」を意識し，教師主導から生徒主導へと段階的に活動を変

化させるような工夫を施す。

○ 生徒がやりとりした内容のお互いの理解の状況をフィードバックし，評価し合う場面づく

りを工夫する。
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５ 授業研究

授業研究１】中学校第３学年【

「私たちの牛久 （発展的コミュニケーション活動 Big Project ２）」

(1) 授業の構想

英語科では， と称する 既習事項の活用を意識した発展的コミュニケーションBig Project ，

活動を各学年で年３回ずつ実施している。いくつかの題材の学習が終わると，課題を設定し

て，それまでに習得した表現を意識的に用いてコミュニケーション活動を行う機会をもつこ

とにしている。通常３時間程度を配当するこの では，生徒たちは課題解決に向けてProject
さまざまな文型や語彙を活用し，時には未知の表現を主体的に調べながら４技能を駆使して

実際に情報や考えのやりとりをする。３年生の 1「わたしの修学旅行」では，修Big Project
学旅行で訪れた京都・奈良での体験を英語で紹介する活動を通じ,コミュニケーションする

ことの喜びを体験した。今回の は，自分たちの住む町のよさを発信しようという課Project
題のもとに，町の様子を撮影したビデオ映像に英語でナレーションをつける活動である。発

信の対象としては，外国人だけでなくこの町を知らない全ての人を想定した。発表の形態と

しては，映像に合わせて録音するいわゆる「アフレコ」も可能であったが，何度も録り直し

て完成度を追求するよりも発話の即時性を重視して，授業中にライブでナレーションを行う

ことにした。

(2) 授業の手だて

ア 発展的な課題解決のための英語活用

中学３年生には現時点の自分の力では解決が難しいと思える，やや高度な課題を意識し

て設定することにより，生徒たちの学習に対する心構えをもたせ，さらに英語を活用しよ

うとする動機を高めようと考えた。具体的には,視聴者に動く映像を見せながら英語を発

Show and Tellすべき瞬間をとらえて発話する必要性の創出である。今年度当初に行った

は，１枚の写真を見せながら英語で紹介する活動であったため，生徒たちには多少の言い

直しや沈黙は許容された。それに対して，今回の実践では時間とともに移り変わっていく

映像に合わせて，その場で状況を説明する英語を発しなければならないという条件が付い

ている。生徒たちには予め準備した原稿による説明だけでなく，場合によっては即時的，

即興的な説明も要求される。そのため，この課題をこなすためにはかなり周到な準備と柔

軟な応用力が必要である。そのような課題の特質を知ると，生徒たちは必要に応じて自ら

進んで調べ学習を行い，英作文，未知の語句調べ，新しい表現の習得，原稿の発音練習な

どを活発に行う。さらに，実際に地域のことを英語で紹介し，相手に自分の知っている情

報を伝えることができたときに，英語を活用したという実感をもてると考えた。

イ 地域素材による学ぶ意欲の喚起

何かを他人に説明しようとする場合，まず自分がそれについてよく知らなければならな

いことは当然であるが，身近にあるものは自分ではよく知っているつもりでも意外に知ら

ない場合が多い。その事実に気付くと，生徒たちはもっと詳しく知りたいという強い欲求

を示すものである。そして，この認知的不協和を解決するために，生徒たちは改めて自分

たちの町について調べ直すという意欲をもち，それまで知らなかったことを新たに発見し

たり，既に知っていたことでもより詳しく知ったりできる。こうして彼らは知的欲求を満

たしながら郷土のよさを再認識し，これが を進めていくための強い動機となる。Project
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今回の では，生徒たちの住む地域の施設や名所旧跡が題材となる。そのことProject
で，自分たちの経験や生活に密着した内容を，自分を起点として発信する情報として，自

分の知っている英語を活用して表現しようとする意欲が高まるのではないかと考える。ま

た，日本語では言えることでも英語ではどのように表現したらよいのか分からないという

視点から，生徒たちの主体的な取組を導き出し，伝えたいことを英語で表現できたときの

達成感につなげていく。実践的コミュニケーション能力の育成という観点からも，身近な

ことを英語で表現する活動には大きな意味があると考える。

ウ 少人数学級での学び合い

本校では全学年で各学級を２クラスに分けて少人数学級で英語の授業を行っている。今

回の でも，それぞれの少人数学級の中で４～５人のグループを構成した。事前準Project
備や発表練習は，二つの少人数学級にそれぞれの担当ＪＴＥやＡＬＴが支援をしながら進

めることにした。ビデオで紹介する題材については，事前に各グループに案を作成させ，

紹介内容が重複しないように教師側で調整した。本来はＡＬＴや外国からの来訪者を対象

として想定した活動ではあるが，この調整によって生徒たちも強い興味をもって他のグル

ープのプレゼンテーションを聞き，その後の質疑応答によるインタラクションが活性化す

るだろうと考えた。

(3) 授業の実践

ア 題材 私たちの牛久 (Big Project ２)

イ 学習および評価計画

時 学 習 活 動 評 価 規 準 指導上の留意点
１ ・グループごとにビデオ ・ 全体の見通しをも ・名所だけでなく，市の施Project

で紹介する内容を検討 ち，自分たちの考えを活 設や日常生活に密着した

する。 かした計画を立てようと もの，自分たちの学校な

・役割分担を決める。 している。 どにも目を向けてみるよ

(関心・意欲・態度) う助言する。

２ ・ビデオの映像を見て， ・既習の言語材料を用い， ・個人によるナレーション

英語の原稿を作成す 牛久についての情報に自 だけでなく対話形式の紹

る。 分たちの体験や考えなど 介方法も提示する。

を加えて原稿を書くこと

ができる。(表現)

３ ・ビデオの映像に合わせ ・適度な速度及び明瞭な発 ・ＡＬＴの評価に加えて，

て英語で牛久市につい 音で，内容や話者の思い 生徒相互の評価を行うこ(

本 てナレーションをす が伝わるように英語でナ とで発表や聞くことへの

時 る。 レーションをすることが 意欲を高めさせる。

ができる。(表現))

ウ 本時の学習

(ｱ) 目標

既習の表現を活用して，視聴者に正確な情報や話者の思いが伝わるように，ナレー

ションをすることができる。

(ｲ) 研究主題との関連
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本研究では「豊かな学び」を次のようにとらえた。すなわち，自分のもつ知識・技

能を積極的に活用しながら実際に情報や考えのやり取りを行い，その有用性を実感で

きることである。今回は自分たちの居住する牛久市の様子や自分たちの考えなどを，

既習の表現を用いて発信することを通して，英語を活用する喜びを実感させる。

(ｳ) 準備・資料

ビデオテープ，ビデオデッキ，プロジェクタ，自己評価カード，相互評価カード

(ｴ) 展開 ： 評価の観点と方法

教師の働きかけと評価
学 習 活 動

ＪＴＥ１ ＪＴＥ２ ＡＬＴ

１ 本時についての教師の説明を聞き，課題 ・本時の流れ ・授業を進

と自己目標を自己評価カードに記入する。 を説明する。 行する。

「私たちの牛久」 ・発表の留意

ＶＴＲに英語でナレーションを！ 点から評価の

２ 発表のポイントと相互評価についての説 観点を３つに ・発表の留意

明を聞く。 絞り，聞くこ 点 を 説 明 す

３ 発表およびインタラクションをする。 とに支障がな ・発表を進 る。

いよう配慮す 行する。

る。Presentation
( 1 8) 《発表のポイント》Groups -

①発音：発音が明瞭である。(評)Interaction
②間合い：英語と映像が合っている。Questions Questions

( ) ( ) ③表現：表現方法に工夫がある。ALT Students
④文型：既習文型を活用している。

(1)各グループが順にビデオを見せながら英 ⑤内容：情報や個性が豊かである。(評)

語でナレーションをする。 ⑥好感度：ユーモアがある （評）。

(2)発表者は聞き手の質問に英語で答える。 ・各発表の後 ・もっと知り

(3)聞き手は発表を聞きながら相互評価カー で聞き手（含 たいことや不

ドにポイントを記入する。 ＡＬＴ）と発 明な点などを

【 】 表者をコーデ 質問する。TOPICS
1 ィネートしてGroup Sports Day of Our School
2 インタラクシGroup Lake Ushiku and Ayame

ョンを促す。Garden
Group Ushiku Public Institutions3

Group The Great Buddha of Ushiku4

5 ・適度な速度及び明瞭な発音で，内容やGroup Chateau Kamiya
6 話者の思いが伝わるように英語でナレーGroup Special Rooms of Ushiku Ichu
7 ションをすることができる。Group Ushiku Clean Center
8 （表現〈発表・相互評価 ）Group Ushiku Sports Park 〉
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４ 相互評価をする。

(1)どのグループが最もよかったかを発表す ・英語で言わ ・最もよい

る。また，その理由も述べる。 せたいが日本 と思った発

(2)ＡＬＴの講評を聞く。 語でもよいも 表に挙手を ・自分の評価

のとする。 求め理由も 結果を発表す

５ 本時の学習を振り返る。 ・できたこと たずねる。 る。

(1)発表についてのＡＬＴのコメントを聞 感じたこと考 ・本時の活動

く。 えたことなど についてコメ

(2)自己評価カードに振り返りを記入する。 を書かせる。 ン ト を 述 べ

る。

(4) 授業の考察

ア 発展的な課題解決のための英語活用について

今回の授業では，自分の身近にある実生活に密着した題材について，映像に合わせて英

語によるナレーションをしながら説明するという発展的な課題を設定した。内容的には身

近であるが，それを相手に伝達するために必要な英

語は既習の言語材料をはるかに超えていた。しか

し，そのようなやや発展的な課題でも，普段から親

しんでいる地域について伝える内容であったため，

生徒たちは自分たちにも実現可能なものとしてとら

えることができた。それが今回の英語学習への強い

動機となって，生徒たちは紹介文の原稿作成からビ

デオに合わせて英語でナレーションする練習に至る

発表の様子まで一連の活動に集中できたものと思われる。習熟度

の違いにかかわらず，それぞれの生徒が自分に合った目標を設定して活動できたことも大

きな成果である。ある生徒は完全に暗記してプレゼンテーションに臨み，またある生徒は

原稿にない即興のナレーションを試みた。声は小さくても自分の分担箇所をみんなの前で

最後まで発表できたことに自信をもった生徒もいた。これらのことから，自分たちの知っ

ていることを既習の英語で伝達したことは，まさにコミュニケーションを目的として英語

を使用する「実践的コミュニケーション」の一環であり，同時にそれが生徒たちには情報

伝達のために「英語を活用した」という実感になっていることが分かる。

各プレゼンテーション後の質疑応答では，授業者の予想をはるかに超えた数の質問があ

った。最近習った現在完了形を用いてその場所に行ったことがあるかどうかの経験を尋ね

たり，教師の助けを借りて尋ねる文を確認してから質問したりするなどの活発なやりとり

が見られた。授業者の当初の意図に反して，プレゼンテーションでの用意周到な発表より

もむしろこのインタラクションの場面において，既習表現を最大限に活用しようとする姿

勢が観察されたのである。

イ 地域の題材による学ぶ意欲の喚起について

地域の題材を取り上げたことで，プレゼンテーションの前後で次の二つの効果が観察さ

れた。
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第一に，準備段階における地域を知る意欲の高まりである。授業後の振り返りによる

と，多くの生徒が地域についてよく知っていたつもりでも，他の人に説明できるほど詳細

な知識ではなかったと述べており，そのことが生徒たちの調べる意欲を一層喚起したので

ある。実際に，この活動を通して地域について新しく発見したことがたくさんあったと述

べている生徒が多い。準備段階で，英語を用いて何を伝えたいのかという基本的な動機が

生徒たちの中で明確になったことが，その後の活動をより能動的なものにしたと言える。

第二に，プレゼンテーション後の質疑応答の活性化である。本来はＡＬＴや他国からの

人々を想定したものであるが，本校の生徒たちも他のグループのプレゼンテーションに触

発されて活発なやりとりが生まれた。声が小さくて聞こえにくい，単語の意味が分からな

いなど，英語での理解が難しい部分もあるプレゼンテーションであったが，映像の存在と

身近な題材であることに助けられて，尋ねたいことが次々に湧き上がってきたものと考え

される。インタラクションの活性化によって，質問する生徒は既習事項を用いて懸命に質

問を考え，発表者の生徒もその場で質問に英語で答えなければならず，より実際の場面に

近い英語活用となった。

ウ 少人数学級での学び合いについて

準備段階では，二つの少人数学級に分かれて作業を進めた。進捗状況に応じてオープン

スペースでＡＬＴの助けを借りて英作文をしたり，英語教室にテレビを運び込んでナレー

ションの内容を吟味したりする様子が見られ，少人数ならではの柔軟な形態で準備を進め

ることができた。また，題材も全ての班で異なるように調整しておいたので，生徒たちは

他の班には依存せず，４人グループのメンバーだけで原稿作成という課題を解決しなけれ

ばならない状況に置かれた。発表する部分を役割分担し，一人一人のやるべきことが明確

になっていたことも，全ての生徒が英語を駆使して課題を解決する活動にかかわることが

できた理由の一つであった。

プレゼンテーションの場面では，これまで分かれて準備してきた生徒たちが再びクラス

単位になり，互いの発表を聞くことになった。自分たち以外の班がどのような題材につい

てどのような英語を駆使して発表するかは生徒たちとって大変興味深いことであり，ビデ

オの映像とナレーションに集中して聞き入っていた。また，このような状況のもとでプレ

ゼンテーション後の質疑応答が活性化したとも考えられる。

(5) まとめ

この実践は，ビデオにナレーションをつけるという課題を設定したこと，地域の題材を取

り上げたこと，少人数とクラス単位の形態を柔軟に使い分けたことによって，生徒たちが英

語を活用して表現できる場面を創出しようと試みたものである。それらの３つの工夫点によ

って，自分たちを発信源とする表現内容をもち，それを英語で表現するためにあらゆる形態

の学習活動場面で試行錯誤し，最終的にはＡＬＴを始めとする聞き手に自分たちの情報を伝

えるという英語活用場面を経験できた。副次的には，発表後のインタラクションが活性化し

本来の英語活用が意外な場面において観察できた。

反省点としては，ビデオが約５分間という長さであったために，ナレーションそのものの

密度が低くなってしまったことが挙げられる。２～３分程度に再編集すればより完成度の高

いものになると思われる。
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【授業研究２】高等学校第１学年

英語運用能力向上の段階的指導と継続的なインタビュー活動

(1) 授業の構想

本研究における英語科の研究主題「生徒が，学んだことを主体的・創造的に活用し発信する，

外国語(英語)科学習の指導に関する一考察」を踏まえ，さらに，英語Ⅰを履修している学習段階

を考慮し，特に以下の３点に重点を置き授業の構想を立てた。

○ 英語で主体的に意思の疎通を図れるようになることを目標とする。

○ 英語Ⅰの４単位中，週１単位を英語の運用に重点を置く時間として位置付ける。

○ インタビュー活動を通して英語を創造的に活用し，即時的に発信ができるようにする。

実践を通じて，相手の言っていることを正確に理解したうえで，主体的に自分の言いたいこと

を相手に伝えることができるようになることを一つの目標とする。本校のカリキュラムでは，英

語Ⅰは４単位(週に４時間授業)であり，その限られた時間を最大限に活用し，読む・聞くという

インプット活動を書く・話すというアウトプット活動に結び付けるために，今回の研究では週１

時間を重点的なＡＬＴとのコミュニケーション場面と設定し，その他３時間を読み，聞き，書く

(話すための準備を行う)時間と位置付ける。

ペアでのインタビュー活動は，常に一対一の対話であることから，必ず相手が発言する内容を

聞いて理解して応答しなければならない場面を創出することができ，また，この活動を続けるこ

とにより，英語を聞き英語のままで理解し応答できる能力を徐々に培うことも可能であると考え

る。

今回の実践は，９月から週１回行なってきたインタビューの第９回目にあたり，トピックは

「自分の将来について」である。インタビューでは，将来の夢や希望について質問し，さらにそ

れについての発展的な応答を繰り返す。将来について伝える部分では，それまでに読んだり，書

いたりして学んだ言語材料の中から必要な表現を適切に選択しアウトプットする。その後，相手

の将来の夢を聞いて，内容に関する質問やコメントを考えたり，それに応答するという一連の活

動を通じて，今回の英語科研究主題である「生徒が学んだことを主体的・創造的に活用し発信す

る」ことに迫ることとする。

(2) 授業の手だて

ア 場面に応じて適切に発信する英語運用能力の育成

例えば実生活での英語使用場面としては，買い物をする場面や友人との会話などがその典型

的な例として挙げられる。実際の英語使用場面では，正確なリスニング能力とスピーキング能

力が必要となり，限られた授業時間の中で，実際に活用できる英語力を養成するためには，生

徒一人一人が身近な話題でできるだけたくさん英語でコミュニケーションをし，相手の考えを

英語で聞き自分の思ったことを英語で話すことのできる英語運用能力を高める必要があると考

える。

イ 英語を読む，聞く及び書く授業と話す授業との関連を図ること

英語Ⅰの４単位という限られた時間を活用し，英語活用力をつけるためには，英語使用場面

の設定を意識した授業とその他の授業との関連を意識させることで 「話すために学ぶ」とい，

う英語学習への意識を高めることが必要であると思われる。週１回の英語を運用する場面を設

定した授業の中で，生徒の使った英語のスクリプトから習得段階を確認・分析し，その到達段

階に合わせて，週３回の通常授業で扱う文法，構文等の言語材料を盛り込みリーディング，ラ
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イティング及びリスニングの指導をする。この一連の流れを継続的に行うことで，生徒の発話

能力が１語文から２語文へ，徐々に文法的に正しい文へと移行する過程を授業の中に構築して

いくこととする。

ウ インタビューという形態での即時的英語活用

今回の授業研究では，ペアワークでのインタビュー活動を実践する。インタビューには毎回

トピックを設定し，その事柄についてお互いにインタビューし合い，さらに相手の答えについ

て質問を加え，応答する。インタビューの事前準備として，週末に次回のトピックについて英

作文を課題として出しておき，生徒はトピックの内容に関して，必要な単語を辞書で調べなが

ら，あらかじめ考えをまとめておく。毎週の英語運用場面を位置付けた授業では，それまでに

考えた内容をベースに英語でアウトプットし，一方，聞いた内容に関しては即時的に英語でコ

メントや質問をし，またそれに答える。このように聞いた事柄に対して即時的に意味解釈し質

問しまた答えるといった，インタビュー活動をインタビューフォーマットから，さらに創造的

に発展させることにより，表面的な言葉のやり取りから一歩踏み込んだ相互理解を伴う実践を

志向した活動を実現することをねらいとする。また，活動を通じ英語運用能力自体を高めるこ

と，さらに英語を運用しようとする積極性を養うことも課題ととらえていく。

(3) 指導計画

ア Lesson 4 “Interview” (Milestone English Course Ⅰ KEIRINKAN)

イ 題材の構成：週１回(毎週火曜日)，授業中にインタビュー活動をする題目

第１回 ９月第２週－夏休みの生活について 第２回 ９月第３週－学園祭に向けて

第３回 ９月第４週－学園祭を終えて 第４回 ９月第５週－前期の生活について

第５回 10月第１週－後期の生活について 第６回 10月第３週－第３回考査について

第７回 10月第４週－第３回考査(日常会話フォーマットバージョン)

第８回 10月第５週－第３回考査(日常会話フォーマットバージョン)

第９回 11月第１週－自分の将来について（本時）

第10回 11月第２週－誕生日・血液型・性格・好きな食べ物

ウ 本時の学習

(ｱ) 目標：自分の将来について，既習の英語表現を活用することを含むインタビュー活動を通

じて，お互いの考えについて理解を深める。

(ｲ) 研究主題との関連：本研究では「豊かな学び」を，次のようにとらえることとする。学ん

だ英語を積極的に運用し，英語を活用するインタビューという活動で主体的にＡＬＴや友

人とコミュニケーションを図る上で，創造的な英語の発信がなされる。その活動を通し

て，実際に英語で意思の疎通が図れた喜びを得て，さらに気持ちを伝えるために，習得型

の授業及び授業外において，自主的に英語を学ぼうという態度を養うことができる。この

ようなインプット-アウトプットの一連の流れが主体的に行なわれることが，探究的かつ

自律的な「豊かな学び」であるととらえる。

(ｳ) 準備資料・アウトライン：準備資料はタスク１用の発音練習プリント，タスク２用ディク

テーションシート，タスク３インタビュー用発話練習シートの３タイプのワークシート

で，以下がタスク１～３の主な指導内容である。

タスク１：英語の正確な音を理解し，発音練習を行う。

[i:]と[i]の発音の違いに注意し，その音を含む単語や文を，ＡＬＴに続いて発音する。
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[i:]と[i]の音を含む単語の聞き取り練習をし，ペアで正確な音かどうか確認し合う。

タスク２：英語を，文字を見て読んで理解した上で，同じ英文を聞き取りにより理解する。

教科書の復習として，聞き取り・書き取り・読みの練習をする。ＡＬＴが英語を読み，生徒は

それを聞きながら，空欄に適切な単語を書き入れる。教科書の読みの練習として，ミーニング

チャンクごとにＡＬＴに続いて読む。ペアに分かれて，お互い読み聞かせをし，発音やイント

ネーションが正確かどうかなどのコメントをし，評価し合う。

タスク３：インタビューを日常会話的フォーマットで行い，対話練習を行う。

本時のトピックは「将来の夢」である。ＡＬＴに言われたことを理解し，即時的にそれに答え

る。本時のフォーマットでは，聞かれたことに答えることが，そのまま日常会話につながる形

になっている。つまり，相手の話を理解し，自分の考えで話を構成し，相手に正確に伝えると

いう活動になっている。話を論理的に構成し，相手に正確に伝えるという作業は，母語の日本

語でも難しい。簡単な，かつ既知の英語を使用すれば，英語が話せるということを理解，実感

させることが可能である。また，質問が分からない時は，気軽に聞き返したり，聞いたことに

相づちを打ったり，考えているときに場をつなげるフレーズを理解し，活用できるようにす

る。

(ｴ) 展開

学習活動及び内容 形態 ○指導上の留意点 ●個への対応 ◇評価 ＊生徒の活動

ＪＴＥ ＡＬＴ ＳＴＵ

１ あいさつ 一斉 ○英語であいさつする。 ○あいさつする。 ＊英語であいさつする。

２ 活動説明 一斉 ○タスク１～３の説明をする。 ○英語で説明する。 ＊本時のタスクを確認する。

３ タスク１ 一斉 ○発音記号の音を説明する。 ○実際に発音する。 ＊発音を聞いて発音し，相手

発音練習 ペア ●ペアになり発音練習をする。 ●ペアワークを補助 に理解されるか確認する。

個人 ◇タスク１を英語で自己評価さ する。 ◇お互い正確に発音できたか

せる。 をコメント，評価し合う。

４ タスク２ 一斉 ○ディクテーションをするよう ○英文をチャンクご ＊ＡＬＴの読みを聞き，ディ

教科書のシャドー 指示する。 とに読む。 クテーションする。

イング読みの練習 ○シャドーイングを指示する。 ○英文を１文ずつ読 ＊チャンク，文ごとに読む。

とディクテーショ ペア ○ペアで，英文を読めるかどう む。 ＊イントネーションに注意し

ン かお互いチェックさせる。 ●ペアワークを聞い て，英文を読み聞かせる。

◇タスク２ができたかどうか， てまわる。 ◇上記の活動ができたかの他

自己評価させる。 己評価をする。

一斉 ○本時のテーマに関して説明す ○ＪＴＥとモデルイ ＊本時のインタビューのテー５ タスク３

る。 ンタビューをする。 マを理解する。本日のトピック

ペア ○ＡＬＴとモデルインタビュー ●生徒とペアでイン ＊教師のモデル会話を聞く。｢将来の夢｣に関し

をする。 タビューをする。 ＊ＡＬＴと一対一でインタビて，英語でインタ

一斉 ●インタビューをふくらませた ューをする。ＡＬＴに聞かれビューをする。

個人 会話を聞き，その内容に関し ●インタビューの内 たことに即時的に答える。(モデルインタビュー)

て，聞き取れていたか他の生徒 容に関して，発表者 ＊ＡＬＴと会話をしている生(生徒５人程度発表)

に質問をする。 に関してのコメント 徒の発表を聞き，その後で内

６ 生徒同士でイン ◇発表態度 聞き手の態度 をする。 容に関する質問に答える。
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タビューをふくらま ペア ●ペアで英会話できているかど ●ペアワークを聞い ＊ペアを作り，本時のテーマ

せた日常会話 うか，確認する。 てまわる。 ｢将来の夢｣に関して，英語で

◇インタビューをしようとして インタビューをする。

いるかどうか。質問に即時的に ◇英語で即時的に会話ができ

答えようとしているか。 たかを自己評価する。

７ 生徒同士で行っ ペア ●生徒同士のペアワークを聞 ●ペアワークを聞い ＊英語での会話を，皆の前で

たペアワークの発表 ＆ き，内容に関してリスナーに確 て，コメントを英語 発表する。

一斉 認する。 で言う。 ＊ＡＬＴのコメントを聞く。

８ 本時のまとめ ●積極的にインタビューをでき ●本時の活動につい ＊次の時間，次のインタビュ

・本時の自己評価を 一斉 たかどうか評価させる。 てのコメントを英語 ーの連絡を聞き，予習の確認

する ◇積極的に活動できたか。 でする。 をする。

・次時の確認をす ○次時のインタビューの課題に ○終わりのあいさつ ＊英語で終わりのあいさつを

る。 ついて知らせる。 をする。 する。

(4) 授業の考察

ア 場面に応じて適切に発信する英語力の育成について

タスク１は，日本語と英語の音に違いを認識し，同時に意味を考えながらの発音練習で、正

確なリスニング能力とスピーキング能力を養成するための活動となった。また，このタスクは

メインタスク３のウォームアップ活動でもある。

タスク１の指導例：本時は[i：]と[i]の違いに関してＪＴＥが解説した後，ＡＬＴが[i：]

と[i]音を含む語(e.g. beat/bit)を読み，生徒が続いて発音した。次にＡＬＴが [i：]と [i]

の音を含む単語の含まれた文(e.g. The key is in the bin.)を読み，生徒が続いた。

続くリスニングによる識別練習問題では，ＡＬＴが類音語(ease/is, feet/fit,each/itch)

を読み，生徒はそれらのどちらが読まれたかを判別した。次に，ＡＬＴが類音語を含む文(He

(a. beat)(b. bit) the little boy.)を読み，aかbのどちらが読まれたかを判別した。

上記のリスニング活動の発話練習として，生徒はペアになり，一方がすでにＡＬＴの読んで

判別した文(下記)のうち２文を読み，もう一方は，それを聞きどちらの文が読まれたかを答

え，自分の発音がペアの相手に識別されることができるかどうか確認した。このような一連の

活動を繰り返すことで技能の向上が図られつつある。

1. He (a. beat) (b. bit) the little boy. 2. We need to (c. leave) (d. live).発話された文：

3. We will see his (e. peach) (f. pitch) next week. 4. He gave me a (g. bean) (h. bin) last year.

イ 英語を読む，聞く及び書く授業と話す授業との関連を図ることについて

タスク２：教科書本文をＡＬＴが読み，生徒は５つの空欄に読まれた単語・語句を入れると

いう，ディクテーション(聞き・書く)活動をした。解答後，英文を１行(チャンク分けされた)

ずつＡＬＴに続いて音読(読む)した。次に，生徒はペアになり，一方が英文を読み，もう一方

がその読みを聞き，お互い読み終わった後，聞き取れる声の大きさで読めていたか，イントネ

ーションは意識できていたか，単語の発音は正確にされていたかなどに関して相互評価をし

た。この一連の読む・聞く・書く活動は，常に，次の話す活動との連携を意識する。

ウ インタビューという形態での即時的英語活用について

タスク３：本時の中心活動で，以下はインタビュー日常生活志向フォーマットである。

A: Hi, how are you? (how is it going? / how are you doing?)
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B: 1 And you?

A: 2

What is your dream in the future?

B: Well, 3

A: Um, 4

B: Ah, 5

ＡＬＴがパートＡ，ＪＴＥがパートＢになり，モデルインタビューを行う。その後，生徒を

指名し，パートＢの役でインタビューを受ける。生徒は空欄１，３，５に英語で即時的に答え

る。特に５に関しては，どんな質問がされるか予測しにくいため，即時的に英語で答えを考

え，発話する必要がある。すぐに答えが出ないとき

は，ディスコースマーカー（談話標識）を使用する。

一人終わるごとにＪＴＥが会話の内容に関して質問

(e.g.What does she want to be? / Why does he want

to be a dietician / vet?)をし，聞いていた他の生

徒を指名し，答えさせる。次に，生徒は二人組にな

り，パートＡとＢに分かれ，生徒同士で会話をする。

特にこの活動では，４でコメントや質問をするとこ

インタビュー活動の様子ろに即時性が求められた。このフォーマットでの活動を

通して，定型会話表現から一歩踏み込んだ相互理解を伴う実践ができた。また，既知の英語を

使うことで英語運用能力自体を高め，運用する積極性が認められた。

生徒が提出したプリント(実際に話した英語のスクリプト)からは，疑問詞のある疑問文が正

確に作れていないことがわかる。例えば，Why want to soccer player? , Why don't you a

vet? , Why want to be? , Why want to be a baseball player / hair dresser / English

teacher? , Who is favorite player? などである。共通点は，疑問詞の後の形であり，疑問

詞の後には，基本的にYes, No疑問文の形がくることが定着していないことがうかがわれる。

このスクリプトから生徒の英語習得段階を診断し，その段階に応じて，リーディングの授業で

使う教材のチャンク分けのスパンの大きさを決定する。このようにして週１時間のスピーキン

グの授業を，それ以外３時間の授業での資料作りに役立て，生徒の習得段階に応じ，また，そ

の段階を上げていく指導実践に活用した。

(5) まとめ

インタビュー活動を始めた２か月前は，英語と日本語の語順の違いにとまどっていたが，この

２か月で少しずつ英語の特に内容語(名詞や動詞)の並びを理解してきている。しかし 「それに関，

しての本」を，英語で“about it book”とするなど，機能語，特に冠詞・前置詞の使い方に課題

が見られた。このことは，今後の英語指導に生かす材料の発見となった。

読む・聞く・書く授業と話す，つまり英語運用能力を高める実践授業の関連性をもたせ，イン

タビューという形態での英語活用と即時的英語使用場面を継続的に設定することによって，生徒

は発表するために調べ，考え，プレゼンテーションの際ＡＬＴに質問されて，即時的に自分の保

持する知識を活用しながら主体的に応答しようとした。これらの活動が活発に行なわれたことに

より，英語コミュニケーションへの関心・意欲・態度が高まりつつある。また，生徒に英語を話

す活動を保障し続けることにより，それ以外の授業における諸活動も活性化しつつある。



- -159

授業研究３ 中学校第３学年【 】

インタビュー, スピーチ, スキットの統合的な活用

(1) 授業の構想

本研究における英語科の研究主題「生徒が，学んだことを主体的・創造的に活用し発信

する外国語（英語）科学習の指導に関する一考察」に迫るために，学んだ言語材料を活用

しながら自分の考えや気持ちを発信する場面設定を踏まえた授業の構想をたてた。

これまでも，単に基本的な文型や文法事項を理解させるだけでなく，さまざまな場面で

実際に活用させることを意識して授業づくりを行ってきた。各題材終了後に，その課で学

んだ言語材料を用いて，全員がスピーチまたはスキット発表を行っている。本実践におい

てもその点を踏まえ，さらに発展的な場面の工夫を施すことで，自分の考えや気持ちをＡ

ＬＴや友だちに伝えたり相手の考えや気持ちを理解しながら英語でコミュニケーションを

図ることの楽しさを十分に味わわせ，その意義を理解させたいと考える。

本実践では，まず,やや発展的な学んだ知識や技能の活用場面として，教師へのインタ

ビュー活動を設定する。コミュニケーションの相手が教師であり，加えてインタビューの

結果を，入手した情報として他の生徒にわかりやすく伝える場を設定することで，これま

で学んできた知識や技能を自ら使おうとする意欲を高めることもねらいの一つとする。イ

ンタビューは，状況や相手に応じて適切な表現をその場で自ら考え，相手と情報や考えの

やりとりをしなければならないため，実際のコミュニケーション場面に近い状況である。

また，自分の思いや考えを発信する活動として，トピックを指定したスピーチ発表を行

う。本題材では，発展途上国に住む子どもたちの厳しい現状について学び，そこで生徒

は，自分たちにもできる国際支援活動や国際交流とは何かを考え，それぞれの思いや考え

を資料を用いて発表する。さらに，学んだ言語材料を用いて，自分たちのアイデアを生か

したスキットを作り発表する。今回もインタビューやスピーチ発表などを様々な発信場面

を通して，生徒が学んだことを実際に主体的に活用することで研究主題に迫りたいと考え

る。

(2) 授業の手だて

ア 学んだことを主体的に活用するインタビュー活動

クラスを１グループ４～５人のグループに分ける。インタビューの相手はＡＬＴを含

む教師とし，生徒にとって初対面の相手である外部教師も含めて各グループに１人を配

置し，生徒が主体となる自由なやりとりを英語で行う。各自が話題を選び，それについ

ての具体的な質問を考え，答えを引き出す。生徒にとって身近な話題，例えば，趣味，

夏休みの予定，本校の印象などいくつかの話題を具体的に提示することで，生徒にとっ

て知識の活用・発信がしやすいと考えられる場面，また，本題材で学んだ現在完了形を

用いてやりとりができるように，行ったことのある場所や住んでいる所なども話題の例

として提示する。この際，質問が重複しないように，グループ内で話し合ってから，イ

ンタビューを開始することとし，その際，一問一答のやりとりではなく，内容について

さらに詳しく尋ねたり，自分の感想を述べたりしながら会話をするよう意識させる。ま

た，会話が続くような工夫として，つなぎ言葉や聞き返す時の表現など様々な表現を学

んできているため，状況に応じてそれらを積極的に使い，コミュニケーションを図らせ

る。
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イ 自分の考えや気持ちを発信するスピーチ，スキット発表

Many people all over the world can't本題材に関連するスピーチのトピックとして “，

. ”を取り上げる。インターネット，新get enough food to eat What can we do for them?
聞，本などを用いて，各自トピックについての情報を集め，自分の考えをまとめる。ま

た，生徒同士の話し合いの中で，単にお金を送るだけの国際協力では不十分だという意

見が多かったので，自分にとってお金より何が大切かを考える機会として，もう一つの

トピック“ ”も示した。生徒What kind of present is more wonderful than money for you?
は各自いずれかのトピックを選び，自分の表現力を最大限活用することで原稿を書きあ

げ，発表の補助資料も各自の判断で用意し，より効果的なプレゼンテーションを心掛け

ながら，発信場面としての質を高めてゆく。

スキットの発表は，３～４人１組で行う。本題材で「人を誘う・提案する」表現を学

んだことを踏まえ，スキットのタイトルを .(遊びに行こう。)とし，学んLet's hang out
だ言語材料を用いやすい場面を設け，役割や会話の内容を考えていくこととする。

(3) 授業の実践

ア 題 材 ３ ( ３)Unit Our Sister in Nepal NEW HORIZON English Course
イ 時間配当 10時間（本時は第９時）

観 点 別 評 価 項 目 関心 言語
学 習 内 容 意欲 表現 理解

態度 文化

第１次 (1) 登場人物や場面を確認し，学習の見通しを立てる。 ○ ○

第２次 (6) 言語活動を展開する。

第１時 現在完了形（経験用法）の形・意味・用法を理解し ○ ○
表現する。

第２時 現在完了形（完了用法）の形・意味・用法を理解し ○
表現する。

第３時 バザーの目的を説明したパンフレットを読んで，内 ○ ○
容を理解する。

第４時 少女の手紙を読んで内容を理解する。手紙に対する ○ ○
返事を書く。

第５時 人を誘うときの表現や提案する表現を理解し，友達 ○ ○
と対話をする。

第６時 英詩を書く。 ○

第３次 (3) 学習をまとめ，発展学習に取り組む。

第１時 本課の言語材料を用いて，スキットの原稿を書く。 ○ ○

第２時 本課の言語材料を用いて，自分の考えや思いを話し ○ ○ ○
（本時） たり，書いたりして表現する。

第３時 確認テストで本課のまとめをする。 ○ ○ ○
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ウ 本時の学習

(ｱ) 目 標

○学んだ表現を用いて言語活動を行い，コミュニケーションを図ろうとする。

○自分の考えや気持ちなど相手に伝えたいことを話したり，書いたりすることができ

る。

(ｲ) 展 開

学 習 活 動 及 び 内 容 指 導 上 の 留 意 点（◇は評価）

ＪＴＥ（Ｔ１・Ｔ２） ＡＬＴ

あいさつをする。 ・明るく元気にあいさつし，英語学習の雰囲気づくり
をする。What day is it today ?

What's the date ?
How's the weather ?
What season is it ?
How are you ?

・ペアになり，１分間，一方が日本語で言った文を相
ウォームアップを行う。 手が英語で言う。役割を交代し同じ活動を行う。そ

の後，与えられたトピックについて，ペアで１分間
自由に話す活動を行う。その際，一問一答ではなく
内容についてさらに詳しく尋ねたり，自分の感想を
述べたりしながら，実際のコミュニケーション場面
に近づけるよう工夫する。

今までに学んだことを用いて ・七つのグループに分かれて，先生にインタビューす
先生にインタビューする。 る。今まで学んだ表現を用いて，先生に趣味や行っ

たことのある所などについてインタビューし，わか
ったことをワークシートにまとめ発表する。

◇ ◇今まで学んだ表現を用いて言語活動を行い，コ
ミュニケーションを図ろうとしている。

関心・意欲・態度（観察・発表）

・本時は，スピーチを通して，自分の意見や考えを相
手に伝えたり，本課で学んだ表現を用いてスキット

本時の課題を確認する。 を発表したりしながら，実践的コミュニケーション
能力を高める活動を行うということを確認する。

自分の考えや気持ちを伝えよう。

・各コースごとに活動内容と課題を明確にし，意欲的
コース別学習の内容を確認し， に活動に取り組めるようにする。
興味・関心のあるコースを各自選
択する。

・前時に，各自スピーチのトピックを一つ選び，原稿
を書いた。本時は，自分の考えや気持ちが聞き手に

①スピーキングコース（ＡＬＴ） 正しく伝わるように話す活動を行う。
３の１教室
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(スピーチのトピック) ・効果的な資料の提示法や
・ 声の大きさについて，具Many people all over the world

. 体例を示しながら発表のcan't get enough food to eat
仕方を確認する。What can we do for them?

・ ・場面絵や小道具を準備しWhat kind of present is more
話し手の気持ちを分かりwonderful than money for you?

(スキット) やすく伝えることができ
. るよう工夫する。Let's hang out

・ の故郷についてのALT
情報（ＣＤ）を聞いて

②ラウドスピーカーコース（Ｔ１） その英文を書き取る。
少人数教室

・マイケル先生の故郷について ・書き取りが難しい場合
知ろう は，繰り返しＣＤを聞

いたり，ヒントを与え
たりする。 （Ｔ１）

③リーディングコース（Ｔ２） ・ 語句が分からない場合
は，辞書を活用したり３の２教室

・いろいろな国の子どもたちの 教師が相談にのるなど
様子を知ろう して支援する。

（Ｔ２）

・各コースで表現したことや活動したことについて，
それぞれの学習コースで表現した 代表の生徒が発表する。
ことや活動したことについて発表す
る。

◇自分の考えや気持ちなど相手に伝えたいことを
話したり，書いたりすることができる。

表現・理解（発表・ワークシート）
資料などを用いて，分かり[スピーキングコース]

やすく相手に伝えることが
できる。

◇ 英文を聞いて，内容を［ラウドスピーカーコース］

理解することができる。
内容を理解し，分かったこ［リーディングコース］

とや自分の考えを書くこと
ができる。

・話したいことを表現するのが難しい場合は，メモを
見ながら話すよう助言する。

本時のまとめを行う。
・生徒の発表や取組のよかった点について具体的に賞
賛し，次の発表への意欲を高めたい。
・活動の取組について， （オリジナルワPower English
ークブック）に記入させ，次の発表への意欲付けを
図る。

・次時は，題材の確認テストをすることを伝える。次時の確認をする。
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(4) 授業についての考察

ア 学んだことを主体的に活用するインタビュー活動について

話題を提示する際，趣味や夏休みの予定など生徒にとって身近な話題に加え，本課

で学んだ ～ 等の言語材料を用いてやりとりができるように，Have you ever been to ?
行ったことのある場所や住んでいる所なども話題の例として提示した。そのため，短

時間で尋ねてみたいことを決定し，スムーズにインタビューを開始することができ

た。さらにインタビューの中で，分からない表現については，教師に聞き返したり，

内容についてさらに詳しく尋ねたりするなど，状況に応じて，生徒自らが適切な表現

を考え，対話を続けることができた。また，インタビューを通して得た情報をまとめ

る際，つづりの分からない語句について，再度，教師に英語で確認しながら書く生徒

も見られた。

これらのことから，生徒が自分で質問項目を考えてインタビューし，得た情報を他

の生徒に伝えるという一連の活動は，学んだこ

とを主体的に活用し発信する活動として，有効

な手だてとなり得ると考える。

イ 自分の考えや気持ちを発信するスピーチ，ス

キット発表について

「お金よりすばらしいプレゼントは何か 」と。

いうトピックでスピーチを行った生徒の中に

は，今まで自分を支えてくれた両親に感謝した

スキット発表の様子り，誕生日に友だちからもらった手作りのカー

ドを見せながら発表したりする生徒もいて，一人一人の考えや気持ちがよく述べられ

ていた。また 「遊びに出かけよう 」というタイトルで行ったスキット発表では，あ， 。

るグループは，宇宙人が地球人になりすまし友達と買い物に出かけるが，最後には宇

宙人であることが友達に分かってしまうという落ちまでつける工夫を施していた。グ

ループごとに場面設定を工夫し，会話の中に本課で学んだ「人を誘う・提案する」表

現を適切に取り入れながら，かなりまとまったスキットを作り，主体的に発表に取り

組み, 聞き手を十分に楽しませることにつながった。

(5) まとめ

本実践は，生徒が学んだことを主体的・創造的に活用し発信するために，インタビュ

ーやスピーチ，スキット発表の場を設定した。インタビュー活動では，実際に教師と情

報や考えのやり取りを通して，生徒がこれまで学んできた言語知識や技能の有用性を認

識し，コミュニケーションの楽しさを味わうことができた。また，スピーチやスキット

発表では，トピックや場面設定を工夫したことで，自分の思いや考えを発信してみたい

という意欲をもたせることができ，主体的な取組につながった。

今後，さらに本研究主題のねらいに近づくためには，スピーチやスキット発表だけで

なく，ディベートやプレゼンテーションなど様々な形態を通して，積極的に，学んだこ

とを生かしながら主体的に発信する発展的な場の設定を，さらに工夫していかなければ

ならないと考える。
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授業研究４ 高等学校第１学年【 】

継続的に行うプレゼンテーション活動とサマリーライティング

(1) 授業の構想

本研究における英語科の研究主題「生徒が，学んだことを主体的・創造的に活用し発信

する，外国語（英語）科学習の指導に関する一考察」に迫るために，プレゼンテーション

活動とサマリーライティング（英語による本文の要約）及びそれに関連する諸活動を通じ

て自分の考えをまとめ発信する授業の構想をたてた。

今回の実践では，上記の二つの手だてを活動の柱とし, まず導入においてグループ毎に

教科書の題材と関連する内容の英語でのプレゼンテーションを求める。次に，生徒の教科

書本文の理解を図るために,プレゼンテーションソフトを用いて概要に関する質問をしな

がら内容の確認をし，その後グループ分けをしてそれぞれサマリーライティングを行う。

インプットとアウトプットをバランスよく授業に取り込みながら，身に付けた言語力の活

用・発信場面を保障することで，本研究主題である「生徒が,学んだことを主体的・創造

的に活用し発信する」力を高めることを目指すこととする。

今回扱う題材は，アフリカのケニア・タンザニアに暮らすマサイ族について書かれたも

のである。まずマサイの戦士達にとって「ライオンがもつ意味 「マサイにとっての牛」，

の重要性 「マサイと学校」という３点についての理解を図る。その上で，アメリカで」，

社会の教師をしている主人公が，年の半分はなぜマサイの村に帰り伝統的な衣服に身を包

んで暮らすのかを考えさせ，自分が育った文化や伝統の大切さにも目を向けさせたい。ま

た，主人公にとってライオンが何を象徴しているか理解させ，主人公が課題を抱えている

ように，各生徒にも自分の課題が何か考えさせる機会を与える。言語材料として，関係副

詞・倒置・比較級を含む表現（ 比較級 ..., 比較級 ～)を理解させ，The+ +S'+V'+ the+ +S+V+
それらを活用させる機会を与えながら定着を図ることとする。高校で扱う英語Ⅰの教科書

は中学校と比較して内容も高度になり，授業ではややもすると日本語での説明ややりとり

が多くなりがちである。そのことで生徒の頭の中には日本語だけが印象として残ってしま

い，英語自体があまり定着しない可能性も高くなるため，授業の中で生徒が英語を実際に

活用する場面を意識的に設定していく必要があると考える。

(2) 授業の手だて

ア 生徒の英語発信能力の育成を図るストーリーリテリング活動とリプロダクション

一般に英語Ⅰの授業においては，読むことに多くの時間がかけられるため，生徒が音

読したり，授業で学んだことを実際に活用する場面を十分確保することが難しくなる傾

向がある。まず十分に活用の機会を与えることで英語による発話の必要性を高め，生徒

の意識を日本語よりも英語に向けさせたい。今回の実践では，ペアで別の平易な英文を

読み，その後英文は見ずにキーワードとキーフレーズのみを確認しながら相手に伝える

ストーリーリテリング活動を行う。また，本時のメインの活動として，教科書の英文の

サマリーライティングを経て，スクリーンの絵やキーとなる表現を見ながら教科書をベ

ースに学んだ内容を英語で再生するリプロダクションを行う。

イ 教科書に関連した題材を扱うプレゼンテーション活動

教科書の内容からあまりにも離れた活動であると，生徒は何のためにその活動をする
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のかを理解しないままになってしまいがちである。そのため，課の主題と関連を意識し

た，ケニアとマサイ族を扱った少人数グループによるプレゼンテーションを行うことと

する。また，発表者から聞き手へという一方通行のコミュニケーションになるのを避

け，発表者と聞き手との双方向のコミュニケーションを意識させるために簡単な感想や

コメントを互いに書かせることにし，その発表の機会も設けることで一つの発信場面を

確保する。プレゼンテーションの最後には自分たちが調べたことに関する意見やコメン

トを入れて，ここでも自分たちの意見を発信させるようにする。これにより，英語を運

用する力を身に付けることの意義や大切さを生徒に理解させることも意識しながら，自

ら考えた言葉を使って英語で発話することを活動の最大の目的として位置付ける。

ウ 発信を促進する活動形態

最初のストーリーリテリング活動はペアワークで行い，その後，代表者による発表，

次の活動のプレゼンテーションはグループによる全体へ向けての発表という形態をと

る。単なる発表で終わらせず，発表者による問いかけと自分たちの意見･感想を盛り込

むことで聞き手と発表者とのインタラクションにつなげ，生徒による双方向の英語の発

信をする場を授業に組み込んでいくことにする。教科書は，新出単語の導入をできるだ

け英語で行い，生徒との英語でのインタラクションを通して，意味を理解しているかど

うかを確認する。次に，パワーポイントのスライドショーを用いながら，英語による問

いで １の概要確認をし，その後グループによるサマリーライティングを行う。パPart
ワーポイントのスクリーンと単語のヒントを見ながら，ペアによるストーリーリテリン

グとその内容の確認を行い，さらに代表者の発表へとつなげていく。

(3) 授業の実践

ア 題 材

イ 時間配当 ７時間（本時は第２時）

第１時 導入 プレゼンテーション準備及び教科書のリスニング

第２時 導入＋ 1 ストーリーリテリング活動・グループプレゼンテーション・サマリPart
(本時) ーライティング

第３時 １ , ２ 本文解説・プレゼンテーション・サマリーライティングPart Review Part
第４時 ２ , ３ 本文解説・プレゼンテーション・サマリーライティングPart Review Part
第５時 ３ , ４ 本文解説・プレゼンテーション・サマリーライティングPart Review Part
第６時 ４ ， 全体のまとめ, 本文解説・プレゼンテーション・サマリーライPart Review

ティング

第７時 課末 本課の重要表現・文法項目の学習

ウ 本時の展開

項目 学習活動 指導上の留意点 (◇は評価) 補助教材

あいさつと ・英語であいさつする。 分かりやすい英語でスムーズに進

スモールト ・教師のマサイ族についての英語でのイン 行するように心掛ける。

ーク トロダクションを聞く。
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導入 ペアによるストーリーリテリング活動 ・間違いを恐れず，積極的に英語 ワークシート

・ペアの一方はケニアの少女の自己紹介文 で伝えるように促す。レベルに １・２

を，もう一方はマサイ族に嫁いだ日本人 応じて，キーワードだけでは難

女性の話を読み，その後キーワードのみ しい場合は英文を見ることも認

見て，相手に読んだ内容を伝える。その める。

後，代表者が発表する （英文は交換し後 ・本文の理解の一助になるように。

で読む ） 簡単なコメントを添える。。

◇相手に読んだ英文の概要を自分

展開１ プレゼンテーション の言葉で伝えることができる。 ワークシート

マサイ族の社会構成とそれぞれの役割 ・アイコンタクトなどをして，聞 ３・グループ

発表者４名の役割 き手とコミュニケーションをと が用意した絵

１）導入担当１名 りながら発表をするように促 や写真

２）発表担当２名 す。また，聞き手には内容を理

３）まとめ担当１名 解し，それについてどう思うか

を考えさせる。

◇ 発表を理解し，自分の言葉で

展開２ 教科書本文の黙読からサマリーライティン きちんと感想を述べられる。 ワークシート

グへ ・例を挙げながらできるだけ英語 ４・パワーポ

１）新出単語の確認・導入 でスムーズに進行する。 イント

２）本文についてのＱ＆Ａ ・マサイの文化でライオンがどん

1. . . な存在であるか理解させる。What does Joseph do in the U S ?
・筆者とライオンとの遭遇の場面How about in Kenya?

2. を理解させる。What does the lion mean for people
・難しい表現を行間から推測させin northern Kenya?

3. , る。If you kill a lion what does everyone
・疑問文の理解が難しいときにはthink of you?

4. パラフレーズする。When Joseph was about 14, what
・疑問文に答えていくと，サマリhappened?

5. , ーのポイントが分かることを認When he was at a cattle camp what
識させる。were the cows starting to do in the
◇ 題材の内容をきちんと理解すmiddle of the night? And why?

6. ることができる。What do you think happened to a cow?
３）サマリーライティングとリプロダク ・生徒をグループに分け，キーワ

ション：４人グループでサマリーを書 ードとキーフレーズのみ与え，

き，その後別のグループの生徒とのペ できるだけ自分の言葉で教科書

アワークに移行し，サマリーをスライ の内容を要約させる。

ドを見ながら再生する。 ・スムーズに進行できない場合は

４）代表による発表 フレーズ単位で教師がヒントを

何名かを指名し，スライドを見ながら 与える。
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サマリーのリプロダクションを行う。 ◇ 自分の言葉でサマリーを書き,

相手にきちんと伝えることが

できる。

本時の内容 教師によるまとめと次回の問題提起 今回の授業のまとめを聞かせ，課

確認 全体のテーマについて問いかけWhy does Joseph go back to Kenya as a
る。Masai warrior? What do you think?

(4) 授業についての考察

ア 発信を促進する活動内容とその形態について

ストーリーリテリング活動では，生徒はペア

で別々の英文を読み，その内容を相手に伝える

という活動を行った。生徒に配布した用紙に

は，下半分にキーワードを付しておき，相手に

伝える際には用紙を半分に折り，キーワードの

みを見て相手に読んだ内容を伝えさせた。題材

を教科書と関連があるものにすることによっ

て，教科書の英文の内容を一層深く理解する手

ストーリーリテリングの様子助けとすることができた。それに加え,自ら興味

TIMEをもって考える機会も与えることができたと考えている。今回の実践においては,「

」のホームページからケニアの少女の生活を扱った題材と，やはりインターネッfor Kids
トで検索した，マサイ族の男性に嫁いだ日本人女性に関する英文を読ませた。教科書の内

容に関連した題材を用いることで,生徒にとっては本文の内容理解の助けとなるだけでな

く，ケニアやマサイの社会や文化と我々のそれとの違いにも目を向けることになった。

プレゼンテーションも，課の内容から離れたトピックではなく，その内容を一層深める

ような課題とした。 等のホームページからマサイに関する情報を集め，グルーWikipedia
プごとに「マサイの社会」といったテーマを与えてプレゼンテーションを行うなど,教科

書に関連したトピックを扱うことで，内容をきちんと聞こうとする意識の高まりも見られ

た。生徒達はマサイのお面や衣装などを紙で作ったり，マサイの３分間クッキングなどと

いうユニークな紹介でプレゼンテーションを行っていた。聞き手の側も今まで知らなかっ

たマサイの文化や社会について興味深く聞き，課の内容についての背景知識も十分に得る

ことができた。この活動を通して異文化への興味・関心を高め，異文化をより身近に感じ

られるようになったという感想をもった生徒も見られた。また，以前に習った表現を使っ

て感想を書いたりする生徒も見られ，文法や語彙を活用する場を提供することができたと

考えている。

プレゼンテーションにおける工夫としては，単なる一方通行の発表に終始しないよう，

４人グループの最初のスピーカーが導入，次の二人が発表，最後の一人が感想という役割

分担を設けた。聞き手への質問やクイズなどの導入を入れることで，プレゼンテーション

を聞く生徒の負荷を軽くすると共に話し手と聞き手とのインタラクションを行う機会を設

定した。また，次の発表者二人は絵などを使ったり，難解な単語は掲示して見せたりして
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聞き手の注意を引くことを意識させた。最後の話し手には，自分たちが感じたことを発表

させて，英語を活用させる機会を与えた。また，聞き手にも発表を聞いて感じたことや考

えたことを書かせ，それについて発表することで英語を活用する機会を与えた。

イ 生徒の英語発信能力の育成を図るサマリーライティングとリプロダクションについて

本時を含めた英語Ⅰの授業では，教科書の使用に関して主に二つの点を念頭に置いてい

る。一つは教科書を最大限に活用することで，もう一つは生徒に英語を活用する機会を与

えることである。サマリーライティングをさせることによって，教科書の英文を何回も読

む必要性が生まれ，授業中に複数回英文を読む機会も与えることができる。これにより生

徒はストーリー型の英文の行間を読んだりすることもできるようになった。また，難しい

内容の英文でも，その要点を自ら発見し，その理解を深めることができるようになった。

教科書を何度も様々な角度から読むことで，生徒に教科書の表現を定着させるだけではな

く，その表現と自ら考えた英語とを活用する機会を与えられたと考えている。

リプロダクションでは，グループでサマリーを書かせた後，暗唱させてグループの相手

とのペアワークに移行し，スクリーンの絵と語句のヒントを見ながら再生をさせた。その

後，ペアを組み替えて，別のグループのペアとのリプロダクションに移行した。これによ

り，自分が書いた内容を相手に伝え，相手の書いた内容も聞くという英語の活用場面も生

まれた。また，書く活動から話す活動へ転換することにより，表現能力の向上にもつなが

った。

(5) まとめ

ア 成果

４月の入学当初からこの形式で続けてきているため，生徒もサマリーを書くということ

に徐々に抵抗がなくなってきている。現在は下線部を埋めるという空所補充の形のサマリ

ーから一歩進んで，スクリーンの質問に答えながら，内容上重要な点を自分の言葉でまと

めていくという形に進んでいる。 １の という難解な表現Part "the lion had it by the throat"
"the lion hunted the cow" "the lion killed theについても,意味をきちんととらえた上で， や

, といったように自分の言葉で説明できるようになりcow" "the cow was killed by the lion"
表現力の向上が見られるようになった。また，本文にはない部分も行間を読み取り，例え

ば のように，習った語彙を使って説明することもできている。"because a lion appeared"
"I was surprised toプレゼンテーションについては，聞き手の発表に対して自分の言葉で

. 等の答えが返ってくるなど，習得した不定詞の用法にknow cows are important to Masai "
関する知識を実際のコミュニケーション場面で活用することもできる生徒も出てきた。

イ 今後の課題

英語Ⅰの授業では，扱う英文も難しくなるためにどうしても読む活動が多くなり，イン

プットもアウトプットも十分とは言えず,その量をどう増やしていくかは大きな課題であ

る。まずは量の保障という観点から授業を見直す必要性があると感じている。

また,インプットの方法自体も改善の必要がある。特に問題なのは,主に生徒の語彙力の

不足に起因する,言いたいことがあっても言い方が分からないというような場面の多さで

ある。効果的な語彙指導については十分に手だてを講じていかなければならない。文法指

導についても講義型になりがちで,本質的なインプットにはなっていないこともまだ多い

と考える。語彙・文法という二つの観点からインプット方法も見直していきたい。
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６ 研究のまとめ

外国語（英語）科では，生徒たちが，身に付けた言語能力を自らの意志で活用しながら互

いの考えや気持ちを発信し合うなかで，英語を学ぶ意義や喜びを実感できる授業の在り方を

探るために，実態調査の結果を踏まえた研究主題に迫るために効果的であると思われる手だ

てとその有効性を追究した。

中学校では，１年目は，自分たちの住む町のよさを発信しようという課題のもとに，町の

様子を撮影したビデオ映像に英語でナレーションをつける活動を通じて，聞き手を意識しな

がら自らが情報の発信源となる英語活用場面を創出した。２年目は，習得した言語材料を意

識的に活用したインタビュー活動や教科書の題材に基づいた発展的なスピーチの作成・発

表，さらにオリジナルスキットの作成・発表と様々な発信場面を保障することで，生徒の主

体的な言語能力の活用をうながす授業の構成について考察した。

高等学校では，１年目は，段階的な言語材料の習得とそれらを活用した継続的なインタビ

ュー活動とを結び付けることで，習得した知識を使おうとする「コミュニケーション動機」

を高めることを意識した授業を構築した。２年目は発展的な活用・発信の手段として，テキ

ストの内容に関連する「プレゼンテーション」と「サマリーライティング」を行うなかで，

自分の考えをまとめ伝えるという作業を通じて主題に迫る取組を行った。

２か年の研究の取組から考察される，主たる成果と課題は以下の通りである。

【成果】

○ 学んだことをインタビュー，スピーチ，ナレーション，プレゼンテ－ション等様々な

形態で発信するタスクを長期にわたって繰り返し行うことで，英語に対して明確に「活

用可能な一技能」ととらえる意識の変化が見られた。

○ 新言語材料を提示する場合に，常に習得・活用というサイクルを踏まえ，予め活用場

面を意識して設けておくことは，言語材料の定着度を高め，生徒のコミュニケーション

活動への主体的な取組へと結び付いていった。

○ 生徒が英語でやりとりした内容の理解状況や,プレゼンテーションについて互いにフ

ィードバックし評価し合う機会を設けることは，活動の質を高める手だてとなり得た。

同じ課題に周囲がどのように取り組んだかについては関心が強く, 評価も，生徒が改善

のヒントを得たり, 次の活動への動機付けとなることが多かった。

【課題】

○ コミュニカティブな授業においては，テキストを踏まえた，言語材料をきちんと押さ

える場や時間が十分に確保できない場合もあり，授業を通じた習得と活用のバランスに

ついてはさらに工夫・改善が必要である。

○ 発信場面の設定についてはまだ数多くの実践していない手法や形態がある。発信しよ

うとする意欲をもたせ続けるためには,伝える内容を重視した取組の工夫と,活動場面の

多様性が必要である。

今後は，２か年にわたり進めてきた本実践研究を踏まえ，必要な場面で適切に活用するこ

とができる，いわゆる「発表語彙」の数を拡充したり,コミュニケーション能力の育成と文

法指導等を融合することで基本的な言語能力自体を高めながら，より多くの様々な形態での

発信場面を設けることで 「自分の考えや気持ち」を英語で表現することの意義や喜びを感，

じる生徒の育成を図る授業の在り方について，より実践的な研究に取り組むこととする。
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研究関係者一覧

１ 研究協力員

算数・数学 常陸太田市立西小沢小学校 教諭 金澤 勝也

行方市立小貫小学校 教諭 髙須 智子

つくば市立吉沼小学校 教諭 皆川 正美

土浦市立藤沢小学校 教諭 永井 英夫(平成18年度)

坂東市立逆井山小学校 教諭 桑原 えみ

（平成18年度 五霞町立五霞西小学校）

水戸市立緑岡中学校 教諭 森島 義範

筑西市立下館西中学校 教諭 木村 厚夫

音楽 潮来市立津知小学校 教諭 濵田 稔子

土浦市立中村小学校 教諭 篠崎 映子

日立市立豊浦中学校 教諭 花田 喜龍

常陸大宮市立第二中学校 教諭 山田 聡

体育・保健体育 阿見町立本郷小学校 教諭 小松原 聡

鉾田市立大竹小学校 教諭 小沼 千秋(平成18年度)

土浦市立土浦小学校 教諭 三田部 勇

水戸市立常澄中学校 教諭 鎮目 英俊

常総市立石下中学校 教諭 篠崎 徹

県立竜ヶ崎第一高等学校 教諭 栗山 貴浩

県立牛久栄進高等学校 教諭 飯塚 寛子

外国語（英語） 牛久市立牛久第一中学校 教諭 本橋 和久

常総市立鬼怒中学校 教諭 塚原 絹江

県立多賀高等学校 教諭 谷津 勉

県立土浦第二高等学校 教諭 宮代 篤

２ 茨城県教育研修センター

所長 大川 秀一

教科教育課長 武井 秀一

指導主事（算数・数学） 原田 純一

指導主事（算数・数学） 小宮 隆春（平成18年度）

指導主事（音楽） 寺田 純子

指導主事（音楽） 横須賀義章（平成18年度）

指導主事（体育・保健体育） 國府田 薫

指導主事（体育・保健体育） 君山 弘

指導主事（外国語（英語 ） 飯山 克則）
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研究を終えて

中央教育審議会答申（平成17年10月26日 「新しい時代の義務教育を創造する」には，基礎）

的な知識・技能の育成（いわゆる習得型の教育）と，自ら学び自ら考える力の育成（いわゆる

探究型の教育）を総合的に行うことが重要であると示されています。また 「確かな学力」を，

育成し「生きる力」をはぐくむこという基本的な考えは，今後も引き続き重要であると示され

ています。

このような点を踏まえて，児童生徒が楽しさを感じ，生き生きと学ぶ，豊かな学びをぐくむ

ための学習指導の在り方を目指して研究を進めてきました。

教科教育課においては，昨年度と本年度の２年間を通して，算数・数学，音楽，体育・保健

体育，外国語（英語）の各教科で 「豊かな学びをはぐくむ学習指導」を踏まえ，各教科ごと，

に研究主題を設定し，実態調査及び，授業研究を通して実践的な研究を進めてきました。その

結果，児童生徒自身が 「知識・技能の習得」と「自ら学び自ら考える力」を身に付け 「意， ，

欲，感動，充実感，自信」などの内面的なものを，自らの学びとして実感できる学習指導の工

夫改善について一応の成果を示すことができました。一方で，学ぶ側である児童生徒にとって

の「豊かな学び」と，教える側である教師の「豊かな発想」をもった働きかけとが融合された

「分かる授業 「楽しい授業」を創造することの重要性を，実践を通して改めて認識しまし」

た。

今回の研究の成果と課題をもとに，今後は，児童生徒が確かな学力を身に付け，自らの学び

を実感する豊かな学びをはぐくむ授業の創造に視点をおき，さらなる実践的な研究に取り組ん

でいきたいと考えています。

最後に，研究報告書は本研修センターのWebページ上に公開されますので，研究の成果が一

層幅広く活用されることを期待します。

研究報告書第62号

教科に関する研究

豊かな学びをはぐくむ学習指導
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